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１ 概説  

 

１ -１ 概要  

ＬＣ８ ７ ０Ｇ０ ０シリーズは、最 小 バスサイクルタイム８３．３ ｎ ｓで動 作 するＣＰＵ部 を中 心 にして、８Ｋバイトのフ

ラッシュＲＯＭ（オンボード書 き換 え可 能 ） 、 ２ ５ ６バイトＲＡＭ，オンチップデバッガ機 能 、高 機 能 １６ビットタ

イマ／カウンタ（８ビットタイマに分 割 可 ），１６ビットタイマ／カウンタ（ ８ビット分 割 可 , ８ビットＰＷＭ可 ） ,時 計

用 ベースタイマ，非 同 期 ／同 期 式 Ｓ ＩＯ×１ ， １ ２／８ビッ ト分 解 の切 り替 え付 き１ ２ビッ ト ７チャネルＡＤコン

バータ，１ ０／２０倍 アンプ，ＡＤコンバータ用 基 準 電 圧 発 生 回 路 （ＶＲＥＦ ） ,  コンパレータ， 8 / 1 0 ビット高

速 ＰＷＭ× 1 、 1 2 ビットＰＷＭ× 2 、温 度 センサ、システムクロック分 周 機 能 ，内 蔵 リセット回 路 ， １ ５要 因 １

０ベクタ割 り込 み機 能 等 を１チップに集 積 した８ビットマイクロコンピュータです。  

 

１ -２ 特徴  

 

■ＲＯＭ  

・電 源 電 圧 ２．２～５．５Ｖの幅 広 いオンボード書 き込 みが可 能 。  

・ １ ２ ８バイ ト単 位 でのブロック消 去 可 能 。  

・ ２バイ ト単 位 での書 き込 み  

・ ８ １ ９ ２×８ビット  

 

■ＲＡＭ  

・ ２ ５ ６×９ビット  

 

■最 小 バスサイクルタイム  

・ ８ ３ ． ３ ｎ ｓ ( １ ２ＭＨ ｚ ，ＶＤＤ＝２ ． ７Ｖ～５ ． ５Ｖ 、Ｔ ａ＝－４０℃～８５℃ )  

・ １ ２ ５ ｎ ｓ  ( ８ＭＨ ｚ ，  ＶＤＤ＝２ ． ０Ｖ～５ ． ５Ｖ 、Ｔ ａ＝－４０℃～８５℃ )  

・ ２ ５ ０ ｎ ｓ  ( ４ＭＨ ｚ ，  ＶＤＤ＝１ ． ８ Ｖ～５ ． ５Ｖ 、Ｔ ａ＝－４０℃～８５℃ )  

（注 ）バスサイクルタイムはＲＯＭの読 み出 し速 度 を表 します。  

 

■最 小 命 令 サイクルタイム （Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

・ ２ ５ ０ ｎ ｓ （ １ ２ＭＨ ｚ ，ＶＤＤ＝２ ． ７Ｖ～５ ． ５Ｖ 、Ｔ ａ＝－４ ０℃～８ ５℃ )  

・ ３ ７ ５ ｎ ｓ （ ８ＭＨ ｚ ，  ＶＤＤ＝２ ． ０Ｖ～５ ． ５Ｖ 、Ｔ ａ＝－４ ０℃～８ ５℃ )  

・ ７ ５ ０ ｎ ｓ （ ４ＭＨ ｚ ，  ＶＤＤ＝１ ． ８ Ｖ～５ ． ５Ｖ 、Ｔ ａ＝－４ ０℃～８ ５℃ )  

 

■ポート  

・ ノーマル耐 圧 入 出 力 ポート  

１ビッ ト単 位 で入 出 力 指 定 可 能  １ ８ （ Ｐ ０ ｎ ， Ｐ １ ｎ ， Ｐ ７ ０ 、ＣＦ １／ＸＴ１ ，ＣＦ ２／ＸＴ２ ）  

・ リセッ ト端 子      １ （ R E S ）  

・電 源 端 子      ３ （ Ｖ Ｓ Ｓ １ ，ＶＤＤ１ 、ＡＶＳＳ ）  

・基 準 電 圧 出 力            １ （ ＶＲＥＦ ）  

・デバッガ専 用 端 子            １ （ ＯＷＰ ０ ）  

 

■タイマ  

・ タ イマ０ ：キャプチャレジスタ付 きの１ ６ビットのタイマ／カウンタ  

モード０：８ビットプログラマブルプリスケーラ付８ビットタイマ 

    （８ビットキャプチャレジスタ付）×２チャネル 

モード１：８ビットプログラマブルプリスケーラ付８ビットタイマ 

    （８ビットキャプチャレジスタ付）＋８ビットカウンタ 
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   （８ビットキャプチャレジスタ付） 

モード２：８ビットプログラマブルプリスケーラ付 １６ビットタイマ（１６ビットキャプチャレジスタ付 ）  

モード３ ： １ ６ビッ トカウンタ （ １ ６ビッ トキャプチャレジスタ付 ）  

 

・ タ イマ１ ： ＰＷＭ／トグル出 力 可 能 な１ ６ビッ トのタイマ／カウンタ  

モード０ ： ８ビットプリスケーラ付 ８ビッ トタイマ（ トグル出 力 付 ）  

＋８ビットプリスケーラ付 ８ビッ トタイマ／カウンタ （ トグル出 力 付 ）  

モード１ ： ８ビットプリスケーラ付 ８ビッ ト ＰＷＭ×２チャネル  

モード２ ： ８ビットプリスケーラ付 １ ６ビッ トタイマ／カウンタ （ トグル出 力 付 ）  

（下 位 ８ビッ トからもトグル出 力 可 能 ）  

モード３ ： ８ビットプリスケーラ付 １ ６ビッ トタイマ （ トグル出 力 付 ）  

（下 位 ８ビッ トはＰＷＭとして使 用 可 能 ）  

 

・  ベースタイマ  

①クロックは、サブクロック （ 3 2 . 7 6 8 K H z 水 晶 発 振 ） 、低 速 R C 発 振 クロック 、  

 システムクロック、タイマ 0 のプリスケーラ出 力 から選 択 できる。  

（サブクロックまたは低 速 ＲＣ発 振 クロックを選 択 した場 合 、Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ＨＯ ＬＤモードの解 除 が可 能 ）  

② 5 種 類 の時 間 での割 り込 み発 生 が可 能  

 

■Ｓ ＩＯ  

・ Ｓ Ｉ Ｏ １ ： ８ビット非 同 期 ／同 期 式 シリアルインタフェース  

モード０ ：同 期 式 ８ビットシリアル ＩＯ  

（ ２線 式 または３線 式 ，転 送 クロック ２～５ １ ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

モード１ ：非 同 期 シリアル ＩＯ  

（半 二 重 ，データ８ビット ，ス ト ップビット １ ，ボーレート８～２ ０ ４ ８ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

モード２ ：バスモード１ （ スタートビッ ト ，データ８ビッ ト ，転 送 クロック ２～５ １ ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

モード３ ：バスモード２ （ スタート検 出 ，データ８ビット ，ス ト ップ検 出 ）  

 

■  ＡＤコンバータ  

・ １ ０／２ ０倍 オペアンプ付 きＡＤ変 換 入 力 ポート （ １チャンネル）  

・ ＡＤ変 換 入 力 ポート （ ７チャンネル）  

１ ２／８ビットＡＤコンバータ分 解 能 切 り替 え  

ＡＤコンバータの基 準 電 圧 源 の切 替 え  

 （ マイコン電 源 ／内 蔵 基 準 電 圧 源 （ＶＲＥＦ ）／外 部 電 源 から選 択 可 能 ）  

 

■ ＡＤコンバータ用 基 準 電 圧 発 生 回 路 (ＶＲＥＦ )  

・ ＡＤコンバータの基 準 電 圧 として、２ ． ０ Ｖ／４ ． ０Ｖを発 生 可 能  

 

■ コンパレータ  

コンパレータ入力端子 （１チャンネル） 

コンパレータ出力端子 （１チャンネル） 

 

（ コンパレータ入 力 の電 位 ）＜１ ． ２ ２Ｖ  のとき、コンパレータ出 力 ＝Ｈ ｉ ｇ ｈレベル  

（ コンパレータ入 力 の電 位 ）＞１ ． ２ ２Ｖ  のとき、コンパレータ出 力 ＝Ｌｏｗレベル  

 

■クロック出 力 機 能  

・  システムクロックとして選 択 された源 発 振 クロックの
1

1 ，
2

1 ，
4

1 ，
8

1 ，
16

1 ，
32

1 ，
64

1 を出 力 可 能  

・サブクロックの源 発 振 クロックを出 力 可 能  
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■ウォッチドッグタイマ  

・低 速 R C発 振 クロック （約 3 0 K H z ）／サブクロックにより動 作 するタイマのオーバーフローで内 部 リセット発

生 可 能  

・ スタンバイモード時 の動 作 を 3種 類 （カウント動 作 継 続 ／動 作 停 止 ／カウント値 を保 持 してカウント動 作

停 止 ）から選 択 可 能  

 

 ■割 り込 み  

・ １ ５要 因 １ ０ベクタ  

①割 り込 みは低 レベル（ Ｌ ） ，高 レベル（Ｈ ） ，最 高 レベル（ Ｘ ）の ３レベルの多 重 割 り込 み制 御 。割 り

込 み処 理 中 に、同 一 レベルまたは下 位 のレベルの割 り込 み要 求 が入 っても受 け付 けられません。  

②２つ以 上 のベクタアドレスへの割 り込 み要 求 が同 時 に発 生 した場 合 、レベルの高 いものが優 先 さ

れます。また、同 一 レベルでは飛 び先 ベクタアドレスの小 さい方 の割 り込 みが優 先 されます。  

 

Ｎｏ． ベクタ 選択レベル 割り込み要因 

１ ００００３Ｈ ＸまたはＬ ＩＮＴ０ 

２ ００００ＢＨ ＸまたはＬ ＩＮＴ１ 

３ ０００１３Ｈ ＨまたはＬ ＩＮＴ２／Ｔ０Ｌ／ＩＮＴ４ 

４ ０００１ＢＨ ＨまたはＬ ＩＮＴ３／ＢＴ 

５ ０００２３Ｈ ＨまたはＬ Ｔ０Ｈ 

６ ０００２ＢＨ ＨまたはＬ Ｔ１Ｌ／Ｔ１Ｈ 

７ ０００３３Ｈ ＨまたはＬ ＨＰＷＭ２ 

８ ０００３ＢＨ ＨまたはＬ ＳＩＯ１ 

９ ０００４３Ｈ ＨまたはＬ ＡＤＣ 

１０ ０００４ＢＨ ＨまたはＬ ポート０／ＶＣＰＷＭ 

・優 先 レベル  Ｘ＞Ｈ＞Ｌ  

・同 一 レベルではベクタアドレスの小 さいものが優 先  

 

■サブルーチンスタックレベル：最 大 １２ ８レベル（スタックはＲＡＭの中 に設 定 ）  

 

■高 速 乗 除 算 命 令  

・ １ ６ビット×  ８ビッ ト  （実 行 時 間 ：  ５ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

・ ２ ４ビット×１６ビッ ト  （実 行 時 間 ： １ ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

・ １ ６ビット÷  ８ビッ ト  （実 行 時 間 ：  ８ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

・ ２ ４ビット÷１６ビッ ト  （実 行 時 間 ： １ ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

 

■発 振 回 路  

・内 蔵 発 振 回 路  

①低 速 ＲＣ発 振 回 路       ： システムクロック用 （約 ３０ ｋＨ ｚ ）  

②中 速 ＲＣ発 振 回 路       ： システムクロック用 （ １ＭＨ ｚ ）  

③高 速 ＲＣ発 振 回 路 １      ： システムクロック用 （ ８ＭＨ ｚ ）  

④高 速 ＲＣ発 振 回 路 ２      ：高 速 ＰＷＭ専 用 （ ４ ０ＭＨ ｚ ）  

・外 部 発 振 回 路  

①高 速 ＣＦ発 振 回 路       ： システムクロック用 ，Ｒ ｆ内 蔵  

②低 速 水 晶 発 振 回 路      ：低 速 システムクロック用  Ｒ ｆ内 蔵  

( １ )ＣＦ発 振 回 路 と水 晶 発 振 回 路 の発 振 端 子 は共 有 端 子 となっており、選 択 は  

プログラマブル切 り替 え。  

( 2 )システム リセッ ト状 態 でのＣＦ発 振 回 路 と水 晶 発 振 回 路 は共 に動 作 を停 止 状 態 。命 令 で発 振

動 作 を許 可 することにより、発 振 開 始 。  

 

■システムクロック分 周 機 能  

・低 消 費 電 流 動 作 可 能  
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・最 小 命 令 サイクルで３ ７ ５ ｎ ｓ ， ７ ５ ０ ｎ ｓ ， １ ． ５μ ｓ ， ３ ． ０μ ｓ ， ６ ． ０μ ｓ ， １ ２ ． ０μ ｓ ，  

２ ４ ． ０μ ｓ ， ４ ８ ． ０μ ｓ ， ９ ６ ．０μ ｓの選 択 が可 能 （ メインクロック ８ＭＨ ｚ使 用 時 ）  

 

■内 蔵 リセット回 路  

・パワーオンリセット （ ＰＯＲ ）機 能  

①ＰＯＲは電 源 投 入 時 のみリセットがかかる。  

②ＰＯＲの解 除 レベルを８レベル（１ ． ６ ７Ｖ ， １ ． ９ ７ Ｖ ， ２ ．０ ７ Ｖ ， ２ ． ３ ７ Ｖ ， ２ ． ５ ７ Ｖ ，  

２ ． ８ ７ Ｖ ， ３ ． ８ ６ Ｖ ， ４ ． ３ ５ Ｖ ）オプションにて切 り替 え可 能 。  

 

・低 電 圧 検 知 リセット （ ＬＶＤ ）機 能  

①ＬＶＤはＰＯＲとの併 用 により、電 源 投 入 時 と電 源 低 下 時 ともにリセットがかかります。  

②ＬＶＤ機 能 を使 用 する／使 用 しないと低 電 圧 検 知 レベルを７レベル（ １ ． ９ １ Ｖ ， ２ ． ０ １ Ｖ ， ２ ． ３ １ Ｖ ， ２ ．

５ １ Ｖ ， ２ ． ８ １ Ｖ ， ３ ． ７ ９ Ｖ ， ４ ． ２ ８ Ｖ ）オプションにて切 り替 え可 能 。  

 

■スタンバイ機 能  

・ ＨＡＬＴモード ：命 令 実 行 停 止 ，周 辺 回 路 動 作 継 続  

①発 振 の停 止 は自 動 的 には行 わない。  

   ②H A L T モードを解 除 するには次 の 3 つの方 法 がある。  

    ( 1 ) リセッ ト端 子 に ｢ L ｣ レベルを入 力 する。  

    ( 2 )ウォッチドッグタイマまたは、 L V D によるリセットの発 生 。  

    ( 3 )割 り込 みの発 生 。  

 

・ ＨＯＬＤモード ：命 令 実 行 停 止 ，周 辺 回 路 動 作 停 止  

①  ＣＦ発 振 ，低 速 ／中 速 ＲＣ発 振 ，水 晶 発 振 のいずれも自 動 的 に停 止 する。  

（ 注 ）低 速 ＲＣ発 振 は、ウォッチドッグタイマからも直 接 発 振 が制 御 され、スタンバイモード時 の発 振 の

制 御 も行 われる。  

②ＨＯＬＤモードを解 除 するには次 の５つの方 法 があります。  

( 1 ) リセッ ト端 子 に「 Ｌ 」 レベルを入 力 。  

( 2 )ウォッチドッグタイマまたは , ＬＶＤによるリセッ ト発 生 。  

( 3 ) Ｉ Ｎ Ｔ ０ ， Ｉ ＮＴ １ ， Ｉ ＮＴ ２ ， Ｉ ＮＴ ４の何 れかで割 り込 み要 因 が成 立 。  

※ ＩＮＴ ０ ， Ｉ ＮＴ １はレベル検 出 設 定 に限 る。  

( 4 )ポート ０で割 り込 み要 因 が成 立 。  

 

・ Ｘ ’ ｔ ａ ｌ  ＨＯＬＤモード ：命 令 実 行 停 止 ，ベースタイマ以 外 の周 辺 回 路 動 作 停 止  

（ Ｘ ‘ ｔ ａ ｌ 発 振 または低 速 ＲＣ選 択 時 ）  

①  ＣＦ発 振 ，低 速 ／中 速 ＲＣ発 振 は自 動 的 に停 止 する。  

（ 注 ）低 速 ＲＣ発 振 は、ウォッチドッグタイマからも直 接 発 振 が制 御 され、スタンバイモード時 の発 振 の

制 御 も行 われる。  

（ 注 ）ベースタ イマの入 力 クロ ッ クに低 速 Ｒ Ｃ発 振 を選 択 した状 態 でベースタ イマを動 作 させ、 Ｘ ’ ｔ ａ ｌ

ホールドモードに突 入 すると、低 速 ＲＣ発 振 は突 入 時 の状 態 を保 持 します。  

②水 晶 発 振 は突 入 時 の状 態 を維 持 します。  

③Ｘ ’ ｔ ａ ｌ  ＨＯＬＤモードを解 除 するには次 の６つの方 法 があります。  

( 1 ) リセッ ト端 子 に「 Ｌ 」 レベルを入 力 する。  

( 2 )ウォッチドッグタイマまたは , ＬＶＤによるリセッ ト発 生 。  

( 3 ) Ｉ Ｎ Ｔ ０ ， Ｉ ＮＴ １ ， Ｉ ＮＴ ２ ， Ｉ ＮＴ ４のいずれかで割 り込 み要 因 が成 立 する。  

※ ＩＮＴ ０ ， Ｉ ＮＴ １はレベル検 出 設 定 に限 る。  
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( 4 )ポート ０で割 り込 み要 因 が成 立 する。  

( 5 )ベースタイマ回 路 で割 り込 み要 因 が成 立 する。  

 

■VCPWM：周波数可変 12 ビット PWM×2 チャンネル 

 

■高速 PWM  （HPWM2） 

8/10 ビット PWM×1 チャネル  

①システムクロック／高速ＲＣ発振クロック（４０ＭＨｚ）による動作を選択可能  

②分 解 能 を８ビッ ト （通 常 方 式 ）／１ 0 ビット （パルス付 加 方 式 ）から選 択 可 能  

 

■ 温度センサ 

・センサの電圧変化をＡＤコンバータで比較可能 

 

■オンチップデバッガ機 能  

・ ターゲット基 板 に実 装 状 態 でソフトデバッグ可 能  

・オンチップデバッガ・ターミナルは１チャネル装 備 。  

 ＯＷＰ ０  

 

■データセキュリティ機 能 （フラッシュ版 のみ）  

・ フラッシュメモリに書 き込 まれているプログラムデータの不 正 読 出 しやコピーを防 止  

（注 ）データセキュリティ機 能 には絶 対 的 なセキュリティはない。  

 

■出 荷 形 態  

・ Ｓ ＳＯＰ ２ ４ （ ２ ２ ５ｍ ｉ ｌ ） 『鉛 フリー ・ハロゲンフリー仕 様 品 』  

 

■開 発 ツール  

・オンチップデバッガ  ：  ＴＣＢ ８ ７  Ｔ ｙ ｐ ｅ Ｃ （ １銭 用 ケーブル）＋ＬＣ８ ７ Ｆ ０Ｇ０ ８Ａ  

  

■ 書 き込 み基 板  
 

パッケージ  書 き込 み基 板  

Ｓ ＳＯＰ ２ ４  Ｗ 8 7 Ｆ ０ Ｂ Ｓ  
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１ -３ ピン配置図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 SSOP24(225mil) 『鉛フリー・ハロゲンフリー仕様品』 

 

 

SSOP24 NAME 

 

SSOP24 NAME 

1 P70/INT0/T0LCP/AN09 13 P16/INT2/T0IN/CPOUT/HPWM2 

2 RES 14 P17/BUZ/INT1/T0HCP/HPWM2 

3 VSS1 15 AVSS 

4 CF1/XT1 16 VREF 

5 CF2/XT1 17 P00/APIM 

6 VDD1 18 P01/APIP 

7 P10/SO1 19 P02/AN2/CPIM 

8 P11/SI1/SB1 20 P03/AN3/VCPWM0 

9 P12/SCK1 21 P04/AN4/VCPWM1 

10 P13/INT4/T1IN/AN7 22 P05/T1PWML/CKO 

11 P14/INT4/T1IN/AN6 23 P06/T1PWMH 

12 P15/INT3/T0IN/AN5 24 OWP0 

 

 

 

 

P70/INT0/T0LCP/AN09 

RES 

VSS1 

CF1/XT1 

CF2/XT2 

VDD1 

P10/SO1 

P11/SI1/SB1  

P12/SCK1 

P13/INT4/T1IN/AN7 

P14/INT4/T1IN/AN6 

P15/INT3/T0IN/AN5 

 

24 

23 

22 

21 

20 

19 

18 

17 

16 

15 

14 

13 

OWP0 

P06/T1PWMH 

P05/T1PWML /CKO 

P04/AN4/VCPWM1 

P03/AN3/VCPWM0 

P02/AN2/CPIM 

P01/APIP 

P00/APIM 

VREF 

AVSS 

P17/BUZ/INT1/T0HCP/HPWM2 

P16/INT2/T0IN/CPOUT/HPWM2 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

 
LC87F0G08A 
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割り込み制御 

スタンバイ制御 

IR PLA 

フラッシュ ROM 

PC 

バスインタフェース 

ポート 0 

ポート 1 

タイマ 0 

ADC 

INT0～4 

 (INT3はノイズ除去付) 

ACC 

Bレジスタ 

Cレジスタ 

PSW 

RAR 

RAM 

スタックポインタ 

ALU 

リセット回路 

（LVD/POR） 

 

WDT 

（低速 RC） 

 

リ
セ
ッ
ト
制
御

 
RES 

10/20倍アンプ(1ch) 

Vref 

SIO１ 

ポート 7 

ベースタイマ 

タイマ 1 

コンパレータ 

VCPWM HPWM2 

温度センサ 

１ -４ システムブロック図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オンチップデバッガ 

+ 

－ 

ク
ロ
ッ
ク

 

ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ

 

中速 RC 

高速 RC1 

CF/XT 

低速 RC 

高速 RC2 
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１ -５ 端子機能表  

 

端子名 I/O 機能説明 オプション 

VSS1 - 電源の－端子 なし 

VDD1 - 電源の＋端子 なし 

AVSS - 電源の－端子 なし 

VREF I/O 内蔵基準電圧出力( 2.0V/4.0V )、基準電圧外部入力 なし 

OWP0 I/O デバッガ専用端子  

ポート 0 I/O ・7 ビットの入出力ポート 

・１ビット単位の入出力指定可能 

・１ビット単位のプルアップ抵抗 ON／OFF可能 

・ 端子機能 

P00 ：(APIM) 10/20倍オペアンプ付き AD変換入力ポート －側 

P01 ：(APIP） 10/20倍オペアンプ付き AD変換入力ポート ＋側 

P02 ：AD変換入力ポート (AN2)／コンパレータ入力 (CPIM) 

P03 ：AD変換入力ポート (AN3)／VCPWM0出力 

P04 ：AD変換入力ポート (AN4)／VCPWM1出力 

P05：タイマ 1PWML出力／システムクロック出力 

P06：タイマ 1PWMH出力 

 

あり 

P00～P06 

ポート 1 I/O ・ 8 ビットの入出力ポート 

・ 1 ビット単位の入出力指定可能 

・ 1 ビット単位のプルアップ抵抗 ON／OFF可能 

・ 端子機能 

P10: SIO1データ出力 

P11: SIO1データ入力／バス入出力 

P12：SIO1 クロック入出力 

P13：INT4入力／HOLD解除入力／タイマ 1 イベント入力／ 

タイマ 0Lキャプチャ入力／タイマ 0Hキャプチャ入力 

   AD変換入力ポート(AN7) 

P14：INT4入力／HOLD解除入力／タイマ 1 イベント入力／ 

タイマ 0Lキャプチャ入力／タイマ 0Hキャプチャ入力 

   AD変換入力ポート(AN6) 

P15 ： INT3入力（ノイズフィルタ付入力）／ 

タイマ 0 イベント入力／タイマ 0Hキャプチャ入力／ 

AD変換入力ポート (AN5) 

P16 ：INT2入力／HOLD解除入力／ 

タイマ 0 イベント入力／タイマ 0Lキャプチャ入力／ 

コンパレータ出力 (CPOUT)／HPWM2出力 

P17 ：ブザー出力／INT1入力／HOLD解除入力／ 

タイマ 0Hキャプチャ入力／HPWM2出力 

 

インタラプト受付形式 

あり 

 P10～P17 

  立ち上がり 立ち下がり 立ち上がり 

立ち下がり 

Ｈレベル Ｌレベル  

INT1 
INT2 
INT3 
INT4 

○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 

× 
○ 
○ 
○ 

○ 
× 
× 
× 

○ 
× 
× 
× 

 

ポート 7 I/O ・1 ビットの入出力ポート 

・入出力指定可能 

・プルアップ抵抗 ON／OFF可能 

・端子機能 

P70 ： INT0入力／HOLD解除入力／タイマ 0Lキャプチャ入力 

／AD変換入力ポート (AN9) 

インタラプト受付形式 

なし 

P70 

  立ち上がり 立ち下がり 立ち上がり 
立ち下がり 

Ｈレベル Ｌレベル  

INT0 ○ ○ × ○ ○ 
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RES  I 外部リセット入力／内部リセット出力端子 あり 
内蔵ﾌﾟﾙアップ 

ON／OFF 

CF1/XT1 I/O ・セラミック発振子／32.768kHz水晶発振子用入力端子 

・端子機能 

汎用入出力ポート（Nch.O.Dのみ） 

 

なし 

 

 

CF2/XT2 I/O ・セラミック発振子／32.768kHz水晶発振子用出力端子 

・端子機能 

汎用入出力ポート 

 

なし 

 

 

 

OWP0 I/O デバッガ専用端子 なし 

 

 

１ -６ オンチップデバッガ端子処理  

オンチップデバッガ専 用 端 子 O W P 0 は 1 0 0 kΩでプルダウンしてください。  

T C B ８ ７  T y p e C とは O W P 0／ V D D／ V S S の３本 を接 続 します。  

 

１ -７ 未使用端子の推奨処理  

端子名 
未使用時の推奨処理 

基板 ソフトウェア 

P00～P06 OPEN 出力Low設定 

P10～P17 OPEN 出力Low設定 

P70 OPEN 出力Low設定 

CF1/XT1 100kΩ以下の抵抗でプルダウン 汎用入力設定 

CF2/XT2 100kΩ以下の抵抗でプルダウン 汎用入力設定 

 

１ -８ ポート出力形態  

 

ポート出 力 形 態 とプルアップ抵 抗 の有 無 を以 下 に示 します。  

なお、入 力 ポートでのデータの読 み込 みは、ポートが出 力 モード時 でも可 能 です。  

 

ポート名 
オプション 

切替単位 

オプション 

種類 
出力形式 プルアップ抵抗 

P00～P06 1 ビット単位 1 CMOS プログラマブル 

2 Nch-オープンドレイン プログラマブル 

P10～P17 

 

1 ビット単位 1 CMOS プログラマブル 

2 Nch-オープンドレイン プログラマブル 

CF1/XT1 - なし 汎用入出力ポート選択時 

Nch-オープンドレイン 
なし 

CF2/XT2 - なし 汎用入出力ポート選択時 

CMOS/Nch-オープンドレイン 

※プログラマブル 

なし 

P70 - なし Nch-オープンドレイン プログラマブル 
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１ -９ ユーザオプション一覧表  

オプション名 オプション種類 フラッシュ版 
オプション 

切換え単位 
指定する内容 

ポート出力形式 

P00～P06 ○ 1ビット単位 
CMOS 

Nch-オープンドレイン 

P10～P17 ○ 1ビット単位 
CMOS 

Nch-オープンドレイン 

プログラム 

スタート番地 
- ○ - 

00000h 

01E00h ※ﾌﾟﾛﾃｸﾄｴﾘｱ①選択時 

01D00h ※ﾌﾟﾛﾃｸﾄｴﾘｱ②選択時 

01C00h ※ﾌﾟﾛﾃｸﾄｴﾘｱ③選択時 

01C00h ※ﾌﾟﾛﾃｸﾄｴﾘｱ④選択時 

プロテクトエリア 

（注１） 
- ○ - 

①1800h-1FFFh 

②0000h-1DFFh,1F00h-1FFFh 

③0000h-1CFFh,1F00h-1FFFh 

④0000h-1AFFh,1F00h-1FFFh 

リセット端子 プルアップ抵抗選択 ○ - 
あり 

なし 

低電圧検知 

リセット機能 

検知機能 ○ - 
許可:使用する 

禁止:使用しない 

検知レベル ○ - 7 レベル 

パワーオン 

リセット機能 

パワーオンリセット 

レベル 
○ - 8 レベル 

（注１） オンボード書き込み時の書き込み禁止領域を選択します。 

 

１ -１０ 電源端子推奨条件 （ＶＤＤ１，ＶＳＳ１）  

ＶＤＤ１～ＶＳ Ｓ １端 子 間 には、以 下 の条 件 を満 たすようなバイパスコンデンサを接 続 してくだ

さい。  

 

・ ＶＤＤ１ ，ＶＳＳ １端 子 とバイパスコンデンサＣ１，Ｃ２間 は太 い配 線 により最 短 で接 続 し、かつ

両 端 子 からバイパスコンデンサまでのインピーダンスが極 力 等 しく（Ｌ １＝Ｌ１ ‘ ，Ｌ２＝Ｌ２ ’ ）な

るように接 続 してください。  

・コンデンサは大 容 量 のものＣ１と小 容 量 のものＣ２を並 列 に挿 入 してください。  

Ｃ２については０．１ Ｆ程 度 のコンデンサを接 続 してください。  

 

 

 

VSS1 

VDD1 

L1’ 

L2’ 

L1 

L2 

C1 C2 
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２ 内部システム構成  

 

２ -１ メモリ空 間  

 

ＬＣ８７００００シリーズは、次 の３種 類 のメモリ空 間 を持 ちます。  

①プログラムメモリ空 間  ２５６Ｋバイト（１２８Ｋバイト×２バンク）  

②内 部 データメモリ空 間  ６４Ｋバイト（ ００００Ｈ～ＦＦＦＦＨのうち００００Ｈ～ＦＤＦＦＨがス

タックエリア兼 用 ）。  

③外 部 データメモリ空 間  １６Ｍバイト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 ）ＳＦＲ ：アキュムレータ等 の特 殊 機 能 レジスタの配 置 されている領 域 （ＡＰＰＥＮＤ ＩＸ   

Ａ－Ｉ参 照 ）  

図 ２－１－１   メモリ空 間  

 

２ -２ プログラムカウンタ（ＰＣ）  

 

プログラムカウンタ（ＰＣ ）は１７ビットで構 成 されて、そのほかにバンクフラグＢＮＫがあり、

ＢＮＫの値 でバンクが変 化 します。ＰＣの下 位 １７ビットにより、バンク内 の１２８ＫのＲＯＭ

空 間 がリニアにアクセスできます。  

通 常 、ＰＣは命 令 実 行 毎 にバンク内 で自 動 的 に進 みます。バンクの切 替 はスタックにア

ドレスをプッシュして、リターン命 令 を実 行 することで行 います。  

分 岐 命 令 ，サブルーチン命 令 の実 行 時 、割 り込 み受 け付 け時 やリセット時 には、各 動

作 に応 じた値 がＰＣに設 定 されます。  

各 動 作 におけるＰＣの設 定 データを表 ２－２－１に示 します。  

 

アドレス 

アドレス プログラムメモリ空間 

3FFFFH 

1FFFFH 

00000H 

ROMバンク 1 
128KB 

ROMバンク 0 
128KB 

アドレス 外部データメモリ空間 

FFFFFFH 

000000H 

RAM 
16MB 

内部データメモリ空間 

FFFFH 

FF00H 

FEFFH 

FE00H 

FDFFH 

0000H 

システム 
予約領域 

SFR（8ビット） 
（一部 9ビット） 

RAM／スタック 
64KB 

（9ビット構成） 
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表 ２－２－１  ＰＣ設 定 値  

動作の種類 ＰＣの値 ＢＮＫの値 

割
り
込
み 

リセット 00000H 0 

INT0 00003H 0 

INT1 0000BH 0 

INT2／T0L／INT4 00013H 0 

INT3／ベースタイマ 0001BH 0 

T0H 00023H 0 

T1L／T1H 0002BH 0 

HPWM2A 00033H 0 

SIO1 0003BH 0 

ADC 00043H 0 

ポート 0／VCPWM 0004BH 0 

無条件分岐命令 JUMP  a17 PC=a17 不変 

BR     r12 PC=PC+2+r12[-2048～+2047] 不変 

条件分岐命令 BE,BNE,DBNZ,DBZ,BZ,BNZ,
BZW,BNZW,BP,BN,BPC 

PC=PC+nb+r8[-128～+127] 

nb：命令のバイト数 

不変 

ＣＡＬＬ命令 CALL   a17 PC=a17 不変 

RCALL  r12 PC=PC+2+r12[-2048～+2047] 不変 

RCALLA PC=PC+1+Areg[0～+255] 不変 

リターン命令 RET,RETI PC16～08=(SP), 

PC07～00=(SP-1) 

(SP)はスタックポインタの値ＳＰで
指示されるＲＡＭの内容。 

BNK は 

(SP-1)の 

ビット８ 

通常命令 NOP,MOV,ADD,… PC=PC+nb 

nb：命令のバイト数 

不変 

 

 

２ -３ プログラムメモリ（ＲＯＭ）  

 

プログラムメモリ空 間 は２５６Ｋバイトありますが、実 際 に内 蔵 しているＲＯＭは機 種 により

異 なります。ＲＯＭテーブル参 照 命 令 （ＬＤＣ）でバンク内 の全 てのＲＯＭデータを参 照

できます。ＲＯＭ空 間 のうちＲＯＭバンク０の２５６バイト（本 シリーズ：１Ｆ００Ｈ～１ＦＦＦＨ）

をオプション指 定 領 域 として使 用 しますので、この領 域 はプログラム領 域 として使 えませ

ん。  

 

 

２ -４ 内部データメモリ（ＲＡＭ）  

 

内 部 データメモリ空 間 は６４Ｋバイトありますが、実 際 に内 蔵 しているＲＡＭは機 種 により

異 なります。ＲＡＭのビット長 は、１２ ８ＫのＲＯＭ空 間 を実 現 するために００００Ｈ～ＦＤＦ

ＦＨでは９ビッ トで、ＦＥ ０ ０Ｈ～ＦＦＦＦＨでは８ビッ トまたは９ビッ トです。なお、ＲＡＭの９

ビット目 はＰＳＷのビット１を使 用 し、読 み書 きできます。  

ＲＡＭの００００Ｈ～００７ＦＨの１２８バイトは２バイトづつペアになり６４個 の間 接 アドレスレ

ジスタとしても使 用 できます。これら間 接 レジスタのビット長 は通 常 １６ビット（ ８ビット×２）

として扱 われますが、ＲＯＭテーブル参 照 命 令 （ＬＤＣ）で使 用 するときは１７ビット （９ビッ

ト (上 位 )＋８ビット (下 位 ) ）となります。  

図 ２－４－１に示 すように、ＲＡＭのアドレスにより使 用 できる命 令 が異 なります。これらの

命 令 を使 い分 けることによって、使 用 ＲＯＭ／実 行 スピードの効 率 化 が図 れます。  
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図 ２－４－１   ＲＡＭアドレッシングマップ  

 

また、サブルーチン呼 び出 し命 令 やインタラプトでＰＣがＲＡＭに格 納 されるときには、現

在 のスタックポインタの値 をＳＰとすると、ＲＡＭのＳＰ＋１にＢＮＫの値 とＰＣ（ １７ビット ）の

下 位 ８ビットが、ＳＰ＋２にＰＣの上 位 ９ビットが格 納 され、ＳＰ＝ＳＰ＋２となります。  

 

 

２ -５ アキュムレータ／Ａレジスタ（ＡＣＣ／Ａ）  

 

アキュムレータ（ＡＣＣ）はＡレジスタとも呼 ばれ、データの演 算 ，転 送 ，入 出 力 の処 理 が

行 われるのに使 用 される８ビットのレジスタです。内 部 データメモリ空 間 のＦＥ００Ｈ番 地

に割 り当 てられ、リセット時 には００Ｈに初 期 化 されます。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE00 0000 0000 R/W AREG AREG7 AREG6 AREG5 AREG4 AREG3 AREG2 AREG1 AREG0 

 

 

２ -６ Ｂレジスタ（Ｂ）  

 

Ｂレジスタは１６ビット演 算 命 令 では、ＡＣＣと組 み合 わせて１６ビットの演 算 用 レジスタと

なります。また、乗 除 算 命 令 では、ＡＣＣ，Ｃレジスタとともに、結 果 の格 納 に使 われます。

さらに、外 部 メモリアクセス命 令 （ＬＤＸ，ＳＴＸ ）では、２ ４ビッ トアドレスの上 位 ８ビットの

指 定 を行 います。  

Ｂレジスタは内 部 データメモリ空 間 のＦＥ０１Ｈ番 地 に割 り当 てられ、リセット時 には００Ｈ

に初 期 化 されます。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE01 0000 0000 R/W BREG BREG7 BREG6 BREG5 BREG4 BREG3 BREG2 BREG1 BREG0 

システム予約領域 

FFFFH 

FF00H 
FEFFH 

0000H 

SFR領域 
*8ビット長 

*注）一部に 9ビット長のレジスタあり 

RAM／スタック領域 
9ビット長 

FE00H 
FDFFH 

2000H 
1FFFH 

0200H 
01FFH 

0100H 
00FFH 

ビット命令直接（ロング） 

ビット命令直接（ショート） 

ビット命令以外直接（ロング）／間接，16ビット演算命令直接／間接 

ビット命令以外直接（ショート） 
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２ -７ Ｃレジスタ（Ｃ）  

 

Ｃレジスタは、乗 除 算 命 令 では、ＡＣＣ，Ｂレジスタとともに、結 果 の格 納 に使 われます。

さらに、Ｃレジスタ ・オフセッ ト間 接 命 令 では、間 接 レジスタの内 容 に対 するオフセッ ト

データ（－１２８～＋１２７）を格 納 します。  

Ｃレジスタは内 部 データメモリ空 間 のＦＥ０２Ｈ番 地 に割 り当 てられ、リセット時 には００Ｈ

に初 期 化 されます。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE02 0000 0000 R/W CREG CREG7 CREG6 CREG5 CREG4 CREG3 CREG2 CREG1 CREG0 

 

２ -８ プログラムステータスワード（ＰＳＷ）  

 

プログラムステータスワード（ＰＳＷ）は、演 算 結 果 の状 態 を示 すフラグとＲＡＭの９ビット

目 をアクセスするフラグとＬＤＣＷ命 令 時 のバンク指 定 のフラグから構 成 されています。  

ＰＳＷは内 部 データメモリ空 間 のＦＥ０６Ｈ番 地 に割 り当 てられ、リセット時 には００Ｈに初

期 化 されます。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE06 0000 0000 R/W PSW CY AC PSWB5 PSWB4 LDCBNK OV P1 PARITY 

 

ＣＹ（ビット７ ） ：キャリーフラグ  

ＣＹは、演 算 の実 行 によりキャリーが生 じたときセット （ １ ）され、生 じなかった

ときクリア（０ ）されます。キャリーには次 の種 類 があります。  

①加 算 結 果 のキャリー  

②減 算 結 果 のボロー  

③比 較 結 果 のボロー  

④ローテートのキャリー  

但 し、命 令 によってはフラグが変 化 しない場 合 があります。  

 

ＡＣ（ビット６ ） ：補 助 キャリーフラグ  

ＡＣは、加 減 算 の実 行 によりビッ ト３ （ １ ６ビッ ト演 算 では上 位 バイトのビット

３）にキャリーまたはボローが生 じたときセット（１ ）され、生 じなかったときクリア

（０ ）されます。  

但 し、命 令 によってはフラグが変 化 しない場 合 があります。  

 

ＰＳＷＢ５，４ （ビット５，４ ） ：ユーザビット  

命 令 でリード／ライトできますので、ご自 由 にお使 いください。  

 

ＬＤＣＢＮＫ（ビット３ ） ：テーブル参 照 命 令 （ＬＤＣＷ）用 バンクフラグ  

テーブル参 照 命 令 でプログラムＲＯＭを読 むときのＲＯＭバンクを指 定 します。  

（ ０ ：ＲＯＭ－ＡＤＲ＝０～１ＦＦＦＦ   １ ：ＲＯＭ－ＡＤＲ＝２００００～３ＦＦＦＦ）  

 

ＯＶ（ビット２ ） ：オーバフローフラグ  

ＯＶは、算 術 演 算 の実 行 によりオーバフローが生 じたときセット （ １ ）され、生

じなかったときクリア（０ ）されます。オーバフローが生 じる場 合 には次 の種 類

があります。  

①ＭＳＢを符 号 ビットとしたとき、負 数 ＋負 数 または負 数 －正 数 の結 果

が正 数 となったとき  

②ＭＳＢを符 号 ビットとしたとき、正 数 ＋正 数 または正 数 －負 数 の結 果

が負 数 となったとき  
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③１６ビット×８ビットの乗 算 結 果 の上 位 ８ビットの値 が０でないとき  

④２４ビット×１６ビットの乗 算 結 果 の上 位 １６ビットの値 が０でないとき  

⑤除 算 で除 数 が０のとき  

但 し、命 令 によってはフラグが変 化 しない場 合 があります。  

 

Ｐ１ （ビット１ ） ：ＲＡＭビット８データフラグ  

Ｐ１は、９ビットで構 成 される内 部 データＲＡＭ（００００Ｈ～ＦＤＦＦＨ）のビット

８を操 作 するのに使 います。命 令 により動 作 が異 なります。詳 しくは、表 ２

－４－２を参 照 してください。  

 

ＰＡＲＩＴＹ（ビット０ ） ：パリティフラグ  

アキュムレータ（Ａレジスタ）のパリティを示 します。  

Ａレジスタのビッ ト状 態 が、 “ １ ” が奇 数 個 の場 合 にパリテ ィフラグがセッ ト

（ １ ）されます。また、“１ ”が偶 数 個 の場 合 には、パリティフラグがリセット （ ０ ）

されます。  

 

 

２ -９ スタックポインタ（ＳＰ）  

 

ＬＣ８７００００シリーズはＲＡＭの００００Ｈ～ＦＤＦＦＨをスタック領 域 として使 用 できます。

但 し、内 蔵 しているＲＡＭサイズは機 種 により異 なります。  

ＳＰは１６ビット長 で、ＳＰＬ（ＦＥ０Ａ番 地 ）とＳＰＨ（ＦＥ０Ｂ番 地 ）の２つのレジスタで構 成 さ

れ、リセット時 には００００Ｈに初 期 化 されます。  

ＳＰは、スタックメモリにデータを待 避 する前 に＋１され、データをスタックメモリから復 帰 し

た後 で－１されます。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE0A 0000 0000 R/W SPL SP7 SP6 SP5 SP4 SP3 SP2 SP1 SP0 

FE0B 0000 0000 R/W SPH SP15 SP14 SP13 SP12 SP11 SP10 SP9 SP8 

ＳＰの値 は以 下 のように変 化 します。  

①ＰＵＳＨ命 令 実 行 時  ：ＳＰ＝ＳＰ＋１，ＲＡＭ（ＳＰ）＝ＤＡＴＡ  

②ＣＡＬＬ命 令 実 行 時  ：ＳＰ＝ＳＰ＋１，ＲＡＭ（ＳＰ）＝ＲＯＭＢＡＮＫ＋ＡＤＬ  

ＳＰ＝ＳＰ＋１，ＲＡＭ（ＳＰ）＝ＡＤＨ  

③ＰＯＰ命 令 実 行 時  ：ＤＡＴＡ＝ＲＡＭ（ＳＰ），ＳＰ＝ＳＰ－１  

④ＲＥＴ命 令 実 行 時  ：ＡＤＨ＝ＲＡＭ（ＳＰ），ＳＰ＝ＳＰ－１  

ＲＯＭＢＡＮＫ +ＡＤＬ＝ＲＡＭ（ＳＰ），ＳＰ＝ＳＰ－１  

 

２ -１０ 間接 アドレスレジスタ  

ＬＣ８７００００シリーズは、間 接 レジスタの内 容 を用 いた番 地 指 定 機 能 （インダイレクト・ア

ドレッシング・モード）を３種 類 （ [Ｒｎ ]， [Ｒｎ＋Ｃ ]， [ ｏ ｆ ｆ ] ）持 っています。 (アドレッシング・

モードについては２．１１項 参 照 )この時 使 用 されるのが、ＲＡＭの０～７ＥＨ番 地 に２バイト

構 成 で６４個 （Ｒ０～Ｒ６３）存 在 する間 接 レジスタです。間 接 レジスタは、汎 用 レジスタ（２

バイトデータの待 避 用 等 ）としても使 用 できます。もちろん、間 接 レジスタとして使 用 しない

場 合 には、通 常 ＲＡＭ（１バイト（９ビット）データ単 位 ）として使 用 できます。Ｒ０～Ｒ６３は、

アセンブラにて「システム予 約 語 」となっておりユーザが定 義 する必 要 はありません。  
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図 ２－１０－１   間 接 レジスタ配 置  

 

 

２ -１１ アドレッシング・モード  

 

ＬＣ８７００００シリーズは、以 下 の７種 類 のアドレッシング・モードがあります。  

①イミディエイト（即 値 ：プログラム作 成 （アセンブル）時 に値 が確 定 しているデータ）  

②間 接 レジスタ（Ｒｎ） ・インダイレクト（間 接 ）  （ ０＜＝ｎ＜＝６３）  

③間 接 レジスタ（Ｒｎ）＋Ｃレジスタ・インダイレクト（間 接 ）  （ ０＜＝ｎ＜＝６３）  

④間 接 レジスタ（Ｒ０）＋オフセット値 ・インダイレクト（間 接 ）  

⑤ダイレクト（直 接 ）  

⑥ＲＯＭテーブル参 照  

⑦外 部 データメモリ・アクセス  

次 項 より、各 アドレッシング・モードの説 明 を行 います。  

 

 

２ -１１ -１  イミディエイト・アドレッシング（＃）  

 

イミディエイト・アドレッシングでは、８ビット（１バイト）または１６ビット（１ワード）のイミディエ

イト（即 値 ）データを扱 う事 ができます。以 下 に例 を示 します。  

例 ：  

ＬＤ  ＃１２Ｈ  ；アキュムレータにバイトデータ（１２Ｈ）を設 定  

Ｌ１ ：  ＬＤＷ  ＃１２３４Ｈ  ；ＢＡペアレジスタにワードデータ（１２３４Ｈ）を設 定  

ＰＵＳＨ  ＃３４Ｈ  ；スタックにバイトデータ（３４Ｈ）を設 定  

ＡＤＤ  ＃５６Ｈ  ；アキュムレータとバイトデータ（５６Ｈ）の加 算  

ＢＥ  ＃７８Ｈ，Ｌ１  ；アキュムレータとバイトデータ（７８Ｈ）の比 較 ・分 岐  

 

 

システム予約データ 

アドレス 

RAM 

・ 

R63（上位） 

R63（下位） 

・ 

・ 

R1（上位） 

R1（下位） 

R0（上位） 

R0（下位） 

R63=7EH 

・ 

・ 

R1=2 

R0=0 

7FH 

7EH 

・ 

・ 

03H 

02H 

01H 

00H 
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２ -１１ -２  間 接 レジスタ・インダイレクト・アドレッシング（ [Ｒｎ ] ）  

 

間 接 レジスタ・インダイレクト ・アドレッシングでは、間 接 レジスタ（Ｒ０～Ｒ６３ ）のどれか一

つを選 択 し、そのレジスタの内 容 でＲＡＭまたはＳＦＲの番 地 を指 定 することができます。

つまり、選 択 した間 接 レジスタの内 容 が例 えば“ＦＥ０２Ｈ”であった場 合 、「Ｃレジスタ」を

示 す事 になります。  

例 ：  

Ｒ３の内 容 が“１２３Ｈ”の場 合 （ＲＡＭ６番 地 ：２３Ｈ，ＲＡＭ７番 地 ：０１Ｈ）  

ＬＤ  [Ｒ３ ]  ；ＲＡＭの１２３Ｈ番 地 の内 容 をアキュムレータに転 送  

Ｌ１ ：  ＳＴＷ  [Ｒ３ ]  ；ＢＡペア・レジスタの内容をＲＡＭの１２３Ｈ番地に転送  

ＰＵＳＨ  [Ｒ３ ]  ；ＲＡＭの１２３Ｈ番 地 の内 容 をスタックに待 避  

ＳＵＢ  [Ｒ３ ]  ；アキュムレータからＲＡＭの１２３Ｈ番 地 の内 容 を減 算  

ＤＢＺ  [Ｒ３ ]，Ｌ１  ；ＲＡＭの１２３Ｈ番地 の内容 を“－１”し「ゼロ」なら分 岐  

 

 

２ -１１ -３  間 接 レジスタ＋Ｃレジスタ ・インダイレクト ・アドレッシング（ [Ｒ ｎ ，

Ｃ ] ）  

 

間 接 レジスタ＋Ｃレジスタ・インダイレクト・アドレッシングでは、間 接 レジスタ（Ｒ０～Ｒ６３）

のどれか一 つの内 容 とＣレジスタの内 容 （ＭＳＢを符 号 とする－１２８～＋１２７）を加 算 し

た結 果 でＲＡＭまたはＳＦＲの番 地 を指 定 することができます。つまり、選 択 した間 接 レ

ジスタの内 容 を“ＦＥ０ ２Ｈ ”とし、Ｃレジスタの内 容 が“ＦＦＨ（－１ ） ”であったので「Ｂレジ

スタ（ＦＥ０２Ｈ＋（－１）＝ＦＥ０１Ｈ） 」を示 す事 になります。  

例 ：  

Ｒ３の内 容 が“１２３Ｈ”、Ｃレジスタの内 容 が“０２Ｈ”の場 合  

ＬＤ  [Ｒ３，Ｃ ]  ；ＲＡＭの１２５Ｈ番 地 の内 容 をアキュムレータに転 送  

Ｌ１ ：  ＳＴＷ  [Ｒ３，Ｃ ]  ；ＢＡペア・レジスタの内容をＲＡＭの１２５Ｈ番地に転送  

ＰＵＳＨ  [Ｒ３，Ｃ ]  ；ＲＡＭの１２５Ｈ番 地 の内 容 をスタックに待 避  

ＳＵＢ  [Ｒ３，Ｃ ]  ；アキュムレータからＲＡＭの１２５Ｈ番 地 の内 容 を減 算  

ＤＢＺ  [Ｒ３，Ｃ ]，Ｌ１  ；ＲＡＭの１２５Ｈ番地 の内容 を“－１”し「ゼロ」なら分 岐  

＜このアドレッシング・モードの注 意 事 項 ＞  

内 部 データメモリ空 間 は、前 述 （ ２ ． １項 ）の様 に①システム予 約 領 域 （ＦＦ ０ ０－ＦＦＦ

Ｆ）②ＳＦＲ領 域 （ＦＥ００－ＦＥＦＦ）③ＲＡＭ／スタック領 域 （００ ００－ＦＤＦＦ）の３つの機

能 領 域 に分 かれて閉 じています。よって、基 本 となるＲｎの内 容 が示 す領 域 からＣレジ

スタの値 によって別 領 域 を示 すということはできません。例 えば、Ｒ５の内 容 が“０ＦＤＦＦ

Ｈ”で、Ｃレジスタの内 容 が“１ ”である場 合 に「ＬＤ  [Ｒ５，Ｃ ] 」命 令 を実 行 すると、基 本

となる領 域 は③ＲＡＭ／スタック領 域 （０ ０ ０ ０－ＦＤＦＦ ）である為 、アドレッシングしようと

した“ ０ＦＤＦＦＨ＋１＝０ＦＥ０ ０Ｈ”は領 域 外 となり、ＬＤの結 果 は“０ＦＦＨ”がＡＣＣに入

ります。また、Ｒ ５の内 容 が “ ０ Ｆ Ｅ Ｆ ＦＨ ”でＣレジスタの内 容 が “ ２ ” である場 合 に 「 ＬＤ  

[Ｒ５，Ｃ ] 」命 令 を実 行 すると、基 本 となる領 域 は②ＳＦＲ領 域 （ＦＥ ０ ０－ＦＥＦＦ ）である

為 、アドレッシングしようとした“０ＦＥＦＦＨ＋２＝０ＦＦ０１Ｈ”は領 域 外 となります。この場

合 は、ＳＦＲが８ビットアドレス空 間 で閉 じているため８ビットを超 過 した部 分 は無 視 され

“０ＦＦ０ １Ｈ＆０ＦＦＨ＋０ＦＥ００Ｈ＝０ＦＥ０１ ” となり０ＦＥ０ １Ｈ（Ｂレジスタ）の内 容 がＡＣ

Ｃに入 ります。  
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２ -１１ -４  間 接 レジスタ（Ｒ０ ）＋オフセット値 ・インダイレクト ・アドレッシング

（ [ｏ ｆ ｆ ] ）  

 

このアドレッシング・モードでは、間 接 レジスタ「 Ｒ０ 」の内 容 と符 号 付 き７ビットオフセット

データｏ ｆ ｆ （－６４～＋６３ ）を加 算 した結 果 で、ＲＡＭまたはＳＦＲの番 地 を指 定 すること

ができます。つまり、Ｒ０の内 容 が“ＦＥ ０ ２Ｈ ”であ りｏ ｆ ｆ値 を “ ７ＥＨ（－２ ） ” とした場 合 、

「Ａレジスタ（ＦＥ０２Ｈ＋（－２）＝ＦＥ００Ｈ） 」を示 す事 になります。  

例 ：  

Ｒ０の内 容 が“１２３Ｈ”の場 合 （ＲＡＭ０番 地 ：２３Ｈ，ＲＡＭ１番 地 ：０１Ｈ）  

ＬＤ  [１０Ｈ ]  ；ＲＡＭの１３３Ｈ番 地 の内 容 をアキュムレータに転 送  

Ｌ１ ：  ＳＴＷ  [１０Ｈ ]  ；ＢＡペア・レジスタの内容をＲＡＭの１３３Ｈ番地に転送  

ＰＵＳＨ  [１０Ｈ ]  ；ＲＡＭの１３３Ｈ番 地 の内 容 をスタックに待 避  

ＳＵＢ  [１０Ｈ ]  ；アキュムレータからＲＡＭの１３３Ｈ番 地 の内 容 を減 算  

ＤＢＺ  [１０Ｈ ]，Ｌ１  ；ＲＡＭの１３３Ｈ番地 の内容 を“－１”し「ゼロ」なら分 岐  

＜このアドレッシング・モードの注 意 事 項 ＞  

内 部 データメモリ空 間 は、前 述 （ ２ ． １項 ）の様 に①システム予 約 領 域 （ＦＦ ０ ０－ＦＦＦ

Ｆ）②ＳＦＲ領 域 （ＦＥ００－ＦＥＦＦ）③ＲＡＭ／スタック領 域 （００ ００－ＦＤＦＦ）の３つの機

能 領 域 に分 かれて閉 じています。よって、基 本 となるＲ ０の内 容 が示 す領 域 からオフ

セット値 によって別 領 域 を示 すということはできません。例 えば、Ｒ０の内 容 が“０ＦＤＦＦ

Ｈ ”である場 合 に「ＬＤ  [ １ ] 」命 令 を実 行 すると、基 本 となる領 域 は③ＲＡＭ／スタック

領 域 （ ０ ０ ０ ０－ＦＤＦＦ ）である為 、アドレッシングしようとした “ ０ ＦＤＦＦＨ＋１＝０ＦＥ ０ ０

Ｈ”は領 域 外 となり、ＬＤの結 果 は“０ＦＦＨ”がＡＣＣに入 ります。また、Ｒ０の内 容 が“０Ｆ

ＥＦＦＨ ”である場 合 に 「ＬＤ  [ ２ ] 」命 令 を実 行 すると、基 本 となる領 域 は②ＳＦＲ領 域

（ＦＥ０ ０－ＦＥＦＦ ）である為 、アドレッシングしようとした “ ０ ＦＥ ＦＦＨ＋２＝０ＦＦ ０ １Ｈ ”は

領 域 外 となります。この場 合 は、ＳＦＲが８ビットアドレス空 間 で閉 じているため８ビッ トを

超 過 した部 分 は無 視 され“０ＦＦ０１Ｈ＆０ＦＦＨ＋０ＦＥ０ ０Ｈ＝０ＦＥ０１ ”となり０ＦＥ０１Ｈ

（Ｂレジスタ）の内 容 がＡＣＣに入 ります。  

 

 

２ -１１ -５  ダイレクト・アドレッシング（ｄ ｓ ｔ ）  

 

ダイレクト ・アドレッシングでは、ＲＡＭまたはＳＦＲの番 地 をオペランドに記 述 し直 接 指 定

する事 が可 能 です。このアドレッシング・モードでは、記 述 されたオペランドの番 地 からア

センブラが自 動 的 に最 適 な命 令 コードを生 成 します（オペランドの番 地 により命 令 のバ

イト数 が異 なる）。また、命 令 のバイト数 を一 定 （バイト数 の多 い方 ）としたい場 合 の為 に、

ロング（ミドル）・レンジ命 令 も用 意 しました（ニーモニックの最 後 に“Ｌ（Ｍ） ”が付 いている

もの）。  

例 ：  

ＬＤ  １２３Ｈ  ；ＲＡＭの１２３Ｈ番 地 の内 容 をアキュムレータに転 送  

（ ２バイト命 令 ）  

ＬＤＬ  １２３Ｈ  ；ＲＡＭの１２３Ｈ番 地 の内 容 をアキュムレータに転 送  

（ ３バイト命 令 ）  

Ｌ１ ：  ＳＴＷ  １２３Ｈ  ；ＢＡペア・レジスタの内容をＲＡＭの１２３Ｈ番地に転送  

ＰＵＳＨ  １２３Ｈ  ；ＲＡＭの１２３Ｈ番 地 の内 容 をスタックに待 避  

ＳＵＢ  １２３Ｈ  ；アキュムレータからＲＡＭの１２３Ｈ番 地 の内 容 を減 算  

ＤＢＺ  １２３Ｈ，Ｌ１  ；ＲＡＭの１２３Ｈ番地 の内容 を“－１”し「ゼロ」なら分 岐  
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２ -１１ -６  ＲＯＭテーブル参 照 ・アドレッシング  

 

ＬＣ８ ７ ０ ０ ０ ０シリーズは、「ＬＤＣＷ」命 令 を用 いる事 によりＲＯＭ上 の２バイトデータをＢ

Ａレジスタペアに一 度 に読 み出 す事 ができます。この時 のアドレッシング・モードは、 [Ｒ

ｎ ]， [Ｒｎ，Ｃ ]， [ ｏ ｆ ｆ ]の３種 類 が使 用 できます。 (この場 合 に限 り、Ｒｎは１７ビット構 成 （１

２８Ｋバイト空 間 ）となります。 )  

ＲＯＭにバンクがある機 種 では、ＰＳＷ内 の“ＬＤＣＢＮＫ”フラグ（ｂ ｉ ｔ ３ ）が示 すＲＯＭバン

ク内 （１２８Ｋバイト）のＲＯＭデータを参 照 する事 ができます。よって、ＲＯＭバンクの存 在

する機 種 でのＲＯＭテーブル参 照 時 には、ＲＯＭテーブルが存 在 するＲＯＭバンクを“Ｌ

ＤＣＢＮＫ ”フラグが示 すように 「 ＳＥＴ１ ，ＣＬＲ １等 」の命 令 で切 り替 えてから 「 ＬＤＣＷ」

命 令 を実 行 してください。  

例 ：  

ＴＢＬ：  ＤＢ  ３４Ｈ  

ＤＢ  １２Ｈ  

ＤＷ  ５６７８Ｈ  

 ・  ・  

 ・  ・  

ＬＤＷ  ＃ＴＢＬ  ；ＢＡレジスタペアに“ＴＢＬアドレス”を設 定  

（注 １）  ＣＨＧＰ３  （ＴＢＬ＞＞１７）＆１  ；ＰＳＷのＬＤＣＢＮＫにＴＢＬアドレスｂ ｉ ｔ １７を  

設 定 する。  

 ＣＨＧＰ１  （ＴＢＬ＞＞１６）＆１  ；ＰＳＷのＰ１に“ＴＢＬアドレスｂ ｉ ｔ １６を設 定  

する。  

ＳＴＷ  Ｒ０  ；間 接 レジスタＲ０へのＴＢＬアドレス設 定 （ｂ ｉ ｔ１６～ｂ ｉ ｔ０）  

ＬＤＣＷ  [１ ]  ；ＲＯＭテーブル読 み出 し（Ｂ＝７８Ｈ，ＡＣＣ＝１２Ｈ）  

ＭＯＶ  ＃１，Ｃ  ；Ｃレジスタに“０１Ｈ”を設 定  

ＬＤＣＷ  [Ｒ０，Ｃ ]  ；ＲＯＭテーブル読 み出 し（Ｂ＝７８Ｈ，ＡＣＣ＝１２Ｈ）  

ＩＮＣ  Ｃ  ；Ｃレジスタをインクリメント（＋１）  

ＬＤＣＷ  [Ｒ０，Ｃ ]  ；ＲＯＭテーブル読 み出 し（Ｂ＝５６Ｈ，ＡＣＣ＝７８Ｈ）  

 

（注 １）  ＲＯＭにバンクがある機 種 のみ、ＰＳＷのＬＤＣＢＮＫ（ｂ ｉ ｔ ３ ）の設 定 が必 要 。  

 

２ -１１ -７  外 部 データ・メモリ・アドレッシング  

 

ＬＣ８ ７ ０ ０ ０ ０シリーズは、「ＬＤＸ，ＳＴＸ 」命 令 を用 いる事 により、１ ６Ｍバイト （ ２ ４ビット ）

の外 部 データメモリ空 間 をアクセスする事 が可 能 です。２４ビットの空 間 指 定 には、Ｂレ

ジスタ（８ビット ）の内 容 を最 上 位 に、また、（Ｒｎ ） ， （ Ｒｎ ）＋（Ｃ）， （ Ｒ０ ）＋ｏ ｆ ｆ （のどれか

一 つ）の内 容 （１６ビット ）を下 位 に用 います。  

例 ：  

ＬＤＷ  ＃３４５６Ｈ  ；下 位 １６ビット設 定  

ＳＴＷ  Ｒ５  ；間 接 レジスタＲ５にアドレス下 位 １６ビットを設 定  

ＭＯＶ  ＃１２Ｈ，Ｂ  ；アドレス上 位 ８ビット設 定  

ＬＤＸ  [１ ]  ；外 部 データメモリ （ １ ２ ３ ４ ５ ６Ｈ番 地 ）の内 容 をアキュ

ムレータに転 送  
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２ -１２ ＷＡＩＴ動 作  

 

２ -１２ -１  ＷＡＩＴ動 作 の発 生  

 

本 シリーズでは、自 動 的 に命 令 の実 行 を中 断 するＷＡＩＴ動 作 は発 生 しません。  

 

２ -１２ -２  ＷＡＩＴ動 作 とは  

 

①２．１２．１に示 したような要 因 で、ＷＡ ＩＴ要 求 が発 生 すると、ＣＰＵは命 令 の実 行 を１

サイクル中 断 し、この間 に所 定 のデータ転 送 を行 います。これがＷＡＩＴ動 作 です。  

②タイマやＰＷＭなどの周 辺 の回 路 は、ＷＡＩＴ動 作 中 も変 わりなく動 作 します。  

③ＷＡＩＴ動 作 は２サイクル以 上 連 続 して行 われることはありません。  

④ホルト，ホールドモード時 、ＷＡＩＴ動 作 は行 われません。  

⑤ＷＡＩＴ動 作 が１回 発 生 すると、プログラムカウンタの進 行 と時 間 の進 行 の間 にずれが

１サイクル生 じますので、注 意 してください。  
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表 ２－４－２  Ｂ ＩＴ８ （ＲＡＭ／ＳＦＲ）とＰ１の状 態 変 化 表  

命令 ＢＩＴ８（ＲＡＭ／ＳＦＲ） Ｐ１（ＰＳＷのＢＩＴ１） 備考 

LD#/LDW# － －  

LD － P1←REG8  

LDW － P1←REGH8  

ST REG8←P1 －  

STW REGL8,REGH8←P1 －  

MOV REG8←P1 －  

PUSH# RAM8←P1 －  

PUSH RAM8←REG8 P1←REG8  

PUSHW RAMH8←REGH8,RAML8←REGL8 P1←REGH8  

PUSH_P RAM8←P1 －  

PUSH_BA RAMH8←P1,RAML8←P1 －  

POP REG8←RAM8 P1←RAM8 PSW 対象の場合、P1←
bit1 

POPW REGH8←RAMH8,REGL8←RAML8 P1←RAMH8 上位ｱﾄﾞﾚｽ PSW 対象時、
P1←bit1 

POP_P － P1←RAM1(bit1) BIT8 は無視 

POP_BA － P1←RAMH8  

XCH REG8<->P1 同左  

XCHW REGH8←P1,REGL8←P1,P1←REGH8 同左  

INC 9bit の INC 演算後,P1←REG8 9bit の INC 

INCW 17bit の INC,REGL8←下位ﾊﾞｲﾄの CY 演算後,P1←REGH8 17bit の INC 

DEC 9bit の DEC 演算後,P1←REG8 9bit の DEC 

DECW 17bit の DEC, 

REGL8←下位ﾊﾞｲﾄの CY の反転 

演算後,P1←REGH8 17bit の DEC 

DBNZ 9bit の DEC P1←REG8 9bit の DEC， 

判定は下位 8bit 

DBZ 9bit の DEC P1←REG8 9bit の DEC， 

判定は下位 8bit 

SET1 － －  

NOT1 － －  

CLR1 － －  

BPC － －  

BP － －  

BN － －  

MUL24/DIV24 RAM8←“1” － 演算結果の入る RAM の 

BIT8 は 1 

FUNC － －  

注 ）対 象 が８ｂ ｉ ｔレジスタ（ｂ ｉ ｔ ８なし）の場 合 “１ ”が読 み込 まれて処 理 されます。  

記 号 ）  R E G 8 ：  R A M または S F R の b i t 8。   

R E G H 8 / R E G L 8 ：R A M または S F R の上 位 バイトの b i t 8 /下 位 バイトの b i t 8。  

R A M 8 ：  R A M の b i t 8。   

R A M H 8 / R A M L 8 ：R A M の上 位 バイトの b i t 8 /下 位 バイトの b i t 8。  
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３ 周辺システム構成  

 

この章 では、ＣＰＵコア，ＲＡＭ，ＲＯＭ以 外 の内 蔵 されている機 能 ブロック （周 辺 システ

ム）について説 明 します。  

また、ポートのブロック図 をＡＰＰＥＮＤＩＸ（Ａ－Ⅱ）に添 付 しましたので、ご参 照 ください。  

 

３ -１ ポート０  

３ -１ -１  概 要  

ポート０は、プログラマブル・プルアップ抵 抗 付 きの７ビットの入 出 力 ポートです。データラ

ッチ，データディレクションレジスタ，制 御 回 路 で構 成 され、入 出 力 方 向 をデータディレ

クションレジスタによりビット毎 に設 定 できます。  

ポート０は、外 部 割 り込 み端 子 としても使 用 でき、ホールドモードの解 除 も可 能 です。  

ユーザオプションにより、出 力 形 式 としてプログラマブル・プルアップ抵 抗 付 きＣＭＯＳ出

力 またはプログラマブル・プルアップ抵 抗 付 きＮチャネルオープンドレイン出 力 のどちら

かをビット毎 に選 択 できます。  

 

＜フラッシュ版 の注 意 点 ＞  

電 源 印 加 期 間 中 のポートＯＷＰ０には、クロックやＬｏ，中 間 電 位 を印 加 しないでくだ

さい。  

オンチップデバッガ端 子 処 理 に関 しては、別 マニュアル【オンチップデバッガＲＤ８７導

入 資 料 】、【 L C 8 7 0 0 0 0 シリーズ  端 子 処 理 資 料 】をご参 照 ください。  

 

３ -１ -２  機 能  

①  入 出 力 ポート  （ ７ビット ：Ｐ００～Ｐ０６ ）  

・ポート０データラッチ（ Ｐ０ ： ＦＥ ４ ０ ）でポート出 力 データの制 御 ，ポート０データディ

レクションレジスタ（Ｐ０ＤＤＲ：ＦＥ４１ ）で入 出 力 方 向 を制 御 します。  

・  プログラマブル・プルアップ抵 抗 が、各 ポートに付 いています。  

②割 り込 み端 子 機 能  

入 力 ポート指 定 され、対 応 するポート０データラッチ（Ｐ０ ：ＦＥ４０ ）のビットが“１ ”のポ

ートのどれか１つに“０”レベルのデータが入 力 されると、Ｐ０ＦＬＧ（Ｐ０ ＦＣＲ：ＦＥ４２の

ビット５ ）がセットされます。  

このとき、Ｐ０ ＩＥ （ Ｐ０ ＦＣＲ：ＦＥ４２のビット４ ）が“１ ”であれば、ホールドモード解 除 と、

ベクタアドレス００４ＢＨへの割 り込 み要 求 を行 います。  

 

③兼 用 機 能  

Ｐ０６でタイマ１ＰＷＭＨ出 力 、Ｐ０５でシステムクロック出 力 ／タイマ１ＰＷＭＬ出 力 、Ｐ

０４でＶＣＰＷＭ１出 力 、Ｐ０ ３でＶＣＰＷＭ０出 力 、Ｐ０ ２でコンパレータ入 力 、Ｐ０ ２～

Ｐ０４でＡＤ入 力 チャネルＡＮ２～ＡＮ４機 能 、Ｐ００、Ｐ０１で２０倍 オペアンプ付 きＡＤ

入 力 機 能 を兼 用 します。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE40 0000 0000 R/W P0 FIX0 P06 P05 P04 P03 P02 P01 P00 

FE41 0000 0000 R/W P0DDR FIX0 P06DDR P05DDR P04DDR P03DDR P02DDR P01DDR P00DDR 

FE42 HH00 0000 R/W P0FCR T1HPWMEN  T1LPWMEN  P0FLG P0IE CLKOEN CKODV2 CKODV１ CKODV0 
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３ -１ -３  関 連 レジスタ  

３ -１ -３ -１  ポート０データラッチ（Ｐ０）  

①ポート０の出 力 データとポート０割 り込 みの制 御 を行 う８ビットのレジスタです。  

 （ビット７は、“０ ”でご使 用 下 さい。）  

②このレジスタを命 令 で読 むとＰ００～Ｐ０ ６の端 子 のデータが読 み込 まれます。但 し、Ｎ

ＯＴ１，ＣＬＲ１，ＳＥＴ１，ＤＢＺ，ＤＢＮＺ， ＩＮＣ，ＤＥＣ命 令 でＰ０（ＦＥ４０ ）を操 作 すると、

端 子 のデータでなく、レジスタの内 容 が参 照 されます。  

 （ビット７に読 み込 まれるデータは無 視 して下 さい。）  

③ポート０のデータの読 み込 みは、ポートの入 出 力 状 態 にかかわらず、常 に可 能 です。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE40 0000 0000 R/W P0 FIX0 P06 P05 P04 P03 P02 P01 P00 

 

３ -１ -３ -２  ポート０データディレクションレジスタ（Ｐ０ＤＤＲ）  

①  ポート０の入 出 力 方 向 の制 御 をビット毎 に行 う８ビットのレジスタです。ビットＰ０ｎＤＤ

Ｒが“ １ “の時 、ポートＰ０ｎは出 力 モードになり、ビットＰ０ ｎＤＤＲが”０ “の時 、ポートＰ

０ｎは入 力 モードになります。  

（ビット７は、“０ ”でご使 用 下 さい。）  

②  ビットＰ０ｎＤＤＲが“０ ”で、ポート０データラッチのビットＰ０ｎが“１ ”の時 、ポートＰ０ｎは

プルアップ抵 抗 付 き入 力 となります。  

③  ＶＣＰＷＭ１出 力 を使 用 する場 合 、Ｐ０４ＤＤＲは、”０ ”に設 定 して下 さい。  

この場 合 、Ｐ０４ＤＤＲ＝０でも、ＶＣＰＷＭ１がＰ０４から出 力 されます。  

④  ＶＣＰＷＭ０出 力 を使 用 する場 合 、Ｐ０３ＤＤＲは、”０ ”に設 定 して下 さい。  

この場 合 、Ｐ０３ＤＤＲ＝０でも、ＶＣＰＷＭ０がＰ０３から出 力 されます。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE41 0000 0000 R/W P0DDR FIX0 P06DDR P05DDR P04DDR P03DDR P02DDR P01DDR P00DDR 

 

レジスタデータ ポートＰ０ｎの状態  内蔵プルアップ 

抵抗 P0n P0nDDR 入力 出力 

０ ０ 可能 オープン ＯＦＦ 

１ ０ 可能 内蔵プルアップ抵抗 ＯＮ 

０ １ 可能 ＬＯＷ ＯＦＦ 

１ １ 可能 ＨＩＧＨ／オープン（ＣＭＯＳ／Ｎチャネルオープンドレイン） ＯＦＦ 

 

３ -１ -３ -３  ポート０機 能 制 御 レジスタ（Ｐ０ＦＣＲ ）  

①ポート０の兼 用 出 力 の制 御 を行 う６ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE42 HH00 0000 R/W P0FCR T1HPWMEN  T1LPWMEN  P0FLG P0IE CLKOEN CKODV2 CKODV1 CKODV0 

 

Ｔ１ＨＰＷＭＥＮ（ビット７ ） ：タイマ１ＰＷＭＨ出 力 許 可  

        Ｐ０６が出 力 モード（Ｐ０６ＤＤＲ＝１）の時 、  

        このビットとタイマ１ＰＷＭＨ出 力 のＡＮＤと、  

        ポートデータラッチのＥＯＲをＰ０６端 子 は出 力 します。  

 

表 ３－１－１  出 力 モードの時 のＰ０６端 子 データ  

T1HPWMEN P06 出力モード（Ｐ０６ＤＤＲ＝１）の時のＰ０６端子データ 

０ － ポートデータラッチ（Ｐ０６）の値 

１ ０ タイマ１ＰＷＭＨデータ 

１ １ 上記の反転データ 
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Ｔ１ＬＰＷＭＥＮ（ビット６ ） ：タイマ１ＰＷＭＬ出 力 許 可  

        Ｐ０５が出 力 モード（Ｐ０５ＤＤＲ＝１）の時 、  

        このビットとタイマ１ＰＷＭＬ出 力 のＡＮＤと、  

        システムクロック出 力 のＯＲと、  

        ポートデータラッチのＥＯＲをＰ０５端 子 は出 力 します。  

 

表 ３－１－２  出 力 モードの時 のＰ０５端 子 データ  

T1LPWMEN CLKOEN P05 出力モード（Ｐ０５ＤＤＲ＝１）の時のＰ０５端子データ 

０ ０ － ポートデータラッチ（Ｐ０５）の値  

０ １ ０ システムクロック出力 

０ １ １ 上記の反転データ 

１ ０ ０ タイマ１ＰＷＭＬデータ 

１ ０ １ 上記の反転データ 

１ １ ０ タイマ１ＰＷＭＬデータとシステムクロック出力のＯＲ 

１ １ １ 上記の反転データ 

 

Ｐ０ＦＬＧ（ビット５ ） ： Ｐ０割 り込 み要 因 フラグ  

入 力 ポート指 定 されたポート０で、対 応 するＰ０ （ＦＥ４０ ）のビットがセットされ

ているポートに“Ｌ”レベルが印 可 されるとセットされます。  

このビットと割 り込 み要 求 許 可 ビット（Ｐ０ ＩＥ ）がともに“１ ”のとき、ホールドモ

ード解 除 信 号 とベクタアドレス００４ＢＨへの割 り込 み要 求 が発 生 します。  

このビットは、自 動 的 にはクリアされませんので、命 令 でクリアしてください。  

 

Ｐ０ ＩＥ （ビット４ ） ：Ｐ０割 り込 み要 求 許 可  

このビットとＰ０ＦＬＧがともに“１ ”の時 、ホールドモード解 除 信 号 とベクタアド

レス００４ＢＨへの割 り込 み要 求 が発 生 します。  

 

ＣＬＫＯＥＮ（ビット３ ） ：  

Ｐ０５端 子 の出 力 データの制 御 を行 います。  

Ｐ０５が入 力 モードの時 、このビットは無 効 です。  

Ｐ０５が出 力 モードの時 、については、  

        表 ３－１－２  出 力 モードの時 のＰ０５端 子 データ、をご参 照 ください。  

 

ＣＫＯＤＶ２（ビット２ ）  

ＣＫＯＤＶ１（ビット１ ）  

ＣＫＯＤＶ０（ビット０ ）  

Ｐ０５に出 力 するシステムクロックの周 波 数 を設 定 します。  

０００  ：  システムクロック選 択 の源 発 振 クロック周 波 数  

００１  ：  システムクロック選 択 の源 発 振 クロック周 波 数 の２分 周 周 波 数  

０１０  ：  システムクロック選 択 の源 発 振 クロック周 波 数 の４分 周 周 波 数  

０１１  ：  システムクロック選 択 の源 発 振 クロック周 波 数 の８分 周 周 波 数  

１００  ：  システムクロック選 択 の源 発 振 クロック周 波 数 の１６分 周 周 波 数  

１０１  ：  システムクロック選 択 の源 発 振 クロック周 波 数 の３２分 周 周 波 数  

１１０  ：  システムクロック選 択 の源 発 振 クロック周 波 数 の６４分 周 周 波 数  

１１１  ：  サブクロックの源 発 振 クロック周 波 数  

 

＜クロック出 力 機 能 仕 様 上 の注 意 点 ＞  

クロック出 力 機 能 使 用 の際 は下 記 ①～③を守 ってください。  
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下 記 に違 反 した場 合 、ポートの出 力 波 形 に異 常 が生 じる場 合 があります。  

①C L K O E N （B I T３ ）＝１の設 定 時 にクロック出 力 分 周 設 定 を変 更 しない。  

→C K OＤＶ２－C K OＤＶ０（Ｂ ＩＴ２－ＢＩＴ０ ）の設 定 を変 更 しない。  

 ②C L K O E N （B I T３ ）＝１の設 定 時 にシステムクロック選 択 を変 更 しない。  

→ＯＣＲレジスタのＣＬＫＢ５－ＣＬＫＢ４（Ｂ ＩＴ５－ＢＩＴ４ ）の設 定 を変 更 しない。  

 ③C L K O E N （ B I T ３ ）＝１の状 態 から C L K O E N＝０となるデータをＰ０ＦＣＲレジスタに

書 き込 む命 令 を実 行 した場 合 、ＣＬＫＯＥＮはすぐに０にはなりません。  

出 力 中 のクロックが終 了 （クロック立 ち下 がり検 出 ）してからＣＬＫＯＥＮ＝０となりま

す。従 って、命 令 でＣＬＫＯＥＮ＝０とした後 にクロック分 周 設 定 変 更 及 びシステム

クロック選 択 変 更 を行 う場 合 は、ＣＬＫＯＥＮの値 を読 み出 して０であることを確 認

した後 に行 ってください。  

 

３ -１ -４  オプション  

ユーザオプションとして次 の２通 りの選 択 ができます。  

①ＣＭＯＳ出 力 （プログラマブルプルアップ抵 抗 付 き）  

②Ｎチャネルオープンドレイン出 力  

 

３ -１ -５  ＨＡＬＴ，ＨＯＬＤ時 の動 作  

ＨＡＬＴ，ＨＯＬＤ時 のポートの状 態 は、ＨＡＬＴ，ＨＯＬＤ突 入 時 の状 態 を保 持 します。  
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３ -２ ポート１  

 

３ -２ -１  概 要  

ポート１は、プログラマブル・プルアップ抵 抗 付 きの８ビットの入 出 力 ポートです。データラ

ッチ，データディレクションレジスタ，機 能 制 御 レジスタ，制 御 回 路 で構 成 され、入 出 力

方 向 をデータディレクションレジスタによりビット毎 に設 定 できます。また、機 能 制 御 レジ

スタを操 作 することにより、シリアルインタフェース用 入 出 力 、ＨＰＷＭ２出 力 、コンパレー

タ出 力 ポートとして使 用 できます。  

ユーザオプションにより、出 力 形 式 としてプログラマブル・プルアップ抵 抗 付 きＣＭＯＳ出

力 またはプログラマブル・プルアップ抵 抗 付 きＮチャネルオープンドレイン出 力 のどちら

かをビット毎 に選 択 できます。  

 

３ -２ -２  機 能  

①入 出 力 ポート  （ ８ビット：Ｐ１０～Ｐ１７ ）  

・ポート１データラッチ（ Ｐ１ ： ＦＥ ４ ４ ）でポート出 力 データの制 御 ，ポート１データディ

レクションレジスタ（Ｐ１ＤＤＲ：ＦＥ４５ ）で入 出 力 方 向 を制 御 します。  

・プログラマブル・プルアップ抵 抗 が、各 ポートに付 いています。  

 

②割 り込 み入 力 端 子 機 能  

・ Ｐ１ ７は、 ＩＮＴ１としてＬレベル、Ｈレベル、Ｌエッジ、Ｈエッジ検 出 を行 い、割 り込 み

フラグをセットします。  

・ Ｐ１ ６とＰ１５は、それぞれＩＮＴ２， ＩＮＴ３としてＬエッジ、Ｈエッジ、両 エッジ検 出 を行

い、割 り込 みフラグをセットします。  

・ Ｐ１ ３，Ｐ１４から選 択 された１ポート（ ＩＮＴ４）は、、Ｌエッジ，Ｈエッジ，両 エッジ検 出

を行 い、割 り込 みフラグをセットします。  

 

④タイマ０カウント入 力 機 能  

Ｐ１６，Ｐ１５から選 択 された１ポートに対 し、割 り込 みフラグをセットするような信 号 変

化 が入 力 される毎 にタイマ０にカウント信 号 を送 ります。  

 

⑤タイマ０Ｌキャプチャ入 力 機 能  

Ｐ７０，Ｐ１６ ,  Ｐ１４ ,  Ｐ１３から選 択 された１ポートに対 し、割 り込 みフラグをセットする

ような信 号 変 化 が入 力 される毎 にタイマ０Ｌキャプチャ信 号 を送 ります。  

レベル割 り込 み指 定 のＰ７０に、選 択 されたレベルの信 号 が入 力 されると、この間 、

１サイクル毎 にタイマ０Ｌキャプチャ信 号 が発 生 します。  

 

⑥タイマ０Ｈキャプチャ入 力 機 能  

Ｐ１７，Ｐ１５ ,  Ｐ１４ ,  Ｐ１３から選 択 された１ポートに対 し、割 り込 みフラグをセットする

ような信 号 変 化 が入 力 される毎 にタイマ０Ｈキャプチャ信 号 を送 ります。  

レベル割 り込 み指 定 のＰ１７に、選 択 されたレベルの信 号 が入 力 されると、この間 、

１サイクル毎 にタイマ０Ｈキャプチャ信 号 が発 生 します。  

 

⑦タイマ１カウント入 力 機 能  

Ｐ１４，Ｐ１３から選 択 された１ポートに対 し、割 り込 みフラグをセットするよ うな信 号 変

化 が入 力 される毎 にタイマ１にカウント信 号 を送 ります。  
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⑧ホールドモード解 除 機 能  

・ ＩＮＴ０ （Ｐ７０ ） 、 ＩＮＴ１ （Ｐ１７ ）、 ＩＮＴ２ （Ｐ１６ ） 、 ＩＮＴ４ （Ｐ 1 4 またはＰ１３）で、割 り込

みフラグと割 り込 み許 可 フラグの両 方 がセットされると、ホールドモード解 除 信 号 が

発 生 し、ホールドモードが解 除 されホルトモード（メイン発 振 ＝ＣＲ）に移 行 します。

さらに割 り込 みが受 け付 けられるとホルトモードから通 常 動 作 モードへ移 行 しま

す。  

・但 し、ホールドモード突 入 時 の ＩＮＴ２ （ Ｐ１ ６ ）のデータが“Ｈ”の時 のＨエッジと、ホ

ールドモード突 入 時 のＰ１６のデータが“Ｌ ”の時 のＬエッジでは、割 り込 みフラグは

セットできません。従 って、Ｐ１６でホールドモードを解 除する時 は、Ｐ１６を両 エッジ割

り込 みモードで使用することを薦 めます。  

 

⑨兼 用 機 能  

Ｐ１７でＨＰＷＭ２／ベースタイマＢＵＺ出 力 、Ｐ１６でＨＰＷＭ２出 力 ／コンパレータ出

力 、Ｐ１ ３～Ｐ１ ５でＡＤ入 力 チャンネルＡＮ７～ＡＮ５機 能 、Ｐ１ ２～Ｐ１ ０でＳ ＩＯ １入

出 力 機 能 を兼 用 します。  

 

 入力 出力 
割り込み入力 

信号検出 

タイマカウ
ント入力 

キャプチャ
入力 

ホールドモ
ード解除 

Ｐ１７ プログラマ
ブル・プル
アップ抵抗
付き 

ＣＭＯＳ／Ｎチャネル
オープンドレイン 

Ｌレベル，Ｈレベル，
Ｌエッジ，Ｈエッジ 

－ タイマ０Ｈ 可能（注） 

Ｐ１６ Ｌエッジ，Ｈエッジ， 

両エッジ 

タイマ０ タイマ０Ｌ 可能 

Ｐ１５ タイマ０ タイマ０Ｈ － 

Ｐ１４ タイマ１ タイマ０Ｌ,Ｈ 可能 

Ｐ１３ タイマ１ タイマ０Ｌ,Ｈ 可能 

（注 ） ：Ｐ１７のホールドモード解 除 はレベル検 出 設 定 時 のみ可 能 です。  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE44 0000 0000 R/W P1 P17 P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10 

FE45 0000 0000 R/W P1DDR P17DDR P16DDR P15DDR P14DDR P13DDR P12DDR P11DDR P10DDR 

FE46 0000 0000 R/W P1FCR P17FCR P16FCR P15FCR P14FCR P13FCR P12FCR P11FCR P10FCR 

FE47 0H0H HHH0 R/W P1TST FIX0 - FIX0 - - - - FIX0 

FE4A 0000 0000 R/W I45CR INTHEG INT5LEG INT5IF INT5IE INT4HEG INT4LEG INT4IF INT4IE 

FE4B 0000 0000 R/W I45SL I5SL3 I5SL2 I5SL1 I5SL0 I4SL3 I4SL2 I4SL1 I4SL0 

FE5D 0000 0000 R/W I01CR INT1LH INT1LV INT1IF INT1IE INT0LH INT0LV INT0IF INT0IE 

FE5E 0000 0000 R/W I23CR INT3HEG INT3LEG INT3IF INT3IE INT2HEG INT2LEG INT2IF INT2IE 

FE5F 0000 0000 R/W ISL ST0HCP ST0LCP BTIMC1 BTIMC0 BUZON NFSEL NFON ST0IN 

Ｐ１ＴＳＴ（ＦＥ４７ ）のｂ ｉ ｔ ７， b i t 5，ｂ ｉ ｔ ０は、設 定 値 は“０”で使 用 して下 さい。  

 

 

３ -２ -３  関 連 レジスタ  

３ -２ -３ -１  ポート１データラッチ（Ｐ１）  

①ポート１の出 力 データとプルアップ抵 抗 の制 御 を行 う８ビットのレジスタです。  

②このレジスタを命 令 で読 むとＰ１０～Ｐ１７の端 子 のデータが読 み込 まれます。但 し、Ｎ

ＯＴ１，ＣＬＲ１，ＳＥＴ１，ＤＢＺ，ＤＢＮＺ， ＩＮＣ，ＤＥＣ命 令 でＰ１（ＦＥ４４ ）を操 作 すると、

端 子 のデータでなく、レジスタの内 容 が参 照 されます。  

③ポート１のデータの読 み込 みは、ポートの入 出 力 状 態 にかかわらず、常 に可 能 です。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE44 0000 0000 R/W P1 P17 P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10 
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３ -２ -３ -２  ポート１データディレクションレジスタ（Ｐ１ＤＤＲ）  

①ポート１の入 出 力 方 向 の制 御 をビット毎 に行 う８ビットのレジスタです。ビットＰ１ ｎＤＤ

Ｒが“１ ”の時 、ポートＰ１ｎは出 力 モードになり、ビットＰ１ｎＤＤＲが“０ ”の時 、ポートＰ１

ｎは入 力 モードになります。  

②ビットＰ１ ｎＤＤＲが“０ ”で、ポート１データラッチのビットＰ１ｎが“１ ”の時 、ポートＰ１ ｎは

プルアップ抵 抗 付 き入 力 となります。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE45 0000 0000 R/W P1DDR P17DDR P16DDR P15DDR P14DDR P13DDR P12DDR P11DDR P10DDR 

 

レジスタデータ ポートＰ１ｎの状態  内蔵プルアップ 

抵抗 P1n P1nDDR 入力 出力 

０ ０ 可能 オープン ＯＦＦ 

１ ０ 可能 内蔵プルアップ抵抗 ＯＮ 

０ １ 可能 ＬＯＷ ＯＦＦ 

１ １ 可能 ＨＩＧＨ／オープン（ＣＭＯＳ／Ｎチャネルオープンドレイン） ＯＦＦ 

 

３ -２ -３ -３  ポート１機 能 制 御 レジスタ（Ｐ１ＦＣＲ ）  

①ポート１の兼 用 出 力 の制 御 を行 う８ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE46 0000 0000 R/W P1FCR P17FCR P16FCR P15FCR P14FCR P13FCR P12FCR P11FCR P10FCR 

 

ｎ P1nFCR P1n 出力モード（Ｐ１ｎＤＤＲ＝１）の時のＰ１ｎ端子データ 

７ ０ － ポートデータラッチ（Ｐ１７）の値  

１ ０ ＨＰＷＭ２またはベースタイマのＢＵＺデータ 

１ １ ＨＰＷＭ２またはベースタイマのＢＵＺ反転データ 

６ ０ － ポートデータラッチ（Ｐ１６）の値  

１ ０ ＨＰＷＭ２とコンパレータ出力のＡＮＤ 

１ １ （ＨＰＷＭ２とコンパレータ出力のＡＮＤ）の反転 

５ ０ － ポートデータラッチ（Ｐ１５）の値  

１ ０ ＬＯＷ出力 

１ １ ＨＩＧＨ出力 

４ ０ － ポートデータラッチ（Ｐ１４）の値  

１ ０ ＬＯＷ出力 

１ １ ＨＩＧＨ出力 

３ ０ － ポートデータラッチ（Ｐ１３）の値  

１ ０ ＬＯＷ出力 

１ １ ＨＩＧＨ出力 

２ ０ － ポートデータラッチ（Ｐ１２）の値  

１ ０ ＳＩＯ１クロック出力データ 

１ １ ＨＩＧＨ出力 

１ ０ － ポートデータラッチ（Ｐ１１）の値 

１ ０ ＳＩＯ１出力データ 

１ １ ＨＩＧＨ出力 

０ ０ － ポートデータラッチ（Ｐ１０）の値  

１ ０ ＳＩＯ１出力データ 

１ １ ＨＩＧＨ出力 

尚 、Ｐ１０～Ｐ１７は、オプションでＮｃｈオープンドレイン出 力 を選 択 した端 子 のＨＩＧＨデ

ータ出 力 はオープンとなります。  
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Ｐ１７ＦＣＲ（ビット７ ） ： Ｐ１７機 能 制 御 （ＨＰＷＭ２またはベースタイマＢＵＺ出 力 制 御 ）  

Ｐ１７端 子 の出 力 データの制 御 を行 います。  

Ｐ１７が出 力 モード（Ｐ１ ７ＤＤＲ＝１）で、Ｐ１７ＦＣＲが“１ ”の時 、ＨＰＷＭ２出

力 またはベースタイマからのＢＵＺ出 力 データとポートデータラッチのＥＯＲを

Ｐ１７端 子 は出 力 します。  

※  ＨＰＷＭ２とベースタイマのＢＵＺ出 力 切 替 えは、  

 Ｐ１７Ｈ２ＡＳＬ（ＨＰＷＭ２ＡＬ：ＦＥ８Ｅのビット１ ）、  

 ＢＵＺＳＥＬ（ ＩＳＬ：ＦＥ５Ｆのビット３）で行 います。  

 

P17H2ASL 

(HPWM2AL bit1) 

BUZON 

(ISL bit3) 

P17 P17 兼用出力選択 

０ ０ － ポートデータラッチ（Ｐ１７）の値  

０ １ ０ ベースタイマのＢＵＺ出力 

０ １ １ 上記の反転データ 

１ － ０ ＨＰＷＭ２出力 

１ － １ 上記の反転データ 

 

Ｐ１６ＦＣＲ（ビット６ ） ： Ｐ１６機 能 制 御 （ＨＰＷＭ２出 力 制 御 ）  

Ｐ１６端 子 の出 力 データの制 御 を行 います。  

Ｐ１ ６が出 力 モード（ Ｐ１ ６ＤＤＲ＝１ ）で、Ｐ１ ６ ＦＣＲが“ １ ”の時 、 （ＨＰＷＭ２

出 力 とコンパレータ出 力 のＡＮＤ） と 、ポートデータラッチのＥＯＲをＰ１ ６端

子 は出 力 します。  

※  ＣＰＯＮ（ＶＲＣＮＴ：ＦＥＣ０のﾋ ﾞ ｯ ﾄ ５ ）が‘ ０ ’とき、コンパレータ出 力 ＝１、

となります。そのため、Ｐ１ ６が出 力 モード（ Ｐ １ ６ＤＤＲ＝１ ）で、Ｐ １ ６ ＦＣＲが

“１ ”の時 、ＨＰＷＭ２出 力 と、ポートデータラッチのＥＯＲをＰ１６端 子 は出 力

します。  

 

P16H2ASL 

(HPWM2AL bit0) 

CPON 

(VRCNT bit5) 

P16 P16 兼用出力選択 

０ X － ポートデータラッチ（Ｐ１６）の値 

１ ０ ０ ＨＰＷＭ２出力 

１ ０ １ 上記の反転データ 

１ １ ０ ＨＰＷＭ２とコンパレータ出力のＡＮＤ 

１ １ １ 上記の反転データ 

 

Ｐ１５ＦＣＲ（ビット５ ） ： Ｐ１５機 能 制 御  

Ｐ１５端 子 の出 力 データの制 御 を行 います。  

Ｐ１５が出 力 モード（Ｐ１ ５ＤＤＲ＝１）で、Ｐ１５ＦＣＲが“１ ”の時 、ポートデータ

ラッチの値 をＰ１５端 子 は出 力 します。  

 

Ｐ１４ＦＣＲ（ビット４ ） ： Ｐ１４機 能 制 御  

Ｐ１４端 子 の出 力 データの制 御 を行 います。  

Ｐ１４が出 力 モード（Ｐ１ ４ＤＤＲ＝１）で、Ｐ１４ＦＣＲが“１ ”の時 、ポートデータ

ラッチの値 をＰ１４端 子 は出 力 します。  

 

Ｐ１３ＦＣＲ（ビット３ ） ： Ｐ１３機 能 制 御  

Ｐ１３端 子 の出 力 データの制 御 を行 います。  

Ｐ１３が出 力 モード（Ｐ１ ３ＤＤＲ＝１）で、Ｐ１３ＦＣＲが“１ ”の時 、ポートデータ

ラッチの値 をＰ１３端 子 は出 力 します。  
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Ｐ１２ＦＣＲ（ビット２ ） ： Ｐ１２機 能 制 御 （Ｓ ＩＯ１クロック出 力 制 御 ）  

Ｐ１２端 子 の出 力 データの制 御 を行 います。  

Ｐ１２が出 力 モード（Ｐ１ ２ＤＤＲ＝１）で、Ｐ１２Ｆ ＣＲが“１ ”の時 、Ｓ ＩＯ１のクロ

ック出 力 データとポートデータラッチのＯＲをＰ１２端 子 は出 力 します。  

 

Ｐ１１ＦＣＲ（ビット１ ） ： Ｐ１１機 能 制 御 （Ｓ ＩＯ１データ出 力 制 御 ）  

Ｐ１１端 子 の出 力 データの制 御 を行 います。  

Ｐ１ １が出 力 モード（Ｐ１ １ＤＤＲ＝１ ）で、Ｐ１ １ＦＣＲが“ １ ”の時 、Ｓ ＩＯ１出 力

データとポートデータラッチのＯＲをＰ１１端 子 は出 力 します。  

尚 、Ｐ１ １の入 出 力 状 態 に関 係 なく、 Ｐ １ １からはＳ ＩＯ １動 作 時 、Ｓ Ｉ Ｏ １ 入

力 データが取 り込 まれます。  

 

Ｐ１０ＦＣＲ（ビット０ ） ： Ｐ１０機 能 制 御 （Ｓ ＩＯ１データ出 力 制 御 ）  

Ｐ１０端 子 の出 力 データの制 御 を行 います。  

Ｐ１ ０が出 力 モード（Ｐ１ ０ＤＤＲ＝１ ）で、Ｐ１ ０Ｆ ＣＲが“ １ ”の時 、Ｓ ＩＯ１出 力

データとポートデータラッチのＯＲをＰ１０端 子 は出 力 します。  

 

３ -２ -３ -４  外 部 割 り込 み４，５制 御 レジスタ（ Ｉ ４ ５ＣＲ ）  

①外 部 割 り込 み４，５の制 御 を行 う８ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE4A 0000 0000 R/W I45CR INT5HEG INT5LEG INT5IF INT5IE INT4HEG INT4LEG INT4IF INT4IE 

 

ＩＮＴ５ＨＥＧ（ビット７ ）～ ＩＮＴ５ ＩＥ （ビット４ ） ： “ ０ ”で使 用 してください。  

 

ＩＮＴ４ＨＥＧ（ビット３ ） ： ＩＮＴ４立 ち上 がりエッジ検 出 制 御  

ＩＮＴ４ＬＥＧ（ビット２ ） ： ＩＮＴ４立 ち下 がりエッジ検 出 制 御  

INT4HEG INT4LEG INT4 割り込み条件（端子のデータ） 

０ ０ 検出しない 

０ １ 立ち下がり検出 

１ ０ 立ち上がり検出 

１ １ 両エッジ検出 

 

 

ＩＮＴ４ Ｉ Ｆ （ビット１ ） ： ＩＮＴ４割 り込 み要 因 フラグ  

ＩＮＴ４ＨＥＧ， ＩＮＴ４ＬＥＧで指 定 された条 件 が満 たされるとセットされます。  

このビットと ＩＮＴ４の割 り込 み要 求 許 可 ビット（ ＩＮＴ４ ＩＥ ）がともに“１ ”の時 、

ホールドモード解 除 信 号 とベクタアドレス００１３Ｈへの割 り込 み要 求 が発 生

します。  

但 し、ホールドモード突 入 時 のＩＮＴ ４のデータが“Ｈ”の時 のＨエッジと、ホ

ールドモード突 入 時 のＩＮＴ４のデータが“Ｌ”の時 のＬエッジでは、割 り込 み

フラグはセットできません。従 って、ＩＮＴ４でホールドモードを解 除 する時 は、

ＩＮＴ４を両 エッジ割 り込 みモードで使 用 することを薦 めます。  

このビットは、自 動 的 にはクリアされませんので命 令 でクリアしてください。  

 

ＩＮＴ４ ＩＥ （ビット０ ） ： ＩＮＴ４割 り込 み要 求 許 可  

このビットと Ｉ ＮＴ４ Ｉ Ｆがともに“ １ ”の時 、ホールドモード解 除 信 号 とベクタア

ドレス００１３Ｈへの割 り込 み要 求 が発 生 します。  
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３ -２ -３ -５  外 部 割 り込 み４，５端 子 選 択 レジスタ（ Ｉ ４ ５ＳＬ ）  

①外 部 割 り込 み４，５の端 子 を選 択 する８ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE4B 0000 0000 R/W I45SL I5SL3 I5SL2 I5SL1 I5SL0 I4SL3 I4SL2 I4SL1 I4SL0 

 

Ｉ ５ＳＬ３ （ビット７ ）～ Ｉ５ＳＬ０ （ビット４ ） ： “ ０ ”で使 用 してください。  

 

Ｉ ４ＳＬ３ （ビット３ ） ： ＩＮＴ４用 端 子 選 択  

Ｉ ４ＳＬ２ （ビット２ ） ： ＩＮＴ４用 端 子 選 択  

I4SL3 I4SL2 INT4 として使用する端子 

０ ０ ポートＰ１３ 

０ １ ポートＰ１４ 

１ ０ 禁止 

１ １ 禁止 

 

Ｉ ４ＳＬ１ （ビット１ ） ： ＩＮＴ４用 端 子 機 能 選 択  

Ｉ ４ＳＬ０ （ビット０ ） ： ＩＮＴ４用 端 子 機 能 選 択  

Ｉ Ｎ Ｔ ４ として選 択 された端 子 に、外 部 割 り込 み４ ， ５制 御 レジスタ （ Ｉ ４ ５ Ｃ

Ｒ）で指 定 されたデータ変 化 が与 えられると、タイマ１のカウントクロック入 力

やタイマ０のキャプチャ信 号 を発 生 します。  

I4SL1 I4SL0 INT4 の割り込み以外の機能 

０ ０ なし 

０ １ タイマ１のカウントクロック入力  

１ ０ タイマ０Ｌのキャプチャ信号入力  

１ １ タイマ０Ｈのキャプチャ信号入力  

 

注 意 ：  

①ＩＮＴ４で、タイマ０Ｌのキャプチャ信 号 入 力 ，タイマ０Ｈのキャプチャ信 号 入 力 がポート

７と重 複 して指 定 された場 合 、ポート７からの信 号 は無 視 されます。  

②ＩＮＴ４が、タイマ１のカウントクロック入 力 ，タイマ０Ｌのキャプチャ信 号 入 力 ，タイマ０Ｈ

のキャプチャ信 号 入 力 として、重 複 して指 定 された場 合 、両 方 とも受 け付 けます。  

③ＩＮＴ４で、タイマ１のカウントクロック入 力 が指 定 された場 合 、タイマ１Ｌはイベントカウ

ンタとなります。また、タイマ１のカウントクロック入 力 が指 定 されない場 合 、タイマ１Ｌの

カウントは２Ｔｃｙ ｃ毎 に行 われます。  

 

３ -２ -３ -６  外 部 割 り込 み０，１制 御 レジスタ（ Ｉ ０ １ＣＲ ）  

①外 部 割 り込 み０，１の制 御 を行 う８ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5D 0000 0000 R/W I01CR INT1LH INT1LV INT1IF INT1IE INT0LH INT0LV INT0IF INT0IE 

 

ＩＮＴ１ＬＨ（ビット７ ） ： ＩＮＴ１検 出 極 性 選 択  

ＩＮＴ１ＬＶ（ビット６ ） ： ＩＮＴ１検 出 レベル／エッジ選 択  

INT1LH INT1LV INT1 割り込み条件（P17 端子のデータ） 

０ ０ 立ち下がり検出 

０ １ “Ｌ”レベル検出 

１ ０ 立ち上がり検出 

１ １ “Ｈ”レベル検出 

 

ＩＮＴ１ Ｉ Ｆ （ビット５ ） ： ＩＮＴ１割 り込 み要 因 フラグ  
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Ｉ ＮＴ１ＬＨ， ＩＮＴ１ＬＶで指 定 された条 件 が満 たされるとセットされます。この

ビットと ＩＮＴ１の割 り込 み要 求 許 可 ビット（ ＩＮＴ１ ＩＥ ）がともに“１ ”の時 、ホー

ルドモード解 除 信 号 とベクタアドレス０００ＢＨへの割 り込 み要 求 が発 生 しま

す。  

このビットは、自 動 的 にはクリアされませんので命 令 でクリアしてください。  

 

ＩＮＴ１ ＩＥ （ビット４ ） ： ＩＮＴ１割 り込 み要 求 許 可  

このビットと Ｉ ＮＴ１ Ｉ Ｆがともに“ １ ”の時 、ホールドモード解 除 信 号 とベクタア

ドレス０００ＢＨへの割 り込 み要 求 が発 生 します。  

 

ＩＮＴ０ＬＨ（ビット３ ） ： ＩＮＴ０検 出 極 性 選 択  

ＩＮＴ０ＬＶ（ビット２ ） ： ＩＮＴ０検 出 レベル／エッジ選 択  

INT0LH INT0LV INT0 割り込み条件（P70 端子のデータ） 

０ ０ 立ち下がり検出 

０ １ “Ｌ”レベル検出 

１ ０ 立ち上がり検出 

１ １ “Ｈ”レベル検出 

 

ＩＮＴ０ Ｉ Ｆ （ビット１ ） ： ＩＮＴ０割 り込 み要 因 フラグ  

Ｉ ＮＴ０ＬＨ， ＩＮＴ０ＬＶで指 定 された条 件 が満 たされるとセットされます。この

ビットと ＩＮＴ０の割 り込 み要 求 許 可 ビット（ ＩＮＴ０ ＩＥ ）がともに“１ ”の時 、ホー

ルドモード解 除 信 号 とベクタアドレス０００３Ｈへの割 り込 み要 求 が発 生 しま

す。  

このビットは、自 動 的 にはクリアされませんので命 令 でクリアしてください。  

 

ＩＮＴ０ ＩＥ （ビット０ ） ： ＩＮＴ０割 り込 み要 求 許 可  

このビットと Ｉ ＮＴ０ Ｉ Ｆがともに“ １ ”の時 、ホールドモード解 除 信 号 とベクタア

ドレス０００３Ｈへの割 り込 み要 求 が発 生 します。  

 

３ -２ -３ -７  外 部 割 り込 み２，３制 御 レジスタ（ Ｉ ２ ３ＣＲ ）  

①外 部 割 り込 み２，３の制 御 を行 う８ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5E 0000 0000 R/W I23CR INT3HEG INT3LEG INT3IF INT3IE INT2HEG INT2LEG INT2IF INT2IE 

 

ＩＮＴ３ＨＥＧ（ビット７ ） ： ＩＮＴ３立 ち上 がりエッジ検 出 制 御  

ＩＮＴ３ＬＥＧ（ビット６ ） ： ＩＮＴ３立 ち下 がりエッジ検 出 制 御  

INT3HEG INT3LEG INT3 割り込み条件（P15 端子のデータ） 

０ ０ 検出しない 

０ １ 立ち下がり検出 

１ ０ 立ち上がり検出 

１ １ 両エッジ検出 

 

ＩＮＴ３ Ｉ Ｆ （ビット５ ） ： ＩＮＴ３割 り込 み要 因 フラグ  

Ｉ ＮＴ３ＨＥＧ， ＩＮＴ３ＬＥＧで指 定 された条 件 が満 たされるとセットされます。

このビットと ＩＮＴ３の割 り込 み要 求 許 可 ビット（ ＩＮＴ３ ＩＥ ）がともに“１ ”の時 、

ベクタアドレス００１ＢＨへの割 り込 み要 求 が発 生 します。  

このビットは、自 動 的 にはクリアされませんので命 令 でクリアしてください。  

 

ＩＮＴ３ ＩＥ （ビット４ ） ： ＩＮＴ３割 り込 み要 求 許 可  
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このビットと ＩＮＴ３ Ｉ Ｆがともに“１ ”の時 、ベクタアドレス００１ＢＨへの割 り込 み

要 求 が発 生 します。  

 

ＩＮＴ２ＨＥＧ（ビット３ ） ： ＩＮＴ２立 ち上 がりエッジ検 出 制 御  

ＩＮＴ２ＬＥＧ（ビット２ ） ： ＩＮＴ２立 ち下 がりエッジ検 出 制 御  

INT2HEG INT2LEG INT2 割り込み条件（P16 端子のデータ） 

０ ０ 検出しない 

０ １ 立ち下がり検出 

１ ０ 立ち上がり検出 

１ １ 両エッジ検出 

 

ＩＮＴ２ Ｉ Ｆ （ビット１ ） ： ＩＮＴ２割 り込 み要 因 フラグ  

Ｉ ＮＴ２ＨＥＧ， ＩＮＴ２ＬＥＧで指 定 された条 件 が満 たされるとセットされます。

このビットと ＩＮＴ２の割 り込 み要 求 許 可 ビット（ ＩＮＴ２ ＩＥ ）がともに“１ ”の時 、

ホールドモード解 除 信 号 とベクタアドレス００１３Ｈへの割 り込 み要 求 が発 生

します。  

但 し、ホールドモード突 入 時 のＰ１６のデータが“Ｈ”の時 のＨエッジと、ホー

ルドモード突 入 時 のＰ１６のデータが“Ｌ ”の時 のＬエッジでは、割 り込 みフラ

グはセットできません。従 って、Ｐ１６でホールドモードを解 除 する時 は、Ｐ１６

を両 エッジ割 り込 みモードで使 用 することを薦 めます。  

このビットは、自 動 的 にはクリアされませんので命 令 でクリアしてください。  

 

ＩＮＴ２ ＩＥ （ビット０ ） ： ＩＮＴ２割 り込 み要 求 許 可  

このビットと Ｉ ＮＴ２ Ｉ Ｆがともに“ １ ”の時 、ホールドモード解 除 信 号 とベクタア

ドレス００１３Ｈへの割 り込 み要 求 が発 生 します。  

 

３ -２ -３ -８  入 力 信 号 選 択 レジスタ（ Ｉ ＳＬ ）  

①タイマ０の入 力 ，ノイズフィルタの時 定 数 ，ブザー出 力 ，ベースタイマのクロックの制 御

を行 う８ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5F 0000 0000 R/W ISL ST0HCP ST0LCP BTIMC1 BTIMC0 BUZON NFSEL NFON ST0IN 

 

ＳＴ０ＨＣＰ（ビット７ ） ：タイマ０Ｈキャプチャ信 号 入 力 ポート選 択  

タイマ０Ｈキャプチャ信 号 入 力 ポートを選 択 します。  

“ １ ”の設 定 時 、 Ｉ ＮＴ １の割 り込 み検 出 条 件 が成 立 する入 力 がＰ１ ７に入

力 されると、タイマ０Ｈキャプチャ信 号 が発 生 します。また ＩＮＴ１の割 り込 み

検 出 がレベル検 出 の時 、検 出 レベルがＰ１７に入 力 されている間 、１Ｔｃ ｙ ｃ

毎 にキャプチャ信 号 が発 生 します。  

“ ０ ”の設 定 時 、 Ｉ ＮＴ ３の割 り込 み検 出 条 件 が成 立 する入 力 がＰ１ ５ に入

力 されると、タイマ０Ｈキャプチャ信 号 が発 生 します。  

ＳＴ０ＬＣＰ（ビット６ ） ：タイマ０Ｌキャプチャ信 号 入 力 ポート選 択  

タイマ０Ｌキャプチャ信 号 入 力 ポートを選 択 します。  

“ １ ”の設 定 時 、 Ｉ ＮＴ ０の割 り込 み検 出 条 件 が成 立 する入 力 がＰ７ ０に入

力 されると、タイマ０Ｌキャプチャ信 号 が発 生 します。また ＩＮＴ０の割 り込 み

検 出 がレベル検 出 の時 、検 出 レベルがＰ７０に入 力 されている間 、１Ｔｃ ｙ ｃ

毎 にキャプチャ信 号 が発 生 します。  

“ ０ ”の設 定 時 、 Ｉ ＮＴ ２の割 り込 み検 出 条 件 が成 立 する入 力 がＰ１ ６に入

力 されると、タイマ０Ｌキャプチャ信 号 が発 生 します。  

ＢＴ ＩＭＣ１（ビット５ ） ：ベースタイマクロック選 択  
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ＢＴ ＩＭＣ０（ビット４ ） ：ベースタイマクロック選 択  

ＢＴＩＭＣ１ ＢＴＩＭＣ０ ベースタイマの入力クロック 

０ ０ サブクロック 

０ １ サイクルクロック 

１ ０ 内蔵低速ＲＣ 

１ １ タイマ／カウンタ０のプリスケーラ出力  

 

ＢＵＺＯＮ（ビット３ ） ：ブザー出 力 選 択  

Ｐ １ ７ Ｆ ＣＲ （ Ｐ １ Ｆ ＣＲのビッ ト ７ ）＝ “ １ ”の時 、ポート Ｐ １ ７へ転 送 するデータ

（ブザー出 力 ／タイマ１ＰＷＭＨ）の選 択 を行 います。  

“ １ ”の設 定 時 、タイマ１ＰＷＭＨの出 力 はＨＩＧＨ固 定 となり、ポートＰ１ ７に

はベースタイマクロックを分 周 した信 号 をブザー出 力 として転 送 します。  

“ ０ ”の設 定 時 、ブザー出 力 はＨＩＧＨ固 定 となり、ポートＰ１ ７にはタイマ１Ｐ

ＷＭＨの出 力 データを転 送 します。  

 

“ １ ”の設 定 時 、ベースタイマクロックを１６分 周 した信 号 をブザー出 力 として、

ポートＰ１７に転 送 します。  

“ ０ ”の設 定 時 、ブザー出 力 はＨＩＧＨ固 定 となります。  

 

ＮＦＳＥＬ（ビット２ ） ：ノイズフィルタ時 定 数 選 択  

ＮＦＯＮ（ビット１ ） ：ノイズフィルタ時 定 数 選 択  

        ノイズフィルタは、ＩＮＴ３に接 続 されています。  

        Ｉ ＮＴ０、１、４には、ノイズフィルタは有 りません。  

ＮＦＳＥＬ ＮＦＯＮ ノイズフィルタ時定数 

０ ０ １Ｔｃｙｃ 

０ １ １２８Ｔｃｙｃ 

１ ０ １Ｔｃｙｃ 

１ １ ３２Ｔｃｙｃ 

 

Ｔ０ ＩＮ（ビット０ ） ：タイマ０カウンタクロック入 力 ポート選 択  

タイマ０カウンタクロック信 号 入 力 ポートを選 択 します。  

“ １ ”の設 定 時 、 Ｉ ＮＴ ３の割 り込 み検 出 条 件 が成 立 する入 力 がＰ１ ５に入

力 されると、タイマ０カウントクロックが発 生 します。  

“ ０ ”の設 定 時 、 Ｉ ＮＴ ２の割 り込 み検 出 条 件 が成 立 する入 力 がＰ１ ６に入

力 されると、タイマ０カウントクロックが発 生 します。  

 

注 意 ：  ＩＮＴ４で、タイマ０Ｌキャプチャ信 号 入 力 、タイマ０Ｈキャプチャ信 号 入 力 がＰ７０，Ｐ

１７と重 複 して指 定 された場 合 、ポート７，ポート１からの信 号 は無 視 されます。  

 

 

３ -２ -４  オプション  

Ｐ１０～Ｐ１７は、ユーザオプションとして次 の２通 りの選 択 ができます。  

①ＣＭＯＳ出 力  （プログラマブル・プルアップ抵 抗 付 き）  

②Ｎチャネルオープンドレイン出 力  （プログラマブル・プルアップ抵 抗 付 き）  

 

３ -２ -５  ＨＡＬＴ，ＨＯＬＤ時 の動 作  

ＨＡＬＴ，ＨＯＬＤ時 のポートの状 態 は、ＨＡＬＴ，ＨＯＬＤ突 入 時 の状 態 を保 持 します。  
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L C 8 7 0Ｇ 0 0  第 ３章  

3-15 

３ -３ ポート７  

 

３ -３ -１  概 要  

ポート７は、プログラマブル・プルアップ抵 抗 付 きの１ビットの入 出 力 ポートです。データ

制 御 ラッチと制 御 回 路 で構 成 され、入 出 力 方 向 をビット毎 に設 定 できます。  

ポート７は、外 部 割 り込 み用 入 力 ポートとしても使 用 できます。また、キャプチャ信 号 入

力 やホールドモードの解 除 信 号 入 力 ポートとしても使 用 できます。  

ユーザオプションはありません。  

 

３ -３ -２  機 能  

①入 出 力 ポート  （ １ビット：Ｐ７０ ）  

・ポート７制 御 レジスタ（Ｐ７ ：ＦＥ５Ｃ）のビット０でポート出 力 データの制 御 ，ビット４で

入 出 力 方 向 を制 御 します。  

・Ｐ７０はＮｃｈオープンドレイン出 力 となります。  

・プログラマブル・プルアップ抵 抗 が、各 ポートに付 いています。  

 

②割 り込 み入 力 端 子 機 能  

・ Ｐ７ ０は、 ＩＮＴ０としてＬレベル，Ｈレベル，Ｌエッジ，Ｈエッジ検 出 を行 い、割 り込 み

フラグをセットします。  

 

③タイマ０Ｌキャプチャ入 力 機 能  

Ｐ７０，Ｐ１６から選 択 された１ポートに対 し、割 り込 みフラグをセットするような信 号 変

化 が入 力 される毎 にタイマ０Ｌキャプチャ信 号 を送 ります。  

レベル割 り込 み指 定 のＰ７０に、選 択 されたレベルの信 号 が入 力 されると、この間 、

１サイクル毎 にタイマ０Ｌキャプチャ信 号 が発 生 します。  

 

④ホールドモード解 除 機 能  

・ ＩＮＴ０で、割 り込 みフラグと割 り込 み許 可 フラグの両 方 がセットされると、ホールドモ

ード解 除 信 号 が発 生 し、ホールドモードが解 除 されホルトモード （ メイン発 振 ＝Ｃ

Ｒ）に移 行 します。さらに割 り込 みが受 け付 けられるとホルトモードから通 常 動 作 モ

ードへ移 行 します。  

・  ホールドモード時 に、レベル割 り込 み指 定 されたＰ７０に、割 り込 みフラグをセット

するような信 号 レベルが入 力 されると、割 り込 みフラグがセットされます。この時 、

対 応 する割 り込 み許 可 フラグがセットされていれば、ホールドモードが解 除 され

ます。  

 

⑤兼 用 機 能  

・Ｐ７０でＡＤ入 力 チャンネルＡＮ９機 能 を兼 用 します。  



ＰＯＲＴ ７  
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 入力 出力 
割り込み入力 

信号検出 

タイマ０カウ
ント入力 

キャプチャ
入力 

ホールドモ
ード解除 

Ｐ７０ プログラマ
ブル・プル
アップ抵抗
付き 

Ｎｃｈオープンドレイン Ｌレベル，Ｈレベル， 

Ｌエッジ，Ｈエッジ 

－ タイマ０Ｌ 可能 

 

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5C HHH0 HHH0 R/W P7 ― ― ― P70DDR ― ― ― P70 

FE5D 0000 0000 R/W I01CR INT1LH INT1LV INT1IF INT1IE INT0LH INT0LV INT0IF INT0IE 

FE5E 0000 0000 R/W I23CR INT3HEG INT3LEG INT3IF INT3IE INT2HEG INT2LEG INT2IF INT2IE 

FE5F 0000 0000 R/W ISL ST0HCP ST0LCP BTIMC1 BTIMC0 BUZON NFSEL NFON ST0IN 

 

３ -３ -３  関 連 レジスタ  

３ -３ -３ -１  ポート７制 御 レジスタ（Ｐ７ ）  

①ポート７の入 出 力 ，プルアップ抵 抗 の制 御 を行 う２ビットのレジスタです。  

②このレジスタを命 令 で読 むとＰ７０の端 子 のデータがビット０に読 み込 まれます。ビット４

にはレジスタＰ７のビット４のデータが読 み込 まれます。  

但 し、ＮＯＴ１，ＣＬＲ１，ＳＥＴ１，ＤＢＺ，ＤＢＮＺ， ＩＮＣ，ＤＥＣ命 令 でＰ７（ＦＥ５Ｃ）を操

作 すると、ビット０として、端 子 のデータでなく、レジスタの内 容 が参 照 されます。  

③ポート７のデータの読 み込 みは、ポートの入 出 力 状 態 にかかわらず、常 に可 能 です。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5C HHH0 HHH0 R/W P7 ― ― ― P70DDR ― ― ― P70DT 

 

レジスタデータ ポートＰ７０の状態 
内蔵プルアップ抵抗 

P70 P70DDR 入力 出力 

０ ０ 可能 オープン ＯＦＦ 

１ ０ 可能 内蔵プルアップ抵抗 ＯＮ 

０ １ 可能 ＬＯＷ ＯＦＦ 

１ １ 可能 オープン ＯＮ 

 

（ビット７～５） ：存 在 しません。読 むと‘１ ’が読 まれます。  

Ｐ７０ＤＤＲ（ビット４ ） ：Ｐ７０入 出 力 制 御  

このビットの１／０で、Ｐ７０端 子 の出 力 （Ｎｃｈオープンドレイン）／入 力 を制

御 します。  

 

（ビット３～１） ：存 在 しません。読 むと‘１ ’が読 まれます。  

 

Ｐ７０ＤＴ（ビット０ ） ： Ｐ７０データ  

Ｐ７０ＤＤＲが１の時 、このビットの値 がＰ７０端 子 から出 力 されます。  

但 し、この端 子 はＮｃ ｈオープンドレイン出 力 端 子 なので、Ｐ７ ０ＤＴの値 が

“１”の時 はハイインピーダンス出 力 となります。  

このビットの値 （１／０ ）により、Ｐ７０端 子 の内 蔵 プルアップ抵 抗 の（ＯＮ／Ｏ

ＦＦ）が制 御 されます。  
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３ -３ -３ -２  外 部 割 り込 み０，１制 御 レジスタ（ Ｉ ０ １ＣＲ ）  

“ ３ -２ -３ -６  外 部 割 り込 み０，１制 御 レジスタ（ Ｉ ０１ＣＲ） ”  をご参 照 ください。  

 

３ -３ -３ -３  外 部 割 り込 み２，３制 御 レジスタ（ Ｉ ２ ３ＣＲ ）  

“ ３ -２ -３ -７  外 部 割 り込 み２，３制 御 レジスタ（ Ｉ ２３ＣＲ） ”  をご参 照 ください。  

 

３ -３ -３ -４  入 力 信 号 選 択 レジスタ（ Ｉ ＳＬ ）  

“ ３ -２ -３ -８  入 力 信 号 選 択 レジスタ（ Ｉ ＳＬ） ”  をご参 照 ください。  

 

※  ポート７の端 子 は、入 力 用 トランジスタが常 にＯＮになっています。  

そのため、入 力 端 子 レベルが中 間 電 位 になった場 合 には、入 力 用 トランジスタに電 流 が

流 れます。  

 

３ -３ -４  オプション  

ユーザオプションはありません。  

 

３ -３ -５  ＨＡＬＴ，ＨＯＬＤ時 の動 作  

Ｐ７０のプルアップ抵 抗 はオフします。  
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３ -４ タイマカウンタ０（Ｔ０）  

 

３ -４ -１  概 要  

本 シリーズが内 蔵 しているタイマ／カウンタ０（Ｔ０ ）は、次 の４つの機 能 を持 った１６ビット

のタイマ／カウンタです。  

①モード０：  プログラマブルプリスケーラ付 ８ビットプログラマブルタイマ（８ビットキャプチャ

レジスタ付 ）×２ｃｈ  

②モード１：  プログラマブルプリスケーラ付 ８ビットプログラマブルタイマ（８ビットキャプチャ

レジスタ付 ）＋８ビットプログラマブルカウンタ（８ビットキャプチャレジスタ付 ）  

③モード２：  プログラマブルプリスケーラ付 １６ビットプログラマブルタイマ（ １ ６ビットキ ャプ

チャレジスタ付 ）  

④モード３：  １６ビットプログラマブルカウンタ（１６ビットキャプチャレジスタ付 ）  

 

３ -４ -２  機 能  

①モード０：  プログラマブルプリスケーラ付 ８ビットプログラマブルタイマ（８ビットキャプチャ

レジスタ付 ）×２ｃｈ  

・ ８ビットプログラマブルプリスケーラからのクロック（周 期 ：１～２５６Ｔ ｃｙ ｃ ）によって、２

つの独 立 した８ビットプログラマブルタイマ（Ｔ０Ｌ，Ｔ０Ｈ）が動 作 します。  

・ Ｐ ７ ０／ ＩＮＴ０／Ｔ０ＬＣＰ，Ｐ １ ６／ ＩＮＴ２／Ｔ０ ＩＮ，Ｐ １ ３ ， Ｐ１ ４タイマ０Ｌキャプチャ

入 力 端 子 からの外 部 入 力 検 出 信 号 により、Ｔ０Ｌの内 容 をキャプチャレジスタＴ０

ＣＡＬにキャプチャします。  

・ Ｐ １ ７／ ＩＮＴ１／Ｔ０ＨＣＰ，Ｐ １５／ ＩＮＴ３／Ｔ０ ＩＮ，Ｐ１ ３，Ｐ１４タイマ０Ｈキャプチャ

入 力 端 子 からの外 部 入 力 検 出 信 号 により、Ｔ０Ｈの内 容 をキャプチャレジスタＴ０

ＣＡＨにキャプチャします。  

 

Ｔ０Ｌの周 期 ＝（Ｔ０ＬＲ＋１）×（Ｔ０ＰＲＲ＋１）×Ｔｃｙ ｃ  

Ｔ０Ｈの周 期 ＝（Ｔ０ＨＲ＋１）×（Ｔ０ＰＲＲ＋１）×Ｔｃｙ ｃ  

Ｔｃｙ ｃ＝サイクルクロックの周 期  

 

②モード１：  プログラマブルプリスケーラ付 ８ビットプログラマブルタイマ（８ビットキャプチャ

レジスタ付 ）＋８ビットプログラマブルカウンタ（８ビットキャプチャレジスタ付 ）  

・Ｔ０Ｌは、Ｐ１６／ ＩＮＴ２／Ｔ０ ＩＮ，Ｐ１５／ ＩＮＴ３／Ｔ０ ＩＮ端 子 からの外 部 入 力 検 出

信 号 をカウントする８ビットのプログラマブルカウンタとして動 作 します。  

・Ｔ０Ｈは、８ビットプログラマブルプリスケーラからのクロック（周 期 ：１～２５６Ｔ ｃ ｙ ｃ ）に

よって、８ビットプログラマブルタイマとして動 作 します。  

・ Ｐ ７ ０／ ＩＮＴ０／Ｔ０ＬＣＰ，Ｐ １ ６／ ＩＮＴ２／Ｔ０ ＩＮ，Ｐ １ ３ ， Ｐ１ ４タイマ０Ｌキャプチャ

入 力 端 子 からの外 部 入 力 検 出 信 号 により、Ｔ０Ｌの内 容 をキャプチャレジスタＴ０

ＣＡＬにキャプチャします。  

・ Ｐ １ ７／ ＩＮＴ１／Ｔ０ＨＣＰ，Ｐ １５／ ＩＮＴ３／Ｔ０ ＩＮ，Ｐ１ ３，Ｐ１４タイマ０Ｈキャプチャ

入 力 端 子 からの外 部 入 力 検 出 信 号 により、Ｔ０Ｈの内 容 をキャプチャレジスタＴ０

ＣＡＨにキャプチャします。  

 

Ｔ０Ｌの周 期 ＝（Ｔ０ＬＲ＋１）  

Ｔ０Ｈの周 期 ＝（Ｔ０ＨＲ＋１）×（Ｔ０ＰＲＲ＋１）×Ｔｃｙ ｃ  
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③モード２：  プログラマブルプリスケーラ付 １６ビットプログラマブルタイマ（ １ ６ビットキャプ

チャレジスタ付 ）  

・ ８ビットプログラマブルプリスケーラからのクロック（周 期 ：１～２５６Ｔ ｃｙ ｃ ）によって、１

６ビットプログラマブルタイマとして動 作 します。  

・ Ｐ １ ７／ ＩＮＴ１／Ｔ０ＨＣＰ，Ｐ １５／ ＩＮＴ３／Ｔ０ ＩＮ，Ｐ１ ３，Ｐ１４タイマ０Ｈキャプチャ

入 力 端 子 からの外 部 入 力 検 出 信 号 により、Ｔ０Ｌ，Ｔ０Ｈの内 容 をキャプチャレジ

スタＴ０ＣＡＬ，Ｔ０ＣＡＨに同 時 にキャプチャします。  

 

Ｔ０の周 期 ＝（ [Ｔ０ＨＲ，Ｔ０ＨＬ ]＋１）×（Ｔ０ＰＲＲ＋１）×Ｔｃｙ ｃ  

 １６ビット  

 

④モード３：  １６ビットプログラマブルカウンタ（１６ビットキャプチャレジスタ付 ）  

・ Ｐ １ ６／ ＩＮＴ２／Ｔ０ Ｉ Ｎ，Ｐ １ ５／ ＩＮＴ３／Ｔ０ Ｉ Ｎ端 子 からの外 部 入 力 検 出 信 号 を

カウントする１６ビットのプログラマブルカウンタとして動 作 します。  

・ Ｐ １ ７／ ＩＮＴ１／Ｔ０ＨＣＰ，Ｐ １５／ ＩＮＴ３／Ｔ０ ＩＮ，Ｐ１ ３，Ｐ１４タイマ０Ｈキャプチャ

入 力 端 子 からの外 部 入 力 検 出 信 号 により、Ｔ０Ｌ，Ｔ０Ｈの内 容 をキャプチャレジ

スタＴ０ＣＡＬ，Ｔ０ＣＡＨに同 時 にキャプチャします。  

 

Ｔ０の周 期 ＝ [Ｔ０ＨＲ，Ｔ０ＨＬ ]＋１  

 １６ビット  

 

⑤割 り込 みの発 生  

割 り込 み要 求 許 可 ビットがセットされている場 合 、タイマ／カウンタＴ０ＬまたはＴ ０Ｈ

のカウンタ周 期 で、Ｔ０ＬまたはＴ０Ｈ割 り込 み要 求 を発 生 します。  

 

⑥タイマ／カウンタ０ （Ｔ ０ ）を制 御 するには、次 に示 す特 殊 機 能 レジスタを操 作 する必

要 があります。  

 

・  Ｔ０ＣＮＴ，Ｔ０ＰＲＲ，Ｔ０Ｌ，Ｔ０Ｈ，Ｔ０ＬＲ，Ｔ０ＨＲ  

・  Ｐ１，Ｐ１ＤＤＲ，Ｐ１ＦＣＲ  

・Ｐ７，ＴＳＬ， ＩＳＬ， Ｉ ０１ＣＲ， Ｉ２３ＣＲ  

・ Ｉ ４ ５ＣＲ， Ｉ４５ＳＬ  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE10 0000 0000 R/W T0CNT T0HRUN T0LRUN T0LONG T0LEXT T0HCMP T0HIE T0LCMP T0LIE 

FE11 0000 0000 R/W T0PRR T0PRR7 T0PRR6 T0PRR5 T0PRR4 T0PRR3 T0PRR2 T0PRR1 T0PRR0 

FE12 0000 0000 R T0L T0L7 T0L6 T0L5 T0L4 T0L3 T0L2 T0L1 T0L0 

FE13 0000 0000 R T0H T0H7 T0H6 T0H5 T0H4 T0H3 T0H2 T0H1 T0H0 

FE14 0000 0000 R/W T0LR T0LR7 T0LR6 T0LR5 T0LR4 T0LR3 T0LR2 T0LR1 T0LR0 

FE15 0000 0000 R/W T0HR T0HR7 T0HR6 T0HR5 T0HR4 T0HR3 T0HR2 T0HR1 T0HR0 

FE16 XXXX XXXX R T0CAL T0CAL7 T0CAL6 T0CAL5 T0CAL4 T0CAL3 T0CAL2 T0CAL1 T0CAL0 

FE17 XXXX XXXX R T0CAH T0CAH7 T0CAH6 T0CAH5 T0CAH4 T0CAH3 T0CAH2 T0CAH1 T0CAH0 

 

３ -４ -３  回 路 構 成  

３ -４ -３ -１  タイマ／カウンタ０制 御 レジスタ（Ｔ０ＣＮＴ）   （ ８ビットレジスタ）  

①Ｔ０Ｌ，Ｔ０Ｈの動 作 ，割 り込 みの制 御 を行 います。  
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３ -４ -３ -２  プログラマブルプリスケーラ一 致 レジスタ（Ｔ０ＰＲＲ）  （８ビットレジスタ）  

①プログラマブルプリスケーラの一 致 データ格 納 用 レジスタです。  

 

３ -４ -３ -３  プログラマブルプリスケーラ   （ ８ビットカウンタ）  

①動 作 開 始 ／停 止 ：ホールドモード以 外 で動 作 する。  

②カウントクロック：サイクルクロック（周 期 ＝１Ｔｃｙ ｃ ）。  

③一 致 信 号 ：カウン ト値 がレジスタＴ ０ ＰＲＲの値 と一 致 すると一 致 信 号 を発 生 する。

（周 期 ：１～２５６Ｔ ｃｙ ｃ ）  

④リセット ：一 致 信 号 の発 生 またはＴ０ＰＲＲへデータの書 き込 みにより、カウンタが０から

カウントし始 める。  

 

３ -４ -３ -４  タイマ／カウンタ０下 位 （Ｔ０Ｌ）   （ ８ビットカウンタ）  

①動 作 開 始 ／停 止 ：Ｔ０ＬＲＵＮ（タイマ０制 御 レジスタのビット６）の０／１により、停 止 ／

動 作 が制 御 されます。  

②カウントクロック ：Ｔ０ＬＥＸＴ （タイマ０制 御 レジスタのビット４ ）の０／１により、プリスケー

ラの一 致 信 号 ／外 部 信 号 を選 択 します。  

③一 致 信 号 ：カウント値 が一 致 バッファレジスタの値 と一 致 すると一 致 信 号 を発 生 する。

（１６ビットモード時 は、１６ビットデータの一 致 が必 要 ）  

④リセット：動 作 停 止 時 、または一 致 信 号 の発 生 時 。  

 

３ -４ -３ -５  タイマ／カウンタ０上 位 （Ｔ０Ｈ）   （ ８ビットカウンタ）  

①動 作 開 始 ／停 止 ：Ｔ ０ＨＲＵＮ（タイマ０制 御 レジスタのビット７ ）の０／１により、停 止

／動 作 が制 御 されます。  

②カウントクロック：Ｔ０ＬＯＮＧ（タイマ０制 御 レジスタのビット５ ）の０／１により、プリスケー

ラの一 致 信 号 ／Ｔ０Ｌの一 致 信 号 を選 択 します。  

③一 致 信 号 ：カウント値 が一 致 バッファレジスタの値 と一 致 すると一 致 信 号 を発 生 する。

（１６ビットモード時 は、１６ビットデータの一 致 が必 要 ）  

④リセット：動 作 停 止 時 、または一 致 信 号 の発 生 時 。  

 

３ -４ -３ -６  タイマ／カウンタ０一 致 データレジスタ下 位 （Ｔ ０ ＬＲ ）   （一 致 バッフ

ァレジスタ付 ８ビットレジスタ）  

①Ｔ０Ｌ用 の一 致 データ格 納 用 レジスタです。他 に、８ビットの一 致 バッファレジスタを持

ち、この一 致 バッファレジスタとタイマ／カウンタ０下 位 の値 が一 致 した時 、一 致 信 号

が発 生 します。（１６ビットモード時 は、１６ビットデータの一 致 が必 要 ）  

②一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 のように行 われます。  

非 動 作 時 （Ｔ０ＬＲＵＮ＝０）には、Ｔ０ＬＲと一 致 レジスタは同 値 となる。  

動 作 時 （Ｔ０ＬＲＵＮ＝１）には、一 致 バッファレジスタは一 致 信 号 の発 生 時 にＴ０Ｌ

Ｒの内 容 をロードする。  

 

３ -４ -３ -７  タイマ／カウンタ０一 致 データレジスタ上 位 （Ｔ０ＨＲ ）   （一 致 バッフ

ァレジスタ付 ８ビットレジスタ）  

①Ｔ０Ｈ用 の一 致 データ格 納 用 レジスタです。他 に、８ビットの一 致 バッファレジスタを持

ち、この一 致 バッファレジスタとタイマ／カウンタ０上 位 の値 が一 致 した時 、一 致 信 号

が発 生 します。（１６ビットモード時 は、１６ビットデータの一 致 が必 要 ）  

②一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 のように行 われます。  

非 動 作 時 （Ｔ０ＨＲＵＮ＝０）には、Ｔ０ＨＲと一 致 レジスタは同 値 となる。  
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動 作 時 （Ｔ０ＨＲＵＮ＝１）には、一 致 バッファレジスタは一 致 信 号 の発 生 時 にＴ０Ｈ

Ｒの内 容 をロードする。  

 

３ -４ -３ -８  タイマ／カウンタ０キャプチャレジスタ下 位 （Ｔ ０ＣＡＬ ）   （ ８ビッ トレジ

スタ）  

①キャプチャクロック：  

Ｔ０ＬＯＮＧ（タイマ０制 御 レジスタのビット５ ）が０の時 、Ｐ７０／ ＩＮＴ０／Ｔ０ＣＰ，Ｐ １６

／ ＩＮＴ２／Ｔ０ Ｉ Ｎ，Ｐ １ ３ ， Ｐ１ ４のタイマ０Ｌキャプチャ入 力 端 子 からの外 部 入 力 検

出 信 号 。  

Ｔ０ＬＯＮＧ（タイマ０制 御 レジスタのビット５ ）が１の時 、Ｐ１ ７／ ＩＮＴ１／Ｔ０ＨＣＰ，Ｐ１

５／ＩＮＴ３／Ｔ０ ＩＮ，Ｐ１３，Ｐ１４のタイマ０Ｈキャプチャ入 力 端 子 からの外 部 入 力 検

出 信 号 。  

②キャプチャデータ：タイマ／カウンタ０下 位 （Ｔ０Ｌ）の内 容 。  

 

３ -４ -３ -９  タイマ／カウンタ０キャプチャレジスタ上 位 （Ｔ０ＣＡＨ）   （ ８ビッ トレジ

スタ）  

①キャプチャクロック： Ｐ１ ７／ ＩＮＴ１／Ｔ０ＨＣＰ，Ｐ１５／ ＩＮＴ３／Ｔ０ ＩＮ，Ｐ１３，Ｐ１４のタ

イマ０Ｈキャプチャ入 力 端 子 からの外 部 入 力 検 出 信 号 。  

②キャプチャデータ：タイマ／カウンタ０上 位 （Ｔ０Ｈ）の内 容 。  

 

表 ３－６－１  タイマ０（Ｔ０Ｈ，Ｔ０Ｌ）のカウントクロック  

モード T0LONG T0LEXT T0H のカウントクロック T0L のカウンタクロック [T0H,T0L]のカウンタクロック 

０ ０ ０ Ｔ０ＰＲＲの一致信号  Ｔ０ＰＲＲの一致信号  － 

１ ０ １ Ｔ０ＰＲＲの一致信号  外部信号 － 

２ １ ０ － － Ｔ０ＰＲＲの一致信号  

３ １ １ － － 外部信号 
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 図 ３－６－１   モード０ （Ｔ０ＬＯＮＧ＝０，Ｔ０ＬＥＸＴ＝０）ブロック図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 ３－６－２   モード１（Ｔ０ＬＯＮＧ＝０，Ｔ０ＬＥＸＴ＝１）ブロック図  
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 図 ３－６－３   モード２（Ｔ０ＬＯＮＧ＝１，Ｔ０ＬＥＸＴ＝０）ブロック図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 ３－６－４   モード３（Ｔ０ＬＯＮＧ＝１，Ｔ０ＬＥＸＴ＝１）ブロック図  
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３ -４ -４  関 連 レジスタ  

３ -４ -４ -１  タイマ／カウンタ０制 御 レジスタ （Ｔ０ＣＮＴ）  

①Ｔ０Ｌ，Ｔ０Ｈの動 作 ，割 り込 みの制 御 を行 う８ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE10 0000 0000 R/W T0CNT T0HRUN T0LRUN T0LONG T0LEXT T0HCMP T0HIE T0LCMP T0LIE 

 

Ｔ０ＨＲＵＮ（ビット７ ） ：Ｔ０Ｈカウント制 御  

このビットが０の時 タイマ／カウンタ０上 位 （Ｔ０Ｈ）は、カウント値 ０で停 止 し、

Ｔ０Ｈの一 致 バッファレジスタ値 はＴ０ＨＲの値 と同 じです。  

このビットが１の時 タイマ／カウンタ０上 位 （Ｔ０Ｈ）は、所 定 のカウント動 作 を

行 います。また、Ｔ０Ｈの一 致 バッファレジスタは、一 致 信 号 の発 生 時 にＴ０

ＨＲの内 容 をロードします。  

 

Ｔ０ＬＲＵＮ（ビット６ ） ：Ｔ０Ｌカウント制 御  

このビットが０の時 タイマ／カウンタ０下 位 （Ｔ０Ｌ ）は、カウント値 ０で停 止 し、

Ｔ０Ｌの一 致 バッファレジスタ値 はＴ０ＬＲの値 と同 じです。  

このビットが１の時 タイマ／カウンタ０下 位 （Ｔ０Ｌ ）は、所 定 のカウント動 作 を

行 います。また、Ｔ０Ｌの一 致 バッファレジスタは、一 致 信 号 の発 生 時 にＴ０

ＬＲの内 容 をロードします。  

 

Ｔ０ＬＯＮＧ（ビット５ ） ：タイマ／カウンタ０ビット長 選 択  

このビットが０の時 タイマ／カウンタ０は上 位 と下 位 の独 立 した８ビットのタイ

マ／カウンタとなります。  

このビットが１の時 タイマ／カウンタ０は１６ビットのタイマ／カウンタとなります。

また、Ｔ０Ｈ，Ｔ０ Ｌで構 成 される１６ビッ トのカウンタ値 とＴ０Ｈ，Ｔ０ Ｌの一 致

バッファレジスタの内 容 が一 致 した時 に、一 致 信 号 が発 生 します。  

 

Ｔ０ＬＥＸＴ（ビット４ ） ：Ｔ０Ｌ入 力 クロック選 択  

このビットが０の時 Ｔ０Ｌのカウントクロックはプリスケーラの一 致 信 号 となりま

す。  

このビットが１の時 Ｔ０Ｌのカウントクロックは外 部 入 力 信 号 となります。  

 

Ｔ０ＨＣＭＰ（ビット３ ） ：Ｔ０Ｈ一 致 フラグ  

Ｔ０Ｈが動 作 している（ Ｔ０ＨＲＵＮ＝１ ）時 に、Ｔ０Ｈの値 とＴ０Ｈの一 致 バッ

ファレジスタの値 が一 致 し、一 致 信 号 が発 生 するとセットされます。一 致 信

号 が発 生 しない場 合 は変 化 しません。従 って、このフラグは、命 令 でクリア

してください。  

尚 、１６ビットモード（Ｔ０ＬＯＮＧ＝１）の時 、一 致 信 号 の発 生 には、１６ビット

データでの一 致 が必 要 です。  

 

Ｔ０ＨＩＥ （ビット２ ） ：Ｔ０Ｈ割 り込 み要 求 発 生 許 可 制 御  

このビットとＴ０ＨＣＭＰがともに１の時 、ベクタアドレス００ ２ ３Ｈへの割 り込 み

要 求 が発 生 します。  
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Ｔ０ＬＣＭＰ（ビット１ ） ：Ｔ０Ｌ一 致 フラグ  

Ｔ０Ｌが動 作 している（Ｔ０ＬＲＵＮ＝１）時 に、Ｔ０Ｌの値 とＴ０Ｌの一 致 バッフ

ァレジスタの値 が一 致 し、一 致 信 号 が発 生 するとセッ トされます。一 致 信

号 が発 生 しない場 合 は変 化 しません。従 って、このフラグは命 令 でクリアし

てください。  

尚 、１６ビットモード（Ｔ０ＬＯＮＧ＝１）の時 、一 致 信 号 の発 生 には、１６ビット

データでの一 致 が必 要 です。  

Ｔ０Ｌ ＩＥ （ビット０ ） ：Ｔ０Ｌ割 り込 み要 求 発 生 許 可 制 御  

このビットとＴ０ ＬＣＭＰがともに１の時 、ベクタアドレス００ １ ３Ｈへの割 り込 み

要 求 が発 生 します。  
 

注 意 ：  

・Ｔ０ＨＣＭＰ，Ｔ０ＬＣＭＰは命 令 で０にしてください。  

・ １６ビットモードで使 用 する時 は、Ｔ０ＬＲＵＮとＴ０ＨＲＵＮは同 時 に同 じ値 を設 定 して、

動 作 を制 御 してください。  

・ １６ビットモードでは、Ｔ０ＬＣＭＰとＴ０ＨＣＭＰは同 時 にセットされます。  

 

３ -４ -４ -２  タイマ０プログラマブルプリスケーラ一 致 レジスタ（Ｔ０ＰＲＲ ）  

①タイマ０プログラマブルプリスケーラ一 致 レジスタは、タイマ／カウンタ０のクロック周 期

（Ｔｐ ｒ ）の設 定 を行 う８ビットのレジスタです。  

②Ｔ０ＰＲＲにデータを書 き込 むと、プリスケーラのカウント値 は０からスタートします。  

③Ｔｐ ｒ＝（Ｔ０ＰＲＲ＋１）×Ｔｃｙ ｃ  Ｔｃｙ ｃ＝サイクルクロックの周 期  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE11 0000 0000 R/W T0PRR T0PRR7 T0PRR6 T0PRR5 T0PRR4 T0PRR3 T0PRR2 T0PRR1 T0PRR0 

 

３ -４ -４ -３  タイマ／カウンタ０下 位 （Ｔ０Ｌ）  

①読 み出 し専 用 の８ビットのタイマ／カウンタです。プリスケーラの一 致 信 号 、または、外

部 信 号 をカウントします。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE12 0000 0000 R T0L T0L7 T0L6 T0L5 T0L4 T0L3 T0L2 T0L1 T0L0 

 

３ -４ -４ -４  タイマ／カウンタ０上 位 （Ｔ０Ｈ）  

①読 み出 し専 用 の８ビットのタイマ／カウンタです。プリスケーラの一 致 信 号 、または、Ｔ

０Ｌのオーバフローをカウントします。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE13 0000 0000 R T0H T0H7 T0H6 T0H5 T0H4 T0H3 T0H2 T0H1 T0H0 

 

３ -４ -４ -５  タイマ／カウンタ０一 致 データレジスタ下 位 （Ｔ０ＬＲ ）  

①Ｔ０Ｌ用 の一 致 データ格 納 用 レジスタです。他 に、８ビットの一 致 バッファレジスタを持

ち、この一 致 バッファレジスタとタイマ／カウンタ０下 位 の値 が一 致 した時 、一 致 信 号

が発 生 します。（１６ビットモード時 は、１６ビットデータの一 致 が必 要 ）  

②一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 のように行 われます。  

非 動 作 時 （Ｔ０ＬＲＵＮ＝０）には、Ｔ０ＬＲと一 致 レジスタは同 値 となる。  

動 作 時 （Ｔ０ＬＲＵＮ＝１）には、一 致 バッファレジスタは一 致 信 号 の発 生 時 にＴ０Ｌ

Ｒの内 容 をロードする。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE14 0000 0000 R/W T0LR T0LR7 T0LR6 T0LR5 T0LR4 T0LR3 T0LR2 T0LR1 T0LR0 
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３ -４ -４ -６  タイマ／カウンタ０一 致 データレジスタ上 位 （Ｔ０ＨＲ）  

①Ｔ０Ｈ用 の一 致 データ格 納 用 レジスタです。他 に、８ビットの一 致 バッファレジスタを持

ち、この一 致 バッファレジスタとタイマ／カウンタ０上 位 の値 が一 致 した時 、一 致 信 号

が発 生 します。（１６ビットモード時 は、１６ビットデータの一 致 が必 要 ）  

②一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 のように行 われます。  

 非 動 作 時 （Ｔ０ＨＲＵＮ＝０）には、Ｔ０ＨＲと一 致 レジスタは同 値 となる。  

 動 作 時 （Ｔ０ＨＲＵＮ＝１）には、一 致 バッファレジスタは一 致 信 号 の発 生 時 にＴ０Ｈ

Ｒの内 容 をロードする。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE15 0000 0000 R/W T0HR T0HR7 T0HR6 T0HR5 T0HR4 T0HR3 T0HR2 T0HR1 T0HR0 

 

３ -４ -４ -７  タイマ／カウンタ０キャプチャレジスタ下 位 （Ｔ０ＣＡＬ）  

①外 部 入 力 検 出 信 号 により、タイマ／カウンタ０下 位 （ Ｔ０ Ｌ ）の内 容 をキャプチャする

読 み出 し専 用 の８ビットレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE16 XXXX XXXX R T0CAL T0CAL7 T0CAL6 T0CAL5 T0CAL4 T0CAL3 T0CAL2 T0CAL1 T0CAL0 

 

３ -４ -４ -８  タイマ／カウンタ０キャプチャレジスタ上 位 （Ｔ０ＣＡＨ）   （ ８ビッ トレジ

スタ）  

①外 部 入 力 検 出 信 号 により、タイマ／カウンタ０上 位 （Ｔ０Ｈ）の内 容 をキャプチャする

読 み出 し専 用 の８ビットレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE17 XXXX XXXX R T0CAH T0CAH7 T0CAH6 T0CAH5 T0CAH4 T0CAH3 T0CAH2 T0CAH1 T0CAH0 
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３ -５ タイマカウンタ１（Ｔ１）  

 

３ -５ -１  概 要  

本 シリーズが内 蔵 しているタイマ／カウンタ１ （Ｔ１ ）は、次 の４つの機 能 を持 ったプリスケ

ーラ付 きの１６ビットのタイマ／カウンタです。  

①モード０：  ８ビットプリスケーラ付 き８ビットプログラマブルタイマ（トグル出 力 付 ）  

＋８ビットプログラマブルタイマ／カウンタ（トグル出 力 付 ）  

②モード１：  ８ビットプリスケーラ付 き８ビットＰＷＭ×２ｃｈ  

③モード２：  ８ビットプリスケーラ付 き１６ビットプログラマブルタイマ／カウンタ（トグル出 力

付 ）（下 位 ８ビットはトグル出 力 付 タイマ／カウンタとして使 用 可 能 ）  

④モード３：  ８ビットプリスケーラ付 き１６ビットプログラマブルタイマ（トグル出 力 付 ）（下 位

８ビットはＰＷＭして使 用 可 能 ）  

 

３ -５ -２  機 能  

①モード０：  ８ビットプリスケーラ付 き８ビットプログラマブルタイマ（トグル出 力 付 ）  

＋８ビットプログラマブルタイマ／カウンタ（トグル出 力 付 ）  

・Ｔ１Ｌはサイクルクロックを２分 周 した信 号 または、外 部 イベントをカウントする８ビット

のプログラマブルタイマ／カウンタとして動 作 し、Ｔ１Ｈはサイクルクロックを２分 周 し

た信 号 をカウントする８ビットのプログラマブルタイマとして動 作 します。  

・サイクルクロックを２分 周 した信 号 をクロックとして、２つの独 立 した８ビットのプログ

ラマブルタイマ（Ｔ１Ｌ ,Ｔ１Ｈ）が動 作 します。  

・ Ｔ１ＰＷＭＬ，Ｔ１ＰＷＭＨは、それぞれＴ１Ｌ，Ｔ１Ｈの周 期 毎 にトグルする信 号 を発

生 します。（注 １）  

Ｔ １ Ｌの周 期 ＝（Ｔ １ Ｌ Ｒ＋１ ）× （ Ｔ １ Ｌ Ｐ ＲＣ設 定 カウン ト数 ）×２ Ｔ ｃ ｙ ｃ  または  

（Ｔ１ＬＲ＋１）×（Ｔ１ＬＰＲＣ設 定 カウント数 ）回 のイベント検 出  

Ｔ１ＰＷＭＬの周 期 ＝Ｔ１Ｌの周 期 ×２  

Ｔ１Ｈの周 期 ＝（Ｔ１ＨＲ＋１）×（Ｔ１ＨＰＲＣ設 定 カウント数 ）×２Ｔｃｙ ｃ  

Ｔ１ＰＭＷＨの周 期 ＝Ｔ１Ｈの周 期 ×２  

 

②モード１：  ８ビットプリスケーラ付 き８ビットＰＷＭ×２ｃｈ  

サイクルクロックをクロックとして、２つの独 立 した８ビット ＰＷＭ（Ｔ１ ＰＷＭＬ，Ｔ１ＰＷ

ＭＨ）が動 作 します。  

Ｔ１ＰＷＭＬの周 期 ＝２５６×（Ｔ１ＬＰＲＣ設 定 カウント数 ）×Ｔｃｙｃ  

Ｔ１ＰＷＭＬのＬＯＷの期 間 ＝（Ｔ１ＬＲ＋１）×（Ｔ１ＬＰＲＣ設 定 カウント数 ）×Ｔｃｙｃ  

Ｔ１ＰＷＭＨの周 期 ＝２５６×（Ｔ１ＨＰＲＣ設 定 カウント数 ）×Ｔｃｙ ｃ  

Ｔ１ＰＷＭＨのＬＯＷの期 間 ＝（Ｔ１ＨＲ＋１）×（Ｔ１ＨＰＲＣ設 定 カウント数 ）×Ｔｃｙ ｃ  

 

③モード２：  ８ビットプリスケーラ付 き１６ビットプログラマブルタイマ／カウンタ（トグル出 力

付 ）（下 位 ８ビットはトグル出 力 付 タイマ／カウンタとして使 用 可 能 ）  

・サイクルクロックを２分 周 した信 号 または、外 部 イベントをカウントするクロックとして、

１ ６ビットのプログラマブルタイマ／カウンタが動 作 します。また、下 位 ８ビットタイマ

（Ｔ１Ｌ ）の割 り込 みはＴ１Ｌの周 期 で発 生 可 能 なので、下 位 ８ビットを基 準 タイマと

して使 用 できます。  

・Ｔ１ＰＷＭＬ，Ｔ１ＰＷＭＨは、それぞれＴ１Ｌ，Ｔ１の周 期 毎 にトグルする信 号 を発 生

します。（注 １）  
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Ｔ １ Ｌの周 期 ＝（Ｔ １ Ｌ Ｒ＋１ ）× （ Ｔ １ Ｌ Ｐ ＲＣ設 定 カウン ト数 ）×２ Ｔ ｃ ｙ ｃ  または  

（Ｔ１ＬＲ＋１）×（Ｔ１ＬＰＲＣ設 定 カウント数 ）回 のイベント検 出  

Ｔ１ＰＷＭＬの周 期 ＝Ｔ１Ｌの周 期 ×２  

Ｔ１の周 期 ＝（Ｔ１ＨＲ＋１ ）×（Ｔ１ＨＰＲＣ設 定 カウント数 ）×Ｔ１Ｌ周 期  または  

（Ｔ１ＨＲ＋１）×（Ｔ１ＨＰＲＣ設 定 カウント数 ）×（Ｔ１ＬＲ＋１）×（Ｔ１ＬＰＲＣ設 定

カウント数 ）回 のイベント検 出  

Ｔ１ＰＷＭＨの周 期 ＝Ｔ１の周 期 ×２  

 

④モード３：  ８ビットプリスケーラ付 き１６ビットプログラマブルタイマ（トグル出 力 付 ）（下 位

８ビットはＰＷＭとして使 用 可 能 ）  

・サイクルクロックをクロックとして、１６ビットプログラマブルタイマが動 作 します。  

・下 位 ８ビットは周 期 ２５６Ｔｃｙ ｃのＰＷＭ（Ｔ１ＰＷＭＬ）として動 作 します。  

・Ｔ１ＰＷＭＨはＴ１の周 期 毎 にトグルする信 号 を発 生 します。（注 １）  

Ｔ１ＰＷＭＬの周 期 ＝２５６×（Ｔ１ＬＰＲＣ設 定 カウント数 ）×Ｔｃｙｃ   

Ｔ１ＰＷＭＬのＬＯＷの期 間 ＝（Ｔ１ＬＲ＋１）×（Ｔ１ＬＰＲＣ設 定 カウント数 ）×Ｔｃｙｃ  

Ｔ１の周 期 ＝（Ｔ１ＨＲ＋１）×（Ｔ１ＨＰＲＣ設 定 カウント数 ）×Ｔ１ＰＷＭＬ周 期  

Ｔ１ＰＷＭＨの周 期 ＝Ｔ１の周 期 ×２  

 

⑤割 り込 みの発 生  

割 り込 み要 求 許 可 ビットがセットされている場 合 、タイマＴ１ＬまたはＴ１Ｈのカウンタ

周 期 で、Ｔ１ＬまたはＴ１Ｈ割 り込 み要 求 を発 生 します。  

 

⑥タイマ１ （Ｔ１ ）を制 御 するには、次 に示 す特 殊 機 能 レジスタを操 作 する必 要 がありま

す。  

・Ｔ１ＣＮＴ，Ｔ１Ｌ，Ｔ１Ｈ，Ｔ１ＬＲ，Ｔ１ＨＲ，Ｔ１ＰＲＲ  

・Ｐ１，Ｐ１ＤＤＲ，Ｐ１ＦＣＲ  

・ Ｉ ４ ５ＣＲ， Ｉ４５ＳＬ  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE18 0000 0000 R/W T1CNT T1HRUN T1LRUN T1LONG T1PWM T1HCMP T1HIE T1LCMP T1LIE 

FE1A 0000 0000 R T1L T1L7 T1L6 T1L5 T1L4 T1L3 T1L2 T1L1 T1L0 

FE1B 0000 0000 R T1H T1H7 T1H6 T1H5 T1H4 T1H3 T1H2 T1H1 T1H0 

FE1C 0000 0000 R/W T1LR T1LR7 T1LR6 T1LR5 T1LR4 T1LR3 T1LR2 T1LR1 T1LR0 

FE1D 0000 0000 R/W T1HR T1HR7 T1HR6 T1HR5 T1HR4 T1HR3 T1HR2 T1HR1 T1HR0 

FE19 0000 0000 R/W T1PRR T1HPRE T1HPRC2 T1HPRC1 T1HPRC0 T1LPRE T1PRC2 T1LPRC1 T1LPRC0 

 

注 １）Ｔ１Ｌ動 作 停 止 時 、Ｔ１ＰＷＭＬ出 力 はＨＩＧＨ固 定 となり、Ｔ１Ｌ動 作 時 、Ｔ１ＬＲ＝

ＦＦＨの時 、Ｔ１ＰＷＭＬ出 力 はＬＯＷ固 定 となります。また、Ｔ１Ｈ動 作 停 止 時 、Ｔ

１ ＰＷＭＨ出 力 はＨ ＩＧＨ固 定 となり、Ｔ １Ｈ動 作 時 、Ｔ１ＨＲ＝ＦＦＨの時 、Ｔ１ ＰＷ

ＭＨ出 力 は、ＬＯＷ固 定 となります。  
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３ -５ -３  回 路 構 成  

３ -５ -３ -１  タイマ１制 御 レジスタ（Ｔ１ＣＮＴ）   （ ８ビットレジスタ）  

①Ｔ１Ｌ，Ｔ１Ｈの動 作 ，割 り込 みの制 御 を行 います。  

 

３ -５ -３ -２  タイマ１プリスケーラ制 御 レジスタ（Ｔ１ＰＲＲ ）   （ ８ビットカウンタ）  

①Ｔ１Ｌ，Ｔ１Ｈのクロックを設 定 します。  

 

３ -５ -３ -３  タイマ１下 位 プリスケーラ   （ ８ビットカウンタ）  

①動 作 開 始 ／停 止 ：Ｔ１ＬＲＵＮ（タイマ１制 御 レジスタのビット６）の０／１により、停 止 ／

動 作 が制 御 されます。  

 

②カウントクロック：モードにより異 なります。  

モード Ｔ１ＬＯＮＧ Ｔ１ＰＷＭ Ｔ１Ｌプリスケーラのカウントクロック 

０ ０ ０ ２Ｔｃｙｃ／イベント（注１） 

１ ０ １ １Ｔｃｙｃ（注２） 

２ １ ０ ２Ｔｃｙｃ／イベント（注１） 

３ １ １ １Ｔｃｙｃ（注２） 

 

注 １）外 部 割 込 み４，５端 子 選 択 レジスタ（ Ｉ ４ ５ＳＬ ）で、タイマ１のカウントクロック入 力 と

してＩＮＴ４が指 定 されると、Ｔ１Ｌはイベントカウンタとなり、タイマ１のカウントクロック

入 力 としてＩＮＴ４が指 定 されないとＴ１Ｌは２Ｔｃｙ ｃをカウントクロックとするタイマとな

ります。  

注 ２ ）Ｔ１ＰＷＭ＝１の時 、 ＩＮＴ４でタイマ１のカウントクロック入 力 を指 定 すると、正 常 に

動 作 しませんので、Ｔ１ＰＷＭ＝１の時 は、ＩＮＴ４ではタイマ１のカウント入 力 を指 定

しないでください。  

 

③プリスケーラカウント数 ：Ｔ１ＰＲＣの値 でカウント数 が設 定 されます。  

設 定 カウント毎 にＴ１Ｌのカウントクロックを出 力 します。  

Ｔ１ＬＰＲＥ Ｔ１ＬＰＲＣ２ Ｔ１ＬＰＲＣ１ Ｔ１ＬＰＲＣ０ Ｔ１Ｌプリスケーラのカウント数  

０ － － － １ 

１ ０ ０ ０ ２ 

１ ０ ０ １ ４ 

１ ０ １ ０ ８ 

１ ０ １ １ １６ 

１ １ ０ ０ ３２ 

１ １ ０ １ ６４ 

１ １ １ ０ １２８ 

１ １ １ １ ２５６ 

 

④リセット：動 作 停 止 時 、またはＴ１Ｌのリセット発 生 時 。  
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３ -５ -３ -４  タイマ１上 位 プリスケーラ   （ ８ッ トカウンタ）  

①動 作 開 始 ／停 止 ：Ｔ １ＨＲＵＮ（タイマ１制 御 レジスタのビット７ ）の０／１により、停 止

／動 作 が制 御 されます。  

 

②カウンタクロック：モードにより異 なります。  

モード Ｔ１ＬＯＮＧ Ｔ１ＰＷＭ Ｔ１Ｈプリスケーラのカウントクロック 

０ ０ ０ ２Ｔｃｙｃ 

１ ０ １ １Ｔｃｙｃ 

２ １ ０ Ｔ１Ｌの一致信号 

３ １ １ ２５６×（Ｔ１ＬＰＲＣ設定カウント数）×Ｔｃｙｃ 

 

③プリスケーラカウント数 ：Ｔ１ＰＲＣの値 でカウント数 が設 定 されます。  

設 定 カウント毎 にＴ１Ｈのカウントクロックを出 力 します。  

Ｔ１ＨＰＲＥ Ｔ１ＨＰＲＣ２ Ｔ１ＨＰＲＣ１ Ｔ１ＨＰＲＣ０ Ｔ１Ｈプリスケーラのカウント数  

０ － － － １ 

１ ０ ０ ０ ２ 

１ ０ ０ １ ４ 

１ ０ １ ０ ８ 

１ ０ １ １ １６ 

１ １ ０ ０ ３２ 

１ １ ０ １ ６４ 

１ １ １ ０ １２８ 

１ １ １ １ ２５６ 

 

④リセット：動 作 停 止 時 、またはＴ１Ｈのリセット発 生 時 。  

 

３ -５ -３ -５  タイマ１下 位 （Ｔ１Ｌ ）  （ ８ビットカウンタ）  

①動 作 開 始 ／停 止 ：Ｔ１ＬＲＵＮ（タイマ１制 御 レジスタのビット６）の０／１により、停 止 ／

動 作 が制 御 されます。  

②カウンタクロック：Ｔ１Ｌプリスケーラの出 力 クロック  

③一 致 信 号 ：カウント値 が一 致 バッファレジスタの値 と一 致 すると一 致 信 号 を発 生 す

る。  

④リセット：動 作 停 止 時 、またはモード０、２の時 の一 致 信 号 の発 生 時 。  

 

３ -５ -３ -６  タイマ１上 位 （Ｔ１Ｈ）  （ ８ビットカウンタ）  

①動 作 開 始 ／停 止 ：Ｔ１ＨＲＵＮ（タイマ制 御 レジスタのビット７ ）の０／１により、停 止 ／

動 作 が制 御 されます。  

②カウンタクロック：Ｔ１Ｈプリスケーラの出 力 クロック  

③一 致 信 号 ：カウント値 が一 致 バッファレジスタの値 と一 致 すると一 致 信 号 を発 生 す

る。  

④リセット：動 作 停 止 時 、またはモード０、２、３の時 の一 致 信 号 の発 生 時 。  
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３ -５ -３ -７  タイマ１一 致 データレジスタ下 位 （Ｔ１ＬＲ ）   （一 致 バッファレジスタ付

８ビットレジスタ）  

①Ｔ１Ｌ用 の一 致 データ格 納 用 レジスタです。他 に、８ビットの一 致 バッファレジスタを持

ち、この一 致 バッファレジスタとタイマ１下 位 （Ｔ１Ｌ ）の値 が一 致 した時 、一 致 信 号 が

発 生 します。  

②一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 のように行 われます。  

非 動 作 時 （Ｔ１ＬＲＵＮ＝０）には、Ｔ１ＬＲと一 致 レジスタは同 値 となる。  

動 作 時 （Ｔ１ＬＲＵＮ＝１ ）には、Ｔ１Ｌの値 が０になる時 、一 致 バッファレジスタはＴ１Ｌ

Ｒの内 容 をロードする。  

 

３ -５ -３ -８  タイマ１一 致 データレジスタ上 位 （ Ｔ １ＨＲ ）   （一 致 バッファレジスタ

付 ８ビットレジスタ）  

①Ｔ１Ｈ用 の一 致 データ格 納 用 レジスタです。他 に、８ビットの一 致 バッファレジスタを持

ち、この一 致 バッファレジスタとタイマ１上 位 （Ｔ１Ｈ）の値 が一 致 した時 、一 致 信 号 が

発 生 します。  

②一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 のように行 われます。  

非 動 作 時 （Ｔ１ＨＲＵＮ＝０）には、Ｔ１ＨＲと一 致 レジスタは同 値 となる。  

動 作 時 （Ｔ１ＨＲＵＮ＝１）には、Ｔ１Ｈの値 が０になる時 、一 致 バッファレジスタはＴ１Ｈ

Ｒの内 容 をロードする。  

 

３ -５ -３ -９  タイマ１下 位 出 力 （Ｔ１ＰＷＭＬ）  

①Ｔ１Ｌ動 作 停 止 時 、Ｔ１ＰＷＭＬ出 力 はＨＩＧＨ固 定 となり、Ｔ１Ｌ動 作 時 、Ｔ１ＬＲ＝ＦＦ

Ｈの時 、Ｔ１ＰＷＭＬ出 力 はＬＯＷ固 定 となります。  

②Ｔ１ＰＷＭ（タイマ０制 御 レジスタのビット４）が０の時 、Ｔ１Ｌの一 致 信 号 で変 化 するトグ

ル出 力 。  

③Ｔ１ＰＷＭ（タイマ０制 御 レジスタのビット４ ）が１の時 、Ｔ１Ｌのオーバフローでクリアされ、

一 致 信 号 でセットされるＰＷＭ出 力 。  

 

３ -５ -３ -１０  タイマ１上 位 出 力 （Ｔ１ＰＷＭＨ）  

①Ｔ１Ｈ動 作 停 止 時 、Ｔ１ＰＷＭＨ出 力 はＨＩＧＨ固 定 となり、Ｔ１Ｈ動 作 時 、Ｔ１ＨＲ＝Ｆ

ＦＨの時 、Ｔ１ＰＷＭＨ出 力 はＬＯＷ固 定 となります。  

②Ｔ１ＰＷＭ＝０またはＴ１ＬＯＮＧ＝１の時 、Ｔ１Ｈの一 致 信 号 で変 化 するトグル出 力 。  

③Ｔ１ＰＷＭ＝１かつＴ１ＬＯＮＧ＝０の時 、Ｔ１Ｈのオーバフローでクリアされ、一 致 信 号

でセットされるＰＷＭ出 力 。  



L C 8 7 0Ｇ 0 0  第 ３章  

3-33 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 ３－７－１  モード０（Ｔ１ＬＯＮＧ＝０，Ｔ１ＰＷＭ＝０）ブロック図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 ３－７－２  モード１（Ｔ１ＬＯＮＧ＝０，Ｔ１ＰＷＭ＝１）ブロック図  

 

 

８ビット ＰＷＭ ８ビット ＰＷＭ 

T1L 

比較器 

一致バッファレジスタ 

T1LR 

ｸﾛｯｸ 

一致 

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ 

ﾘﾛｰﾄﾞ 

T1LCMP 
ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ 

T1PWML 出力 

ﾘｾｯﾄ 

ｾｯﾄ 

T1H 

比較器 

一致バッファレジスタ 

T1HR 

ｸﾛｯｸ 

一致 

ｵｰﾊｰﾌﾛｰ 

ﾘﾛｰﾄﾞ 

T1HCMP 
ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ 

T1PWMＨ出力 

ﾘｾｯﾄ 

ｾｯﾄ 

ｸﾛｯｸ ｸﾛｯｸ 

T1Lプリスケーラ 1Tcyc 
ｸﾛｯｸ 

T1H プリスケーラ 1Tcyc 
ｸﾛｯｸ 

８ビット プログラマブルタイマ 

T1L 

比較器 

一致バッファレジスタ 

T1LR 

ｸﾛｯｸ 

一致 

ｸﾘｱ 

ﾘﾛｰﾄﾞ 

T1LCMP 
ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ 

T1PWML 出力 

反転 

８ビット プログラマブルタイマ 

T1H 

比較器 

一致バッファレジスタ 

T1HR 

ｸﾛｯｸ 

一致 

ｸﾘｱ 

ﾘﾛｰﾄﾞ 

T1HCMP 
ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ 

T1PWMＨ出力 

反転 

T1Lプリスケーラ 
ｸﾛｯｸ 

T1H プリスケーラ 2Tcyc 
ｸﾛｯｸ 

2Tcyc 

または 

外部イベント 

I45CR(FE4Ah) 

I45SL(FE4Bh) 

で設定 
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 図 ３－７－３  モード２（Ｔ１ＬＯＮＧ＝１，Ｔ１ＰＷＭ＝０）ブロック図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 ３－７－４  モード３（Ｔ１ＬＯＮＧ＝１，Ｔ１ＰＷＭ＝１）ブロック図  

 

 

 

１６ビット プログラマブルタイマ 

T1L 

比較器 

一致バッファレジスタ 

T1LR 

ｸﾛｯｸ 

一致 

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ 

ﾘﾛｰﾄﾞ 

T1LCMP 
ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ 

T1PWML 出力 

ﾘｾｯﾄ 

ｾｯﾄ 

ｸﾛｯｸ 
T1H 

比較器 

一致バッファレジスタ 

T1HR 

一致 

ｸﾘｱ 

ﾘﾛｰﾄﾞ 

T1HCMP 
ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ 

T1PWMＨ出力 

反転 

T1Lプリスケーラ 1Tcyc 
ｸﾛｯｸ 

T1H プリスケーラ 
ｸﾛｯｸ 

１６ビット プログラマブルタイマ 

T1L 

比較器 

一致バッファレジスタ 

T1LR 

ｸﾛｯｸ 

一致 

ｸﾘｱ 

ﾘﾛｰﾄﾞ 

T1LCMP 
ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ 

T1PWML 出力 

反転 

ｸﾛｯｸ 
T1H 

比較器 

一致バッファレジスタ 

T1HR 

一致 

ｸﾘｱ 

ﾘﾛｰﾄﾞ 

T1HCMP 
ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ 

T1PWMＨ出力 

反転 

T1Lプリスケーラ 
ｸﾛｯｸ 

T1H プリスケーラ 

2Tcyc 

または 

外部イベント 

I45CR(FE4Ah) 

I45SL(FE4Bh) 

で設定 
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３ -５ -４  関 連 レジスタ  

３ -５ -４ -１  タイマ１制 御 レジスタ（Ｔ１ＣＮＴ）  

①Ｔ１Ｌ，Ｔ１Ｈの動 作 ，割 り込 みの制 御 を行 う８ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE18 0000 0000 R/W T1CNT T1HRUN T1LRUN T1LONG T1PWM T1HCMP T1HIE T1LCMP T1LIE 

 

Ｔ１ＨＲＵＮ（ビット７ ） ：Ｔ１Ｈカウント制 御  

このビットが０の時 タイマ１上 位 （Ｔ １Ｈ ）は、カウン ト値 ０で停 止 し、Ｔ １Ｈの

一 致 バッファレジスタ値 はＴ１ＨＲの値 と同 じです。  

このビットが１の時 タイマ１上 位 （Ｔ１Ｈ）は、所 定 のカウント動 作 を行 います。  

 

Ｔ１ＬＲＵＮ（ビット６ ） ：Ｔ１Ｌカウント制 御  

このビットが０の時 タイマ１下 位 （Ｔ１Ｌ ）は、カウント値 ０で停 止 し、Ｔ１Ｌの一

致 バッファレジスタ値 はＴ１ＬＲの値 と同 じです。  

このビットが１の時 タイマ１下 位 （Ｔ１Ｌ）は、所 定 のカウント動 作 を行 います。  

 

Ｔ１ＬＯＮＧ（ビット５ ） ：タイマ１ビット長 選 択  

このビットが０の時 タイマ１は上 位 と下 位 の独 立 した８ビットのタイマとなりま

す。  

このビットが１の時 タイマ１上 位 （Ｔ１Ｈ）はタイマ１下 位 （Ｔ１Ｌ ）の周 期 でカウ

ントアップしますので、タイマ１は１６ビットのタイマとなります。  

また、このビットの値 に関 わらず、Ｔ１Ｈ，Ｔ１ Ｌそれぞれのカウンタ値 と一 致

バッファレジスタの内 容 が一 致 した時 に、Ｔ １Ｈ，Ｔ １ Ｌで独 立 に一 致 信 号

が発 生 します。  

 

Ｔ１ＰＷＭ（ビット４ ） ：Ｔ１出 力 モード選 択  

このビットとＴ１ＬＯＮＧ（ビット５ ）でＴ１出 力 （Ｔ１ＰＷＭＨ，Ｔ１ＰＷＭＬ）を表

３－７－１のように設 定 します。  

 

表 ３－７－１  タイマ１出 力 （Ｔ１ＰＷＭＨ，Ｔ１ＰＷＭＬ）  

モード T1LONG T1PWM Ｔ１ＰＷＭＨ Ｔ１ＰＷＭＬ 

０ ０ ０ トグル出力 周期：(T1HR+1)×(T1HPRC設定カウ
ント数)×4×Tcyc 

トグル出力 

 

 

または 

周 期 ： (T1LR+1) ×
(T1LPRC設定カウント数)
×4×Tcyc 

周 期 ： 2(T1LR+1) ×
(T1LPRC設定カウント数)
ｲﾍﾞﾝﾄ 

１ ０ １ PWM 出力 周期：256× (T1HPRC 設定カウント
数)×Tcyc 

PWM 出力 周期：256×(T1LPRC 設
定カウント数)×Tcyc 

２ １ ０ トグル出力 

 

または 

周期：(T1HR+1)×(T1HPRC設定カウ
ント数)×(T1PWML 周期) 

周期：2(T1HR+1) ×(T1HPRC 設定
カウント数 )×(T1LR+1)×(T1LPRC)ｲ
ﾍﾞﾝﾄ 

トグル出力 

 

 

または 

周 期 ： (T1LR+1) ×
(T1LPRC設定カウント数)
×4×Tcyc 

周 期 ： 2(T1LR+1) ×
(T1LPRC設定カウント数)
ｲﾍﾞﾝﾄ 

３ １ １ トグル出力 周期：(T1HR+1) ×(T1HPRC 設定カ
ウント数)×(T1PWML 周期)×2 

PWM 出力 周期：256×(T1LPRC 設
定カウント数)×Tcyc 

 

Ｔ１ＨＣＭＰ（ビット３ ） ：Ｔ１Ｈ一 致 フラグ  

Ｔ１Ｈが動 作 している（Ｔ１ＨＲＵＮ＝１）場 合 、Ｔ１Ｈが０に変 化 する時 にセッ

トされます。  

このフラグは、命 令 でクリアしてください。  
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Ｔ１ＨＩＥ （ビット２ ） ：Ｔ１Ｈ割 り込 み要 求 発 生 許 可 制 御  

このビットとＴ１ＨＣＭＰがともに１の時 、ベクタアドレス００ ２ＢＨへの割 り込 み

要 求 が発 生 します。  

 

Ｔ１ＬＣＭＰ（ビット１ ） ：Ｔ１Ｌ一 致 フラグ  

Ｔ１Ｌが動 作 している（Ｔ１ＬＲＵＮ＝１ ）場 合 、Ｔ １Ｌが０に変 化 する時 にセッ

トされます。  

このフラグは、命 令 でクリアしてください。  

 

Ｔ１Ｌ ＩＥ （ビット０ ） ：Ｔ１Ｌ割 り込 み要 求 発 生 許 可 制 御  

このビットとＴ１ ＬＣＭＰがともに１の時 、ベクタアドレス００ ２ＢＨへの割 り込 み

要 求 が発 生 します。  

 

注 意 ：  

・Ｔ１ＨＣＭＰ，Ｔ１ＬＣＭＰは命 令 で０にしてください。  

 

３ -５ -４ -２  タイマ１プリスケーラ制 御 レジスタ（Ｔ１ＰＲＲ ）  

①タイマ１プリスケーラのカウント数 を設 定 します。  

②タイマ動 作 途 中 でレジスタ設 定 値 を変 更 した場 合 、そのプリスケーラカウント数 がプリ

スケーラ動 作 に反 映 されるのは、タイマ（Ｔ１Ｌ，Ｔ１Ｈ）の一 致 バッファレジスタの更 新

と同 一 タイミングになります。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE19 0000 0000 R/W T1PRR T1HPRE T1HPRC2 T1HPRC1 T1HPRC0 T1LPRE T1LPRC2 T1LPRC1 T1LPRC0 

Ｔ１ＨＰＲＥ（ビット７ ） ：タイマ１上 位 プリスケーラ制 御  

Ｔ１ＨＰＲＣ２（ビット６ ） ：タイマ１上 位 プリスケーラ制 御  

Ｔ１ＨＰＲＣ１（ビット５ ） ：タイマ１上 位 プリスケーラ制 御  

Ｔ１ＨＰＲＣ０（ビット４ ） ：タイマ１上 位 プリスケーラ制 御  

Ｔ１ＨＰＲＥ Ｔ１ＨＰＲＣ２ Ｔ１ＨＰＲＣ１ Ｔ１ＨＰＲＣ０ Ｔ１Ｈプリスケーラのカウント数  

０ － － － １ 

１ ０ ０ ０ ２ 

１ ０ ０ １ ４ 

１ ０ １ ０ ８ 

１ ０ １ １ １６ 

１ １ ０ ０ ３２ 

１ １ ０ １ ６４ 

１ １ １ ０ １２８ 

１ １ １ １ ２５６ 

ＴＬＰＲＥ（ビット３ ） ：タイマ１下 位 プリスケーラ制 御  

Ｔ１ＬＰＲＣ２（ビット２ ） ：タイマ１下 位 プリスケーラ制 御  

Ｔ１ＬＰＲＣ１（ビット１ ） ：タイマ１下 位 プリスケーラ制 御  

Ｔ１ＬＰＲＣ０（ビット０ ） ：タイマ１下 位 プリスケーラ制 御  
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Ｔ１ＬＰＲＥ Ｔ１ＬＰＲＣ２ Ｔ１ＬＰＲＣ１ Ｔ１ＬＰＲＣ０ Ｔ１Ｌプリスケーラのカウント数  

０ － － － １ 

１ ０ ０ ０ ２ 

１ ０ ０ １ ４ 

１ ０ １ ０ ８ 

１ ０ １ １ １６ 

１ １ ０ ０ ３２ 

１ １ ０ １ ６４ 

１ １ １ ０ １２８ 

１ １ １ １ ２５６ 

 

３ -５ -４ -３  タイマ１下 位 （Ｔ１Ｌ ）  

①読 み出 し専 用 の８ビットのタイマです。 T 1 L プリスケーラの出 力 クロックでカウントアップ

します。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE1A 0000 0000 R T1L T1L7 T1L6 T1L5 T1L4 T1L3 T1L2 T1L1 T1L0 

 

３ -５ -４ -４  タイマ１上 位 （Ｔ１Ｈ）  

①読 み出 し専 用 の８ビットのタイマです。 T 1Ｈプリスケーラの出 力 クロックでカウントアップ

します。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE1B 0000 0000 R T1H T1H7 T1H6 T1H5 T1H4 T1H3 T1H2 T1H1 T1H0 

 

３ -５ -４ -５  タイマ１一 致 データレジスタ下 位 （Ｔ１ＬＲ ）  

①Ｔ１Ｌ用 の一 致 データ格 納 用 レジスタです。他 に、８ビットの一 致 バッファレジスタを持

ち、この一 致 バッファレジスタとタイマ１下 位 の値 が一 致 した時 、一 致 信 号 が発 生 し

ます。  

②一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 のように行 われます。  

非 動 作 時 （Ｔ１ＬＲＵＮ＝０）には、Ｔ１ＬＲと一 致 レジスタは同 値 となる。  

動 作 時 （Ｔ１ＬＲＵＮ＝１）には、Ｔ１Ｌの値 が０になる時 、一 致 バッファレジスタはＴ１Ｌ

Ｒの内 容 をロードする。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE1C 0000 0000 R/W T1LR T1LR7 T1LR6 T1LR5 T1LR4 T1LR3 T1LR2 T1LR1 T1LR0 

 

３ -５ -４ -６  タイマ１一 致 データレジスタ上 位 （Ｔ１ＨＲ）  

①Ｔ１Ｈ用 の一 致 データ格 納 用 レジスタです。他 に、８ビットの一 致 バッファレジスタを持

ち、この一 致 バッファレジスタとタイマ１上 位 の値 が一 致 した時 、一 致 信 号 が発 生 し

ます。  

②一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 のように行 われます。  

非 動 作 時 （Ｔ１ＨＲＵＮ＝０）には、Ｔ１ＨＲと一 致 レジスタは同 値 となる。  

動 作 時 （Ｔ１ＨＲＵＮ＝１）には、Ｔ１Ｈの値 が０になる時 、一 致 バッファレジスタはＴ１Ｈ

Ｒの内 容 をロードする。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE1D 0000 0000 R/W T1HR T1HR7 T1HR6 T1HR5 T1HR4 T1HR3 T1HR2 T1HR1 T1HR0 
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一致バッファレジスタ値 

カウンタ値＝FFH 

モード 0,2 

T1L,T1H 

一致信号 

割り込みフラグセット 

T1PWML,T1PWMH 

モード 1 

T1L、T1H 

一致信号 

カウンタ値＝FFH 

割り込みフラグセット 

T1PWML,T1PWMH 

一致 
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一致バッファレジスタ値 モード 3 

T1H 

一致信号 

割り込みフラグセット 

T1PWMH 

カウンタ値＝FFH 

T1L 

一致信号 

カウンタ値＝FFH 

割り込みフラグセット 

T1PWML 

一致 
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３ -６  ベースタイマ（ＢＴ）  

 

３ -６ -１  概 要  

本 シリーズが内 蔵 しているベースタイマ（ＢＴ ）は、次 に示 す４つの機 能 を持 った１４ビット

のバイナリアップカウンタです。  

 

①時 計 用 タイマ  

②１４ビットバイナリアップカウンタ（プログラマブルプリスケーラ付 き）  

③早 送 りモード（６ビットベースタイマ使 用 時 ）  

④ブザー出 力 機 能  

⑤Ｘ’ ｔ ａ ｌホールドモード解 除 機 能  

 

３ -６ -２  機 能  

①  時 計 用 タイマ  

ベースタイマのカウントクロックに３２．７６８ ｋＨｚのサブクロックを使 用 した場 合 に、０．

５秒 間 隔 の時 計 ができます。ベースタイマのカウントクロックとして、「サイクルクロック」，

「タイマ／カウンタ０のプリスケーラ出 力 」，「サブクロック」 ，「低 速 ＲＣ発 振 クロック」の

４種 類 のうちのひとつを入 力 信 号 選 択 レジスタ（ ＩＳＬ）で指 定 します。  

 

②  １４ビットバイナリアップカウンタ（プログラマブルプリスケーラ付 き）  

８ビットプログラマブルプリスケーラの出 力 クロックで動 作 する８ビットバイナリアップカ

ウンタと６ビットバイナリアップカウンタを用 いることによって、１４ビットバイナリアップカ

ウンタとして使 用 できます。これらのカウンタはプログラムでクリアできます。  

 

③  早 送 りモード（６ビットベースタイマ使 用 時 ）  

ベースタイマを６ビットで使 用 すると、カウントクロックに３２．７６８ｋＨｚのサブクロックを

使 用 した場 合 に、約 ２ｍｓ間 隔 の時 計 ができます。ビット長 の切 り換 えは、ベースタイ

マ制 御 レジスタ（ＢＴＣＲ）で指 定 します。  

 

④  ブザー出 力 機 能  

プログラマブルプリスケーラの出 力 クロック×８分 周 した信 号 をブザー信 号 として出

力 できます。ブザー信 号 出 力 制 御 は、入 力 信 号 選 択 レジスタ（ Ｉ ＳＬ ）で指 定 します。

尚 、ブザー出 力 はＨＰＷＭ２出 力 との選 択 で、Ｐ１７端 子 から出 力 可 能 です。  

 

⑤  割 り込 みの発 生  

割 り込 み要 求 許 可 ビットがセットされている場 合 、ベースタイマからの割 り込 み要 求

が発 生 すると、ベクタアドレス００１ＢＨへの割 り込 み要 求 を発 生 します。ベースタイマ

からの割 り込 み要 求 には、「ベースタイマ割 り込 み０」と「ベースタイマ割 り込 み１」の２

種 類 があります。  
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⑥  Ｘ’ ｔ ａ ｌホールドモード時 の動 作 とＸ’ ｔ ａ ｌホールドモードの解 除 機 能  

ベースタイマのカウントクロックにサブクロックまたは低 速 ＲＣ発 振 クロックを選 択 して、

パワー制 御 レジスタ（ＰＣＯＮ）のビット２をセットすることにより、Ｘ ’ ｔ ａ ｌホールドモード

時 のベースタイマの動 作 が可 能 になります。また、このＸ ’ ｔ ａ ｌホールドモードの解 除

をベースタイマの割 り込 みで行 うことができます。  

この機 能 により、低 消 費 電 流 間 欠 動 作 が実 現 できます。  

 

⑦  ベースタイマを制 御 するには、次 に示 す特 殊 機 能 レジスタを操 作 する必 要 がありま

す。  

 

・  ＢＴＣＲ，ＢＴＰＲＲ， ＩＳＬ，Ｐ１，Ｐ１ＤＤＲ，Ｐ１ＦＣＲ，ＨＰＷＭ２ＡＬ  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE7F 0000 0000 R/W BTCR BTFST BTON BTC11 BTC10 BTIF1 BTIE1 BTIF0 BTIE0 

FE3D 0000 0000 R/W BTPRR BTPRR7 BTPRR6 BTPRR5 BTPRR4 BTPRR3 BTPRR2 BTPRR1 BTPRR0 

FE5F 0000 0000 R/W ISL ST0HCP ST0LCP BTIMC1 BTIMC0 BUZON NFSEL NFON ST0IN 

 

３ -６ -３  回 路 構 成  

３ - ６ - ３ - １  ８ビッ トプログラマブルプリスケーラ  

①  入 力 信 号 選 択 レジスタ（ Ｉ ＳＬ ）で選 択 された信 号 をクロックとする８ビットプログラマブ

ルプリスケーラです。プログラマブルプリスケーラ一 致 レジスタ（ＢＴＰＲＲ）の値 と一 致 す

ると一 致 信 号 を発 生 します。この一 致 信 号 は、後 段 のバイナリアップカウンタへのクロ

ックとなります。  

②  このカウンタは、ＢＴＯＮ（ＢＴＣＲのビット６ ）＝０ （ベースタイマ動 作 停 止 ），一 致 信 号

の発 生 ，ＢＴ ＰＲＲへのデータ書 き込 み，ホールドモード状 態 の条 件 でリセットされま

す。  

 

３ - ６ - ３ - ２  ８ビッ トバイナリアップカウンタ  

①  プログラマブルプリスケーラの一 致 信 号 をクロックとする８ビットバイナリアップカウンタで

す。ブザー出 力 信 号 やベースタイマ割 り込 み１フラグのセット信 号 などを発 生 します。

このカウンタのオーバフローが６ビットバイナリアップカウンタのクロックとなります。  

②   このカウンタは、ＢＴＯＮ（ＢＴＣＲのビット６ ）＝０ （ベースタイマ動 作 停 止 ），ＢＴＰＲＲへ

のデータ書 き込 み，ホールドモード状 態 の条 件 でリセットされます。  

 

３ - ６ - ３ - ３  ６ビッ トバイナリアップカウンタ  

①  プログラマブルプリスケーラの一 致 信 号 または８ビットバイナリアップカウンタのオーバフ

ローをクロックとする６ビットバイナリアップカウンタで、ベースタイマ割 り込 み０，１のセッ

ト信 号 を発 生 します。入 力 クロックの切 り換 えは、ベースタイマ制 御 レジスタ（ＢＴＣＲ）

で行 います。  

②  このカウンタは、ＢＴＯＮ（ＢＴＣＲのビット６ ）＝０ （ベースタイマ動 作 停 止 ），ＢＴＰＲＲへ

のデータ書 き込 み，ホールドモード状 態 の条 件 でリセットされます。  

 

３ - ６ - ３ - ４  ベースタイマ入 力 クロック源  

①  ベースタイマの入 力 クロックは、 「サイクルクロック 」 ， 「タイマ／カウンタ０のプリスケーラ

出 力 」，「サブクロック」 ， 「低 速 ＲＣ発 振 クロック」の４種 類 から入 力 信 号 選 択 レジスタ

（ ＩＳＬ）で選 択 します。  



ＢＴ  

3-42 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３－９－１   ベースタイマブロック図  
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３ -６ -４  関 連 レジスタ  

３ - ６ - ４ - １  ベースタイマ制 御 レジスタ（ＢＴＣＲ ）  

①  ベースタイマの動 作 の制 御 を行 う８ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE7F 0000 0000 R/W BTCR BTFST BTON BTC11 BTC10 BTIF1 BTIE1 BTIF0 BTIE0 

 

ＢＴＦＳＴ（ビット７ ） ：ベースタイマ割 り込 み０周 期 制 御  

ベースタイマ割 り込 み０要 因 発 生 の周 期 を選 択 します。  

このビットが“１ ”の時 、６ビットカウンタのオーバフローで、ベースタイマ割 り込

み０フラグをセットします。また、オーバフローの発 生 間 隔 は６４ ｔＢＳＴとなりま

す。  

このビットが “ ０ ”の時 、１４ビットカウンタのオーバフローで、ベースタイマ割 り

込 み０フラグをセットします。また、オーバフローの発 生 間 隔 は１６３８４ ｔＢＳＴ

となります。  

早 送 りモードを使 用 する場 合 は“１”を設 定 します。  

ｔＢＳＴ：  （ ＢＴＰＲＲ設 定 値 ＋１）×ＢＴ ＩＭＣ１～０（ ＩＳＬのビット５～４）で選

択 されたベースタイマ入 力 クロックの周 期  

 

ＢＴＯＮ（ビット６ ） ：ベースタイマ動 作 制 御  

このビットが“０ ”の時 ベースタイマは、カウント値 ０で停 止 します。  

このビットが“１ ”の時 ベースタイマは、動 作 を行 います。  

 

ＢＴＣ１１ （ビット５ ） ：ベースタイマ割 り込 み１周 期 制 御  

ＢＴＣ１０ （ビット４ ） ：ベースタイマ割 り込 み１周 期 制 御  
 

BTFST BTC11 BTC10 ベースタイマ割り込み０周期  ベースタイマ割り込み１周期  

０ ０ ０ １６３８４ｔＢＳＴ ３２ｔＢＳＴ 

０ ０ １ １６３８４ｔＢＳＴ １２８ｔＢＳＴ 

０ １ ０ １６３８４ｔＢＳＴ ５１２ｔＢＳＴ 

０ １ １ １６３８４ｔＢＳＴ ２０４８ｔＢＳＴ 

１ ０ ０ ６４ｔＢＳＴ ３２ｔＢＳＴ 

１ ０ １ ６４ｔＢＳＴ １２８ｔＢＳＴ 

１ １ ０ ６４ｔＢＳＴ ２ｔＢＳＴ 

１ １ １ ６４ｔＢＳＴ ８ｔＢＳＴ 

 

ＢＴ ＩＦ１ （ビット３ ） ：ベースタイマ割 り込 み１フラグ  

ＢＴＦＳＴ ，ＢＴＣ１ １ ，ＢＴＣ１ ０で設 定 されたベースタイマ割 り込 み１の周 期

毎 にセットされます。  

このフラグは、命 令 でクリアしてください。  

 

ＢＴ ＩＥ１ （ビット２ ） ：ベースタイマ割 り込 み１要 求 発 生 許 可 制 御  

このビットとＢＴ Ｉ Ｆ １がともに１の時 、「Ｘ ’ ｔ ａ ｌホールドモード解 除 信 号 」と「ベ

クタアドレス００１ＢＨへの割 り込 み要 求 」が発 生 します。  

 

ＢＴ ＩＦ０ （ビット１ ） ：ベースタイマ割 り込 み０フラグ  

ＢＴＦＳＴで設 定 されたベースタイマ割 り込 み０の周 期 毎 にセットされます。  

このフラグは、命 令 でクリアしてください。  

 



ＢＴ  

3-44 

ＢＴ ＩＥ０ （ビット０ ） ：ベースタイマ割 り込 み０要 求 発 生 許 可 制 御  

このビットとＢＴ Ｉ Ｆ ０がともに１の時 、「Ｘ ’ ｔ ａ ｌホールドモード解 除 信 号 」と「ベ

クタアドレス００１ＢＨへの割 り込 み要 求 」が発 生 します。  

 

注 意 ：  

・ベースタイマ割 り込 み周 期 毎 にフラグ（ＢＴ ＩＦ１，ＢＴ ＩＦ０ ）がセットされる条 件 として、サ

イクルクロックの周 期 （Ｔ ｃ ｙ ｃ ） とベースタイマ割 り込 み周 期 の関 係 が下 記 を満 たすよう

に設 定 してください。  

  サイクルクロックの周 期 （Ｔｃｙ ｃ ）＜ベースタイマ割 り込 み周 期 ÷２  

  但 し、実 際 にはプログラム処 理 （割 り込 み処 理 ルーチンなど）が介 在 しますので、その

時 間 も考 慮 して、最 適 な割 り込 み周 期 を設 定 してください。  

・ベースタイマ動 作 時 、ＢＴＣ１１，ＢＴＣ１０を書 き換 えると、ＢＴ ＩＦ１が“ １ ”になることがあ

りますので注 意 してください。  

・ベースタイマのクロックソースにメインクロックまたはサブクロックが選 択 されている場 合 、

ベースタイマを動 作 させた状 態 でスタンバイモードに突 入 すると、モードによっては発 振

が停 止 し、解 除 時 に発 振 が開 始 されますが、発 振 安 定 時 間 がとれない為 、ベースタ

イマにカウントミスが発 生 します。この場 合 、スタンバイモードに入 る前 にベースタイマを

停 止 することをお奨 めします。  

 （スタンバイモード時 の発 振 回 路 の状 態 は「４－２  システムクロック発 生 機 能 」を参 照

ください）  

・ベースタイマのクロックソースに水 晶 発 振 （サブクロック）が選 択 されている場 合 、ホール

ドモード解 除 時 の発 振 安 定 時 間 がとれない為 、ベースタイマにカウントミスが発 生 しま

す。この場 合 、ホールドモード突 入 前 にベースタイマを停 止 することをお奨 めします。  

 （スタンバイモード時 の発 振 回 路 の状 態 は「４－２  システムクロック発 生 機 能 」を参 照

ください）  

・ベースタイマ動 作 中 にベースタイマクロックを変 更 する（ ＩＳＬのビット５，４の値 を変 更 ）

とベースタイマにカウントミスが発 生 しますので、ベースタイマの動 作 を停 止 してから変

更 してください。  

 

３ - ６ - ４ - ２  ベースタイマプログラマブルプリスケーラ一 致 レジスタ（ＢＴＰＲＲ ）  

①  ８ビット／６ビットバイナリアップカウンタのクロック周 期 （ ｔＢＳＴ ）の設 定 を行 う８ビットの

レジスタです。  

②  ＢＴＰＲＲにデータを書 き込 むと、プリスケーラとバイナリアップカウンタはカウント値 “０ ”

にリセットされます。  

③  ｔＢＳＴ＝（ＢＴＰＲＲ設 定 値 ＋１）×ベースタイマ入 力 クロックの周 期  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE3D 0000 0000 R/W BTPRR BTPRR7 BTPRR6 BTPRR5 BTPRR4 BTPRR3 BTPRR2 BTPRR1 BTPRR0 

 

３ - ６ - ４ - ３  入 力 信 号 選 択 レジスタ（ Ｉ ＳＬ ）  

①  タイマ０の入 力 ，ノイズフィルタのサンプリングクロック選 択 ，ブザー出 力 ／タイマ１ＰＷ

ＭＨ出 力 選 択 ，ベースタイマのクロック選 択 の制 御 を行 う８ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5F 0000 0000 R/W ISL ST0HCP ST0LCP BTIMC1 BTIMC0 BUZON NFSEL NFON ST0IN 

 

ＳＴ０ＨＣＰ（ビット７ ） ：タイマ０Ｈキャプチャ信 号 入 力 ポート選 択  

ＳＴ０ＬＣＰ（ビット６ ） ：タイマ０Ｌキャプチャ信 号 入 力 ポート選 択  

上 記 ２ビットは、ベースタイマの制 御 には関 係 ありません。  

 

ＢＴ ＩＭＣ１（ビット５ ） ：ベースタイマクロック選 択  
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ＢＴ ＩＭＣ０（ビット４ ） ：ベースタイマクロック選 択  

BTIMC1 BTIMC0 ベースタイマの入力クロック 

０ ０ サブクロック 

０ １ サイクルクロック 

１ ０ 低速ＲＣ発振クロック 

１ １ タイマ／カウンタ０のプリスケーラ出力  

 

ＢＵＺＯＮ（ビット３ ） ：ブザー出 力 許 可  

Ｐ１７ＦＣＲ（Ｐ１ＦＣＲのビット７）＝“１ ”かつＰ１７Ｈ２ＡＳＬ（ＨＰＷＭ２ＡＬのビッ

ト１ ）＝“０ ”のとき、ポートＰ１７のブザー出 力 の許 可 を行 います。  

 

“ １ ”の設 定 時 、ポートＰ１ ７にはベースタイマクロックを分 周 した信 号 をブザ

ー出 力 として転 送 します。  

“ ０ ”の設 定 時 、ブザー出 力 はＬｏｗ固 定 となり、ポートＰ１７はＬｏｗを転 送 し

ます。  

 

ＮＦＳＥＬ（ビット２ ） ：ノイズフィルタ・時 定 数 選 択  

ＮＦＯＮ（ビット１ ） ：ノイズフィルタ・時 定 数 選 択  

ＳＴ０ ＩＮ（ビット０ ） ：タイマ０カウンタクロック入 力 ポート選 択  

上 記 ３ビットは、ベースタイマの制 御 には関 係 ありません。  
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３ -７  シリアルインタフェース１（ＳＩＯ１）  

３ -７ -１  概 要  

本 シリーズが内 蔵 しているシリアルインタフェース１（Ｓ ＩＯ１ ）は、次 の４つの機 能 を持 ちま

す。  

①モード０：  同 期 式 ８ビットシリアルＩＯ  

 （ ２線 式 または３線 式 ，転 送 クロック２～５１２Ｔｃｙ ｃ ）  

②モード１：  非 同 期 シリアル  

（半 二 重 ，データ８ビット，ストップビット１，ボーレイト８～２０４８Ｔｃｙ ｃ ）  

③モード２：  ＢＵＳ－マスタ（スタートビット，データ８ビット，転 送 クロック２～５１２Ｔｃｙ ｃ ）  

④モード３：  ＢＵＳ－スレーブ（スタート検 出 ，データ８ビット，ストップ検 出 ）  

 

３ -７ -２  機 能  

①モード０：同 期 式 ８ビットシリアルＩＯ  

・ ２線 式 または３線 式 の同 期 式 シリアル通 信 を行 います。内 部 クロックと外 部 クロッ

クのどちらでも使 用 できます。  

・内 部 クロックの周 期 は２～５１２Ｔｃｙ ｃの範 囲 で可 変 です。  

 

②モード１：非 同 期 シリアル（ＵＡＲＴ）  

・データ８ビット，ストップビット１ビットの半 二 重 の非 同 期 通 信 を行 います。  

・ボーレイトは８～２０４８Ｔｃｙ ｃの範 囲 で可 変 です。  

 

③モード２：ＢＵＳ－マスタ  

・ＢＵＳのマスタコントローラとして使 用 します。  

・スタートコンディションは自 動 生 成 しますが、ストップコンディションはポートを操 作 し

て発 生 してください。  

・ クロック同 期 を行 います。転 送 時 のバスデータを転 送 終 了 後 確 認 できますのでモ

ード３と合 わせてマルチマスタ対 応 が可 能 です。  

・出 力 クロックの周 期 は２～５１２Ｔｃｙ ｃの範 囲 で可 変 です。  

 

④モード３：ＢＵＳ－スレーブ  

・ＢＵＳのスレーブデバイスとして使 用 します。  

・スタート／ストップコンディション検 出 は行 いますが、アドレスの一 致 検 出 とアクノレ

ッジの出 力 には、プログラムの介 在 が必 要 です。  

・プログラムで判 断 をするため、第 ８クロックの立 ち下 がりで自 動 的 にクロックラインに

ＬＯＷを出 力 した後 、割 り込 みをかけることができます。  

 

⑤割 り込 みの発 生  

割 り込 み要 求 許 可 ビットがセットされている場 合 、通 信 の終 了 で割 り込 み要 求 を発

生 します。  

 

⑥シリアルインタフェース１（Ｓ ＩＯ１ ）を制 御 するには、次 に示 す特 殊 機 能 レジスタを操 作

する必 要 があります。  

 

・ＳＣＯＮ１，ＳＢＵＦ１，ＳＢＲ１  

・Ｐ１，Ｐ１ＤＤＲ，Ｐ１ＦＣＲ  
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ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE34 0000 0000 R/W SCON1 - SI1M1 SI1M0 SI1RUN SI1REC SI1DIR SI1OVR SI1END SI1IE 

FE35 00000 0000 R/W SBUF1 SBUF18 SBUF17 SBUF16 SBUF15 SBUF14 SBUF13 SBUF12 SBUF11 SBUF10 

FE36 0000 0000 R/W SBR1 - SBRG17 SBRG16 SBRG15 SBRG14 SBRG13 SBRG12 SBRG11 SBRG10 

 

３ -７ -３  回 路 構 成  

３ - ７ - ３ - １  Ｓ ＩＯ １制 御 レジスタ（ＳＣＯＮ１ ）   （ ８ビッ トレジスタ）  

①  Ｓ ＩＯ１の動 作 、割 り込 みの制 御 を行 います。  

 

３ - ７ - ３ - ２  Ｓ ＩＯ １シフトレジスタ（Ｓ ＩＯＳＦ１ ）   （ ８ビッ トシフトレジスタ）  

①  Ｓ ＩＯ１のデータ転 送 ・受 信 のためのシフトレジスタです。  

②  命 令 で直 接 アクセスできません。ＳＢＵＦ１をとおしてアクセスします。  

 

３ - ７ - ３ - ３  Ｓ ＩＯ １データレジスタ（ＳＢＵＦ１ ）   （ ９ビッ トレジスタ）  

①  データ転 送 開 始 時 、ＳＢＵＦ１の下 位 ８ビットがＳＩＯＳＦ１に転 送 されます。  

②  データ転 送 終 了 時 、ＳＢＵＦ１の下 位 ８ビットにＳ ＩＯＳＦ１の内 容 がはいります。モード

１，２，３では、ＳＢＵＦ１のビット８に、９番 目 の入 力 データが入 るのでストップビット等 の

確 認 ができます。  

 

３ - ７ - ３ - ４  Ｓ Ｉ Ｏ １ボーレートジェネレータ （ Ｓ Ｂ Ｒ １ ）   （ ８ビットリロードカウン

タ）  

①  内 部 クロック発 生 用 のリロードカウンタです。  

②  モード０，２では２～５１２Ｔ ｃ ｙ ｃ周 期 、モード１では８～２０４８Ｔ ｃ ｙ ｃ周 期 のクロックを発

生 できます。  
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表 ３－１０－１  各 モードでのＳＩＯ１の動 作  

 同期式(ﾓｰﾄﾞ 0) ＵＡＲＴ(ﾓｰﾄﾞ 1) ＢＵＳマスタ(ﾓｰﾄﾞ 2) ＢＵＳスレーブ(ﾓｰﾄﾞ 3) 

転送 

SI1REC=0 

受信 

SI1REC=1 

転送 

SI1REC=0 

受信 

SI1REC=1 

転送 

SI1REC=0 

受信 

SI1REC=1 

転送 

SI1REC=0 

受信 

SI1REC=1 

ｽﾀｰﾄビット なし なし 出力 

(LOW) 

入力 

(LOW) 

下①②参

照 

不要 不要 下②参照 

ﾃﾞｰﾀ出力 8 

(ｼﾌﾄﾃﾞｰﾀ) 

8 

(ALL 1) 

8 

(ｼﾌﾄﾃﾞｰﾀ) 

8 

(ALL 1) 

8 

(ｼﾌﾄﾃﾞｰﾀ) 

8 

(ALL 1) 

8 

(ｼﾌﾄﾃﾞｰﾀ) 

8 

(ALL 1) 

ﾃﾞｰﾀ入力 8 

(入力 PIN) 

← 8 

(入力 PIN) 

← 8 

(入力 PIN) 

← 8 

(入力 PIN) 

← 

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ なし ← 出力 

(HIGH) 

入力 

(H/L) 

入力 

(H/L) 

出力 

(SBUF1 bit8) 

入力 

(H/L) 

出力 

(L) 

ｸﾛｯｸ 8 ← 9 

(内部) 

← 9 ← 第 8 ｸﾛｯｸ 

の↓で 

LOW出力 

← 

動作開始 SI1RUN↑ ← ① 

SI1RUN↑ 

② 

ｽﾀｰﾄﾋﾞｯﾄ 

の検出 

 

ｽﾀｰﾄﾋ ﾞｯﾄ

の検出 

① 

SI1RUN=1 

の時の 

SI1END↓ 

でｽﾀｰﾄﾋﾞｯ

ﾄなし 

② 

SI1END=0 

の時の 

SI1RUN↑ 

でｽﾀｰﾄﾋﾞｯ

ﾄ付き 

左の① 右の① ① 

SI1RUN=1 

の時の 

SI1END↓ 

でｸﾛｯｸを

解放 

② 

SI1RUN=0 

かつ 

SI1END=0 

の時の 

ｽﾀｰﾄﾋﾞｯﾄ 

の検出 

動作周期 2-512Tcyc ← 8-2048 

Tcyc 

← 2-512Tcyc ← 2-512Tcyc ← 

SI1RUN 

(bit5) 

ｾ

ｯ

ﾄ 

命令 ← ①命令 

②ｽﾀｰﾄﾋﾞｯ

ﾄの検出 

ｽﾀｰﾄﾋ ﾞｯﾄ

の検出 

命令 既にｾｯﾄさ

れている 

既にｾｯﾄさ

れている 

ｽﾀｰﾄﾋ ﾞｯﾄ

の検出 

ｸ

ﾘ

ｱ 

終了時 ← ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ

のおわり 

← ① 

ｽﾄｯﾌﾟｺﾝﾃﾞ

ｨｼｮﾝ検出 

② 

ｱｰﾋﾞﾄﾚｰｼｮ

ﾝﾛｽﾄ時 

(注１) 

← ① 

ｽﾄｯﾌﾟｺﾝﾃﾞ 

ｨｼｮﾝ検出 

② 

ｱｸﾉﾚｯｼﾞ= 

1 の検出 

← 

SI1END 

(bit1) 

ｾ

ｯ

ﾄ 

終了時 ← ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ

のおわり 

← ①第 9 ｸﾛｯ

ｸの↑ 

②ｽﾄｯﾌﾟｺﾝ

ﾃ ﾞ ｨｼ ｮﾝ

検出 

← ①第 8 ｸﾛｯ

ｸの↓ 

②ｽﾄｯﾌﾟｺﾝ

ﾃ ﾞ ｨｼ ｮﾝ

検出 

← 

ｸ

ﾘ

ｱ 

命令 ← 命令 ← 命令 ← 命令 ← 

（次 ページへ続 く）
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表 ３－１０－１  （続 き）  

 同期式(ﾓｰﾄﾞ 0) ＵＡＲＴ(ﾓｰﾄﾞ 1) ＢＵＳマスタ(ﾓｰﾄﾞ 2) ＢＵＳスレーブ(ﾓｰﾄﾞ 3) 

転送 

SI1REC=0 

受信 

SI1REC=1 

転送 

SI1REC=0 

受信 

SI1REC=1 

転送 

SI1REC=0 

受信 

SI1REC=1 

転送 

SI1REC=0 

受信 

SI1REC=1 

SI1OVR 

(bit2) 

ｾ

ｯ

ﾄ 

① 

SI1RUN=0 

でｸﾛｯｸ↓ 

検出 

② 

SI1END=1 

で SI1END

ｾｯﾄ条件成

立 

← ① 

SI1RUN=0 

でｸﾛｯｸ↓ 

検出 

② 

SI1END=1 

で SI1END

ｾｯﾄ条件成

立 

← ① 

SI1END=1 

で SI1END

ｾｯﾄ条件成

立 

← ① 

SI1RUN=0 

でｸﾛｯｸ↓ 

検出 

② 

SI1END=1 

で SI1END

ｾｯﾄ条件成

立 

③ 

ｽﾀｰﾄﾋ ﾞｯﾄ

の検出 

← 

ｸ

ﾘ

ｱ 

命令 ← 命令 ← 命令 ← 命令 ← 

ｼﾌﾀのﾃﾞｰﾀ 

更新 

動作開始

時 SBUF1

→ｼﾌﾀ 

← 動作開始

時 SBUF1

→ｼﾌﾀ 

← 動作開始

時 SBUF1

→ｼﾌﾀ 

← 動作開始

時 SBUF1

→ｼﾌﾀ 

← 

ｼﾌﾀ→SBUF1 

(bit0-7) 

第 8 ｸﾛｯｸ

の↑ 

← 8 ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ 

転送時 

8 ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ 

受信時 

第 8 ｸﾛｯｸ

↑ 

← 第 8 ｸﾛｯｸ

↑ 

← 

SBUF1 bit8 の 

ﾃﾞｰﾀ自動更新 

なし ← ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 

時に入力 

ﾃﾞｰﾀを取り

込む 

← 第 9 ｸﾛｯｸ

↑ に 入力

ﾃﾞｰﾀを取り

込む 

← 第 9 ｸﾛｯｸ

↑ に 入力

ﾃﾞｰﾀを取り

込む 

← 

(注 １ )第 １～第 ８クロ ック立 ち上 がり時 に、内 部 データ出 力 値 ＝‘Ｈ ’かつ、データポート＝ ‘ Ｌ ’の場 合 、

バス競 合 負 けと判 断 し、 S I 1 R U N がクリアされます（クロック送 出 もその時 点 で停 止 します） 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３－１０－１   Ｓ ＩＯ１モード０：同期式８ビットシリアルＩ／Ｏ  

P10 SIO1出力制御 
P10ポートラッチ 

P10出力制御 
bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

クロック生成回路 

ボーレート 
ジェネレータ 

SBR1 (FE36h) 
ｼﾘｱﾙ転送終了ﾌﾗｸﾞ 

ｵｰﾊﾞｰﾗﾝﾌﾗｸﾞ 

MSB, LSB先頭選択 

SCON1 (FE34h) 

割り込み要求 

SBUF1 (FE35h) 

ﾃﾞー ﾀ 
出力 

ｸﾛｯｸ 

ﾃﾞｰﾀ入力 

8 ﾋﾞｯﾄｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀ (SIOSF1) 

転送終了時 動作開始時 

P11 SIO1出力制御 
P11ポートラッチ 

P11出力制御 

P12 SIO1出力制御 
P12ポートラッチ 

P12出力制御 

ｸﾛｯｸ 
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        （ＳＩ１Ｍ１＝０，ＳＩ１Ｍ０＝０）ブロック図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３－１０－２   Ｓ ＩＯ１モード１：非同期シリアル［ＵＡＲＴ］  

          （ＳＩ１Ｍ１＝０，ＳＩ１Ｍ０＝１）ブロック図  

 

P10 SIO1出力制御 
P10ポートラッチ 

P10出力制御 

P11 SIO1出力制御 
P11ポートラッチ 

P11出力制御 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

クロック生成回路 

ボーレート 
ジェネレータ 

SBR1 (FE36h) 

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ終了時 
SI1ENDを SET 

ｵｰﾊﾞｰﾗﾝﾌﾗｸﾞ 

SCON1 (FE34h) 

割り込み要求 

SBUF1 (FE35h) 

シフト入力 
8 ﾋﾞｯﾄｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀ (SIOSF1) 

8 ﾋﾞｯﾄ 

転送終了時 動作開始時 

BUS 

スタートビット 
付加回路 

bit8 

ｽﾀｰﾄ･ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 
付加回路 

LSB MSB 
先頭選択 

シフト入力 

シフトクロック 

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ入力 

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ入力ｸﾛｯｸ 
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３ -７ -４  Ｓ ＩＯ１通 信 の具 体 例  

３ - ７ - ４ - １  同 期 式 （モード０ ）  

①クロックの設 定  

・内 部 クロック使 用 の場 合 、ＳＢＲ１の設 定 をする。  

②モードの設 定  

・Ｓ Ｉ １Ｍ０＝０，Ｓ Ｉ１Ｍ１＝０，Ｓ Ｉ１Ｄ ＩＲ，Ｓ Ｉ１ ＩＥ＝１の設 定 をする。  

 

③ポートとＳ Ｉ１ＲＥＣ（Ｂ ＩＴ４ ）の設 定 をする。  

 

 クロック用ポート
Ｐ１2 

内部クロック 出力 

外部クロック 入力 

 

 データ出力ポート
Ｐ１０ 

データ入出力ポート 

Ｐ１１ 

ＳＩ１ＲＥＣ 

データ送信のみ 出力 － ０ 

データ受信のみ － 入力 １ 

データ送受信（３線式） 出力 入力 ０ 

データ送受信（２線式） － Ｎｃｈオープンドレイン出力  ０ 

 

④出 力 データの設 定  

・データ送 信 （Ｓ Ｉ１ＲＥＣ＝０）の場 合 、ＳＢＵＦ１に出 力 データを書 き込 む。  

 

⑤動 作 スタート  

・  Ｓ Ｉ１ＲＵＮをセットする。  

 

⑥データの読 み込 み（割 り込 み後 ）  

・ Ｓ ＢＵＦ １を読 み込 む。（ＳＢＵＦ１には送 信 時 でも、データ入 出 力 ポートのシリアル

データが読 み込 まれています。）  

・Ｓ Ｉ １ＥＮＤをクリアし、割 り込 みを抜 ける。  

・再 動 作 の場 合 ④に戻 る。  

 

３ - ７ - ４ - ２  非 同 期 式 （モード１ ）  

①ボーレイトの設 定  

・ＳＢＲ１の設 定 をする。  

②モードの設 定  

・Ｓ Ｉ １Ｍ０＝１，Ｓ Ｉ１Ｍ１＝０，Ｓ Ｉ１Ｄ ＩＲ，Ｓ Ｉ１ ＩＥ＝１の設 定 をする。  

 

③ポートの設 定 をする。  

 データ出力ポート
Ｐ１０ 

データ入出力ポート 

Ｐ１１ 

データ送受信（２線式） 出力 入力 

データ送受信（１線式） － Ｎｃｈオープンドレイン出力  

 

④送 信 動 作 スタート  

・Ｓ Ｉ １ＲＥＣを０にして、ＳＢＵＦ１に出 力 データを書 き込 む。  

・Ｓ Ｉ １ＲＵＮをセットする。  
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注 意 ：  モード１の送 信 のみを行 う場 合 は、Ｓ ＩＯ１のデータ入 出 力 ポート（Ｐ１ １ ）を使

用 してください。  

モード１では、受 信 データの立 ち下 がりを検 出 すると自 動 的 に送 信 がスター

トします。モード１設 定 中 は､データ入 出 力 ポート（Ｐ１ １ ）で、常 にデータの立

ち下 がり検 出 が行 われます。したがって、送 信 ポートをデータ出 力 ポート（Ｐ１

０ ）に設 定 した場 合 、Ｐ１１の状 態 変 化 によってデータ送 信 が勝 手 にスタート

する可 能 性 があります。  

 

⑤受 信 動 作 スタート  

・ Ｓ Ｉ １ ＲＥＣを１にする。（Ｓ Ｉ １ＲＥＣを１にセットした後 は、Ｓ Ｉ １ＥＮＤのフラグがセットさ

れるまでは、ＳＣＯＮ１レジスタに書 き込 みは行 わないで下 さい。）  

・受 信 データの立 ち下 がり検 出 。  

 

⑥データの読 み込 み（割 り込 み後 ）  

・ Ｓ ＢＵＦ １を読 み込 む。（ＳＢＵＦ１には送 信 時 でも、データ入 出 力 ポートのシリアル

データが読 み込 まれています。また、ＳＢＵＦ１を読 み込 むとストップビットの位 置 の

データがＰＳＷのビット１に読 み込 まれます。）  

・Ｓ Ｉ １ＥＮＤをクリアし、割 り込 みを抜 ける。  

・再 動 作 の場 合 ④に戻 る。  

 

注 意 ：  モード１（ＵＡＲＴ）で連 続 受 信 を行 う場 合 、以 下 の条 件 を満 たしてください。  

・ストップビットは２ビット以 上 。  

・割 り込 み処 理 によるＳＩ１ＥＮＤのクリアは、次 のスタートビットが来 る前 に終 了 。  

 

３ - ７ - ４ - ３  ＢＵＳ－マスタモード（モード２ ）  

①クロックの設 定  

・ＳＢＲ１の設 定 をする。  

 

②モードの設 定  

・Ｓ Ｉ １Ｍ０＝０，Ｓ Ｉ１Ｍ１＝１，Ｓ Ｉ１Ｄ ＩＲ，Ｓ Ｉ１ ＩＥ＝１，Ｓ Ｉ１ＲＥＣ＝０の設 定 をする。  

 

③ポートの設 定 をする  

・クロックポート，データポートをＮｃｈオープンドレイン出 力 ポートにする。  

 

④通 信 スタート（アドレス送 信 ）  

・ＳＢＵＦ１にアドレスデータを書 き込 む。  

・ Ｓ Ｉ １ＲＵＮをセットする。（スタートビット＋ＳＢＵＦ１（８ビット）＋ストップビット（Ｈ）の転

送 を行 う。）  

 

⑤アドレスデータの確 認 （割 り込 み後 ）  

・ Ｓ ＢＵＦ １を読 み込 む。（ＳＢＵＦ１には送 信 時 でも、データ入 出 力 ポートのシリアル

データが読 み込 まれています。また、ＳＢＵＦ１を読 み込 むとストップビットの位 置 の

データがＰＳＷのビット１に読 み込 まれます。）  

・アクノレッジをＰＳＷのビット１をみて確 認 する。  

・バス競 合 負 けの条 件 が起 こった場 合 （表 ３－１０－１  注 １  参 照 ）、 S I 1 R U N がク

リアされるため割 り込 みが発 生 しません。他 にマスタモードのデバイスが存 在 する等 、

バス競 合 負 けの条 件 が発 生 する可 能 性 がある場 合 、タイマモジュールを併 用 した

タイムアウト処 理 などを行 い、この条 件 を検 出 してください。  
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⑥データの送 信  

・ＳＢＵＦ１に出 力 データを書 き込 む。  

・ Ｓ Ｉ １ＥＮＤをクリアし、割 り込 みを抜 ける。（ＳＢＵＦ１ （ ８ビット ）＋ストップビット（Ｈ）の

転 送 を行 う。）  

 

⑦送 信 データの確 認 （割 り込 み後 ）  

・ Ｓ ＢＵＦ １を読 み込 む。（ＳＢＵＦ１には送 信 時 でも、データ入 出 力 ポートのシリアル

データが読 み込 まれています。また、ＳＢＵＦ１を読 み込 むとストップビットの位 置 の

データがＰＳＷのビット１に読 み込 まれます。）  

・アクノレッジをＰＳＷのビット１をみて確 認 する。  

・バス競 合 負 けの条 件 が起 こった場 合 （表 ３－１０－１  注 １  参 照 ）、 S I 1 R U N がク

リアされるため割 り込 みが発 生 しません。他 にマスタモードのデバイスが存 在 する等 、

バス競 合 負 けの条 件 が発 生 する可 能 性 がある場 合 、タイマモジュールを併 用 した

タイムアウト処 理 などを行 い、この条 件 を検 出 してください。  

・引 き続 きデータを送 る場 合 は⑥に戻 る。  

・通 信 を終 了 する場 合 は⑩に行 く。  

 

⑧データの受 信  

・Ｓ Ｉ １ＲＥＣを１にする。  

・ Ｓ Ｉ １ ＥＮＤをクリアし、割 り込 みを抜 ける。 （受 信 （８ビット ）＋ＳＢＵＦ１  ビット８ （アク

ノレッジ）出 力 を行 う。）  

 

⑨受 信 データの読 み込 み（割 り込 み後 ）  

・ＳＢＵＦ１を読 み込 む。  

・引 き続 きデータを受 信 する場 合 は⑧に戻 る。  

・通 信 を終 了 する場 合 は⑩の *に行 く。この時 、アクノレッジデータとして （ ＳＢＵＦ１  

ビット８）が既 に出 力 され、マスタ側 のクロックの解 放 は行 われています。  

 

⑩通 信 の終 了  

・クロック出 力 ポートを操 作 し（Ｐ１２ ＦＣＲ＝０，Ｐ１ ２ＤＤＲ＝１，Ｐ１２＝０）、クロック出

力 に０を出 す。  

・データ出 力 ポートを操 作 し （ Ｐ １ １ＦＣＲ＝０，Ｐ１ １ＤＤＲ＝１，Ｐ１ １＝０ ） 、データ出

力 に０を出 す。  

・クロック出 力 ポートをもとに戻 し（Ｐ１２ＦＣＲ＝１，Ｐ１２ＤＤＲ＝１，Ｐ１２＝０）、クロック

出 力 を解 放 する。  

*  ・全 てのスレーブがクロックを解 放 し、クロックが１になるのを待 つ。  

・データセットアップ時 間 をとり、データ出 力 ポートを操 作 し（Ｐ１ １ＦＣＲ＝０，Ｐ１１ＤＤ

Ｒ＝１，Ｐ１１＝１ ）、データ出 力 に１を出 す。この時 、Ｓ ＩＯ１オーバランフラグＳＩ１ＯＶ

Ｒ（ＳＣＯＮ１：ＦＥ３４のビット２ ）がセットされますが、動 作 に支 障 はありません。  

・  データ出 力 ポートをもとに戻 す（Ｐ１１ＦＣＲ＝１に設 定 した後 、Ｐ１１ＤＤＲ＝１，Ｐ１ 1  

＝０とする。）。  

・Ｓ Ｉ １ＥＮＤとＳ Ｉ１ＯＶＲをクリアし、割 り込 みを抜 ける。  

・再 動 作 の場 合 ④に戻 る。  
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３ - ７ - ４ - ４  ＢＵＳ－スレーブ（モード３ ）  

①クロックの設 定  

・ＳＢＲ１の設 定 をする。（アクノレッジデータセットアップ時 間 の設 定 のため）  

 

②モードの設 定  

・Ｓ Ｉ １Ｍ０＝１，Ｓ Ｉ１Ｍ１＝１，Ｓ Ｉ１Ｄ ＩＲ，Ｓ Ｉ１ ＩＥ＝１，Ｓ Ｉ１ＲＥＣ＝０の設 定 をする。  

 

③ポートの設 定 をする  

・クロックポート，データポートをＮｃｈオープンドレイン出 力 ポートにする。  

 

④通 信 スタート（アドレス待 ち）  

* 1  ・Ｓ Ｉ １ＲＥＣをセットする。  

* 2  ・スタートビットの検 出 でＳＩ１ＲＵＮが自 動 的 にセットされる。  

・受 信 （８ビット）を行 い、第 ８クロックの立 ち下 がりでクロック出 力 に０を出 力 し割 り込

みがかかる。  

 

⑤アドレスデータの確 認 （割 り込 み後 ）  

・  スタートコンディションを検 出 すると、 S I 1 O V R がセットされるので、 S I 1 R U N = 1  &  

S I 1 O V R = 1  を確 認 することで、アドレスを受 信 したことを判 別 する。  

（ S I 1 O V R は自 動 的 にクリアされないので、ソフトでクリアしてください）  

・  ＳＢＵＦ１を読 み込 み、アドレスを確 認 する。  

・アドレスが一 致 しない場 合 、ＳＩ１ＲＵＮとＳ Ｉ１ＥＮＤをクリアし割 り込 みを抜 け、⑧の *

でストップコンディション検 出 を待 つ。  

 

⑥データの受 信  

* ・ Ｓ Ｉ １ ＥＮＤをクリアし、割 り込 みを抜 ける。（前 に受 信 を行 っていた場 合 アクノレッジ

を出 し、（ＳＢＲ１の設 定 値 ＋１）×Ｔｃｙ ｃ時 間 後 クロックポートを解 放 します。）  

・ ス ト ップコンディションを検 出 すると、Ｓ Ｉ １ ＲＵＮが自 動 的 にクリアされ、割 り込 みが

かかるので、Ｓ Ｉ１ＥＮＤをクリアし割 り込 みを抜 け、④の * 2 に戻 る。  

・受 信 （８ビット）を行 い、第 ８クロックの立 ち下 がりでクロック出 力 に０を出 力 し割 り込

みがかかる。ただし、途 中 でスタートコンディションを検 出 するとクロックカウンタはク

リアされますので、割 り込 みの発 生 には更 に８個 のクロックが必 要 です。  

・ＳＢＵＦ１を読 み込 み、データを格 納 する。  

注 意 ：  ＳＢＵＦ１のビット８は、第 ９クロック↑がきてないのでまだ更 新 されていません。  

・受 信 を続 ける場 合 ⑥の *に戻 る。  

 

⑦データの送 信  

・Ｓ Ｉ １ＲＥＣをクリアする。  

・ＳＢＵＦ１に出 力 データを書 き込 む。  

・ Ｓ Ｉ １ＥＮＤをクリアし、割 り込 みを抜 ける。（前 の受 信 のアクノレッジを出 し、（ＳＢＲ１

の設 定 値 ＋１）×Ｔｃｙ ｃ時 間 後 クロックポートを解 放 します。）  

* 1  ・送 信 （８ビット）を行 い、第 ８クロックの立 ち下 がりでクロック出 力 に０を出 力 し割 り込

みがかかる。  

* 2  ・Ｓ Ｉ １ＲＵＮが１の時 、⑦の * 3 に行 きます。  

・Ｓ Ｉ １ＲＵＮが０の時 、⑦の * 4 からの割 り込 みなので、Ｓ Ｉ１ＥＮＤとＳ Ｉ１ＯＶＲをクリアし

て④の * 1 に戻 る。  

* 3  ・必 要 に応 じて、ＳＢＵＦ１を読 み込 み、送 信 データを確 認 する。  

注 意 ：  ＳＢＵＦ１のビット８は、第 ９クロック↑がきてないのでまだ更 新 されていません。  
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・ＳＢＵＦ１に次 の出 力 データを書 き込 む。  

・ Ｓ Ｉ １ ＥＮＤをクリアし、割 り込 みを抜 ける。 （ （ＳＢＲ１の設 定 値 ＋１）×Ｔｃｙ ｃ時 間 後

のクロックポートを解 放 します。）  

・  マスタからのアクノレッジがある（Ｌ）場 合 は、⑦の * 1 に戻 ります。  

・  マスタからのアクノレッジがない（Ｈ）場 合 は、データ送 信 の終 了 とみなし、Ｓ Ｉ １ＲＵ

Ｎを自 動 的 にクリアし、データポートを解 放 します。  

※ただし、この直 後 に再 スタートコンディションが来 る場 合 、 S I 1 R E C = 1 にしてから

割 り込 みを抜 ける必 要 があります（ S I 1 R E C は、スタートコンディションの検 出 で、自

動 的 にはセットされません）。  

スレーブ送 信 動 作 直 後 に想 定 外 の再 スタートがきた場 合 ( S I 1 R E C をソフトで１に

していない場 合 )、マスタのアドレス送 信 を妨 害 する可 能 性 があります。  

* 4  ・ストップコンディション検 出 すると、割 り込 みがかかり、⑦の * 2 に戻 ります。  

 

⑧通 信 の終 了  

・Ｓ Ｉ １ＲＥＣをセットします。  

・自 動 的 に終 了 させる場 合 は⑥の *に戻 ります。  

・強 制 的 に終 了 する場 合 は、Ｓ Ｉ １ ＲＵＮとＳ Ｉ １ ＥＮＤをクリアする。 （クロックポートを

解 放 します。）  

* ・ス トップコンディション検 出 すると、割 り込 みがかかるので、Ｓ Ｉ １ＥＮＤとＳ Ｉ １ＯＶＲを

クリアして④の * 2 に戻 る。  

 

３ -７ -５  関 連 レジスタ  

３ - ７ - ５ - １  Ｓ ＩＯ １制 御 レジスタ（ＳＣＯＮ１ ）  

①ＳＩＯ１の動 作 、割 り込 みの制 御 を行 う８ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE34 0000 0000 R/W SCON1 - SI1M1 SI1M0 SI1RUN SI1REC SI1DIR SI1OVR SI1END SI1IE 

 

Ｓ Ｉ１Ｍ１（ビット７ ） ：Ｓ ＩＯ 1 モード制 御  

Ｓ Ｉ１Ｍ０（ビット６ ） ：Ｓ ＩＯ 1 モード制 御  

 

表 ３－１０－２  Ｓ ＩＯ 1 動 作 モード  

モード ＳＩ１Ｍ１ ＳＩ１Ｍ０ 動作モード 

０ ０ ０ 同期式８ビットＳＩＯ 

１ ０ １ ＵＡＲＴ（ＳＴＯＰ－ＢＩＴ１，ＰＡＲＩＴＹなし） 

２ １ ０ ＢＵＳマスタ対応モード 

３ １ １ ＢＵＳスレーブ対応モード 

 

Ｓ Ｉ１ＲＵＮ（ビット５ ） ：Ｓ ＩＯ１動 作 フラグ  

①  このビットが１の時 、Ｓ ＩＯ１は動 作 中 です。  

②  このビットのセット・クリアについては、表 ３－１０－１を参 照 してください。  

 

Ｓ Ｉ１ＲＥＣ（ビット４ ） ：Ｓ ＩＯ１受 信 ／送 信 制 御  

①  このビットが１の時 、Ｓ ＩＯ１は受 信 モードとなります。  

②  このビットが０の時 、Ｓ ＩＯ１は送 信 モードとなります。  

 

Ｓ Ｉ１Ｄ ＩＲ（ビット３ ） ：ＭＳＢ／ＬＳＢ先 頭 選 択  

①  このビットが１の時 、Ｓ ＩＯ１はＭＳＢ先 頭 となります。  

②  このビットが０の時 、Ｓ ＩＯ１はＬＳＢ先 頭 となります。  
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Ｓ Ｉ１ＯＶＲ（ビット２ ） ：Ｓ ＩＯ１オーバランフラグ  

①  モード０， １ ， ３の時 、Ｓ Ｉ １ ＲＵＮ＝０の状 態 で、入 力 クロックの立 ち下 がりを

検 出 すると、このビットがセットされます。  

②  Ｓ Ｉ １ＥＮＤ＝１の状 態 で、Ｓ Ｉ １ＥＮＤをセットする条 件 が成 立 すると、このビッ

トがセットされます。  

③  モード３の時 、スタートコンディションの検 出 で、このビットがセットされます。  

④  このビットのクリアは命 令 で行 ってください。  

 

Ｓ Ｉ１ＥＮＤ（ビット１ ） ：シリアル転 送 終 了 フラグ  

①  シリアル転 送 が終 了 （表 ３－１ ０－１参 照 ）すると、このビットがセットされま

す。  

②  このビットのクリアは命 令 で行 ってください。  

 

Ｓ Ｉ１ ＩＥ （ビット０ ） ：Ｓ ＩＯ１割 り込 み要 求 発 生 許 可 制 御  

このビットとＳ Ｉ １ＥＮＤがともに１の時 、ベクタアドレス００３ＢＨへの割 り込 み要

求 が発 生 します。  

 

３ - ７ - ５ - ２  シリアルバッファ１ （ ＳＢＵＦ１ ）  

①  Ｓ ＩＯ１のシリアル転 送 で扱 うデータの格 納 を行 う９ビットのレジスタです。  

②  動 作 の開 始 時 に、ＳＢＵＦ１の下 位 ８ビットのデータが送 受 信 用 のデータシフトレジス

タに転 送 され、８ビットのデータ転 送 時 に、送 受 信 用 のシフトレジスタの内 容 がＳＢＵＦ

１の下 位 ８ビットに入 ります。  

③  モード１，２，３では、９番 目 のデータ（ストップビットの位 置 のデータ）入 力 時 に、このデ

ータがＳＢＵＦ１のビット８に入 ります。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE35 00000 0000 R/W SBUF1 SBUF18 SBUF17 SBUF16 SBUF15 SBUF14 SBUF13 SBUF12 SBUF11 SBUF10 

 

３ - ７ - ５ - ３  ボーレートジェネレータレジスタ（ＳＢＲ１ ）  

①  Ｓ ＩＯ１のシリアル転 送 の転 送 レートを設 定 する８ビットのレジスタです。  

②  このレジスタにデータを書 き込 むと、直 ちにボーレートジェネレータ用 のカウンタが初 期

化 されます。  

③  転 送 レートはモードにより異 なります。（モード３ではボーレートジェネレータは動 作 しま

せん。）  

モード０，２  ：ＴＳＢＲ１＝（ＳＢＲ１の設 定 値 ＋１）×２Ｔｃｙ ｃ   

（設 定 範 囲  ２～  ５１２Ｔｃｙ ｃ ）  

モード１  ：ＴＳＢＲ１＝（ＳＢＲ１の設 定 値 ＋１）×８Ｔｃｙ ｃ   

（設 定 範 囲  ８～２０４８Ｔｃｙ ｃ ）  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE36 0000 0000 R/W SBR1 - SBRG17 SBRG16 SBRG15 SBRG14 SBRG13 SBRG12 SBRG11 SBRG10 
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３ -８ ＡＤコンバータ（ＡＤＣ１２）  

 

３ -８ -１  概 要  

本 シリーズは、下 記 の特 長 を持 った１２ビット分 解 能 のＡＤコンバータを内 蔵 しています。

このＡＤコンバータを使 うことによって、容 易 にアナログ信 号 をマイクロコンピュータに取 り

込 むことができます。  

 

①１２ビット分 解 能  

②逐 次 比 較 方 式  

③ＡＤ変 換 モード切 り換 え機 能 （分 解 能 切 り換 え）  

④アナログ入 力 （７チャンネル）、１０／２０倍 オペアンプ付 きアナログ入 力 （１チャンネル）  

 ＶＲＥＦ１．２Ｖ（１チャンネル）、温 度 計 （１チャンネル）  

⑤変 換 時 間 切 り換 え機 能  

⑥基 準 電 圧 自 動 発 生 制 御 機 能  

⑦ＡＤコンバータの基 準 電 圧 源 の切 替 え機 能  

 

３ -８ -２  機 能  

①逐 次 比 較 方 式  

・ １２ビットの分 解 能 を持 っています。  

・変 換 には、変 換 開 始 から所 定 の変 換 時 間 が必 要 です。  

・変 換 結 果 は、ＡＤ変 換 結 果 レジスタ（ＡＤＲＬＣ，ＡＤＲＨＣ）に転 送 されます。  

 

②ＡＤ変 換 切 り換 え機 能 （分 解 能 切 り換 え）  

使 用 条件 に合 わせ分 解 能 を切 り換 えられるよう、１２ビットＡＤ変 換 モードと８ビットＡＤ

変 換 モードがあります。ＡＤ変 換 切 り換 えは、ＡＤモードレジスタ（ＡＤＭＲＣ）で行 いま

す。  

  

③アナログ入 力 チャンネル  

変 換 される信 号 は、Ｐ０２～Ｐ０４、Ｐ１３～Ｐ１５、Ｐ７０及 び１０／２０倍 アンプ、ＶＲＥＦ１．

２Ｖ、温 度 計 から入 力 される１０種 類 のアナログ信 号 からＡＤ制 御 レジスタ（ＡＤＣＲＣ）

で選 択 されます。  

１０／２０倍 アンプの制 御 については、３ -９  基準 電圧源 （ＶＲＥＦ）をご参 照 ください。  

 

④変 換 時 間 切 り換 え機 能  

ＡＤ変 換 時 間 を１／１～１／１２８ （分 周 比 ）に切 り換 えることができます。適 切 なＡＤ

変 換 ができるようにＡＤモードレジスタ（ＡＤＭＲＣ） とＡＤ変 換 結 果 下 位 レジスタ（ＡＤ

ＲＬＣ）によって切 り換 えます。  

 

⑤基 準 電 圧 自 動 発 生 制 御 機 能  

基 準 電 圧 発 生 回 路 を内 蔵 しており、その電 圧 発 生 はＡＤコンバータを開 始 させると

自 動 的 に基 準 電 圧 が発 生 し、終 了 すると自 動 的 に停 止 します。このため基 準 電 圧

発 生 のセット／リセット制 御 は必 要 ありません。また、外 部 から基 準 電 圧 を供 給 する

必 要 もありません。  

 

⑥ＡＤコンバータの基 準 電 圧 源 の切 替 え機 能  



ＡＤＣ１ ２  
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ＡＤコンバータの基 準 電 圧 源 を、マイコン電 源 ／内 蔵 基 準 電 圧 源 （ＶＲＥＦ）／外 部 電

源 から選 択 可 能 です。  

（ “ＶＲＥＦ“については、「３ -９  基 準 電 圧 発 生 回 路 （ＶＲＥＦ） 」をご参 照 ください。）  

 

⑦ＡＤコンバータを制 御 するには、次 に示 す特 殊 機 能 レジスタを操 作 する必 要 がありま

す。  

・ＡＤＣＲＣ，ＡＤＭＲＣ，ＡＤＲＬＣ，ＡＤＲＨＣ  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE58 0000 0000 R/W ADCRC 
AD 

CHSEL3 
AD 

CHSEL2 
AD 

CHSEL1 
AD 

CHSEL0 
ADCR3 

AD 

START 
AD 

ENDF 
ADIE 

FE59 0000 0000 R/W ADMRC ADMD4 ADMD3 ADMD2 ADMD1 ADMD0 ADMR2  ADTM1 ADTM0 

FE5A 0000 0000 R/W ADRLC DATAL3 DATAL2 DATAL1 DATAL0 ADRL3 ADRL2 ADRL1 ADTM2 

FE5B 0000 0000 R/W ADRHC DATA7 DATA6 DATA5 DATA4 DATA3 DATA2 DATA1 DATA0 

 

３ -８ -３  回 路 構 成  

３ -８ -３ -１  ＡＤ変 換 制 御 回 路  

①ＡＤ変 換 制 御 回 路 には１２ビットＡＤ変 換 モードと８ビットＡＤ変 換 モードがあります。  

 

３ -８ -３ -２  比 較 回 路  

①入 力 されるアナログ信 号 と基 準 電 圧 を比 較 するコンパレータと、基 準 電 圧 発 生 回

路 と変 換 結 果 を制 御 する回 路 で構 成 されています。アナログ入 力 チャネルを選 択 し、

変 換 時 間 の制 御 レジスタで設 定 された時 間 で変 換 が終 了 すると、ＡＤ制 御 レジスタ

（ＡＤＣＲＣ）の変 換 終 了 フラグ（ＡＤＥＮＤＦ）がセットされます。  

変 換 結 果 は、ＡＤ変 換 結 果 レジスタ（ＡＤＲＨＣ，ＡＤＲＬＣ）に格 納 されます。  

 

３ -８ -３ -３  マルチプレクサ１（ＭＰＸ１ ）  

①８チャネルからＡＤ変 換 するアナログ信 号 を選 択 します。  

 

３ -８ -３ -４  基 準 電 圧 自 動 発 生 回 路  

①ラダー抵 抗 とマルチプレクサ（ＭＰＸ２ ）で構 成 されており、比 較 回 路 に出 力 する基 準

電 圧 を発 生 します。基 準 電 圧 の発 生 制 御 は、ＡＤ変 換 を開 始 すると自 動 的 に基 準

電 圧 が発 生 し、終 了 すると自 動 的 に停 止 します。基 準 電 圧 は、基 準 電 圧 ～ＶＳＳの

範 囲 で作 成 されます。基 準 電 圧 源 は、マイコン電 源 ／内 蔵 基 準 電 圧 源 （ＶＲＥＦ ）

／外 部 電 源 から選 択 可 能 です。  

（ “ＶＲＥＦ“については、「３ -９  基 準 電 圧 発 生 回 路 （ＶＲＥＦ） 」をご参 照 ください。）  

 

３ -８ -４  関 連 レジスタ  

３ -８ -４ -１  ＡＤ制 御 レジスタ（ＡＤＣＲＣ）  

①ＡＤコンバータ動 作 の制 御 を行 う８ビットのレジスタです。  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE58 0000 0000 R/W ADCRC 
AD 

CHSEL3 
AD 

CHSEL2 
AD 

CHSEL1 
AD 

CHSEL0 
ADCR3 

AD 

START 
AD 

ENDF 
ADIE 

 

ＡＤＣＨＳＥＬ３（ビット７ ） ：  

ＡＤＣＨＳＥＬ２（ビット６ ） ：  

ＡＤＣＨＳＥＬ１（ビット５ ） ：  
ＡＤ変換入力信号選択  
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ＡＤＣＨＳＥＬ０（ビット４ ） ：  

 

ＡＤ変 換 する信 号 を選 択 します。  

 

ＡＤ 

ＣＨＳＥＬ３ 

ＡＤ 

ＣＨＳＥＬ２ 

ＡＤ 

ＣＨＳＥＬ１ 

ＡＤ 

ＣＨＳＥＬ０ 
信号入力端子 

０ ０ ０ ０ ２０倍アンプ 

０ ０ ０ １ ＶＲＥＦ１．２Ｖ 

０ ０ １ ０ Ｐ０２／ＡＮ２ 

０ ０ １ １ Ｐ０３／ＡＮ３ 

０ １ ０ ０ Ｐ０４／ＡＮ４ 

０ １ ０ １ Ｐ１５／ＡＮ５ 

０ １ １ ０ Ｐ１４／ＡＮ６ 

０ １ １ １ Ｐ１３／ＡＮ７ 

１ ０ ０ ０ － 

１ ０ ０ １ Ｐ７０／ＡＮ９ 

１ １ １ １ 温度計 

 

ＡＤＣＲＣ３（ビット３ ） ：固 定 ビット  

‘ ０ ’固 定 で使 用 します。  

 

ＡＤＳＴＡＲＴ（ビット２ ） ：ＡＤ変 換 動 作 制 御  

ＡＤ変 換 を開 始 （１ ）／停 止 （０ ）します。‘１ ’の設 定 時 、ＡＤ変 換 が開 始 さ

れ、ＡＤ変 換 が終 了 すると自 動 的 にリセットされます。変 換 には変 換 時 間

の制 御 レジスタで設 定 された時 間 が必 要 です。変 換 時 間 の設 定 はＡＤ変

換 結 果 下 位 レジスタ（ＡＤＲＬＣ ）のＡＤＴＭ２ （ビット０ ） とＡＤモードレジスタ

（ＡＤＭＲＣ）のＡＤＴＭ１，ＡＤＴＭ０の３ビットで行 います。  

‘ ０ ’の設 定 時 、ＡＤ変 換 が停 止 します。ＡＤ変 換 動 作 中 にクリアすると正

しい変 換 結 果 が得 られません。  

ＡＤ変 換 動 作 中 は、絶 対 にクリアまたはＨＡＬＴ，ＨＯＬＤ状 態 にしないでく

ださい。  

 

ＡＤＥＮＤＦ（ビット１ ） ：ＡＤ変 換 終 了 フラグ  

ＡＤ変 換 の終 了 を知 らせます。ＡＤ変 換 が終 了 するとセット（１ ）されます。  

ＡＤ ＩＥが‘ １ ’の場 合 、ベクタアドレス００４ ３Ｈへの割 り込 み要 求 が発 生 し、

‘０ ’の場 合 、ＡＤ変 換 が動 作 していないことを示 しています。  

このフラグは、命 令 でクリアしてください。  

 

ＡＤＩＥ（ビット０ ） ：ＡＤ変 換 割 り込 み要 求 発 生 許 可 制 御  

このビットとＡＤＥＮＤＦがともに１の時 、ベクタアドレス００ ４３Ｈへの割 り込 み

要 求 が発 生 します。  

 

注 意 ：  

・ＡＤＣＨＳＥＬ３～０の‘１０００ ’と‘１０１０ ’～‘１１１０ ’設 定 を禁 止 します。  

・ ＡＤＳＴＡＲＴが‘ １ ’の動 作 状 態 でＨＡＬＴ，ＨＯＬＤ状 態 にしないでください。必 ず、

‘０ ’になったことを確 認 してからＨＡＬＴ，ＨＯＬＤ状 態 にしてください。  



ＡＤＣ１ ２  
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３ -８ -４ -２  ＡＤモードレジスタ（ＡＤＭＲＣ）  

①ＡＤコンバータ動 作 のモード制 御 を行 う８ビットのレジスタです。  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE59 0000 0000 R/W ADMRC ADMD4 ADMD3 ADMD2 ADMD1 ADMD0 ADMR2  ADTM1 ADTM0 

 

ＡＤＭＤ４（ビット７ ） ：固 定 ビット。  

‘ ０ ’固 定 で使 用 します。  

 

ＡＤＭＤ３（ビット６ ） ：ＡＤ変 換 モード制 御 （分 解 能 切 り換 え）  

ＡＤコンバータの分 解 能 を１２ビットＡＤ変 換 モード（０ ）／８ビットＡＤ変 換 モ

ード（１ ）に切 り換 えます。  

‘ １ ’の設 定 時 、８ビットＡＤコンバータとして動 作 します。変 換 結 果 はＡＤ変

換 結 果 レジスタ（ＡＤＲＨＣ）のみセットされ、ＡＤ変 換 結 果 下 位 レジスタ（Ａ

ＤＲＬＣ）は変 化 しません。  

‘ ０ ’の設 定 時 、１２ビットＡＤコンバータとして動 作 します。変 換 結 果 はＡＤ

変 換 結 果 上 位 レジスタ（ＡＤＲＨＣ） とＡＤ変 換 結 果 下 位 レジスタ（ＡＤＲＬ

Ｃ）の上 位 ４ビットにセットされます。  

 

ＡＤＭＤ２（ビット５ ） ：固 定 ビット。  

‘ ０ ’固 定 で使 用 します。  

 

ＡＤＭＤ１（ビット４ ） ：固 定 ビット。  

‘ ０ ’固 定 で使 用 します。  

 

ＡＤＭＤ０（ビット３ ） ：固 定 ビット。  

‘ ０ ’固 定 で使 用 します。  

 

ＡＤＭＲ２（ビット２ ） ：固 定 ビット。  

‘ ０ ’固 定 で使 用 します。  

 

ＡＤＴＭ１（ビット１ ） ：  

ＡＤＴＭ０（ビット０ ） ：  

ＡＤ変 換 結 果 下 位 レジスタ（ＡＤＲＬＣ ）のＡＤＴＭ２ （ビット０ ）の１ビットと合

わせて３ビットで変 換 時 間 を制 御 します。  

 

ADRLC 

レジスタ 
ADMRC レジスタ 

ＡＤ分周比 

ＡＤＴＭ２ ＡＤＴＭ１ ＡＤＴＭ０ 

０ ０ ０ １／１ 

０ ０ １ １／２ 

０ １ ０ １／４ 

０ １ １ １／８ 

１ ０ ０ １／１６ 

１ ０ １ １／３２ 

１ １ ０ １／６４ 

１ １ １ １／１２８ 

ＡＤ変換時間制御  
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変 換 時 間 算 出 方 法  

・ １ ２ビットＡＤ変 換 モード  ：  変 換 時 間 ＝（ （ ５ ２／（ＡＤ分 周 比 ） ） +２ ）×（ １／３ ）×Ｔｃ ｙ ｃ  

・  ８ビットＡＤ変 換 モード  ：  変 換 時 間 ＝（ （ ３ ２／（ＡＤ分 周 比 ） ） +２ ）×（ １／３ ）×Ｔｃ ｙ ｃ  

注 意 ：  

・変 換 時 間 は下 記 の時 、通 常 時 の２倍 となります。  

①システムリセット後 、１２ビットＡＤ変 換 モードで最 初 のＡＤ変 換 を行 った時 。  

②ＡＤ変 換 モードを８ビットＡＤ変 換 モードから１２ビット変 換 ＡＤモードに切 り換 え、最

初 のＡＤ変 換 を行 った時 。  

・ ２回 目 以 降 または、８ビットＡＤ変 換 モードでは「変 換 時 間 算 出 方 法 」で示 される変 換

時 間 で動 作 します。  

 

３ -８ -４ -３  ＡＤ変 換 結 果 下 位 レジスタ（ＡＤＲＬＣ）  

①１２ビットＡＤモード時 、ＡＤ変 換 結 果 の下 位 ４ビットを格 納 するレジスタと変 換 時 間 を

制 御 するレジスタです。  

②ＡＤ変 換 途 中 のデータは確 定 データではありませんので、変 換 結 果 はＡＤ変 換 終 了

後 に読 み出 してください。  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5A 0000 0000 R/W ADRLC DATAL3 DATAL2 DATAL1 DATAL0 ADRL3 ADRL2 ADRL1 ADTM2 

 

 ＤＡＴＡＬ３（ビット７ ） ：  

 ＤＡＴＡＬ２（ビット６ ） ：  

 ＤＡＴＡＬ１（ビット５ ） ：  

 ＤＡＴＡＬ０（ビット４ ） ：  

 

ＡＤＲＬ３（ビット３ ） ：固 定 ビット。  

‘ ０ ’固 定 で使 用 します。  

ＡＤＲＬ２（ビット２ ） ：固 定 ビット。  

‘ ０ ’固 定 で使 用 します。  

ＡＤＲＬ１（ビット１ ） ：固 定 ビット。  

‘ ０ ’固 定 で使 用 します。  

 

ＡＤＴＭ２（ビット０ ） ：ＡＤ変 換 時 間 制 御  

ＡＤモードレジスタ（ＡＤＭＲＣ）のＡＤＴＭ１（ビット１ ） ，ＡＤＴＭ０（ビット０ ）の

２ビッ トと合 わせて３ビッ トで変 換 時 間 を制 御 します。時 間 設 定 はＡＤモー

ドレジスタ説 明 を参 照 。  

注 意 ：  

・変 換 データには誤 差 （量 子 化 誤 差 +総 合 誤 差 ）が含 まれていますので、必 ず最 新 の

「半 導 体 ニューズ」の規 格 に従 って有 効 となる変 換 データのみをご使 用 ください。  

 

３ -８ -４ -４  ＡＤ変 換 結 果 上 位 レジスタ（ＡＤＲＨＣ）  

①１２ビットＡＤモード時 、ＡＤ変 換 結 果 の上 位 ８ビットを格 納 するレジスタです。８ビット

ＡＤモード時 、ＡＤ変 換 結 果 の全 ８ビットを格 納 するレジスタです。  

②ＡＤ変 換 途 中 のデータは確 定 データではありませんので、変 換 結 果 はＡＤ変 換 終 了

後 に読 み出 してください。  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5B 0000 0000 R/W ADRHC DATA7 DATA6 DATA5 DATA4 DATA3 DATA2 DATA1 DATA0 

ＡＤ変換結果の下位４ビットデータ  



ＡＤＣ１ ２  
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３ -８ -５  ＡＤＣ動 作 の具 体 例  

３ -８ -５ -１  １２ビットＡＤ変 換 モード  

①１２ビットＡＤ変 換 モードの設 定  

 ・ＡＤモードレジスタ（ＡＤＭＲＣ）のＡＤＭＤ３（ビット６ ）＝０にします。  

 

②変 換 時 間 の設 定  

 ・変 換 時 間 を１／３２分 周 に設 定 する場 合 、ＡＤ変 換 結 果 下 位 レジスタ（ＡＤＲＬＣ ）

のＡＤＴＭ２（ビット０ ）＝１にし、ＡＤモードレジスタ（ＡＤＭＲＣ）のＡＤＴＭ１（ビ ット１ ）＝

０、ＡＤＴＭ０（ビット０ ）＝１にします。  

 

③入 力 チャネルの設 定  

 ・ＡＤチャネル入 力 のＡＮ５を使 用 する場 合 、ＡＤ制 御 レジスタ（ＡＤＣＲＣ）のＡＤＣＨＳ

ＥＬ３（ビット７ ）＝０、ＡＤＣＨＳＥＬ２ （ビット６ ）＝１、ＡＤＣＨＳＥＬ１ （ビット５ ）＝０、ＡＤＣ

ＨＳＥＬ０（ビット４ ）＝１にします。  

 

④ＡＤスタート  

 ・ＡＤ制 御 レジスタ（ＡＤＣＲＣ）のＡＤＳＴＡＲＴ（ビット２ ）＝１にします。  

 ・システムリセット後 と８ビットＡＤ変 換 モードから１２ビットＡＤ変 換 モードに切 り換 えた

時 、最 初 の変 換 時 間 は通 常 の２倍 となります。２回 目 以 降 は通 常 の変 換 時 間 とな

ります。  

 

⑤ＡＤ変 換 終 了 フラグの検 知  

 ・ＡＤ制 御 レジスタ（ＡＤＣＲＣ）のＡＤＥＮＤＦ（ビット１ ）＝１になるまでモニタします。  

 ・ＡＤＥＮＤＦ（ビット１ ）＝１になったことを確 認 後 、終 了 フラグのＡＤＥＮＤＦを０にクリア

します。  

 

⑥ＡＤ変 換 データの読 み込 み  

 ・ ＡＤ変 換 結 果 上 位 レジスタ（ＡＤＲＨＣ） とＡＤ変 換 結 果 下 位 レジスタ（ＡＤＲＬＣ ）を

読 み込 みます。読 み込 んだ変 換 データには誤 差 （量 子 化 誤 差 +総 合 誤 差 ）が含 ま

れていますので、最 新 の「半 導 体 ニューズ」の規 格 に従 って有 効 となる変 換 データを

使 用 します。  

・上 記 読 み出 しデータをソフトアプリケーション処 理 へ  

・再 動 作 の場 合 ④に戻 ります。  
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３ -８ -６  ＡＤＣ使 用 上 の留 意 点  

①サイクルクロックの周 期 によって選 択 できる変 換 時 間 は変 わります。適 切 な変 換 時

間 を実 現 するためにプログラムを作 成 する場 合 には、必 ず最 新 の「半 導 体 ニューズ」

を参 照 してください。  

 

②変 換 動 作 中 にＡＤＳＴＡＲＴ＝０にすると、変 換 動 作 が停 止 します。  

 

③変 換 動 作 中 にＨＡＬＴ，ＨＯＬＤ状 態 にしないでください。必 ず、ＡＤＳＴＡＲＴが‘０ ’に

なったことを確 認 してからＨＡＬＴ，ＨＯＬＤ状 態 にしてください。  

 

④変 換 中 にリセット状 態 に入 ると、自 動 的 にＡＤＳＴＡＲＴがリセットされ変 換 動 作 を停

止 します。  

 

⑤変 換 を終 了 するとＡＤ変 換 終 了 フラグ（ＡＤＥＮＤＦ）がセットされ、同 時 にＡＤ変 換 動

作 制 御 ビット （ＡＤＳＴＡＲＴ）がリセットされます。変 換 終 了 はＡＤＥＮＤＦをモニタする

ことによって確 認 できます。また、ＡＤＩＥをセットすることによって、変 換 終 了 でベクタア

ドレス００４３Ｈへの割 り込 み要 求 が発 生 します。  

 

⑥変 換 時 間 は下 記 の時 、通 常 時 の２倍 となります。  

・システムリセット後 、１２ビットＡＤ変 換 モードで最 初 のＡＤ変 換 を行 った時 。  

・ＡＤ変 換 モードを８ビットＡＤ変 換 モードから１２ビットＡＤ変 換 モードに切 り換 え、最 初

のＡＤ変 換 を行 った時 。  

２回 目 以 降 または、８ビットＡＤ変 換 モードでは「変 換 時 間 算 出 方 法 」で示 される変 換

時 間 で動 作 します。  

 

⑦変 換 データには誤 差 （量 子 化 誤 差 +総 合 誤 差 ）が含 まれていますので、必 ず最 新

の「半 導 体 ニューズ」の規 格 に従 って有 効 となる変 換 データのみをご使 用 ください。  

 

⑧Ｐ００／ＡＰ ＩＭ、Ｐ０１／ＡＰ Ｉ Ｐ、Ｐ０ ２／ＡＮ２～Ｐ０ ４／ＡＮ４，Ｐ１５／ＡＮ５～Ｐ１ ３／Ａ

Ｎ７、Ｐ７０／ＡＮ９への入 力 電 圧 は規 格 の範 囲 で使 用 してください。  

特 にＶＤＤ以 上 ，ＶＳＳ以 下 の電 圧 が入 力 されると、そのチャネルの変 換 値 や他 のチ

ャネルの変 換 値 にも影 響 を与 えることがあります。  

 

⑨ノイズ等 による変 換 精 度 の低 下 を極 力 防 ぐ対 策 として下 記 を行 ってください。  

・ＶＤＤ１、ＶＳＳ１端 子 の直 近 (出 来 る限 り直 近 5 m m 以 内 が望 ましい )には必 ずバイパ

スコンデンサ (数 μ F＋数 千 p F )を外 付 けしてください。  

・アナログ入 力 端 子 にはノイズ除 去 に最 適 なローパスフィルタ（ ＲＣ ）やコンデンサをア

ナログ入 力 端 子 の直 近 に外 付 けしてください。また、コンデンサのＧＮＤはカップリン

グの影 響 を防 ぐため、ノイズが重 畳 してないＧＮＤをご使 用 ください。（目 安 としては

Ｒ＝～ 5 kΩ以 下 ／Ｃ＝１０００ｐＦ～０．１μＦ）  

・アナログ信 号 線 はディジタルパルス信 号 線 や大 電 流 変 化 のある信 号 線 と隣 接 ・交

差 ・平 行 配 線 をしないでください。または、アナログ信 号 線 の両 端 をノイズが重 畳 し

ていないＧＮＤでシールドしてください。  

・変 換 動 作 中 のアナログ入 力 端 子 に隣 接 する端 子 へディジタルパルスを印 加 したり、

隣 接 する端 子 から出 力 しないでください。  
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・ポート出 力 が変 化 している場 合 には、ノイズの影 響 によって正 しい変 換 結 果 が得 ら

れないことがあります。ノイズの影 響 を少 なくするために、電 源 とマイコンの各 ＶＤＤ端

子 との間 に生 ずる配 線 抵 抗 を下 げることが必 要 です。応 用 回 路 を作 成 するときには、

この点 に注 意 して作 成 してください。  

・発 振 端 子 の振 幅 電 圧 と各 端 子 入 出 力 電 圧 はＶＤＤ～ＶＳＳ以 内 になるよう調 整 し  

 てください。  

⑩有 効 とする変 換 データは多 数 回 行 った変 換 値 の最 大 値 と最 小 値 を切 り捨 て、残 り

のデータを平 均 化 する等 の処 理 を行 ってください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



L C 8 7 0Ｇ 0 0  第 ３章  

3-65 

３ -９ 基準電圧発生回路 （ＶＲＥＦ）  

 

３ -９ -１  概 要  

基 準 電 圧 （ＶＲＥＦ２．０Ｖ／４．０Ｖ ）の動 作 制 御 、電 圧 調 整 、１０／２０倍 オペアンプの

動 作 制 御 、コンパレータの動 作 制 御 、および、ＡＤコンバータのアナログ入 力 ポートのデ

ジタル入 力 停 止 制 御 を行 います。  

 

３ -９ -２  機 能  

①  ＶＲＣＮＴレジスタで、ＶＲＥＦ２．０Ｖ／４．０Ｖ、コンパレータの動 作 制 御 を行 います。  

②ＶＲ２Ａ Ｊレジスタで、ＶＲＥＦ２．０Ｖを調 整 します。  

③ＡＮＩＥＺレジスタで、ＡＤコンバータのアナログ入 力 ポートのデジタル入 力 停 止 制 御 を  

 行 います。  

④ＡＰＣＮＴレジスタで、１０／２０倍 オペアンプの制 御 を行 います。  

⑤ＶＲ４Ａ Ｊレジスタで、ＶＲＥＦ４．０Ｖを調 整 します。  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FEC0 000H HH00 R/W VRCNT  VR12ON  VR24ON  CPON - - - VRADSEL VR2SELZ 

FEC1 XXXX XXXX R/W VR2AJ VR2AJ7 VR2AJ6 VR2AJ5 VR2AJ4 VR2AJ3 VR2AJ2 VR2AJ1 VR2AJ0 

FEC2 0000 0000 R/W ANIEZ AN13IEZ AN12IEZ AN11IEZ AN10IEZ AN9IEZ AN7IEZ AN6IEZ AN5IEZ 

FEC3 00H0_H000 R/W APCNT APON GAIN20 - FIX0 - APDIR APMD1 APMD0 

FEC6 XXXX XXXX R/W VR4AJ VR4AJ7 VR4AJ6 VR4AJ5 VR4AJ4 VR4AJ3 VR4AJ2 VR4AJ1 VR4AJ0 

 

３ -９ -３  関 連 レジスタ  

３ -９ -３ -１  基 準 電 圧 制 御 レジスタ（ＶＲＣＮＴ ）  

ＶＲＥＦ２．０Ｖ／４．０Ｖ、コンパレータの動 作 制 御 を行 う８ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FEC0 000H HH00 R/W VRCNT VR12ON VR24ON CPON - - - VRADSEL VR2SELZ 

 

ＶＲ１２ＯＮ（ビット７ ） ：ＶＲＥＦ１２動 作 制 御  

 ＶＲ１２ＯＮ＝０  の時 、”ＶＲＥＦ１２ ”回 路 ブロックは動 作 停 止 します。  

 ＶＲ１２ＯＮ＝１  の時 、”ＶＲＥＦ１２ ”回 路 ブロックは動 作 開 始 します。  

（ ”ＶＲＥＦ１２ ”回 路 ブロックについては、図 ３－９－２をご参 照 ください。）  

 

ＶＲ２４ＯＮ（ビット６ ） ：ＶＲＥＦ２４動 作 制 御  

 ＶＲ２４ＯＮ＝０  の時 、”ＶＲＥＦ２４ ”回 路 ブロックは動 作 停 止 します。  

 ＶＲ２４ＯＮ＝１  の時 、”ＶＲＥＦ２４ ”回 路 ブロックは動 作 開 始 します。  

 （ ”ＶＲＥＦ２４ ”回 路 ブロックについては、図 ３－９－２をご参 照 ください。）  

 

ＣＰＯＮ（ビット５ ） ：コンパレータ動 作 制 御  

 ＣＰＯＮ＝１  かつ  ＶＲ１２ＯＮ＝１の時 、コンパレータは動 作 開 始 します。  

 

 （Ｐ０２の電 位 ）＜ＶＲＥＦ１２出 力 ( T Y P 1 . 2 2 V )の時 、コンパレータ出 力 ＝Ｈｉｇｈレベル  

 （Ｐ０２の電 位 ）＞ＶＲＥＦ１２出 力 ( T Y P 1 . 2 2 V )の時 、コンパレータ出 力 ＝Ｌｏｗレベル  

となります。  
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           図 ３－９－１  コンパレータ  

 

ＶＲＡＤＳＥＬ（ビット１ ） ：ＡＤコンバータ基 準 電 圧 選 択  

ＶＲ２ＡＤＳＥＬＺ（ビット０ ） ：ＶＲ２４出 力 電 圧 選 択  

  これらのビットによって、ＡＤコンバータの基 準 電 圧 が、下 記 のように設 定 されます。  

 

レジスタデータ VREF24 

回路ブロック 

VREF 端子出力 AD コンバータ 

基準電圧 VR12ON VR24ON VRADSEL VR2SELZ 

1 1 1 0 動作 ２．０Ｖ ２．０Ｖ 

1 1 1 1 動作 ４．０Ｖ ４．０Ｖ 

X X 0 X 停止 オープン マイコン電源  

0 X X X 停止 オープン マイコン電源  

1 0 1 X 停止 オープン VREF 端子(外部電源) 

 

 
 

          図 ３－９－２  ＶＲＥＦ関 連 回 路 ブロック  

 

  VREF12 

 

動作制御 

 

  VREF24 

 

 

 

2.0V／4.0V選択 

動作制御 

 AD コンバータ 

AN0 

VREF端子 

マイコン電源 

2.0V／4.0V出力 1.22V出力 

 10/20 倍アンプ 

 

動作制御 

 

 コンパレータ 

 

動作制御 

 

VR2SELZ 

VR12ON 

CPON 

アンプ出力 

コンパレータ出力 
P16 兼用機能へ 

VRADSEL 基準電圧選択 

VR24ON 

APON 

基準電圧入力  

 

+ 

- 

VREF12 出力電圧 ( TYP1.22V ) 

P02 

Ｐ１６端子機能へ 

コンパレータ 
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３ -９ -３ -２  基 準 電 圧 ２．０Ｖ調 整 レジスタ（ＶＲ２Ａ Ｊ ）  

基 準 電 圧 （ＶＲＥＦ２．０Ｖ）の電 圧 を調 整 するレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FEC1 XXXX XXXX R/W VR2AJ VR2AJ7 VR2AJ6 VR2AJ5 VR2AJ4 VR2AJ3 VR2AJ2 VR2AJ1 VR2AJ0 

このレジスタにはアクセスしないで下 さい。  

 

３ -９ -３ -３  アナログ入 力 ポート制 御 レジスタ（ＡＮ ＩＥＺ ）  

ＡＤコンバータのアナログ入 力 ポートのデジタル入 力 停 止 制 御 を行 うレジスタです。  

デジタル入 力 回 路 への微 小 な入 力 リーク電 流 を抑 制 し、  

低 ノイズでＡＤ変 換 を行 うことができます。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FEC2 0000 0000 R/W ANIEZ AN13IEZ AN12IEZ AN11IEZ AN10IEZ AN9IEZ AN7IEZ AN6IEZ AN5IEZ 

 

ＡＮ１３ ＩＥＺ（ビット７ ） ：このビットは、“０ ”で使 用 してください。  

ＡＮ１２ ＩＥＺ（ビット６ ） ：このビットは、“０ ”で使 用 してください。  

ＡＮ１１ ＩＥＺ（ビット５ ） ：このビットは、“０ ”で使 用 してください。  

ＡＮ１０ ＩＥＺ（ビット４ ） ：このビットは、“０ ”で使 用 してください。  

 

ＡＮ９ ＩＥＺ（ビット３ ）  ：アナログ入 力 （Ｐ７０／ＡＮ９）ポートのデジタル入 力 停 止 制 御  

  Ｐ７０／ＡＮ９をアナログ入 力 として使 用 する場 合 、このビットを”１ ”にして下 さい。  

  Ｐ７０／ＡＮ９をアナログ入 力 として使 用 しない場 合 、このビットを”０ ”にして下 さい。  

 

ＡＮ７ ＩＥＺ（ビット２ ）  ：アナログ入 力 （Ｐ１３／ＡＮ７）ポートのデジタル入 力 停 止 制 御  

  Ｐ１３／ＡＮ７をアナログ入 力 として使 用 する場 合 、このビットを”１ ”にして下 さい。  

  Ｐ１３／ＡＮ７をアナログ入 力 として使 用 しない場 合 、このビットを”０ ”にして下 さい。  

 

ＡＮ６ ＩＥＺ（ビット１ ）  ：アナログ入 力 （Ｐ１４／ＡＮ６）ポートのデジタル入 力 停 止 制 御  

  Ｐ１４／ＡＮ６をアナログ入 力 として使 用 する場 合 、このビットを”１ ”にして下 さい。  

  Ｐ１４／ＡＮ６をアナログ入 力 として使 用 しない場 合 、このビットを” ０ ”にして下 さい。  

 

ＡＮ５ ＩＥＺ（ビット０ ）  ：アナログ入 力 （Ｐ１５／ＡＮ５）ポートのデジタル入 力 停 止 制 御  

  Ｐ１５／ＡＮ５をアナログ入 力 として使 用 する場 合 、このビットを”１ ”にして下 さい。  

  Ｐ１５／ＡＮ５をアナログ入 力 として使 用 しない場 合 、このビットを”０ ”にして下 さい。  

 

３ -９ -３ -４  １０／２０倍 アンプ制 御 レジスタ（ＡＰＣＮＴ）  

１０／２０倍 オペアンプの制 御 を行 うレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FEC3 00H0 H000 R/W APCNT APON GAIN20 - FIX0 - APDIR APMD1 APMD0 

 

ＡＰＯＮ（ビット７ ） ： １０／２０倍 アンプ動 作 制 御  

  ＡＰＯＮ＝１  かつ  ＶＲ１２ＯＮ＝１の時 、１０／２０倍 アンプは動 作 開 始 します。  

 

  アンプを動 作 させ、ＡＤコンバータでアナログチャンネル０（ＡＮ０）のＡＤ変 換 を行 う  

  ことにより、増 幅 した電 圧 を測 定 することができます。  

 

  ただし、  

   ＡＰＤＩＲ＝０の場 合 、（Ｐ００の電 位 ）≦（Ｐ０１の電 位 ）  

   ＡＰＤＩＲ＝１の場 合 、（Ｐ００の電 位 ）≧（Ｐ０１の電 位 ）  
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  である必 要 が有 ります。  

 

ＧＡＩＮ２０ （ビット６ ） ： １０／２０倍 アンプ増 幅 率 選 択  

  ＧＡＩＮ２０＝０時 増 幅 率 は、１０倍  

  ＧＡＩＮ２０＝１時 増 幅 率 は、２０倍  

 

（ビット４ ） ：テストビットです。“０ ”で使 用 してください。  

 

ＡＰＤＩＲ、ＡＰＭＤ１、ＡＰＭＤ０（ビット２、１、０ ） ： １０／２０倍 アンプ入 力 スイッチ制 御  

  これらのビットで、アンプの入 力 スイッチを制 御 し、  

  ＡＤコンバータで、Ｐ００－Ｐ０１間 の増 幅 された電 圧 、および、  

  アンプのオフセット電 圧 を測 定 することができます。  

 

レジスタデータ アンプ入力スイッチ アンプ出力 

APDIR APMD1 APMD0 SW1 SW2 SW3 SW4 

X 0 0 OFF OFF OFF OFF OFF 

0 0 1 ON OFF ON OFF オフセットを含む P00-P01 間の２０倍の電圧  

（P00 の電位）≦（P01 の電位） 

1 0 1 OFF ON OFF ON オフセットを含む P00-P01 間の２０倍の電圧 

（P00 の電位）≧（P01 の電位） 

X 1 0 ON OFF OFF ON アンプのオフセット電圧（P00 が GND のとき） 

X 1 1 OFF ON ON OFF アンプのオフセット電圧（P01 が GND のとき） 

 

 

               図 ３－９－３  １０／２０倍 アンプ  

 

３ -９ -３ -５  基 準 電 圧 ４．０Ｖ調 整 レジスタ（ＶＲ４Ａ Ｊ ）  

基 準 電 圧 （ＶＲＥＦ４．０Ｖ）の電 圧 を調 整 するレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FEC6 XXXX XXXX R/W VR4AJ VR4AJ7 VR4AJ6 VR4AJ5 VR4AJ4 VR4AJ3 VR4AJ2 VR4AJ1 VR4AJ0 

このレジスタにはアクセスしないで下 さい。  

 

 

 

３ -９ -４  ＨＡＬＴ，ＨＯＬＤ時 の動 作  

ＨＡＬＴ，ＨＯＬＤ時 のＶＲＥＦおよびＡＭＰの状 態 は、ＨＡＬＴ，ＨＯＬＤ突 入 時 の状 態 を

保 持 します。  

 

+ 

- 
SW1 

SW3 

SW2 

SW4 

P00 (-側入力) 

P01 (+側入力) 

SW5 ＡＤコンバータ 

ＡＮ０へ 
１０／２０倍 

アンプ 
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３-１０ 電圧制御 ＰＷＭ（ＶＣＰＷＭ０／ＶＣＰＷＭ１） 

 

３ -１０ -１  概 要  

本 シリーズが内 蔵 しているＶＣＰＷＭ０／ＶＣＰＷＭ１は２本 の１２ビットＰＷＭで、周 期 可

変 の８ビット基 本 波 ＰＷＭ発 生 回 路 と４ビットの付 加 パルス発 生 回 路 から構 成 されてい

ます。  

 

３ -１０ -２  機 能  

①  ＶＣＰＷＭ０：基 本 波 ＰＷＭモード（レジスタＶＣＰＷＭ０Ｌ＝０設 定 ）  

・基 本 波 周 期  ＝
3

 256   16 ）～　（ Ｔｃｙ ｃ  （
3

16 Ｔｃｙ ｃ単 位 で可 変 ，ＶＣＰＷＭ１と共 通 ）  

・ＨＩＧＨパルス幅  ＝０～基 本 波 周 期 －
3
1 Ｔｃｙｃ  （

3
1 Ｔｃｙ ｃ単 位 で可 変 ）  

 

②  ＶＣＰＷＭ０：基 本 波 ＋付 加 パルスＰＷＭモード  

・基 本 波 周 期  ＝
3

 256   16 ）～　（ Ｔｃｙ ｃ  （
3

16 Ｔｃｙ ｃ単 位 で可 変 ，ＶＣＰＷＭ１と共 通 ）  

・全 体 周 期  ＝基 本 波 周 期 ×１６  

・Ｈ ＩＧＨパルス幅  ＝０～全 体 周 期 －
3
1 Ｔｃｙ ｃ  （

3
1 Ｔｃｙ ｃ単 位 で可 変 ）  

 

③  ＶＣＰＷＭ１：基 本 波 ＰＷＭモード（レジスタＶＣＰＷＭ１Ｌ＝０設 定 ）  

・基 本 波 周 期  ＝
3

 256   16 ）～　（ Ｔｃｙ ｃ  （
3

16 Ｔｃｙ ｃ単 位 で可 変 ，ＶＣＰＷＭ０と共 通 ）  

・ＨＩＧＨパルス幅  ＝０～基 本 波 周 期 －
3
1 Ｔｃｙｃ  （

3
1 Ｔｃｙ ｃ単 位 で可 変 ）  

 

④  ＶＣＰＷＭ１：基 本 波 ＋付 加 パルスＰＷＭモード  

・基 本 波 周 期  ＝
3

 256   16 ）～　（ Ｔｃｙ ｃ  （
3

16 Ｔｃｙ ｃ単 位 で可 変 ，ＶＣＰＷＭ０と共 通 ）  

・全 体 周 期  ＝基 本 波 周 期 ×１６  

・Ｈ ＩＧＨパルス幅  ＝０～全 体 周 期 －
3
1 Ｔｃｙ ｃ  （

3
1 Ｔｃｙ ｃ単 位 で可 変 ）  

 

⑤  割 り込 みの発 生  

割 り込 み要 求 許 可 ビットがセットされている場 合 、ＰＷＭの全 体 周 期 で割 り込 み要

求 を発 生 します。  

 

⑥波 形 選 択 機 能  

ＶＣＰＷＭ０／ＶＣＰＷＭ１の出 力 波 形 に、システムクロックがＡＮＤされた波 形 を出

力 します。  

 

⑦  ＶＣＰＷＭ０／ＶＣＰＷＭ１を制 御 するには、次 に示 す特 殊 機 能 レジスタを操 作 する

必 要 があります。  

 

・ ＶＣＰＷＭ０Ｌ，ＶＣＰＷＭ０Ｈ，ＶＣＰＷＭ１Ｌ，ＶＣＰＷＭ１Ｈ，ＶＣＰＷＭ０Ｃ，ＶＣＰ

ＷＭ０１Ｐ  



ＶＣＰＷＭ  

3-70 

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE80 0000 HHHH R/W VCPWM0L CPWM0L3 CPWM0L2 CPWM0L1 CPWM0L0 - - - - 

FE81 0000 0000 R/W VCPWM0H CPWM0H7 CPWM0H6 CPWM0H5 CPWM0H4 CPWM0H3 CPWM0H2 CPWM0H1 CPWM0H0 

FE82 0000 HHHH R/W VCPWM1L CPWM1L3 CPWM1L2 CPWM1L1 CPWM1L0 - - - - 

FE83 0000 0000 R/W VCPWM1H CPWM1H7 CPWM1H6 CPWM1H5 CPWM1H4 CPWM1H3 CPWM1H2 CPWM1H1 CPWM1H0 

FE84 0000 0000 R/W VCPWM0C CPWM0C7 CPWM0C6 CPWM0C5 CPWM0C4 ENCPWM1 ENCPWM0 CPWM00V CPWM01E 

FE85 HHH0 0000 R/W VCPWM01P - - - CPWM01P2 CPWM1ECK CPWM0ECK FIX0 FIX0 

 

 

３ -１０ -３  回 路 構 成  

３ -１０ -３ -１  ＶＣＰＷＭ０，ＶＣＰＷＭ１制 御 レジスタ（ＰＷＭ０Ｃ ）  （ ８ビッ トレジ

スタ）  

①  ＶＣＰＷＭ０，ＶＣＰＷＭ１の動 作 、割 り込 みの制 御 を行 います。  

 

３ -１０ -３ -２  ＶＣＰＷＭ０コンペアレジスタＬ（ＶＣＰＷＭ０Ｌ）  （ ４ビットレジスタ）  

①  ＶＣＰＷＭ０の付 加 パルスの制 御 を行 います。  

②  ＶＣＰＷＭ０Ｌにはビット７～４が存 在 し、読 み込 み時 、下 位 ４ビットは全 て“１”として読

み込 まれます。  

③ＶＣＰＷＭ０制 御 ビット（ＶＣＰＷＭ０Ｃ：ＦＥ８４のビット２ ）が“０ ”の時 、ＶＣＰＷＭ０Ｌのビ

ット７～４により、ＶＣＰＷＭ０出 力 （３値 ）の制 御 ができます。  

 

３ -１０ -３ -３  ＶＣＰＷＭ０コンペアレジスタＨ（ＶＣＰＷＭ０Ｈ）  （ ８ビットレジスタ）  

①  ＶＣＰＷＭ０の基 本 波 パルス幅 の制 御 を行 います。  

②  ＶＣＰＷＭ０Ｌのビット７～４を全 て“０”固 定 すると、ＶＣＰＷＭ０はＶＣＰＷＭ０Ｈで制 御

される周 期 可 変 ８ビットＰＷＭとして使 用 できます。  

 

３ -１０ -３ -４  ＶＣＰＷＭ１コンペアレジスタＬ（ＶＣＰＷＭ１Ｌ）  （ ４ビットレジスタ）  

①  ＶＣＰＷＭ１の付 加 パルスの制 御 を行 います。  

②  ＶＣＰＷＭ１Ｌにはビット７～４が存 在 し、読 み込 み時 、下 位 ４ビットは全 て“１”として読

み込 まれます。  

③ＶＣＰＷＭ１制 御 ビット（ＶＣＰＷＭ０Ｃ：ＦＥ８４のビット３ ）が“０ ”の時 、ＶＣＰＷＭ１Ｌのビ

ット７～４により、ＶＣＰＷＭ１出 力 （３値 ）の制 御 ができます。  

 

３ -１０ -３ -５  ＶＣＰＷＭ１コンペアレジスタＨ（ＶＣＰＷＭ１Ｈ）  （ ８ビットレジスタ）  

①  ＶＣＰＷＭ１の基 本 波 パルス幅 の制 御 を行 います。  

②  ＶＣＰＷＭ１Ｌのビット７～４を全 て“０”固 定 すると、ＶＣＰＷＭ１はＶＣＰＷＭ１Ｈで制 御

される周 期 可 変 ８ビットＰＷＭとして使 用 できます。  

 

３ -１０ -３ -６  ＶＣＰＷＭ０ １ポート制 御 レジスタ （ＶＣＰＷＭ０ １ Ｐ ）   （ ５ ビッ トレ

ジスタ）  

①  ＶＣＰＷＭ０の波 形 、出 力 バッファを制 御 します。  

②ＶＣＰＷＭ１の波 形 、出 力 バッファを制 御 します。  
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図 ３－１８－１   ＶＣＰＷＭ０／ＶＣＰＷＭ１ブロック図  

 

ＶＣＰＷＭ０／１ 

基本波周期生成 

カウンタ 

システムクロック 
クロック 

 
比較器 

基本波周期 

一致データ 
（ＶＣＰＷＭ０Ｃ７～４） 

 
比較器 

 
一致バッファ 

レジスタ 

ＶＣＰＷＭ０ 

コンペアレジスタＨ 

（ＶＣＰＷＭ０Ｈ） 

 
比較器 

ＶＣＰＷＭ１ 

コンペアレジスタＨ 

（ＶＣＰＷＭ１Ｈ） 

ＶＣＰＷＭ０ 

コンペアレジスタＬ 

（ＶＣＰＷＭ０Ｌ） 

 
比較器 

ＶＣＰＷＭ０／１ 

付加パルス生成 

カウンタ 

 
一致バッファ 

レジスタ 

 
比較器 

ＶＣＰＷＭ１ 

コンペアレジスタＬ 

（ＶＣＰＷＭ１Ｌ） 

 

クリア 

クロック 

リロード リロード 

一致 

ＶＣＰＷＭ０ 

出力制御回路 

ＶＣＰＷＭ１ 

出力制御回路 

一致 一致 

一致 

一致 

ＶＣＰＷＭ０出力 ＶＣＰＷＭ１出力 

オーバーフロー 
ＣＰＷＭ０ＯＶセット信号 

（全体周期毎に発生） 



ＶＣＰＷＭ  

3-72 

３ -１０ -４  関 連 レジスタ  

３ -１０ -４ -１  ＶＣＰＷＭ０，ＶＣＰＷＭ１制 御 レジスタ（ＶＣＰＷＭ０Ｃ）  

①ＰＷＭ２，ＰＷＭ３の動 作 、割 り込 みの制 御 を行 います。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE84 0000 0000 R/W VCPWM0C CPWM0C7 CPWM0C6 CPWM0C5 CPWM0C4 ENCPWM1 ENCPWM0 CPWM0OV CPWM0IE 

 

ＣＰＷＭ０Ｃ７～ＣＰＷＭ０Ｃ４（ビット７～４） ：ＶＣＰＷＭ０，ＶＣＰＷＭ１周 期 制 御  

・基 本 波周期  ＝（ＣＰＷＭ０Ｃ７～ＣＰＷＭ０Ｃ４で示 される値＋１）×
3

16 Ｔｃｙｃ  

・全 体 周 期  ＝基 本 波 周 期 ×１６  

 

ＥＮＰＷＭ１（ビット３ ） ：ＶＣＰＷＭ１動 作 制 御  

・このビットが“１ ”の時 、ＶＣＰＷＭ１は動 作 します。  

・ このビットが“０ ”の時 、ＶＣＰＷＭ１Ｌのビット７～４により、ＶＣＰＷＭ１出 力 （３

値 ）の制 御 ができます。  

 

ＥＮＣＰＷＭ０（ビット２ ） ：ＶＣＰＷＭ０動 作 制 御  

・このビットが“１ ”の時 、ＶＣＰＷＭ０は動 作 します。  

・ このビットが“０ ”の時 、ＶＣＰＷＭ０Ｌのビット７～４により、ＶＣＰＷＭ０出 力 （３

値 ）の制 御 ができます。  

 

ＣＰＷＭ０ＯＶ（ビット１ ） ：ＶＣＰＷＭ０，ＶＣＰＷＭ１オーバフローフラグ  

・ＰＷＭの全 体 周 期 毎 にセットされます。  

・このフラグは命 令 でクリアしてください。  

 

ＣＰＷＭ０ ＩＥ （ビット０ ） ： ＶＣＰＷＭ０，ＶＣＰＷＭ１割 り込 み要 求 発 生 許 可 制 御  

このビットとＣＰＷＭ０ＯＶがともに“１ ”の時 、ベクタアドレス００４ＢＨへの割 り込

み要 求 が発 生 します。  

 

３ -１０ -４ -２  ＶＣＰＷＭ０コンペアレジスタＬ（ＶＣＰＷＭ０Ｌ）  

①  ＶＣＰＷＭ０の付 加 パルスの制 御 を行 います。  

②  ＶＣＰＷＭ０Ｌにはビット７～４が存 在 し、読 み込 み時 、下 位 ４ビットは全 て“１”として読

み込 まれます。  

③ＶＣＰＷＭ０制 御 ビット（ＶＣＰＷＭ０Ｃ：ＦＥ８４Ｈのビット２）が“０ ”の時 、ＶＣＰＷＭ０Ｌの

ビット７～４により、ＶＣＰＷＭ０出 力 （３値 ）の制 御 ができます。  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE80 0000 HHHH R/W VCPWM0L CPWM0L3 CPWM0L2 CPWM0L1 CPWM0L0 - - - - 

 

VCPWM0 出力 
ENCPWM0 

FE84-bit2 

CPWM0L3 

FE80-bit7 

CPWM0L2 

FE80-bit6 

CPWM0L1,0 

FE80-bit5,4 

HI-Z 0 - 0 - 

LOW 0 0 1 0,0 

HIGH 0 1 1 0,0 
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３ -１０ -４ -３  ＶＣＰＷＭ０コンペアレジスタＨ（ＶＣＰＷＭ０Ｈ）  

①  ＶＣＰＷＭ０の基 本 波 パルス幅 の制 御 を行 います。  
 

基 本 波 パルス幅 ＝（ＣＰＷＭ０Ｈ７～ＣＰＷＭ０Ｈ０で示 される値 ）×
3
1 Ｔｃｙ ｃ  

②  ＶＣＰＷＭ０Ｌのビット７～４を全 て“０”固 定 すると、ＶＣＰＷＭ０はＶＣＰＷＭ０Ｈで制 御

される周 期 可 変 ８ビットＰＷＭとして使 用 できます。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE81 0000 0000 R/W VCPWM0H CPWM0H7 CPWM0H6 CPWM0H5 CPWM0H4 CPWM0H3 CPWM0H2 CPWM0H1 CPWM0H0 

 

３ -１０ -４ -４  ＶＣＰＷＭ１コンペアレジスタＬ（ＶＣＰＷＭ１Ｌ）  

①  ＶＣＰＷＭ１の付 加 パルスの制 御 を行 います。  

②  ＶＣＰＷＭ１Ｌにはビット７～４が存 在 し、読 み込 み時 、下 位 ４ビットは全 て“１”として読

み込 まれます。  

③ＶＣＰＷＭ１制 御 ビット（ＶＣＰＷＭ０Ｃ：ＦＥ８４Ｈのビット３）が“０ ”の時 、ＶＣＰＷＭ１Ｌの

ビット７～４により、ＶＣＰＷＭ１出 力 （３値 ）の制 御 ができます。  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE82 0000 HHHH R/W VCPWM1L CPWM1L3 CPWM1L2 CPWM1L1 CPWM1L0 - - - - 

 

VCPWM1 出力 
ENCPWM1 

FE84-bit3 

CPWM1L3 

FE82-bit7 

CPWM1L2 

FE82-bit6 

CPWM1L1,0 

FE82-bit5,4 

HI-Z 0 - 0 - 

LOW 0 0 1 0,0 

HIGH 0 1 1 0,0 

 

３ -１０ -４ -５  ＶＣＰＷＭ１コンペアレジスタＨ（ＶＣＰＷＭ１Ｈ）  

①  ＶＣＰＷＭ１の基 本 波 パルス幅 の制 御 を行 います。  
 

基 本 波 パルス幅 ＝（ＣＰＷＭ１Ｈ７～ＣＰＷＭ１Ｈ０で示 される値 ）×
3
1 Ｔｃｙ ｃ  

②  ＶＣＰＷＭ１Ｌのビット７～４を全 て“０”固 定 すると、ＶＣＰＷＭ１はＶＣＰＷＭ１Ｈで制 御

される周 期 可 変 ８ビットＰＷＭとして使 用 できます。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE83 0000 0000 R/W VCPWM1H CPWM1H7 CPWM1H6 CPWM1H5 CPWM1H4 CPWM1H3 CPWM1H2 CPWM1H1 CPWM1H0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付加ﾊﾟﾙｽｶｳﾝﾀ 

付加ﾊﾟﾙｽ 

VCPWM0H、VCPWM1H 

での設定値 

基本波ｶｳﾝﾀ 

基本 PWM 波形 

出力 PWM 波形 

E      F          0          1          2          3       4   
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 １２ビットＰＷＭは、以下の様な波形構成となります。  

 全体周期は、基本波周期が１６個で構成されます。  

 基本波周期内は、８ビットＰＷＭで構成されます。  （ＰＷＭコンペアレジスタＨ）  （ＰＷＭＨ）  

 どの基本波周期内に、パルス付加を行うかを４ビットで制御します。  

  （ＰＷＭコンペアレジスタＬ）  （ＰＷＭＬ）  

１２ビットレジスタ構成  → （ＰＷＭＨ），（ＰＷＭＬ）＝ＸＸＸＸ  ＸＸＸＸ， ＸＸＸＸ（１２ＢＩＴ）  

 

 基本波周期内への、パルス付加状況  例１。 

 ＰＷＭコンペアレジスタＨ  （ＰＷＭＨ）  ＝ ００ ［Ｈ］ 

 ＰＷＭコンペアレジスタＬ  （ＰＷＭＬ） ＝ ０～Ｆ ［Ｈ］ 

        

        

 基本波周期０ 基本波周期１ 基本波周期２  基本波周期１３ 基本波周期１４ 基本波周期１５ 

        

                 

                 

                 

                 

                 

                 

基本周期信号 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ 

                 

PWMH, PWML=000                 

                 

PWMH, PWML=001                 

                 

PWMH, PWML=002                 

                 

PWMH, PWML=003                 

                 

PWMH, PWML=004                 

                 

PWMH, PWML=005                 

                 

PWMH, PWML=006                 

                 

PWMH, PWML=007                 

                 

PWMH, PWML=008                 

                 

PWMH, PWML=009                 

                 

PWMH, PWML=00A        〃         

                 

PWMH, PWML=00B        〃         

                 

PWMH, PWML=00C        〃         

                 

PWMH, PWML=00D        〃         

                 

PWMH, PWML=00E                 

                 

PWMH, PWML=00F                 

全体周期 
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 基本波周期内への、パルス付加状況。  

 ＰＷＭコンペアレジスタＨ  （ＰＷＭＨ）  ＝ ０１ ［Ｈ］ 

 ＰＷＭコンペアレジスタＬ  （ＰＷＭＬ） ＝ ０～Ｆ ［Ｈ］ 

        

        

 基本波周期０ 基本波周期１ 基本波周期２  基本波周期１３ 基本波周期１４ 基本波周期１５ 

        

                 

                 

                 

                 

                 

                 

基本周期信号 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ 

                 

PWMH, PWML=010                 

                 

PWMH, PWML=011                 

                 

PWMH, PWML=012                 

                 

PWMH, PWML=013                 

                 

PWMH, PWML=014                 

                 

PWMH, PWML=015                 

                 

PWMH, PWML=016                 

                 

PWMH, PWML=017                 

                 

PWMH, PWML=018                 

                 

PWMH, PWML=019                 

                 

PWMH, PWML=01A        〃         

                 

PWMH, PWML=01B        〃         

                 

PWMH, PWML=01C        〃         

                 

PWMH, PWML=01D        〃         

                 

PWMH, PWML=01E                 

                 

PWMH, PWML=01F                 

 基本波周期は、
3

 256   16 ）～　（
Ｔｃｙｃの範囲で可変です。  

基本波周期＝（ＣＰＷＭ０Ｃ７～ＣＰＷＭ０Ｃ４で示される値＋１）×
3

16 Ｔｃｙｃ  

 基本波周期を変えることにより、全体周期を変えることができます。  

 全体周期は、基本波周期が１６個で構成されます。  

全体周期 



ＶＣＰＷＭ  

3-76 

参考例  

● １２ビットＰＷＭのデータが、２３７［Ｈ］の場合の波形比較  

１２ビットレジスタ構成  → （ＰＷＭＨ），（ＰＷＭＬ）＝２３７［Ｈ］  

 

１．パルス付 加 方 式 の場 合 （本 シリーズ）  

 

                 

                 

基本周期信号 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ 

PWMH, PWML=237                 

 

 

２．通 常 方 式 の場 合  

 

下 図 の様 に、パルス付 加 方 式 と比 較 して、ＰＷＭの積 分 出 力 のリップル成 分 が大 き

くなりますので、モータ制 御 にはパルス付 加 方 式 の方 が良 いと考 えます。  

 

                 

                 

                 

PWMH, PWML=237                 

                 

                 

                 

                 

                 

 

 

リップル  

 

 

３ -１０ -４ -６  ＶＣＰＷＭ０１ポート制 御 レジスタ（ＶＣＰＷＭ０１Ｐ ）  

①ＶＣＰＷＭ０の波 形 、出 力 バッファを制 御 します。  

②ＶＣＰＷＭ１の波 形 、出 力 バッファを制 御 します。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE85 HHH0 0000 R/W VCPWM01P - - - CPWM01P2 CPWM1ECK CPWM0ECK FIX0 FIX0 

 

（ビット７～５）  ：存 在 しません。読 むと“１ ”が読 まれます。  

ＣＰＷＭ０１Ｐ２（ビット４ ） ：  

 ・このビットは“０ ”でご使 用 ください。  

 

ＣＰＷＭ１ＥＣＫ（ビット３ ） ：  

・このビットが“１ ”の時 、ＶＣＰＷＭ１の出 力 波 形 に、システムクロックがＡＮＤさ

れた波 形 が出 力 されます。  

 

ＣＰＷＭ０ＥＣＫ（ビット２ ） ：  

・このビットが“１ ”の時 、ＶＣＰＷＭ０の出 力 波 形 に、システムクロックがＡＮＤさ

れた波 形 が出 力 されます。  

全体周期 

全体周期 
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（ビット１ ） ：このビットは、“０ ”で使 用 してください。  

（ビット０ ） ：このビットは、“０ ”で使 用 してください。  

 



ＶＣＰＷＭ  

3-78 
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３ -１１   高速 ＰＷＭ２（ＨＰＷＭ２）  

３ -１１ -１  概 要  

本 シリーズが内 蔵 している高 速 ＰＷＭ２ （ＨＰＷＭ２ ）は、８ビットまたは１０ビット分 解 能

のＰＷＭで、８ビットの基 本 波 ＰＷＭ発 生 回 路 と２ビットの付 加 パルス発 生 回 路 から構

成 されています。  

ＨＰＷＭ２の動 作 クロックは、システムクロックまたは内 蔵 高 速 ＲＣ発 振 クロック（４０ＭＨ

ｚ）から選 択 可 能 となっており、速 い周 期 のＰＷＭ波 形 を生 成 できます。  

 

３ -１１ -２  機 能  

①  高 速 ８ビットＰＷＭモード（通 常 方 式 ）  

８ビットの基 本 波 ＰＷＭ発 生 回 路 により、８ビットＰＷＭとして動 作 します（注 １）。  

 

 ・基 本 波 周 期  ＝  ２５６×（ＨＰＷＭ２ＡＣのビット６～５で設 定 された周 期 ）  

 ・Ｈ ＩＧＨパルス幅  ＝  （ＨＰＷＭ２ＡＨの設 定 値 ＋１）×  

 （ＨＰＷＭ２ＡＣのビット６～５で設 定 された周 期 ）  

 

②  高 速 １０ビットＰＷＭモード（パルス付 加 方 式 ）  

８ビットの基 本 波 ＰＷＭ発 生 回 路 と２ビットの付 加 パルス発 生 回 路 により、１０ビット

ＰＷＭとして動 作 します（注 １）。  

 

 ・基 本 波 周 期  ＝  ２５６×（ＨＰＷＭ２ＡＣのビット６～５で設 定 された周 期 ）  

 ・全 体 周 期  ＝  基 本 波 周 期 ×４  

 ・Ｈ ＩＧＨパルス幅  ＝  （ ［ＨＰＷＭ２ＡＨ，ＨＰＷＭ２ＡＬのビット７～６］の設 定 値 ）×  

 （ＨＰＷＭ２ＡＣのビット６～５で設 定 された周 期 ）  

 

③  割 り込 みの発 生  

割 り込 み要 求 許 可 ビットがセットされている場 合 、ＰＷＭの周 期 （８ビットＰＷＭモー

ドでは基 本 波 周 期 、１０ビットＰＷＭモードでは全 体 周 期 ）毎 にベクタアドレス００ ３

３Ｈへの割 り込 み要 求 を発 生 します。  

 

④  高 速 ＰＷＭ２ （ＨＰＷＭ２ ）を制 御 するには、次 に示 す特 殊 機 能 レジスタを操 作 す

る必 要 があります。  

 

・  ＨＰＷＭ２ＡＣ，ＨＰＷＭ２ＡＬ，ＨＰＷＭ２ＡＨ，Ｐ１，Ｐ１ＤＤＲ，Ｐ１ＦＣＲ  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE8D 0000 0000 R/W HPWM2AC H2A40MON H2ACKDV H2ACKSL H2ABWSL H2ARUN H2ARLBSY H2AOVF H2AIE 

FE8E 00HH HH00 R/W HPWM2AL HPWM2AL1 HPWM2AL0 - - - - P17H2ASL P16H2ASL 

FE8F 0000 0000 R/W HPWM2AH HPWM2AH7 HPWM2AH6 HPWM2AH5 HPWM2AH4 HPWM2AH3 HPWM2AH2 HPWM2AH1 HPWM2AH0 

 

（注 １）  ＨＰＷＭ２動 作 停 止 時 、ＨＰＷＭ２出 力 はＨＩＧＨ固 定 となります。また、ＨＰＷ

Ｍ２動 作 時 、８ビットＰＷＭモード且 つＨＰＷＭ２ＡＨ＝ＦＦＨ設 定 時 、ＨＰＷＭ

２出 力 はＨＩＧＨ固 定 となり、１０ビットＰＷＭモード且 つ［ＨＰＷＭ２ＡＨ，ＨＰＷ

Ｍ２ＡＬのビット７～６ ］＝０００Ｈ設 定 時 、ＨＰＷＭ２出 力 はＬＯＷ固 定 となりま

す。  



ＨＰＷＭ２  
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３ -１１ -３  回 路 構 成  

３ - １ １ - ３ - １  ＨＰＷＭ２制 御 レジスタ（ＨＰＷＭ２ＡＣ ）   （ ８ビッ トレジスタ）  

①  内 蔵 高 速 ＲＣ発 振 回 路 の動 作 、ＨＰＷＭ２の動 作 、割 り込 みの制 御 を行 います。  

②  Ｈ２ＡＲＬＢＳＹ（ＨＰＷＭ２ＡＣのビット２ ）は、リードオンリーです。  

 

３ - １ １ - ３ - ２  ＨＰＷＭ２コンペアレジスタＬ （ＨＰＷＭ２ＡＬ ）   （ ４ビッ トレジスタ）  

①  ＨＰＷＭ２の付 加 パルスの制 御 、Ｐ１７，Ｐ１６の兼 用 出 力 機 能 の選 択 を行 います。  

 

３ - １ １ - ３ - ３  ＨＰＷＭ２コンペアレジスタＨ（ＨＰＷＭ２ＡＨ ）   （ ８ビッ トレジスタ）  

①  ＨＰＷＭ２の基 本 波 パルス幅 の制 御 を行 います。  

 

３ - １ １ - ３ - ４  ＨＰＷＭ２コンペアデータバッファレジスタ（ＨＰＷＭ２ＢＲ ）   （ １ ０ビ

ッ トバッファレジスタ）  

①  ＨＰＷＭ２のパルス幅 設 定 値 格 納 用 のバッファレジスタです。 ［ＨＰＷＭ２ＡＨ，ＨＰ

ＷＭ２ＡＬのビット７～６］の１０ビットデータを格 納 します。  

②  バッファレジスタの更 新 は以 下 のように行 われます。  

・   ＨＰＷＭ２動 作 停 止 時 （Ｈ２ＡＲＵＮ＝０）、 ［ＨＰＷＭ２ＡＨ，ＨＰＷＭ２ＡＬのビット

７～６］とＨＰＷＭ２ＢＲは同 値 となります。  

・   ＨＰＷＭ２動 作 時 （Ｈ２ＡＲＵＮ＝１）、ＨＰＷＭ２ＡＨへ書 き込 みを行 うと、リロード

待 機 フラグ（Ｈ２ＡＲＬＢＳＹ ）がセットされ、ＨＰＷＭ２ＡＬのビット７～６とＨＰＷＭ２

ＡＨへの書 き込 みは禁 止 されます。この状 態 で、次 のＰＷＭ周 期 （８ビットＰＷＭ

モードでは基 本 波 周 期 、１０ビットＰＷＭモードでは全 体 周 期 ）のオーバーフロー

信 号 が発 生 すると、［ＨＰＷＭ２ＡＨ，ＨＰＷＭ２ＡＬのビット７～６］の内 容 はＨＰＷ

Ｍ２ＢＲへリロードされ、Ｈ２ＡＲＬＢＳＹがクリアされます（注 ２）。  

（注 ２）  ＨＰＷＭ２ＡＨへの書 き込 みがリロード動 作 のトリガとなるため、更 新 データは

ＨＰＷＭ２ＡＨを最 後 に書 き込 むようにプログラムしてください。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３－１４－１  高 速 ＰＷＭ２ブロック図

Ｈ２ＡＣＫＳＬ 

セ
レ
ク
タ 

システムクロック 
 

分周器 

Ｈ２ＡＣＫＤＶ 

セ
レ
ク
タ 

基本波 

カウンタ 

（８ｂｉｔ） 

比較器 

ＨＰＷＭ２ＢＲ 

付加パルス 

カウンタ 

（２ｂｉｔ） 

デコーダ 

ＨＰＷＭ２ＢＲ 

ＯＶＦ ＯＶＦ 

Ｈ２ＡＢＷＳＬ 

セ
レ
ク
タ 

Ｈ２ＡＯＶＦ 

セット信号 

ＨＰＷＭ２ＡＬ 

ｂｉｔ７～６ ＨＰＷＭ２ＡＨ 

ＢＵＳ 

ＰＷＭ波形 

生成回路 

 

一致 

リロード信号 

生成回路 

 

書き込み信号 

リロード リロード 

Ｈ２ＡＢＷＳＬ 

Ｈ２ＡＲＬＢＳＹ信号 

（ＨＷＰＭ２ＨＲ／ＨＰＷＭ２ＡＬ 

ｂｉｔ７～６書き込み禁止） 

Ｐ１７Ｈ２ＡＳＬ 

セ
レ
ク
タ 

内蔵高速 

ＲＣ発振回路 

（４０ＭＨｚ） 

Ｈ２Ａ４０ＭＯ

Ｎ 

Ｐ１６Ｈ２ＡＳＬ 

セ
レ
ク
タ 

Ｔ１ＰＷＭＨ 

またはＢＵＺ出力 

Ｔ１ＰＷＭＬ出力 

Ｐ１７兼用出力 

Ｐ１６兼用出力 

ＨＰＷＭ２出力 

発振制御 カウントクロック 

リセット 

付加 

セット 

コンパレータ出力 
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図 ３－１４－２  ８ビットＰＷＭモードの出 力 波 形 例 （Ｈ２ＡＢＷＳＬ＝０）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３－１４－３  １０ビットＰＷＭモードの出 力 波 形 例 （Ｈ２ＡＢＷＳＬ＝１）  

 

ＨＰＷＭ２ＡＨ 

設定値＝００ｈ 

ＨＰＷＭ２ＡＨ 

設定値＝０１ｈ 

ＨＰＷＭ２ＡＨ 

設定値＝０２ｈ 

基本波周期 基本波周期 

ＨＰＷＭ２ＡＨ 

設定値＝ＦＦｈ 

※基本波周期 ＝２５６×（ＨＰＷＭ２ＡＣのビット６～５で設定された周期） 

※ＨＩＧＨパルス幅 ＝（ＨＰＷＭ２ＡＨの設定値＋１）×（ＨＰＷＭ２ＡＣのビット６～５で設定された周期） 

※基本波周期 ＝２５６×（ＨＰＷＭ２ＡＣのビット６～５で設定された周期） 

※全体周期 ＝基本波周期×４ 

※ＨＩＧＨパルス幅 ＝（［ＨＰＷＭ２ＡＨ，ＨＰＷＭ２ＡＬのｂｉｔ７～６］の設定値）×（ＨＰＷＭ２ＡＣのビット６～５で設定された周期） 

［ＨＰＷＭ２ＡＨ， 

ＨＰＷＭ２ＡＬ ｂｉｔ７～６］ 

設定値＝０００ｈ 

［ＨＰＷＭ２ＡＨ， 

ＨＰＷＭ２ＡＬ ｂｉｔ７～６］ 

設定値＝００１ｈ 

［ＨＰＷＭ２ＡＨ， 

ＨＰＷＭ２ＡＬ ｂｉｔ７～６］ 

設定値＝００２ｈ 

［ＨＰＷＭ２ＡＨ， 

ＨＰＷＭ２ＡＬ ｂｉｔ７～６］ 

設定値＝００３ｈ 

［ＨＰＷＭ２ＡＨ， 

ＨＰＷＭ２ＡＬ ｂｉｔ７～６］ 

設定値＝００４ｈ 

［ＨＰＷＭ２ＡＨ， 

ＨＰＷＭ２ＡＬ ｂｉｔ７～６］ 

設定値＝００７ｈ 

［ＨＰＷＭ２ＡＨ， 

ＨＰＷＭ２ＡＬ ｂｉｔ７～６］ 

設定値＝３ＦＦｈ 

［ＨＰＷＭ２ＡＨ， 

ＨＰＷＭ２ＡＬ ｂｉｔ７～６］ 

設定値＝００５ｈ 

［ＨＰＷＭ２ＡＨ， 

ＨＰＷＭ２ＡＬ ｂｉｔ７～６］ 

設定値＝００６ｈ 

基本波周期 基本波周期 基本波周期 基本波周期 

全体周期 

基本波周期 基本波周期 基本波周期 基本波周期 

全体周期 
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３ -１１ -４  関 連 レジスタ  

３ - １ １ - ４ - １  ＨＰＷＭ２制 御 レジスタ（ＨＰＷＭ２ＡＣ ）  

①  内 蔵 高 速 ＲＣ発 振 回 路 の動 作 、ＨＰＷＭ２の動 作 、割 り込 みの制 御 を行 います。  

②  Ｈ２ＡＲＬＢＳＹは、リードオンリーです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE8D 0000 0000 R/W HPWM2AC H2A40MON H2ACKDV H2ACKSL H2ABWSL H2ARUN H2ARLBSY H2AOVF H2AIE 

 

Ｈ２Ａ４０ＭＯＮ（ビット７ ） ：内 蔵 高 速 ＲＣ発 振 回 路 （４０ＭＨｚ）制 御  

このビットが０の時 、内 蔵 高 速 ＲＣ発 振 は停 止 します。  

このビットが１の時 、内 蔵 高 速 ＲＣ発 振 回 路 は動 作 します。  

 

Ｈ２ＡＣＫＤＶ（ビット６ ） ：ＨＰＷＭ２クロック分 周 選 択  

このビッ トが ０の時 、Ｈ２ＡＣＫＳ Ｌで選 択 されたクロックを １／１分 周 で使 用 しま

す。  

このビッ トが １の時 、Ｈ２ＡＣＫＳ Ｌで選 択 されたクロックを １／２分 周 で使 用 しま

す。  

 

Ｈ２ＡＣＫＳＬ（ビット５ ） ：ＨＰＷＭ２クロック選 択  
 

Ｈ２ＡＣＫＳＬ ＨＰＷＭ２クロック 

０ 内蔵高速ＲＣ発振クロック（４０ＭＨｚ） 

１ システムクロック（ｆＳＣＬＫ） 

 

Ｈ２ＡＢＷＳＬ（ビット４ ） ：ＨＰＷＭ２分 解 能 選 択  
 

Ｈ２ＡＢＷＳＬ ＨＰＷＭ２分解能  

０ ８ビット（通常方式） 

１ １０ビット（パルス付加方式） 

 

Ｈ２ＡＲＵＮ（ビット３ ） ：ＨＰＷＭ２動 作 制 御  

このビットが０の時 、ＨＰＷＭ２は動 作 を停 止 します。  

このビットが１の時 、ＨＰＷＭ２は所 定 の動 作 を行 います。  

 

Ｈ２ＡＲＬＢＳＹ（ビット２ ） ：ＨＰＷＭ２リロード待 機 フラグ  

ＨＰＷＭ２動 作 時 （Ｈ２ＡＲＵＮ＝１）、ＨＰＷＭ２ＡＨへ書 き込 みを行 うと、Ｈ２ＡＲ

ＬＢＳＹがセットされ、ＨＰＷＭ２ＡＬのビット７～６とＨＰＷＭ２ＡＨへの書 き込 みは

禁 止 されます。Ｈ２ＡＲＬＢＳＹがクリアされる条 件 は、  

１ ）  ＨＰＷＭ２動 作 停 止 時 （Ｈ２ＡＲＵＮ＝０）  

２ ）  Ｈ２ＡＲＬＢＳＹがセットされた後 、次 のＰＷＭ周 期 （８ビットＰＷＭモードでは

基 本 波 周 期 、１ ０ビッ ト ＰＷＭモードでは全 体 周 期 ）のオーバーフロー信

号 発 生 時  

 となります。  

 

Ｈ２ＡＯＶＦ（ビット１ ） ：ＨＰＷＭ２周 期 オーバーフローフラグ  

ＨＰＷＭ２動 作 時 （Ｈ２ＡＲＵＮ＝１ ） 、ＰＷＭ周 期 （８ビットＰＷＭモードでは基 本

波 周 期 、１０ビットＰＷＭモードでは全 体 周 期 ）のオーバーフロー信 号 発 生 毎 に

セットされます。  

このフラグは命 令 でクリアして下 さい。  
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Ｈ２Ａ ＩＥ （ビット０ ） ：ＨＰＷＭ２割 り込 み要 求 発 生 許 可 制 御  

このビットとＨ２ＡＯＶＦがともに１の時 、ベクタアドレス００ ３ ３Ｈへの割 り込 み要 求

が発 生 します。  

 

注 意 ：  

・  ＨＰＷＭ２の動 作 クロックに内 蔵 高 速 ＲＣ発 振 クロック（４０ＭＨｚ ）を使 用 する場 合 、

Ｈ２Ａ４０ＭＯＮ＝０（発 振 停 止 ）→１（発 振 開 始 ）とした後 、１０μｓｅｃ程 度 の発 振 安

定 時 間 を設 けてからＨＰＷＭ２の動 作 を開 始 してください。  

・  内 蔵 高 速 ＲＣ発 振 回 路 （４０ＭＨｚ）が動 作 状 態 （Ｈ２Ａ４０ＭＯＮ＝１）となると、数 ｍ

Ａの動 作 電 流 が常 時 流 れます。スタンバイモード時 の電 流 を低 減 する必 要 がある

場 合 には、モード突 入 前 にＨ２Ａ４０ＭＯＮ＝０（発 振 停 止 ）としてください。  

 

３ - １ １ - ４ - ２  ＨＰＷＭ２コンペアレジスタＬ （ＨＰＷＭ２ＡＬ ）  

①  ＨＰＷＭ２の付 加 パルスの制 御 、Ｐ１７，Ｐ１６の兼 用 出 力 機 能 の選 択 を行 います。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE8E 00HH HH00 R/W HPWM2AL HPWM2AL1 HPWM2AL0 - - - - P17H2ASL P16H2ASL 

 

Ｐ１７Ｈ２ＡＳＬ（ビット１ ） ：Ｐ１７兼 用 出 力 機 能 選 択  

このビットとＢＵＺＯＮ（ Ｉ ＳＬのビット３ ）の設 定 により、ポートＰ１７へ転 送 するデータ

（ブザー出 力 ／タイマ１ＰＷＭＨ出 力 ／ＨＰＷＭ２出 力 ）の選 択 を行 います。  

※  Ｐ１７端 子 から出 力 するには、この他 にＰ１７ （Ｐ１のビット７ ） ，Ｐ１７ＤＤＲ（Ｐ１Ｄ

ＤＲのビット７），Ｐ１７ＦＣＲ（Ｐ１ＦＣＲのビット７）の設 定 も必 要 です。  

Ｐ１７Ｈ２ＡＳＬ 

（ＨＰＷＭ２ＡＬ ｂｉｔ１） 

ＢＵＺＯＮ 

（ＩＳＬ ｂｉｔ３） 
Ｐ１７兼用出力選択  

０ ０ タイマ１のＰＷＭＨ出力  

０ １ ベースタイマのＢＵＺ出力  

１ － 高速ＰＷＭ２のＨＰＷＭ２出力  

 

Ｐ１６Ｈ２ＡＳＬ（ビット０ ） ：Ｐ１６兼 用 出 力 機 能 選 択  

このビットが０の時 、タイマ１のＰＷＭＬとコンパレータ出 力 のＡＮＤデータをポートＰ

１６へ転 送 します。  

このビットが１の時 、高 速 ＰＷＭ２のＨＰＷＭ２とコンパレータ出 力 のＡＮＤデータを

ポートＰ１６へ転 送 します。  

※  尚 、コンパレータ出 力 はＣＰＯＮＺ （ＶＲＣＮＴのビット５ ）＝１の時 、Ｈレベルを

出 力 します。  

※  Ｐ１６端 子 から出 力 するには、この他 にＰ１６ （Ｐ１のビット６ ） ，Ｐ１６ＤＤＲ（Ｐ１Ｄ

ＤＲのビット６），Ｐ１６ＦＣＲ（Ｐ１ＦＣＲのビット６）の設 定 も必 要 です。  

 

３ - １ １ - ４ - ３  ＨＰＷＭ２コンペアレジスタＨ（ＨＰＷＭ２ＡＨ ）  

①  ＨＰＷＭ２の基 本 波 パルス幅 の制 御 を行 います。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE8F 0000 0000 R/W HPWM2AH HPWM2AH7 HPWM2AH6 HPWM2AH5 HPWM2AH4 HPWM2AH3 HPWM2AH2 HPWM2AH1 HPWM2AH0 

 

ＨＰＷＭ２ＡＨとＨＰＷＭ２ＡＬのビット７～６の設 定 値 により、ＰＷＭ周 期 とＨ ＩＧＨパルス

幅 が以 下 のように設 定 されます。  
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＜８ビットＰＷＭモード時 （Ｈ２ＡＢＷＳＬ＝０）＞  

 ・基 本 波 周 期  ＝  ２５６×（ＨＰＷＭ２ＡＣのビット６～５で設 定 された周 期 ）  

 ・Ｈ ＩＧＨパルス幅  ＝  （ＨＰＷＭ２ＡＨの設 定 値 ＋１）×  

 （ＨＰＷＭ２ＡＣのビット６～５で設 定 された周 期 ）  

 

＜１０ビットＰＷＭモード時 （Ｈ２ＡＢＷＳＬ＝１）＞  

 ・基 本 波 周 期  ＝  ２５６×（ＨＰＷＭ２ＡＣのビット６～５で設 定 された周 期 ）  

 ・全 体 周 期  ＝  基 本 波 周 期 ×４  

 ・Ｈ ＩＧＨパルス幅  ＝  （ ［ＨＰＷＭ２ＡＨ，ＨＰＷＭ２ＡＬのビット７～６］の設 定 値 ）×  

 （ＨＰＷＭ２ＡＣのビット６～５で設 定 された周 期 ）  

 

注 意 ：  

・  ８ビットＰＷＭモード時 （Ｈ２ＡＢＷＳＬ＝０）、ＨＰＷＭ２ＡＬのビット７～６の内 容 はＨＰ

ＷＭ２の動 作 に影 響 を与 えません。  

・コンペアデータ（ＨＰＷＭ２ＡＨ、ＨＰＷＭ２ＡＬのビット７～６）のリロード動 作 の詳 細 は、

「３－１４－３－４  ＨＰＷＭ２コンペアデータバッファレジスタ」を参 照 してください。  
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３ -１２  温度 センサ（ＴＥＭＰＳ）  

３ -１２ -１  概 要  

本 シリーズは、簡 易 型 の温 度 センサを内 蔵 しており、この温 度 センサを用 いることにより、

温 度 変 化 をマイクロコンピュータで検 知 することができます。  

 

①温 度 により出 力 電 圧 が変 化 するセンサ  

②センサ出 力 電 圧 をＡＤ変 換 することでモニタ可 能  

③出 荷 選 別 時 に基 準 となるセンサ出 力 電 圧 値 を特 殊 機 能 レジスタに格 納 済 み  

 

３ -１２ -２  機 能  

①  温 度 センサ機 能  

・  温 度 によりセンサの出 力 電 圧 がリニアに変 化 します。  

・  出 力 電 圧 値 は“低 温 ＞常 温 ＞高 温 ”の関 係 で、低 温 時 が最 も高 くなります。  

・  センサの出 力 はＡＤコンバータの入 力 に接 続 可 能 なため、出 力 電 圧 値 をＡＤ変

換 することで温 度 のモニタが可 能 となります。  

 

②  温 度 センサ基 準 電 圧 値 の参 照  

・  本 マイコンの出 荷 選 別 時 に約 ６０℃時 の基 準 となるセンサの出 力 電 圧 値 を特 殊

機 能 レジスタに格 納 しており、その値 をプログラムにて参 照 できます。  

 

④  温度 センサを制 御 するには、次 に示 す特 殊 機 能 レジスタと内 部 データメモリ（ＲＡＭ）を

操 作する必要 があります。  

 

・  ＴＥＭＰＳ２ＣＮＴ，ＡＤＣＲＣ，ＡＤＭＲＣ，ＡＤＲＬＣ，ＡＤＲＨＣ  

・Ｄ２ＴＬ、Ｄ２ＴＨ、Ｄ４ＴＬ、Ｄ４ＴＨ  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FEDA 00HH HH00 R/W TEMPS2CNT TEMPS2ON FIX0 - - - - DIO2X FIX0 

FEE0 XXXX XXXX R/W D2TL D2TL7 D2TL6 D2TL5 D2TL4 D2TL3 D2TL2 D2TL1 D2TL0 

FEE1 0000 XXXX R/W D2TH D2TH7 D2TH6 D2TH5 D2TH4 D2TH3 D2TH2 D2TH1 D2TH0 

FEE2 XXXX XXXX R/W D4TL D4TL7 D4TL6 D4TL5 D4TL4 D4TL3 D4TL2 D4TL1 D4TL0 

FEE3 0000 XXXX R/W D4TH D4TH7 D4TH6 D4TH5 D4TH4 D4TH3 D4TH2 D4TH1 D4TH0 

３ -１２ -３  回 路 構 成  

３ - １ ２ - ３ - １  温 度 センサ制 御 レジスタ（ＴＥＭＰＳ２ＣＮＴ ）   （ ８ビッ トレジスタ）  

①  温 度 センサの動 作 の制 御 を行 います。  

 

３ - １ ２ - ３ - ２  温 度 センサ６０℃ダイオード２段 基 準 値 下 位 レジスタ（Ｄ２ＴＬ ）  

①  約 ６０℃時 の温 度 センサ出 力 電 圧 （ダイオード２段 ）をＡＤコンバータ（ １ ２ビット変 換

モード／基 準 電 圧 源 V R E F = ２．０ [ V ] ）にてＡＤ変 換 した値 （下 位 ８ビット ）が格 納 さ

れます。  
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３ - １ ２ - ３ - ３  温 度 センサ６０℃ダイオード２段 基 準 値 上 位 レジスタ（Ｄ２ＴＨ ）  

①  約 ６０℃時 の温 度 センサ出 力 電 圧 （ダイオード２段 ）をＡＤコンバータ（ １ ２ビット変 換

モード／基 準 電 圧 源 V R E F = ２．０ [ V ] ）にてＡＤ変 換 した値 （上 位 ４ビット ）が格 納 さ

れます。  

 

３ - １ ２ - ３ - ４  温 度 センサ６０℃ダイオード４段 基 準 値 下 位 レジスタ（Ｄ４ＴＬ ）  

①  約 ６０℃時 の温 度 センサ出 力 電 圧 （ダイオード４段 ）をＡＤコンバータ（ １ ２ビット変 換

モード／基 準 電 圧 源 V R E F = ４．０ [ V ] ）にてＡＤ変 換 した値 （下 位 ８ビット ）が格 納 さ

れます。  

 

３ - １ ２ - ３ - ５  温 度 センサ６０℃ダイオード４段 基 準 値 上 位 レジスタ（Ｄ４ＴＨ ）  

①  約 ６０℃時 の温 度 センサ出 力 電 圧 （ダイオード４段 ）をＡＤコンバータ（ １ ２ビット変 換

モード／基 準 電 圧 源 V R E F = ４．０ [ V ] ）にてＡＤ変 換 した値 （上 位 ４ビット ）が格 納 さ

れます。  

 

 

３ - １ ２ - ３ - ６  温 度 センサ  

①  温 度 により出 力 電 圧 が変 化 するセンサです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３－１０－１   温 度 センサのブロック図  

 

３ -１２ -４  関 連 レジスタ  

３ - １ ２ - ４ - １  温 度 センサ制 御 レジスタ（ＴＥＭＰＳ ２ＣＮＴ ）  

①  温 度 センサの動 作 の制 御 を行 う８ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FEDA 00HH HH00 R/W TEMPS2CNT TEMPS2ON FIX0 - - - - DIO2X FIX0 

 

ＴＥＭＰＳ２ＯＮ（ビット７ ） ：温 度 センサ動 作 制 御 （手 動 ）  

このビットが“０ ”の時 、温 度 センサは動 作 停 止 となります。  

このビットが“１ ”の時 、温 度 センサは動 作 状 態 となります。  

ＴＥＭＰＳ２ＣＮＴ 

 

温度センサ 
ON/OFF 

TEMPS２ON 
ＡＤコンバータへ 

６０℃ダイオード４段基準値上位 

６０℃ダイオード４段基準値下位 

 

６０℃ダイオード２段基準値上位 

６０℃ダイオード２段基準値下位 

Ｄ４ＴＨ 

Ｄ４ＴＬ 

Ｄ２ＴＨ 

Ｄ２ＴＬ 

ADスタート 

AN15 選択 

Ｂ
Ｕ
Ｓ 
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※アナログ入 力 チャネルのＡＮ１５を選 択 してＡＤ動 作 をスタートさせた場 合

には、自 動 的 に温 度 センサがＯＮし、ＡＤ動 作 の終 了 で自 動 的 にＯＦＦ

します。  

 

 ＤＩＯ２Ｘ（ビット１ ） ：温 度 センサダイオード段 数 選 択  

このビットが“０ ”の時 、温 度 センサはダイオード４段 になります。  

このビットが“１ ”の時 、温 度 センサはダイオード２段 になります。  

 

 

Ｆ ＩＸ０ （ビット６，０ ） ：テスト用 ビット  

このビットはテスト用 です。必 ず“０”で使 用 してください。  

 

注 意 ：  

①  温 度 センサが動 作 状 態 （ ＴＥＭＰＳ ２ＯＮ＝“ １ ” ） となると、数 百 μＡの動 作 電 流 が

常 時 流 れます。  

※  ①の状 態 でスタンバイモードに突 入 しても、温 度 センサは動 作 し続 けます。電 流 を

低 減 する必 要 がある場 合 には、スタンバイモードに突 入 する前 にＴＥＭＰＳ２ＯＮ＝

“０”にクリアして、温 度 センサの動 作 を停 止 してください。  

 

３ - １ ２ - ４ - ２  温 度 センサ６０℃ダイオード２段 基 準 値 下 位 レジスタ（Ｄ２ＴＬ ）  

①約 ６０℃時 の温 度 センサ出 力 電 圧 （ダイオード２段 ）をＡＤコンバータ（１２ビッ  

ト変 換 モード／基 準 電 圧 源 V R E F = ２ ． ０ [ V ] ）にてＡＤ変 換 した値 （下 位 ８ビット ）が

格 納 される８ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FEE0 XXXX XXXX R/W D2TL D2TL7 D2TL6 D2TL5 D2TL4 D2TL3 D2TL2 D2TL1 D2TL0 

 

３ - １ ２ - ４ - ３  温 度 センサ６０℃ダイオード２段 基 準 値 上 位 レジスタ（Ｄ２ＴＨ ）  

①約 ６０℃時 の温 度 センサ出 力 電 圧 （ダイオード２段 ）をＡＤコンバータ（１２ビッ  

ト変 換 モード／基 準 電 圧 源 V R E F = ２ ． ０ [ V ] ）にてＡＤ変 換 した値 （上 位 ４ビット ）が

格 納 される８ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FEE1 0000 XXXX R/W D2TH D2TH7 D2TH6 D2TH5 D2TH4 D2TH3 D2TH2 D2TH1 D2TH0 

 

３ - １ ２ - ４ - ４  温 度 センサ６０℃ダイオード４段 基 準 値 下 位 レジスタ（Ｄ ４ＴＬ ）  

①約 ６０℃時 の温 度 センサ出 力 電 圧 （ダイオード４段 ）をＡＤコンバータ（１２ビッ  

ト変 換 モード／基 準 電 圧 源 V R E F = ４ ． ０ [ V ] ）にてＡＤ変 換 した値 （下 位 ８ビット ）が

格 納 される８ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FEE2 XXXX XXXX R/W D4TL D4TL7 D4TL6 D4TL5 D4TL4 D4TL3 D4TL2 D4TL1 D4TL0 

 

３ - １ ２ - ４ - ５  温 度 センサ６０℃ダイオード４段 基 準 値 上 位 レジスタ（Ｄ ４ＴＨ ）  

①約 ６０℃時 の温 度 センサ出 力 電 圧 （ダイオード４段 ）をＡＤコンバータ（１２ビッ  

ト変 換 モード／基 準 電 圧 源 V R E F = ４ ． ０ [ V ] ）にてＡＤ変 換 した値 （上 位 ４ビット ）が

格 納 される８ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FEE3 0000 XXXX  R/W D4TH D4TH7 D4TH6 D4TH5 D4TH4 D4TH3 D4TH2 D4TH1 D4TH0 
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３ -１２ -５  温 度 センサの使 用 例  

①温 度 センサの設 定  

・  ＴＥＭＰＳＣＮＴ＝“８０ｈ ”を書 き込 み、温 度 センサを動 作 状 態 とする。  

温 度 センサの自 動 ＯＮ／ＯＦＦを使 用 する場 合 には、この設 定 は不 要 です。  

 

②ＡＤコンバータの設 定  

・  ＡＤＭＲＣとＡＤＲＬＣレジスタに値 を書 き込 み、１ ２ビットＡＤ変 換 モードと最 適 なＡＤ

変 換 時 間 を設 定 する。  

・  ＡＤＣＲＣ＝“ Ｆ ４ ｈ／Ｆ５ ｈ ” （割 り込 み要 求 発 生 あり／なし）を書 き込 み、温 度 センサ

出 力 をＡＤコンバータの入 力 へ接 続 し、ＡＤ変 換 を開 始 する。  

 

③温 度 の検 出  

・  ＡＤ変 換 終 了 後 、ＡＤＲＬＣとＡＤＲＨＣレジスタよりＡＤ変 換 値 と約 ６０℃時 の温 度 セ

ンサの基 準 電 圧 値 が格 納 されているデータメモリ（Ｄ２ＴＬ、Ｄ２ＴＨ、Ｄ４ＴＬ、Ｄ４ＴＨ）

を用 いて温 度 の算 出 を行 う。  
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４ 制御機能  

 

４ -１ 割 り込み機能  

４ -１ -１  概 要  

本 シリーズは、低 レベル（Ｌ ） ，高 レベル（Ｈ） ，最 高 レベル（Ｘ ）の３レベルの多 重 割 り込

み制 御 機 能 を持 っています。  

マスタ割 り込 み許 可 レジスタ，割 り込 み優 先 制 御 レジスタで、割 り込 みの許 可 や割 り込

み優 先 順 位 の指 定 を行 います。  

 

４ -１ -２  機 能  

①割 り込 み動 作  

・周 辺 モジュールは、それぞれの割 り込 み要 求 フラグと割 り込 み要 求 許 可 フラグが

ともに“１ ”になると、所 定 のベクタアドレスに対 する割 り込 み要 求 を発 生 します。  

・周 辺 モジュールからの割 り込 み要 求 を受 けると、割 り込 みレベル，優 先 順 位 ，割

り込 み許 可 状 態 を判 断 します。その結 果 、割 り込 みを受 け付 ける場 合 には、ＰＣ

の値 をスタックに待 避 し、あらかじめ決 められているベクタアドレスに分 岐 します。  

・割 り込 みルーチンからの復 帰 は、ＲＥＴ Ｉ命 令 により行 われ、ＰＣと割 り込 みレベル

が以 前 の状 態 に戻 ります。  

 

②多 重 割 り込 み制 御  

・低 レベル（Ｌ ） ，高 レベル（Ｈ） ，最 高 レベル（Ｘ ）の３つの割 り込 みレベルがあり、割

り込 み処 理 中 に同 一 レベルまたは下 位 のレベルの割 り込 み要 求 が入 っても受 け

付 けられません。  

 

③割 り込 みの優 先  

・ ２つ以 上 のベクタアドレスへの割 り込 み要 求 が同 時 に発 生 した場 合 、レベルの高

いものが優 先 されます。また、同 一 レベルでは、飛 び先 ベクタアドレスの小 さい方

の割 り込 みが優 先 されます。  

 

④割 り込 み要 求 許 可 受 け付 け制 御  

・マスタ割 り込 み許 可 レジスタで、ＨレベルとＬレベルの割 り込 み要 求 受 け付 けの許

可 ／禁 止 の制 御 ができます。  

・Ｘレベルの割 り込 み要 求 受 け付 けの禁 止 はできません。  

 

⑤割 り込 み受 け付 け禁 止 期 間  

・ ＩＥ （ ＦＥ０８Ｈ）， Ｉ Ｐ（ ＦＥ０９Ｈ）レジスタ書 き込 み，ホールド解 除 後 の２Ｔｃｙ ｃの期 間 、

割 り込 みは受 け付 けられません。  

・ ＰＣＯＮ（ＦＥ０７Ｈ）レジスタ書 き込 み命 令 と次 の命 令 の実 行 の間 には割 り込 みは

かかりません。  

・ＲＥＴ Ｉ命 令 と次 の命 令 の実 行 の間 には割 り込 みはかかりません。  
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⑥割 り込 みレベル制 御  

・ベクタアドレス単 位 で割 り込 みレベルの選 択 ができます。  

 

割 り込 み一 覧  

Ｎｏ． ベクタ 選択レベル 割り込み要因 

１ ００００３Ｈ ＸまたはＬ ＩＮＴ０ 

２ ００００ＢＨ ＸまたはＬ ＩＮＴ１ 

３ ０００１３Ｈ ＨまたはＬ ＩＮＴ２／Ｔ０Ｌ／ＩＮＴ４ 

４ ０００１ＢＨ ＨまたはＬ ＩＮＴ３／ベースタイマ 

５ ０００２３Ｈ ＨまたはＬ Ｔ０Ｈ 

６ ０００２ＢＨ ＨまたはＬ Ｔ１Ｌ／Ｔ１Ｈ 

７ ０００３３Ｈ ＨまたはＬ  ＨＰＷＭ２Ａ 

８ ０００３ＢＨ ＨまたはＬ ＳＩＯ１ 

９ ０００４３Ｈ ＨまたはＬ ＡＤＣ 

１０ ０００４ＢＨ ＨまたはＬ ポート０／ＶＣＰＷＭ 

・優 先 レベル  Ｘ＞Ｈ＞Ｌ  

・同 一 レベルではベクタアドレスの小 さいものが優 先  

 

⑦割 り込 みの許 可 や割 り込 み優 先 順 位 の指 定 を行 うには、次 に示 す特 殊 機 能 レジス

タを操 作 する必 要 があります。  

 

・ ＩＥ， ＩＰ  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE08 0000 HH00 R/W IE IE7 XFLG HFLG LFLG - - XCNT1 XCNT0 

FE09 0000 0000 R/W IP IP4B IP43 IP3B IP33 IP2B IP23 IP1B IP13 

 

 

４ -１ -３  回 路 構 成  

４ -１ -３ -１   マスタ割 り込 み許 可 制 御 レジスタ（ ＩＥ ）   （ ６ビットレジスタ）  

①Ｈレベル，Ｌレベルの割 り込 みの許 可 ／禁 止 を行 う。  

②割 り込 みレベルフラグの状 態 を読 める。  

③ベクタアドレス００００３Ｈ，００００ＢＨの割 り込 みのレベル切 換 （Ｌ／Ｘ）を行 う。  

 

４ -１ -３ -２   割 り込 み優 先 制 御 レジスタ（ ＩＰ ）   （ ８ビットレジスタ）  

①ベクタアドレス０００１３Ｈ～０００４ＢＨの割 り込 みのレベル切 換 （Ｈ／Ｌ）を行 う。  
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４ -１ -４  関 連 レジスタ  

４ -１ -４ -１   マスタ割 り込 み許 可 制 御 レジスタ（ ＩＥ ）  

①割 り込 みの制 御 を行 う６ビットのレジスタで、ビット６～４はＲ／Ｏです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE08 0000 HH00 R/W IE IE7 XFLG HFLG LFLG - - XCNT1 XCNT0 

 

Ｉ Ｅ７ （ビット７ ） ：Ｈレベル，Ｌレベルの割 り込 みの許 可 ／禁 止 制 御  

・このビットが１の時 、Ｈレベル，Ｌレベルの割 り込 み要 求 の受 付 が許 可 されま

す。  

・このビットが０の時 、Ｈレベル，Ｌレベルの割 り込 み要 求 の受 付 が禁 止 されま

す。  

・ このビットの値 にかかわらず、Ｘレベルの割 り込 み要 求 の受 付 は許 可 されて

います。  

 

ＸＦＬＧ（ビット６ ） ：Ｘレベル割 り込 みフラグ（Ｒ／Ｏ）  

・Ｘレベルの割 り込 みが受 け付 けられると、このビットがセットされ、Ｘレベルの割

り込 みから復 帰 すると、このビットがリセットされます。  

・このビットは読 み出 し専 用 です。このビットの値 を命 令 で直 接 、書 き換 えるこ

とはできません。  

 

ＨＦＬＧ（ビット５ ） ：Ｈレベル割 り込 みフラグ（Ｒ／Ｏ）  

・ Ｈレベルの割 り込 みが受 け付 けられると、このビットがセットされ、Ｈレベルの

割 り込 みから復 帰 すると、このビットがリセットされます。  

・このビットは読 み出 し専 用 です。このビットの値 を命 令 で直 接 、書 き換 えるこ

とはできません。  

 

ＬＦＬＧ（ビット４ ） ：Ｌレベル割 り込 みフラグ（Ｒ／Ｏ）  

・Ｌレベルの割 り込 みが受 け付 けられると、このビットがセットされ、Ｌレベルの割

り込 みから復 帰 すると、このビットがリセットされます。  

・このビットは読 み出 し専 用 です。このビットの値 を命 令 で直 接 、書 き換 えるこ

とはできません。  

 

（ビット３，２ ） ：存 在 しません。読 むと“１ ”が読 まれます。  

 

ＸＣＮＴ１（ビット１ ） ： ００ ００ＢＨ割 り込 みレベル制 御 フラグ  

・ このビットが１の時 、ベクタアドレス００ ０ ０ ＢＨへの割 り込 みはＬレベルとなりま

す。  

・ このビットが０の時 、ベクタアドレス００ ０ ０ ＢＨへの割 り込 みはＸレベルとなりま

す。  

 

ＸＣＮＴ０（ビット０ ） ： ００ ００３Ｈ割 り込 みレベル制 御 フラグ  

・ このビットが１の時 、ベクタアドレス００ ０ ０ ３Ｈへの割 り込 みはＬレベルとなりま

す。  

・ このビットが０の時 、ベクタアドレス００ ０ ０ ３Ｈへの割 り込 みはＸレベルとなりま

す。  
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４ -１ -４ -２   割 り込 み優 先 制 御 レジスタ（ ＩＰ ）  

①ベクタアドレス０００１３Ｈ～０００４ＢＨの割 り込 みのレベル切 替 （Ｈ／Ｌ）を行 う８ビットの

レジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE09 0000 0000 R/W IP IP4B IP43 IP3B IP33 IP2B IP23 IP1B IP13 

 

 対象割り込み 

ベクタアドレス 
ＩＰのビット 

 
割り込みレベル 

値 

７ ０００４ＢＨ ＩＰ４Ｂ 
０ Ｌレベル 

１ Ｈレベル 

６ ０００４３Ｈ ＩＰ４３ 
０ Ｌレベル 

１ Ｈレベル 

５ ０００３ＢＨ ＩＰ３Ｂ 
０ Ｌレベル 

１ Ｈレベル 

４ ０００３３Ｈ ＩＰ３３ 
０ Ｌレベル 

１ Ｈレベル 

３ ０００２ＢＨ ＩＰ２Ｂ 
０ Ｌレベル 

１ Ｈレベル 

２ ０００２３Ｈ ＩＰ２３ 
０ Ｌレベル 

１ Ｈレベル 

１ ０００１ＢＨ ＩＰ１Ｂ 
０ Ｌレベル 

１ Ｈレベル 

０ ０００１３Ｈ ＩＰ１３ 
０ Ｌレベル 

１ Ｈレベル 
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４ -２  システムクロック発 生 機 能  

 

４ -２ -１  概 要  

本 シリーズは、システムクロック発 生 回 路 として、メインクロック発 振 回 路 ，サブクロック発

振 回 路 ，低 速 ＲＣ発 振 回 路 ，中 速 ＲＣ発 振 回 路 ，高 速 ＲＣ発 振 回 路 の５系 統 の発 振

回 路 を内 蔵 しています。このうち、低 速 ＲＣ発 振 回 路 ，中 速 ＲＣ発 振 回 路 ，高 速 ＲＣ発

振 回 路 は抵 抗 とコンデンサを内 蔵 しており、外 付 け回 路 が不 要 です。  

これら５種 類 のクロックからプログラムでシステムクロックを選 択 します。  

 

４ -２ -２  機 能  

①  システムクロック選 択  

・ メインクロック発 振 ，サブクロック発 振 ，低 速 ＲＣ発 振 ，中 速 ＲＣ発 振 ，高 速 ＲＣ発

振 の５系 統 の発 振 クロックからプログラムでシステムクロックを選 択 します。  

 

②  システムクロック分 周  

・システムクロックに選 択 された発 振 クロックを分 周 して、システムクロックとして供 給

します。  

・分 周 回 路 は２段 階 で構 成 されています。  

  １段 目 は、
1
1  または  

2
1  の選 択 ができます。  

  ２段 目 は、
1
1 ，

2
1 ，

4
1 ，

8
1 ，

16
1 ，

32
1 ，

64
1 ，

128
1  の選 択 ができます。  

 

③  発 振 回 路 の制 御  

・命 令 で、上 記 ５系 統 の発 振 の停 止 ／許 可 を独 立 に制 御 できます。但 し、メインク

ロック発 振 回 路 とサブクロック発 振 回 路 は兼 用 端 子 （ＣＦ１／ＸＴ１，ＣＦ２／ＸＴ２）

となっており、２系 統 を同 時 に使 用 することはできません。  

 

④  入 出 力 端 子 兼 用 機 能  

・ Ｃ Ｆ発 振 端 子 ／水 晶 発 振 端 子 （ＣＦ１／ＸＴ１，ＣＦ２／ＸＴ２ ）は、汎 用 入 出 力 ポ

ートとして使 用 できます。  

 

⑤  モード毎 の発 振 回 路 の状 態  
 

モード／クロック メインクロック サブクロック 
低速ＲＣ発振  

（注１） 
中速ＲＣ発振  高速ＲＣ発振  システムクロック 

リセット 停止  停止  停止  動作  停止  中速ＲＣ発振  

通常動作  プログラマブル プログラマブル プログラマブル プログラマブル プログラマブル プログラマブル 

ホルト 突入時の状態  突入時の状態  突入時の状態  突入時の状態  突入時の状態  突入時の状態  

ホールド 停止  停止  停止  停止  停止  停止  

ホールド解除直後  突入時の状態  突入時の状態  動作（注２） 動作（注２） 停止  
中速ＲＣまたは 

低速ＲＣ発振  

Ｘ’ｔａｌホールド 停止  突入時の状態  停止（注３） 停止  停止  停止  

Ｘ’ｔａｌホールド解除直後  突入時の状態  突入時の状態  突入時の状態  突入時の状態  突入時の状態  突入時の状態  
 

各 モードの突 入 方 法 ／解 除 方 法 については「４－３  スタンバイ機 能 」を参 照 してくださ

い。  
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（注 １）  低 速 ＲＣ発 振 は、ウォッチドッグタイマからも直 接 発 振 が制 御 され、スタンバイモ

ード時 の発 振 の制 御 も行 われます。詳 しくは「 ４－６  ウォッチドッグタイマ」を参

照 してください。  

（注 ２）  ホールドモード突 入 時 の発 振 制 御 レジスタ３ （ＯＣＲ３ ）のビット１の値 により、ホー

ルドモード解 除 後 、中 速 ＲＣ発 振 または低 速 ＲＣ発 振 が自 動 的 に発 振 許 可 さ

れシステムクロックとなります。  

（注 ３）  ベースタイマの入 力 クロックに低 速 ＲＣ発 振 を選 択 した状 態 でベースタイマを動

作 させ、Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホールドモードに突 入 すると、低 速 ＲＣ発 振 は突 入 時 の状 態 を

保 持 します。  

 

⑥  システムクロックを制 御 するには、次 に示 す特 殊 機 能 レジスタを操 作 する必 要 があり

ます。  

 

・  ＰＣＯＮ，ＣＬＫＤＩＶ，ＯＣＲ，ＸＴ２ＰＣ，ＯＣＲ３  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE07 HHHH H000 R/W PCON - - - - - XTIDLE PDN IDLE 

FE0C HHHH H000 R/W CLKDIV - - - - - CLKDV2 CLKDV1 CLKDV0 

FE0E 0000 XX00 R/W OCR CLKSGL EXTOSC CLKCB5 CLKCB4 XT2IN XT1IN RCSTOP CFSTOP 

FE43 HH00 0000 R/W XT2PC - - XT1DR XT1DT XTCFSEL XT2CMOS XT2DR XT2DT 

FE7C 0000 0000 R/W OCR3 FRCSEL FRCSTART OCR3B5 OCR3B4 OCR3B3 FIX0 SRCSEL SRCSTART 

 

４ -２ -３  回 路 構 成  

４ - ２ - ３ - １  メインクロック発 振 回 路  

①  ＣＦ１／ＸＴ１，ＣＦ２／ＸＴ２端 子 にセラミック発 振 子 と容 量 を接 続 し、ＯＣＲレジスタと

ＸＴ２ＰＣレジスタを制 御 することにより発 振 が可 能 になります。  

②  ＣＦ１／ＸＴ１，ＣＦ２／ＸＴ２端 子 のデータをＯＣＲレジスタのビット２，３として読 むことが

できます。  

③  メインクロック、サブクロック、汎 用 入 力 ポートとして使 用 しない場 合 、汎 用 入 力 ポート

仕 様 に選 択 し、ＣＦ１／ＸＴ１端 子 、ＣＦ２／ＸＴ２端 子 を、Ｈ ＩＧＨレベル、または、ＬＯ

Ｗレベルに固 定 してください。  

 

●リセット 
・ メインクロック停止 
・ サブクロック停止 
・ 低速ＲＣ発振停止 
・ 中速ＲＣ発振動作 
・ 高速ＲＣ発振停止 

●通常動作モード（注１） 
・ それぞれの発振の動作／停止
はプログラマブル。 

●ホルトモード（注１） 
・ それぞれの発振の状態は、突
入時の状態を保持。 

●Ｘ’ｔ ａ ｌ ホールド（注１） 
・ メインクロックと低速／中速／
高速ＲＣ発振は停止し、サブ
クロックは突入時の状態を保
持。（注３） 
・ ＯＣＲ，ＯＣＲ３レジスタの内容
は変わらない。 
・ システムクロックとしてサブクロ
ックまたは低速／中速／高速
ＲＣ発振のいずれかを選び、
このモードに突入する。 
・ 解除時、発振は突入時の状
態に戻る。 

●ホールドモード（注１） 
・ 全ての発振は停止 
・  ＯＣＲ３レジスタのビット１が
“１”の場合、ＯＣＲ３レジスタ
のビット０がセットされ、ＯＣＲ
レジスタのビット４，５がクリアさ
れるため、解除時は低速ＲＣ
発振が動作し、システムクロッ
クとなる。 
・  ＯＣＲ３レジスタのビット１が
“０”の場合、ＯＣＲレジスタの
ビット１，４，５がクリアされるた
め、解除時は中速ＲＣ発振が
動作し、システムクロックとな
る。 
・  ＯＣＲ３レジスタのビット６がク
リアされるため、解除時、高速
ＲＣ発振は停止となる。 
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４ - ２ - ３ - ２  サブクロック発 振 回 路  

①  ＣＦ１／ＸＴ１，ＣＦ２／ＸＴ２端 子 に水 晶 発 振 子 （標 準 ３２．７６８ ｋＨｚ ）と容 量 ，ダンピ

ング抵 抗 を接 続 し、ＯＣＲレジスタとＸＴ２ＰＣレジスタを制 御 することにより発 振 が可 能

になります。  

②  ＣＦ２／ＸＴ２端 子 のデータを発 振 制 御 レジスタ（ＯＣＲ）のビット３として読 むことができ

ます。ＣＦ１／ＸＴ１端 子 のデータはＯＣＲレジスタのビット２には読 み込 まれません。  

 

③  メインクロック、サブクロック、汎 用 入 力 ポートとして使 用 しない場 合 、汎 用 入 力 ポート

仕 様 に選 択 し、ＣＦ１／ＸＴ１端 子 、ＣＦ２／ＸＴ２端 子 を、Ｈ ＩＧＨレベル、または、ＬＯ

Ｗレベルに固 定 してください。  

 

４ - ２ - ３ - ３  内 蔵 低 速 ＲＣ発 振 回 路  

①  内 蔵 の抵 抗 と容 量 により（標 準 ３０ｋＨｚ ）発 振 します。  

②  低 速 ＲＣ発 振 は、低 消 費 、低 速 動 作 用 に使 用 するシステムクロックです。  

 

４ - ２ - ３ - ４  内 蔵 中 速 ＲＣ発 振 回 路  

①  内 蔵 の抵 抗 と容 量 により（標 準 １ＭＨｚ）発 振 します。  

②  リセッ ト解 除 後 は中 速 ＲＣ発 振 クロックがシステムクロックとなり 、ホールドモード解 除

後 はホールドモード突 入 時 の発 振 制 御 レジスタ３ （ＯＣＲ３ ）のビット１の値 により、中

速 ＲＣ発 振 または低 速 ＲＣ発 振 クロックがシステムクロックとなります。  

 

４ - ２ - ３ - ５  内 蔵 高 速 ＲＣ発 振 回 路  

①  内 蔵 の抵 抗 と容 量 により発 振 します。  

②  高 速 ＲＣ発 振 は、高 速 動 作 用 に使 用 するシステムクロックです。  

 

４ - ２ - ３ - ６  パワー制 御 レジスタ（ＰＣＯＮ ）  （ ３ビッ トレジスタ）  

①  動 作 モード（通 常 ／ホルト／ホールド／Ｘ’ ｔ ａ ｌホールド）を設 定 します。  

 

４ - ２ - ３ - ７  発 振 制 御 レジスタ（ＯＣＲ ）  （ ８ビッ トレジスタ）  

①  メインクロック／サブクロック／中 速 ＲＣ発 振 回 路 の動 作 停 止 ／開 始 の制 御 を行 いま

す。  

②  システムクロックの選 択 を行 います。  

③  システムクロックに使 用 する発 振 クロックの分 周 比 を  

1
1  または  

2
1  に選 択 できます。  

④  ＣＦ１／ＸＴ１，ＣＦ２／ＸＴ２端 子 のデータをビット２，３として読 むことができます。  

 

４ - ２ - ３ - ８  発 振 制 御 レジスタ２ （ＸＴ２ＰＣ ）  （ ６ビッ トレジスタ）  

①  メインクロック発 振 回 路 の機 能 制 御 を行 います。  

②  ＣＦ１／ＸＴ１，ＣＦ２／ＸＴ２端 子 の汎 用 入 出 力 の制 御 を行 います。  

 

４ - ２ - ３ - ９  発 振 制 御 レジスタ３ （ＯＣＲ３ ）  （ ８ビッ トレジスタ）  

①  低 速 ／高 速 ＲＣ発 振 回 路 の動 作 停 止 ／開 始 の制 御 を行 います。  

②  ＲＣクロックセレクタと高 速 クロックセレクタの制 御 を行 います。  

 

４ - ２ - ３ - １ ０  システムクロック分 周 制 御 レジスタ（ＣＬＫＤ ＩＶ ）  （ ３ビッ トレジスタ）  

①  システムクロック分 周 回 路 の制 御 を行 います。  

分 周 比 は
1
1 ，

2
1 ，

4
1 ，

8
1 ，

16
1 ，

32
1 ，

64
1 ，

128
1  の設 定 が可 能 です。  
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図 ４－２－１   システムクロック発 生 回 路 ブロック図  
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４ -２ -４  関 連 レジスタ  

４ - ２ - ４ - １  パワー制 御 レジスタ（ＰＣＯＮ ）  （ ３ビッ トレジスタ）  

①  動 作 モード（通 常 ／ホルト／ホールド／Ｘ ’ ｔ ａ ｌホールド ）を設 定 する３ビットのレジスタ

です。  

・各 モードの突 入 方 法 ／解 除 方 法 については「４－３  スタンバイ機 能 」を参 照 してくだ

さい。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE07 HHHH H000 R/W PCON - - - - - XTIDLE PDN IDLE 

 

（ビット７～３） ：存 在 しません。読 むと“１ ”が読 まれます。  

 

ＸＴ ＩＤＬＥ（ビット２ ） ：Ｘ ’ ｔ ａ ｌホールドモード設 定 フラグ  

ＰＤＮ（ビット１ ） ：ホールドモード設 定 フラグ  

XTIDLE PDN 動作モード 

－ ０ 通常動作またはホルトモード 

０ １ ホールドモード 

１ １ Ｘ’ｔａｌホールドモード 

①  これらのビットのセットは命 令 で行 います。  

・  ホールドモードに突 入 すると全 ての発 振 （メインクロック，サブクロック，

低 速 ／中 速 ／高 速 ＲＣ）が停 止 し、関 連 するレジスタが下 記 のように

なります。  

ＯＣＲ３レジスタのビット１が“ １ ”の場 合 、ＯＣＲ３レジスタのビット０がセッ

トされ、ＯＣＲレジスタのビット４，５とＯＣＲ３レジスタのビット６がクリアさ

れます。  

ＯＣＲ３レジスタのビット１が“ ０ ”の場 合 、ＯＣＲレジスタのビット１，４，５

とＯＣＲ３レジスタのビット６がクリアされます。  

・  ホールドモード復 帰 後 、ＯＣＲ，ＯＣＲ３レジスタの値 により、中 速 ＲＣま

たは低 速 ＲＣは発 振 を開 始 しシステムクロックとなります。  

また、メインクロックとサブクロックはホールドモード突 入 前 の状 態 となり、

高 速 ＲＣは発 振 を停 止 します。  
 

・  Ｘ ’ ｔ ａ ｌホールドモードに突 入 するとサブクロック以 外 の発 振 （メインクロ

ック，低 速 ／中 速 ／高 速 ＲＣ）は停 止 しますが、ＯＣＲ，ＯＣＲ３レジス

タは変 化 しません。但 し、ベースタイマの入 力 クロックに低 速 ＲＣを選

択 した状 態 でベースタイマを動 作 させ、Ｘ ’ ｔ ａ ｌホールドモードに突 入

すると、低 速 ＲＣは突 入 時 の状 態 を保 持 します。  

・  Ｘ ’ ｔ ａ ｌホールドモード復 帰 後 、メインクロックの発 振 安 定 時 間 がとれな

いので、Ｘ ’ ｔ ａ ｌホールドモード突 入 時 のシステムクロックはサブクロック

または低 速 ／中 速 ／高 速 ＲＣのいずれかにする必 要 があります。  

・  通 常 Ｘ’ ｔ ａ ｌホールドモードは、低 消 費 電 流 時 計 カウント用 に使 用 す

る為 、突 入 前 にシステムクロックをサブクロックまたは低 速 ＲＣに切 り換

え、メインクロックと中 速 ／高 速 ＲＣ発 振 を停 止 したほうが、より低 消

費 電 流 となります。  

②  ＸＴ ＩＤＬＥのクリアは命 令 で行 います。  

③  ＰＤＮのクリアは、ホールド解 除 信 号 （ ＩＮＴ０， ＩＮＴ１， ＩＮＴ２， ＩＮＴ４，ポ

ート０割 り込 み、ベースタイマ割 り込 み、ＣＶＤ割 り込 み）の発 生 、または

リセット信 号 で行 われます。  

④  ＰＤＮがセットされると自 動 的 にビット０もセットされます。  
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ＩＤＬＥ（ビット０ ） ：ホルトモード設 定 フラグ  

①  このビットをセットするとホルトモードに入 ります。  

②  ビット１がセットされると自 動 的 にこのビットもセットされます。  

③  インタラプ ト要 求 の受 付 、またはリセッ ト信 号 でこのビッ トはク リアされま

す。  

 

注 意 ：  

・  低 速 ＲＣ発 振 は、ウォッチドッグタイマからも直 接 発 振 が制 御 され、スタンバイモード

時 の発 振 の制 御 も行 われます。詳 しくは「４－６  ウォッチドッグタイマ」を参 照 してくだ

さい。  

 

４ - ２ - ４ - ２  発 振 制 御 レジスタ（ＯＣＲ ）  （ ８ビッ トレジスタ）  

①  システムクロック分 周 選 択 ，発 振 回 路 の動 作 制 御 ，システムクロックの選 択 ，ＣＦ１／

ＸＴ１，ＣＦ２／ＸＴ２端 子 のデータの読 み込 みを行 う８ビットのレジスタです。読 み出 し

専 用 のビット３，２以 外 は読 み／書 き可 能 です。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE0E 0000 XX00 R/W OCR CLKSGL EXTOSC CLKCB5 CLKCB4 XT2IN XT1IN RCSTOP CFSTOP 

 

ＣＬＫＳＧＬ（ビット７ ） ：システムクロック分 周 選 択  

①  このビットが“１ ”の時 、ビット４，５で選 択 されたクロックを直 接 システムクロ

ックとして使 用 します。  

②  このビットが“０ ”の時 、ビット４，５で選 択 されたクロック周 波 数 の
2
1 のクロッ

クをシステムクロックとして使 用 します。  

 

ＥＸＴＯＳＣ（ビット６ ） ：ＣＦ１／ＸＴ１，ＣＦ２／ＸＴ２機 能 制 御  

①  このビットが“ １ ”で、ＣＦＳＴＯＰ（ビット０ ）が“１ ”の時 、ＣＦ１／ＸＴ１，ＣＦ２

／ＸＴ２端 子 がサブクロック発 振 用 の端 子 になり、水 晶 発 振 子 （標 準 ３２．

７６８ ｋＨｚ ）と容 量 ，ダンピング抵 抗 を接 続 することにより発 振 可 能 になり

ます。また、この時 ＯＣＲレジスタを読 むと、ビット３ではＸＴ２端 子 のデータ

が読 め、ビット２では“０”が読 めます。  

②  このビットが“０ ”でＸＴＣＦＳＥＬ（ＸＴ２ＰＣレジスタのビット３ ）が“１ “の時 、

ＣＦ１／ＸＴ１，ＣＦ２／ＸＴ２端 子 がメインクロック発 振 用 の端 子 になり、セ

ラミック発 振 子 と容 量 、帰 還 抵 抗 、ダンピング抵 抗 を接 続 することにより

発 振 可 能 になります。メインクロック発 振 の動 作 と停 止 はＣＦＳＴＯＰ（ビ

ット０ ）で制 御 します。また、ＯＣＲレジスタを読 むと、ビット３ではＣＦ２／Ｘ

Ｔ２発 振 の端 子 のデータが読 め、ビット２ではＣＦ１／ＸＴ１端 子 のデータ

が読 めます。  

 

ＣＬＫＣＢ５（ビット５ ） ：システムクロック選 択  

ＣＬＫＣＢ４（ビット４ ） ：システムクロック選 択  

①  ＣＬＫＣＢ５，ＣＬＫＣＢ４で、システムクロックの選 択 を行 います。  

②  リセット時 とホールドモード突 入 時 、ＣＬＫＣＢ５，ＣＬＫＣＢ４はクリアされま

す。  
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CLKCB5 CLKCB4 システムクロック 

０ ０ ＲＣクロック 

０ １ 高速クロック 

１ ０ サブクロック 

１ １ 高速クロック 

※  詳 しくは「図 ４－２－１」を参 照 ください。  

 

ＸＴ２ ＩＮ（ビット３ ） ：ＣＦ２／ＸＴ２データ（読 み出 し専 用 ）  

ＸＴ１ ＩＮ（ビット２ ） ：ＣＦ１／ＸＴ１データ（読 み出 し専 用 ）  

①  ＥＸＴＯＳＣ（ビット６ ）の値 によりＸＴ１ ＩＮで読 めるデータが下 表 のように変

わります。  

EXTOSC XT2IN XT1IN 

０ ＣＦ２／ＸＴ２端子データ ＣＦ１／ＸＴ１端子データ 

１ ＣＦ２／ＸＴ２端子データ “０”が読まれる 

 

ＲＣＳＴＯＰ（ビット１ ） ：中 速 ＲＣ発 振 回 路 制 御  

①  このビットが“１ ”の時 、中 速 ＲＣ発 振 は停 止 します。  

②  このビットが“０ ”の時 、中 速 ＲＣ発 振 回 路 は動 作 します。  

③  リセット時 、このビットはクリアされ発 振 可 能 になります。  

④  ホールドモード突 入 時 のＯＣＲ３レジスタのビット１の値 により、下 記 のよう

になります。  

・  ＯＣＲ３レジスタのビット１が “０ ”の時 、このビットはクリアされホールドモー

ド復 帰 後 、発 振 を開 始 してシステムクロック＝中 速 ＲＣとなります。  

・  ＯＣＲ３レジスタのビット１が“１ ”の時 、このビットは変 化 しません。  

 

ＣＦＳＴＯＰ（ビット０ ） ：ＣＦ発 振 回 路 制 御  

①  このビットが“１ ”の時 、ＣＦ発 振 は停 止 します。  

②  このビットが“０ ”の時 、ＣＦ発 振 回 路 は動 作 します。  

③  リセット時 、このビットとＸＴ２ＰＣレジスタのビット６はクリアされＣＦ１，ＣＦ２

端 子 は入 力 端 子 となります。  

 

ＯＣＲレジスタ ＸＴ２ＰＣレジスタ ＣＦ１／ＸＴ１， 

ＣＦ２／ＸＴ２の状態  

ＯＣＲレジスタ 

ＥＸＴＯＳＣ ＣＦＳＴＯＰ ＸＴＣＦＳＥＬ ＸＴ２ＩＮ ＸＴ１ＩＮ 

０ ０ １ メインクロック発振動作  
ＣＦ２／ＸＴ２ 

端子データ 

ＣＦ１／ＸＴ１ 

端子データ 

０ １ １ メインクロック発振停止  
ＣＦ２／ＸＴ２ 

端子データ 

ＣＦ１／ＸＴ１ 

端子データ 

１ １ Ｘ サブクロック発振動作  
ＣＦ２／ＸＴ２ 

端子データ 

０が読まれる 

１ ０ Ｘ 設定禁止  
ＣＦ２／ＸＴ２ 

端子データ 

０が読まれる 

 

０ ０ ０ 汎用入力  
ＣＦ２／ＸＴ２ 

端子データ 

ＣＦ１／ＸＴ１ 

端子データ 

０ １ ０ 汎用入出力  
ＣＦ２／ＸＴ２ 

端子データ 

ＣＦ１／ＸＴ１ 

端子データ 
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４ - ２ - ４ - ３  発 振 制 御 レジスタ２ （ＸＴ２ＰＣ ）  （ ６ビッ トレジスタ）  

①  発 振 回 路 の機 能 制 御 ，ＣＦ１／ＸＴ１、ＣＦ２／ＸＴ２端 子 の汎 用 出 力 （ＣＦ１／ＸＴ１

はＮｃｈオープンドレインのみ）の制 御 ，ＣＦ１，ＣＦ２端 子 のデータの読 み込 みを行 う６

ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE43 HH00 0000 R/W XT2PC - - XT1DR XT1DT XTCFSEL XT2CMOS XT2DR XT2DT 

 

ＸＴ１ＤＲ（ビット５ ） ：ＣＦ１／ＸＴ１データディレクション  

 ＯＳＣレジスタの設 定 により、ＣＦ１／ＸＴ１、ＣＦ２／ＸＴ２が汎 用 入 出 力 モードのとき、  

 ＣＦ１／ＸＴ１の入 出 力 方 向 の制 御 を行 うビットです。  

 ①このビットが“０ “の時 、ＣＦ１／ＸＴ１は入 力 モードになりまず。  

 ②このビッ トが ” １ “の時 、ＣＦ １／ＸＴ １は出 力 モード （Ｎ ｃ ｈオープンドレイン ）になりま

す。  

 

ＸＴ１ＤＴ（ビット４ ） ：ＣＦ１／ＸＴ１データラッチ  

 ＯＳＣレジスタの設 定 により、ＣＦ１／ＸＴ１、ＣＦ２／ＸＴ２が汎 用 入 出 力 モードのとき、  

 ＣＦ１／ＸＴ１の出 力 データの制 御 を行 うビットです。  

レジスタデータ ポートＣＦ１／ＸＴ１の状態  

XT１DT XT１DR 入力  出力  

０ ０ 可能  オープン 

１ ０ 可能  オープン 

０ １ 可能  ＬＯＷ 

１ １ 可能  オープン 

※汎 用 入 出 力 モード設 定 時 、詳 細 は「４ -２ -４ -２  発 振 制 御 レジスタ」を参 照 ください。  

 

ＸＴＣＦＳＥＬ（ビット３ ） ：ＣＦ１／ＸＴ１、ＣＦ２／ＸＴ２入 力 制 御  

このビットとＥＸＴＯＳＣ（ＯＣＲレジスタのビット６ ）、ＣＦＳＴＯＰ（ＯＣＲレジスタのビット０）

の設 定 によりＣＦ１／ＸＴ１、ＣＦ２／ＸＴ２端 子 はメインクロック／サブクロック／汎 用 入

出 力 ポートが切 り替 わります。（詳 細 は、「４ -２ -４ -２  発 振 制 御 レジスタ」を参 照 して

ください。）  

 

ＸＴ２ＣＭＯＳ（ビット２ ） ：ＣＦ２／ＸＴ２出 力 形 式  

 ＯＳＣレジスタの設 定 により、ＣＦ１／ＸＴ１、ＣＦ２／ＸＴ２が汎 用 入 出 力 モードで、  

 ＣＦ２／ＸＴ２が出 力 モード（ＸＴ２ＤＲ＝１ ）のとき、  

 ＣＦ２／ＸＴ２の出 力 形 式 の制 御 を行 うビットです。  

 ①このビットが“０ “の時 、ＣＦ２／ＸＴ２はＮｃｈオープンドレイン出 力 モードになります。  

 ②このビットが”１ “の時 、ＣＦ２／ＸＴ２はＣＭＯＳ出 力 モードになります。  

 

ＸＴ２ＤＲ（ビット１ ） ：ＣＦ２／ＸＴ２データディレクション  

ＯＳＣレジスタの設 定 により、ＣＦ１／ＸＴ１、ＣＦ２／ＸＴ２が汎 用 入 出 力 モードのとき、  

 ＣＦ２／ＸＴ２の入 出 力 方 向 の制 御 を行 うビットです。  

 ①このビットが“０ “の時 、ＣＦ２／ＸＴ２は入 力 モードになります。  

 ②このビットが”１ “の時 、ＣＦ２／ＸＴ２は出 力 モードになります。  

 

ＸＴ２ＤＴ（ビット０ ） ：ＣＦ２／ＸＴ２データラッチ  

 ＯＳＣレジスタの設 定 により、ＣＦ１／ＸＴ１、ＣＦ２／ＸＴ２が汎 用 入 出 力 モードのとき、  

 ＣＦ２／ＸＴ２の出 力 データの制 御 を行 うビットです。  
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レジスタデータ ポートＣＦ２／ＸＴ２の状態  

XT２DT XT２DR XT2CMOS 入力  出力  

０ ０ － 可能  オープン 

１ ０ － 可能  オープン 

０ １ － 可能  ＬＯＷ 

１ １ 
０ 可能  オープン 

１ 可能  HIGH 

※汎 用 入 出 力 モード設 定 時 、詳 細 は「４ -２ -４ -２  発 振 制 御 レジスタ」を参 照 ください。  

 

 

４ - ２ - ４ - ４  発 振 制 御 レジスタ３ （ＯＣＲ３ ）  （ ８ビッ トレジスタ）  

①低 速 ／高 速 ＲＣ発 振 回 路 の動 作 制 御 ，高 速 クロックの選 択 ，ＲＣクロックの選 択 を

行 う８ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE7C 0000 0000 R/W OCR3 FRCSEL FRCSTART OCR3B5 OCR3B4 OCR3B3 FIX0 SRCSEL SRCSTART 

 

 

ＦＲＣＳＥＬ（ビット７ ） ：高 速 クロック選 択  

①  このビットが“０ ”の時 、高 速 クロックとしてメインクロックが選 択 されます。  

②  このビットが “ １ ”の時 、高 速 クロックとして高 速 ＲＣ発 振 クロックが選 択 さ

れます。  

※  詳 しくは「図 ４－２－１」を参 照 ください。  

 

ＦＲＣＳＴＡＲＴ（ビット６ ） ：高 速 ＲＣ発 振 回 路 制 御  

①  このビットが“０ ”の時 、高 速 ＲＣ発 振 は停 止 します。  

②  このビットが“１ ”の時 、高 速 ＲＣ発 振 回 路 は動 作 します。  

③  リセット時 、このビットはクリアされ発 振 停 止 となります。  

④ホールドモード突 入 時 、このビットはクリアされ発 振 停 止 となります。  

 

ＯＣＲ３Ｂ５～３（ビット５～３） ：汎 用 フラグ  

汎 用 フラグとして使 用 できます。  

このビットを操 作 しても機 能 ブロックの動 作 に影 響 を与 えません。  

 

ＳＲＣＳＥＬ（ビット１ ） ：ＲＣクロック選 択  

①  このビットが“ ０ ”の時 、ＲＣクロックとして中 速 Ｒ発 振 クロックが選 択 されま

す。  

②  このビットが“ １ ”の時 、ＲＣクロックとして低 速 ＲＣ発 振 クロックが選 択 され

ます。  

※  詳 しくは「図 ４－２－１」を参 照 ください。  

 

ＳＲＣＳＴＡＲＴ（ビット０ ） ：低 速 ＲＣ発 振 回 路 制 御  

①  このビットが“０ ”の時 、低 速 ＲＣ発 振 は停 止 します。  

②  このビットが“１ ”の時 、低 速 ＲＣ発 振 回 路 は動 作 します。  

③  リセット時 、このビットはクリアされ発 振 停 止 となります。  

④  ホールドモード突 入 時 のＳＲＣＳＥＬの値 により、下 記 のようになります。  

・  ＳＲＣＳＥＬが“０ ”の時 、このビットは変 化 しません。  

・  ＳＲＣＳＥＬが“１ ”の時 、このビットはセットされホールドモード復 帰 後 、発

振 を開 始 してシステムクロック＝低 速 ＲＣとなります。  
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４ - ２ - ４ - ５  システムクロック分 周 制 御 レジスタ（ＣＬＫＤ ＩＶ ）  （ ３ビッ トレジスタ）  

①  システムクロック分 周 の制 御 を行 う３ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE0C HHHH H000 R/W CLKDIV - - - - - CLKDV2 CLKDV1 CLKDV0 

 

（ビット７～３） ：存 在 しません。読 むと“１ ”が読 まれます。  

 

ＣＬＫＤＶ２（ビット２ ） ：  

ＣＬＫＤＶ１（ビット１ ） ：   システムクロックの分 周 比 を設 定 します。  

ＣＬＫＤＶ０（ビット０ ） ：  
 

CLKDV2 CLKDV1 CLKDV0 分周比 

０ ０ ０ 
1

1
 

０ ０ １ 
2
1  

０ １ ０ 
4
1  

０ １ １ 
8
1  

１ ０ ０ 
16
1  

１ ０ １ 
32
1  

１ １ ０ 
64
1  

１ １ １ 
128
1  
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４ -３  スタンバイ機 能  

 

４ -３ -１  概 要  

本 シリーズは、停 電 時 やプログラム待 機 中 の消 費 電 流 を低 減 するために、ホルト，ホー

ルド，Ｘ ’ ｔ ａ ｌホールドと呼 ばれる３つのスタンバイモードがあります。スタンバイ状 態 では、

命 令 の実 行 は停 止 します。  

 

４ -３ -２  機 能  

①ホルトモード  

・  命 令 の実 行 は停 止 しますが、周 辺 回 路 は動 作 を継 続 します（シリアル転 送 の一

部 機 能 は停 止 します） （注 １）。  

・  ＰＣＯＮレジスタのビット０をセットすることにより、ホルトモードに入 ります。  

・  リセッ トまたは割 り込 み要 求 の受 付 により、ＰＣＯＮレジスタのビット０がクリアされ、

通 常 動 作 モードに復 帰 します。  

 

②ホールドモード  

・  全 ての発 振 が停 止 します。命 令 の実 行 が停 止 し、周 辺 回 路 も動 作 を停 止 します

（注 １，２）。  

・  ＰＣＯＮレジスタのビット２＝“ ０ ”で、ビット１をセットすることにより、ホールドモードに

入 ります。この時 、ＰＣＯＮレジスタのビット０ （ホルトモード設 定 フラグ）も自 動 的 に

セットされます。  

・  リセッ トまたはホールド解 除 信 号 （ ＩＮＴ ０ ， Ｉ ＮＴ １ ， Ｉ ＮＴ ２ ， Ｉ ＮＴ ４ ，ポート０割 り込

み ）の発 生 により 、 ＰＣＯＮレジスタのビット １がクリアされ、ホルトモードに移 行 しま

す。  

 

③Ｘ’ ｔ ａ ｌホールドモード  

・  サブクロック以 外 の発 振 が停 止 します（但 し、ベースタイマの入 力 クロックに低 速 Ｒ

Ｃ発 振 を選 択 した状 態 でベースタイマを動 作 させている場 合 、低 速 ＲＣ発 振 は突

入 時 の状 態 を保 持 します）。命 令 の実 行 が停 止 し、ベースタイマを除 く周 辺 回 路

が動 作 を停 止 します（注 １，２）。  

・  ＰＣＯＮレジスタのビット２＝“ １ ”で、ビット１をセットすることにより、Ｘ ’ ｔ ａ ｌホールドモ

ードに入 ります。この時 、ＰＣＯＮレジスタのビット０ （ホルトモード設 定 フラグ）も自 動

的 にセットされます。  

・ リセットまたはホールド解 除 信 号 （ ＩＮＴ０， ＩＮＴ１， ＩＮＴ２， ＩＮＴ４、ポート０割 り込 み、

ベースタイマ割 り込 み）の発 生 により、ＰＣＯＮレジスタのビット１がクリアされ、ホルト

モードに移 行 します。  

 

（注 １）   低 速 ＲＣ発 振 は、ウォッチドッグタイマからも直 接 発 振 が制 御 され、スタンバイモ

ード時 の発 振 の制 御 も行 われます。詳 しくは「 ４－６  ウォッチドッグタイマ」を参

照 してください。  

（注 ２）   ＡＤコンバータの変 換 動 作 中 にホールドモード，Ｘ’ ｔ ａ ｌホールドモードに設 定 しな

いでください。必 ず、ＡＤＳＴＡＲＴ （ＡＤＣＲＣレジスタのビット２）が“０ ”になったこと

を確 認 してから各 モードに設 定 してください。  
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４ -３ -３  関 連 レジスタ  

４ - ３ - ３ - １  パワー制 御 レジスタ（ＰＣＯＮ ）   （ ３ビッ トレジスタ）  

①  動 作 モード（通 常 ／ホルト／ホールド／Ｘ ’ ｔ ａ ｌホールド ）を設 定 する３ビットのレジスタ

です。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE07 HHHH H000 R/W PCON - - - - - XTIDLE PDN IDLE 

 

「 ４ -２ -４ -１  パワー制 御 レジスタ（ＰＣＯＮ） 」をご参 照 ください。  
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表 ４－４－１  スタンバイ動 作  

項目／モード リセット状態  ホルトモード ホールドモード Ｘ’ｔａｌホールドモード 

突入条件  ・ RES信号印加  

・POR/LVD によるリセ
ット発生  

・ウォッチドッグタイマに
よるリセット発生  

ＰＣＯＮレジスタ 

ビット１／０＝“０／１” 

ＰＣＯＮレジスタ 

ビット２／１＝“０／１” 

ＰＣＯＮレジスタ 

ビット２／１＝“１／１” 

突入後、 

変化するデータ 

別表の示すように初期
化される。 

（ウォッチドッグタイマに
よるリセットの場合、Ｗ
ＤＴＣＮＴレジスタのビ
ット７がセットされる） 

ＷＤＴＣＮＴレジスタの
ビット４／３＝“０／１”
の場合、ＷＤＴＣＮＴレ
ジスタのビット５がクリア
される。 

・ＷＤＴＣＮＴレジスタ
のビット４／３＝“０／
１”の場合、ＷＤＴＣＮ
Ｔレジスタのビット５が
クリアされる。 

・ＰＣＯＮレジスタのビッ
ト０がセットされる。 

・ＯＣＲ３レジスタのビッ
ト６がクリアされる。 

・ＯＣＲ３レジスタのビッ
ト１＝“０”の場合  

ＯＣＲレジスタのビット
５，４，１がクリアされ
る。 

・ＯＣＲ３レジスタのビッ
ト１＝“１”の場合  

ＯＣＲ３レジスタのビッ
ト０がセットされ、ＯＣＲ
レジスタのビット５，４
がクリアされる。 

・ＷＤＴＣＮＴレジスタ
のビット４／３＝“０／
１”の場合、ＷＤＴＣＮ
Ｔレジスタのビット５が
クリアされる。 

・ＰＣＯＮレジスタのビッ
ト０がセットされる。 

メインクロック発振  停止  突入時の状態  停止  停止  

サブクロック発振  停止  突入時の状態  停止  突入時の状態  

低速ＲＣ発振  停止  突入時の状態（注１） 停止（注１） 停止（注１，２） 

中速ＲＣ発振  動作  突入時の状態  停止  停止  

高速ＲＣ発振  停止  突入時の状態  停止  停止  

ＣＰＵ 初期化される。 停止  停止  停止  

Ｉ／Ｏ端子状態  表４－４－２参照  ← ← ← 

ＲＡＭ ・ RESの場合：不定  

・LVD の場合：不定ま
たはデータ保持（電
源電圧に依存） 

・ウォッチドッグタイマの
場合：データ保持  

データ保持  データ保持  データ保持  

ベースタイマ 停止  突入時の状態  停止  突入時の状態  

ベースタイマ以外の周
辺モジュール 

停止  突入時の状態（注３） 停止  停止  

復帰条件  突入条件の解消  ・割り込み要求の受付  

・リセット突入条件の成
立  

・ ＩＮＴ０，ＩＮＴ１，ＩＮＴ
２，ＩＮＴ４，ポート０ 

・リセット突入条件の成
立  

・ＩＮＴ０，ＩＮＴ１，ＩＮＴ
２，ＩＮＴ４，ポート０，ベ
ースタイマ 

・リセット突入条件の成
立  

復帰先  通常動作モード 通常動作モード（注４） ホルトモード（注４） ホルトモード（注４） 

復帰後、 

変化するデータ 

なし ＰＣＯＮレジスタのビット
０がクリアされる。 

ＰＣＯＮレジスタのビット
１がクリアされる。 

ＰＣＯＮレジスタのビット
１がクリアされる。 

（注 １ ）  低 速 ＲＣ発 振 は、ウォッチドッグタイマからも直 接 発 振 が制 御 され、スタンバイモード時 の

発 振 の制 御 も行 われます。詳 しくは「４－６  ウォッチドッグタイマ」を参 照 してください。  

（注 ２ ）  ベースタイマの入 力 クロックに低 速 ＲＣ発 振 を選 択 した状 態 でベースタイマを動 作 させ、

Ｘ’ ｔ ａ ｌホールドモードに突 入 すると、低 速 ＲＣ発 振 は突 入 時 の状 態 を保 持 します。  

（注 ３ ）  シリアル転 送 の一 部 機 能 は停 止 します。  

（注 ４ ）  リセット突 入 条 件 の成 立 で復 帰 した場 合 、リセット状 態 に移 行 します。  
 

表 ４－４－２  モードによる端 子 状 態 （本 シリーズの場 合 ）  
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端子名 リセット時 通常動作時 ＨＡＬＴ時 ＨＯＬＤ時 ＨＯＬＤ解除時 

ＲＥＳ ・入出力端子 ← ← ← ← 

ＣＦ１ 

XT1 

・ 入力端子 

・ 発振は開始しな

い。 

・ レジスタ

XT2PC(FE43H)の bit3

で、ＣＦ発振インバータ

の入力／汎用入出力を

制御。 

・ レジスタ OCR(FE0EH)

で発振可能／停止を制

御。。 

← ・ ＣＦ発振インバータの

入力／汎用入力 

は、ホールド突入時の

状態。 

 

・ホールドモード突入

時の状態。 

・ CF用帰還抵抗、

XT 用帰還抵抗 

は共にオフ。 

・ CF1,CF2 の間の帰還抵

抗はプロクラムで制御。 

 ・ CF1,CF2 の間の帰還

抵抗はホールド突入

時の状態。 

 

ＣＦ２ 

XT2 

・ 入力端子 

・ 発振は開始しな

い。 

・ レジスタ

XT2PC(FE43H)の bit3

で、ＣＦ発振インバータ

の出力／汎用入出力を

制御。 

・ レジスタ OCR(FE0EH)

で発振可能／停止を制

御。。 

← ・ ＣＦ発振インバータの

出力／汎用入力 

は、ホールド突入時の

状態。 

 

・ホールドモード突入

時の状態。 

・ CF用帰還抵抗、

XT 用帰還抵抗 

は共にオフ。 

・ CF1,CF2 の間の帰還抵

抗はプロクラムで制御。 

 ・ CF1,CF2 の間の帰還

抵抗はホールド突入

時の状態。 

 

P00-P06 ・ 入力モード 

・ プルアップ抵抗オフ 

・入力／出力／プルアッ

プ抵抗はプログラムで

制御。 

← ← ← 

P10～P17 ・ 入力モード 

・ プルアップ抵抗オ

フ 

・入力／出力／プルアッ

プ抵抗はプログラムで

制御。 

← ← ← 

P70 ・ 入力モード 

・ プルアップ抵抗オ
フ 

・ 入力／出力／プルアッ
プ抵抗はプログラムで
制御。 

・ 入力モード 

・ プルアップ抵抗はオ
フ。 

← ・ 通常動作時と同じ。 
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図 ４－４－１   スタンバイモード遷 移  

 

 

 

（注 1） 低速ＲＣ発振は、ウォッチドッグタイマからも直接発振が制御され、スタンバイモード時の発振の制御も
行われます。詳しくは「４－６ ウォッチドッグタイマ」を参照してください。 

（注 2） ベースタイマの入力クロックに低速ＲＣ発振を選択した状態でベースタイマを動作させ、Ｘ’ｔａｌホールド
モードに突入すると、低速ＲＣ発振は突入時の状態を保持します。 

（注 3） リセット突入条件の成立の場合、リセット状態に移行します。 
（注 4） ホルト／ホールド／X’tal ホールドに突入した時の割り込みレベルにより高位の割り込みでないと割り

込み要求が受けられないため、ホルトからの復帰はできません。 

●全てのモード 

■ホールド突入条件 

・PCONレジスタ(FE07H)の 

ビット 2=0, ビット 1=1 

●ホールドモード（注 1） 

・全ての発振は停止 

・OCR3 レジスタのビット 1 が“1”
の場合、OCR3 レジスタのビット
0 がセットされ、OCR レジスタの
ビット 4, 5 がクリアされるため、
解除時は、低速 RC 発振が動
作し、システムクロックとなる。 

・OCR3 レジスタのビット 1 が“0”
の場合、OCR レジスタのビット
1, 4, 5がクリアされるため、解除
時は、中速 RC 発振が動作し、
システムクロックとなる。 

・OCR3 レジスタのビット 6 がクリ
アされるため、解除時、高速
RC発振は停止となる。 

・CPU, 周辺モジュールは、動作
停止。 

■ホールド解除条件 

・INT0, INT1 のレベル割り込み
要求発生 

・ INT2, INT4, ポート 0 割り込
みの何れかでの割り込み要
求の発生 

・  

・リセット突入条件の成立 （注 3） 

■ホルト突入条件 

・PCONレジスタ(FE07H)の 

ビット 1=0, ビット 0=1 

■ホルト解除条件 

・割り込み要求の受け付け （注 4） 

・リセット突入条件の成立 （注 3） 

●リセット 

・メインクロック停止 

・サブクロック停止 

・低速 RC発振停止 

・中速 RC発振動作 

・高速 RC発振停止 

・各レジスタは初期状態 

●通常動作モード（注 1） 

・それぞれの発振の動作／停
止はプログラマブル 

・CPU, 周辺モジュールは通
常動作する。 

●ホルトモード（注 1） 

・それぞれの発振の状態は、
突入時の状態を保持。 

・CPU は動作停止。周辺モジ
ュールは動作。 

■リセット状態解除条件 

・リセット突入条件が解除されて
から所定の時間の経過 

■X’talホールド突入条件 

・PCONレジスタ(FE07H)の 

ビット 2=1, ビット 1=1 

●X’talホールドモード（注 1） 

・メインクロックと低速／中速／高
速 RC 発振は停止し、サブクロッ
クは突入時の状態を保持。 

（注 2） 

・OCR, OCR3レジスタの内容は変
わらない。 

・システムクロックとしてサブクロッ
クまたは低速／中速／高速 RC

発振の何れかを選び、このモー
ドに突入する。 

・ベースタイマ以外の周辺モジュ
ールと CPUは動作停止。ベース
タイマは、突入時の状態。 

・解除時、発振は突入時の状態に
戻る。 

■X’talホールド解除条件 

・ベースタイマでの割り込み要求
発生 

・INT0, INT1 のレベル割り込み
要求発生 

・ INT2, INT4, ポート 0 割り込
みの何れかでの割り込み要
求の発生 

 

・リセット突入条件の成立 （注 3） 

■リセット状態突入条件 

・RES端子に Lレベル印加 

･内蔵リセット機能(POR/LVD)で

のリセット信号発生 

･ウォッチドッグタイマでのリセット

信号発生 

ホルト／ホールド／X’tal ホールド
モード突入時の割り込みレベル ホルト解除可能な割り込み要求レベル 

割り込みがかかっていない状態 

Lレベル 

Hレベル 

Xレベル 

Xレベル，Hレベル，Lレベル 

Xレベル，Hレベル 

Xレベル 

なし（割り込みによる解除不可能） 



スタンバイ  
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４ -４  リセット機 能  

 

４ -４ -１  概 要  

リセッ ト機 能 とは、電 源 投 入 時 や動 作 中 にマイクロコンピュータを初 期 化 する機 能 で

す。  

 

４ -４ -２  機 能  

本 シリーズは、次 の３つの機 能 を持 っています。  

 

①  ＲＥＳ端 子 による外 部 リセット機 能  

・  ＲＥＳ端 子 に「Ｌ 」レベルを２ ０ ０ ［μ ｓ ］以 上 印 加 することで、確 実 にリセットがかかりま

す。  

 しかし、わずかな幅 （２００ ［μｓ ］以 内 ）の「Ｌ」レベルが印 加 されてもリセットがかかること

があるので注 意 が必 要 です。  

・  ＲＥＳ端子に適正 な時定数 を外付 けすることにより、電 源投入時のリセットとして使用で

きます。  

 

②内 蔵 リセット機 能  

・  電 源 の初 期 投 入 時 にリセットをかけるパワーオンリセット （ ＰＯＲ ）機 能 と電 源 電 圧 が

低 下 した時 にリセットをかける低 電 圧 検 知 リセット（ＬＶＤ）機 能 があります。  

・  パワーオンリセットの解 除 レベルと低 電 圧 検 知 リセット機 能 を 【許 可 】使 用 する／【禁

止 】使 用 しないと検 知 レベルをオプションにて選 択 できます。  

 

③内 蔵 プルアップ抵 抗  

 ・ リセット端 子 の内 蔵 プルアップ抵 抗 機 能 を【許 可 】使 用 する／【禁 止 】使 用 しないを  

  オプションにて選 択 できます。  

 

④ウォッチドッグタイマによるリセット機 能  

・  ウォッチドッグタイマは、内 蔵 低 速 ＲＣ発 振 またはサブクロックにより、一 定 時 間 毎 にリ

セットを発 生 させることができます。  

 

リセット回 路 の構 成 例 を図 ４－５－１に示 します。リセット端 子 の外 付 け回 路 は内 蔵 リ

セット機 能 オプションを 【禁 止 】し外 部 パワーオンリセット回 路 を構 成 した場 合 の一 例

です。  
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図 ４－５－１   リセット回 路 ブロック図  

 

 

４ -４ -３  リセット時 の状 態  

ＲＥＳ端 子 ，内 蔵 リセット回 路 ，ウォッチドッグタイマからのリセットが発 生 すると、システム

クロックに同 期 したリセット信 号 により、各 ハードウェアが初 期 化 されます。  

リセットがかかるとシステムクロックは内 蔵 中 速 ＲＣ発 振 に切 り換 わるため、電 源 投 入 時

でも直 ちにハードウェアの初 期 化 が行 われます。この後 、メインクロックを使 用 する場 合

には、メインクロックの発 振 を許 可 し、発 振 が安 定 するのを待 って、システムクロックをメ

インクロックに切 り換 えます。  

リセット時 、プログラムカウンタの初 期 値 は、００００Ｈになります。また、各 特 殊 機 能 レジ

スタ（ＳＦＲ）の初 期 値 は、ＡＰＰＥＮＤＩＸ（Ａ－Ｉ ）８７レジスタマップに示 す値 となります。  

 

＜注 意 点 ＞  

・  スタックポインタの初 期 値 は００００Ｈとなります。  

 ・  データＲＡＭの内 容 はリセットで初 期 化 されることはありません。よって、電 源 投 入 時

ではＲＡＭの内 容 が「不 定 」となっていますので注 意 が必 要 です。  

 ・  内 蔵 リセット機 能 を使 用 する場 合 、リセット端 子 には使 用 条 件 に合 わせた外 付 け回

路 を構 成 する必 要 がありますので、必 ず「４－５  内 蔵 リセット機 能 」の各 リセット機 能

の動 作 仕 様 、回 路 構 成 、注 意 点 ・留 意 点 をご確 認 ください。  

 

 

 

内蔵リセット回路 

(POR/LVD) 

マイコン内部 マイコン外部 

RES 
同期回路 

内部 RESET 

信号 

ウォッチドッグ 

タイマ（WDT） 

内蔵プルアップ抵抗 

(ｵﾌﾟｼｮﾝ選択) 
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４ -５  ウォッチドッグタイマ（ＷＤＴ）  

４ -５ -１  概 要  

本 シリーズは、次 の機 能 を持 ったウォッチドッグタイマ（ＷＤＴ）を備 えています。  

 

①  内 蔵 低 速 ＲＣ発 振 クロック／サブクロックにより動 作 するタイマのオーバーフローで

内 部 リセット発 生 可 能  

②  スタンバイモード時 の動 作 を３種 類 （カウント動 作 継 続 ／動 作 停 止 ／カウント値 を

保 持 してカウント動 作 停 止 ）から選 択 可 能  

※  ウォッチドッグタイマ（ＷＤＴ）は、プログラムの暴 走 を検 知 する機 能 です。システムの

信 頼 性 向 上 のために、使 用 されることをお奨 めします。  

 

４ -５ -２  機 能  

①  ウォッチドッグタイマ機 能  

・  ＷＤＴクロック （内 蔵 低 速 ＲＣ発 振 クロックまたはサブクロックから選 択 ）によって、１

７ビットのアップカウンタ（ＷＤＴＣＴ）が動 作 し、ウォッチドッグタイマ制 御 レジスタ（Ｗ

ＤＴＣＮＴ）で選 択 されたオーバーフロー時 間 （８種 類 から１つを選 択 ）に達 すると、

ＷＤＴリセット （内 部 リセット）を発 生 します。この時 、ＷＤＴリセット検 出 フラグ（ＷＤＴ

ＲＳＴＦ ）がセットされます。ＷＤＴＣＴはプログラムによりクリアできますので、定 期 的

にＷＤＴＣＴをクリアするようにプログラムを作 成 します。  

・  ＷＤＴクロックに内 蔵 低 速 ＲＣ発 振 クロックを選 択 してＷＤＴの動 作 を開 始 した場

合 、内 蔵 低 速 ＲＣ発 振 回 路 は、発 振 制 御 レジスタ３ （ＯＣＲ３ ）とＷＤＴの両 方 から

制 御 されます。発 振 制 御 を独 立 して行 うため、プログラムの暴 走 によってシステム

クロックが停 止 するようなことがあってもＷＤＴの動 作 は継 続 され、暴 走 の検 出 が可

能 となります。  

・  ＷＤＴクロックにサブクロックを選 択 してＷＤＴの動 作 を開 始 した場 合 、発 振 制 御 レ

ジスタ（ＯＣＲ）のＸＴ発 振 機 能 制 御 ビット（ＥＸＴＯＳＣ）によるサブクロック発 振 停 止

またはホールドモード突 入 によるサブクロック発 振 停 止 の検 出 により、ＷＤＴリセット

を発 生 します。この時 、ＷＤＴＲＳＴＦがセットされます。  

 

②  スタンバイモード時 の動 作  

・  スタンバイモード時 のＷＤＴの動 作 を“カウント動 作 継 続 ”，“動 作 停 止 ”，“カウント

値 を保 持 してカウント動 作 停 止 ”の３種 類 から選 択 できます。この内 の“カウント動

作 継 続 ”を選 択 した状 態 で、ＷＤＴクロックに内 蔵 低 速 ＲＣ発 振 クロックを選 択 す

ると、スタンバイモード時 でも内 蔵 低 速 ＲＣ発 振 回 路 が発 振 を続 けますので、数 μ

Ａの動 作 電 流 が常 時 流 れます（詳 細 は「半 導 体 ニューズ」を参 照 してください） 。  

 

③  ウォッチドッグタイマ（ＷＤＴ ）を制 御 するには、次 に示 す特 殊 機 能 レジスタを操 作

する必 要 があります。  

 

・  ＷＤＴＣＮＴ  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE79 0000 0000 R/W WDTCNT WDTRSTF WDTCKSL WDTRUN IDLOP1 IDLOP0 WDTSL2 WDTSL1 WDTSL0 

 



ＷＤＴ  
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４ -５ -３  回 路 構 成  

４ - ５ - ３ - １  ＷＤＴ制 御 レジスタ（ＷＤＴＣＮＴ ）   （ ８ビッ トレジスタ）  

①  ＷＤＴリセット検 出 フラグ，スタンバイモード時 の動 作 選 択 ，オーバーフロー時 間 選

択 ，ＷＤＴの動 作 の制 御 を行 います。  

注 意 ：  外 部 Ｒ Ｅ Ｓ端 子 への“Ｌレベル”印 加 や内 蔵 リセット （ＰＯＲ／ＬＶＤ）機 能 による

リセットが発 生 した場 合 、ＷＤＴＣＮＴは“ ０ ０Ｈ ”に初 期 化 されます。ＷＤＴによ

るリセットが発 生 した場 合 、ＷＤＴＣＮＴのビット６とビット ４～０は初 期 化 されま

せん。  

注 意 ：  ＷＤＴの動 作 を開 始 （ＷＤＴＲＵＮ＝１ ）すると、ＷＤＴＣＮＴへの書 き込 みは禁

止 されます。この時 、「ＭＯＶ  ＃５５Ｈ，ＷＤＴＣＮＴ 」命 令 を実 行 するとＷＤＴ

ＣＴがクリアされ、カウント値 “０ ”からカウント動 作 が再 開 されます（他 の命 令 で

“５５Ｈ”を書 き込 んでもＷＤＴＣＴはクリアされません）。  

注 意 ：  内 蔵 低 速 ＲＣ発 振 回 路 は、ＷＤＴＣＫＳＬ（ＷＤＴＣＮＴのビット６）＝“０ ”且 つＷ

ＤＴＲＵＮ（ＷＤＴＣＮＴのビット５ ）＝“１ ”により発 振 を開 始 します。発 振 を開 始

すると、数 μＡの動 作 電 流 が流 れます（詳 細 は「半 導 体 ニューズ」を参 照 して

ください）。また、ＳＲＣＳＴＡＲＴ（ＯＣＲ３のビット０ ）＝“１ ”の設 定 でも発 振 を開

始 しますので、注 意 が必 要 です。  

 

４ - ５ - ３ - ２  ＷＤＴカウンタ（ＷＤＴＣＴ ）   （ １ ７ビッ トカウンタ）  

①  動 作 開 始 ／停 止  ：  ＷＤＴＲＵＮ＝１／ＷＤＴＲＵＮ＝０またはＷＤＴＲＵＮ＝１且 つ

ＩＤＬＯＰ１～０ （ＷＤＴＣＮＴのビット４～３）＝２の時 にスタンバ

イモードへ突 入  

②  カウントクロック  ：  ＷＤＴクロック （内 蔵 低 速 ＲＣ発 振 クロックまたはサブクロック

から選 択 ）  

③  オーバーフロー発 生  ：  ＷＤＴＣＴのカウント値 がＷＤＴＳＬ２～０ （ＷＤＴＣＮＴのビット

２～０）で選 択 されたカウント値 と一 致 した時  

 ※  ＷＤＴリセットとＷＤＴＲＵＮクリア信 号 とＷＤＴＲＳＴＦ（ＷＤ

ＴＣＮＴのビット７）へのセット信 号 を発 生  

④  リセット  ：ＷＤＴＲＵＮ＝０またはＷＤＴＲＵＮ＝１且 つ「ＭＯＶ  ＃５５Ｈ，

ＷＤＴＣＮＴ」命 令 の実 行  

 

  ※  ＷＤＴ動 作 の詳 細 は「図 ４－６－２」を参 照 してください。  
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図 ４－６－１   ウォッチドッグタイマブロック図  

 

ＸＴＩＤＬＥ 
（ＰＣＯＮ ｂｉｔ２） 

ＢＴＯＮ 
（ＢＴＣＲ ｂｉｔ６） 

ＢＴＩＭＣ１～０＝２ 
（ＩＳＬ ｂｉｔ５～４） 

ＰＤＮ 
（ＰＣＯＮ ｂｉｔ１） 

ＳＲＣＳＴＡＲＴ 
（ＯＣＲ３ ｂｉｔ０） 

ＷＤＴＲＵＮ 

ＷＤＴＣＫＳＬ 

ＥＸＴＯＳＣ 
（ＯＣＲ ｂｉｔ６） 

ホールドモード突入 

ＷＤＴＲＵＮクリア信号 

ＷＤＴリセット 

ＷＤＴＲＳＴＦセット信号 

ＷＤＴカウンタ 

（ＷＤＴＣＴ） 

クロック 

セ
レ
ク
タ 

ＷＤＴＳＬ２～０ 

ＷＤＴリセット 

生成回路 

ＩＤＬＯＰ１～０＝２ 

スタンバイモード 

ＩＤＬＯＰ１～０＝１ 

スタンバイモード突入 

ＷＤＴＲＳＴ＝０ 

ＷＤＴＲＵＮクリア信号 

セット ＷＤＴＲＵＮクリア信号 

ＷＤＴリセット 

ＷＤＴＲＳＴＦセット信号 

ＢＵＳ 

ＭＯＶ ＃５５Ｈ，ＷＤＴＣＮＴ 

書き込み命令検出回路 

ＷＤＴＣＮＴ 書き込み 

ＷＤＴＲＳＴ＝１ 

ＷＤＴＲＵＮ 

リセット 

内蔵低速 

ＲＣ発振回路 
発振制御 

ＷＤＴ内蔵ＲＣ 

発振制御回路 

ＷＤＴＲＵＮ 

ＷＤＴＣＫＳＬ 

発振許可 

セ
レ
ク
タ 

低速ＲＣ発振クロック 

ＸＴＣＬＫ 

ＷＤＴＣＫＳＬ 

発振停止 

クロック停止 

３ 

システムクロック，ベースタイマへ 
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注：ＷＤＴＣＫＳＬ＝０の時、低速ＲＣ発振回路の発振開始／停止制御を行います。 

 

 

図 ４－６－２   ウォッチドッグタイマの動 作 波 形 例  

 

４ -５ -４  関 連 レジスタ  

４ - ５ - ４ - １  ＷＤＴ制 御 レジスタ（ＷＤＴＣＮＴ ）  

①  ＷＤＴリセット検 出 フラグ，スタンバイモード時 の動 作 選 択 ，オーバーフロー時 間 選 択 ，

ＷＤＴの動 作 の制 御 を行 います。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE79 0000 0000 R/W WDTCNT WDTRSTF WDTCKSL WDTRUN IDLOP1 IDLOP0 WDTSL2 WDTSL1 WDTSL0 

 

ＷＤＴＲＳＴＦ（ビット７ ） ：ＷＤＴリセット検 出 フラグ  

外 部 Ｒ Ｅ Ｓ端 子 への“Ｌレベル”印 加 や内 蔵 リセット （ＰＯＲ／ＬＶＤ）機 能 によるリ

セットが発 生 した場 合 、このビットはクリアされます。  

ＷＤＴによるリセットが発 生 した場 合 、このビットはセットされます。  

このフラグは命 令 で書 き換 え可 能 です。  

 

ＷＤＴＣＴ 

ＷＤＴ動作開始 

（ＷＤＴＲＵＮ＝１） 

低速ＲＣ発振開始（注） 

ＷＤＴＳＬ２～０設定時間 

「ＭＯＶ ＃５５Ｈ，ＷＤＴＣＮＴ」 

命令実行 

（ＷＤＴＣＴ＝０クリア） 

ＷＤＴリセット発生 

ＷＤＴＲＵＮ＝０クリア 

ＷＤＴＲＳＴＦ＝１セット 

低速ＲＣ発振停止（注） 

※ＩＤＬＯＰ１～０＝“０”または“３”の動作（カウント動作継続） 

カウント値“０” 

ＷＤＴＳＬ２～０設定カウント値 

オーバーフロー 

ＷＤＴＣＴ 

ＷＤＴ動作開始 

（ＷＤＴＲＵＮ＝１） 

低速ＲＣ発振開始（注） 

ＷＤＴＲＵＮ＝０クリア 

低速ＲＣ発振停止（注） 

※ＩＤＬＯＰ１～０＝“１”の動作（動作停止） 

カウント値“０” 

ＷＤＴＳＬ２～０設定カウント値 

スタンバイモード突入 

ＷＤＴＣＴ 

ＷＤＴ動作開始 

（ＷＤＴＲＵＮ＝１） 

低速ＲＣ発振開始（注） 

ＷＤＴＳＬ２～０設定時間＋スタンバイモード時間 

ＷＤＴリセット発生 

ＷＤＴＲＵＮ＝０クリア 

ＷＤＴＲＳＴＦ＝１セット 

低速ＲＣ発振停止（注） 

※ＩＤＬＯＰ１～０＝“２”の動作（カウント値を保持してカウント動作停止） 

カウント値“０” 

ＷＤＴＳＬ２～０設定カウント値 

オーバーフロー 
スタンバイモード突入 

低速ＲＣ発振停止（注） 

スタンバイモード解除 

低速ＲＣ発振開始（注） 
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ＷＤＴＣＫＳＬ（ビット６ ） ：ＷＤＴＣＴ入 力 クロック選 択  
 

WDTCKSL ＷＤＴＣＴ入力クロック 

０ 内蔵低速ＲＣ発振クロック 

１ サブクロック 

 

ＷＤＴＲＵＮ（ビット５ ） ：ＷＤＴ動 作 制 御  

 このビットが“０ ”の時 、ＷＤＴは動 作 を停 止 します。  

 このビットが“１ ”の時 、ＷＤＴは動 作 を開 始 します。  

 

ＩＤＬＯＰ１ （ビット４ ） ：  

ＩＤＬＯＰ０ （ビット３ ） ：  
 

IDLOP1 IDLOP0 スタンバイモード時の動作  

０ ０ カウント動作継続  

０ １ 動作停止  

１ ０ カウント値を保持してカウント動作停止  

１ １ カウント動作継続  
 

※  各 動 作 モードの詳 細 は「図 ４－６－２」を参 照 してください。  

 

ＷＤＴＳＬ２ （ビット２ ） ：  

ＷＤＴＳＬ１ （ビット１ ） ：  

ＷＤＴＳＬ０（ビット０ ） ：  
 

WDTSL2 WDTSL1 WDTSL0 
ＷＤＴＣＴ設定カウント数とオーバーフロー発生時間例  

カウント数  低速ＲＣクロック サブクロック 

０ ０ ０ １０２４ ３４．１３ｍｓ ３１．２５ｍｓ 

０ ０ １ ２０４８ ６８．２６ｍｓ ６２．５０ｍｓ 

０ １ ０ ４０９６ １３６．５ｍｓ １２５．０ｍｓ 

０ １ １ ８１９２ ２７３．０ｍｓ ２５０．０ｍｓ 

１ ０ ０ １６３８４ ５４６．１ｍｓ ５００．０ｍｓ 

１ ０ １ ３２７６８ １．０９２ｍｓ １．０００ｓ 

１ １ ０ ６５５３６ ２．１８４ｍｓ ２．０００ｓ 

１ １ １ １３１０７２ ４．３６８ｓ ４．０００ｓ 
 

※  表 の“低 速 ＲＣクロック”は、内 蔵 低 速 ＲＣ発 振 周 波 数 が３０ｋＨｚ （ ｔ ｙ ｐ．）時 の

ＷＤＴＣＴオーバーフロー発 生 までにかかる時 間 となります。内 蔵 低 速 ＲＣ発 振

周 波 数 にはバラツキがありますので、詳 細 は「半 導 体 ニューズ」を確 認 してくだ

さい。  

※  表 の“サブクロック”は、３２．７６８ｋＨｚのＸ’ ｔａ ｌ発 振 を使 用 した時 のＷＤＴＣＴオ

ーバーフロー発 生 までにかかる時 間 となります。  

 

注 意 ：  外 部 Ｒ Ｅ Ｓ端 子 への“Ｌレベル”印 加 や内 蔵 リセット （ ＰＯＲ／ＬＶＤ）機 能 によるリ

セットが発 生 した場 合 、ＷＤＴＣＮＴは“００Ｈ”に初 期 化 されます。ＷＤＴによるリセ

ットが発 生 した場 合 、ＷＤＴＣＮＴのビット６とビット４～０は初 期 化 されません。  

 

スタンバイモード時の動作選択  

オーバーフロー時間選択  
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注 意 ：  ＷＤＴの動 作 を開 始 （ＷＤＴＲＵＮ＝１）すると、ＷＤＴＣＮＴへの書 き込 みは禁 止 さ

れます。この時 、 「ＭＯＶ  ＃５５Ｈ，ＷＤＴＣＮＴ 」命 令 を実 行 するとＷＤＴＣＴがク

リアされ、カウント値 “ ０ ”からカウント動 作 が再 開 されます（他 の命 令 で“５５Ｈ”を

書 き込 んでもＷＤＴＣＴはクリアされません）。  

注 意 ：  内 蔵 低 速 ＲＣ発 振 回 路 は、ＷＤＴＣＫＳＬ＝“ ０ ”且 つＷＤＴＲＵＮ＝“１ ”により発

振 を開 始 します。発 振 を開 始 すると 、数 μＡの動 作 電 流 が流 れます（詳 細 は

「半 導 体 ニューズ」を参 照 してください） 。また、ＳＲＣＳＴＡＲＴ（ＯＣＲ３のビット０ ）

＝“１ ”の設 定 でも発 振 を開 始 しますので、注 意 が必 要 です。  

 

４ -５ -５  ウォッチドッグタイマの使 い方  

定 期 的 にウォッチドッグタイマをクリアする命 令 が実 行 されるようにプログラムを作 成 しま

す。  

 

①  ウォッチドッグタイマの動 作 開 始  

１ ）  ＷＤＴリセット発 生 までにかかる時 間 をＷＤＴＣＫＳＬ（ＷＤＴＣＮＴのビット６ ）とＷＤ

ＴＳＬ２～０（ＷＤＴＣＮＴのビット２～０）に設 定 します。  

２ ）  スタンバイモード （ホルト／ホールド／Ｘ ’ ｔ ａ ｌ ホールド ）時 のウォッチドッグタイマの

動 作 をＩＤＬＯＰ１～０（ＷＤＴＣＮＴのビット４～３）に設 定 します。  

３ ）  １ ）、２ ）の設 定 後 、ＷＤＴＲＵＮ（ＷＤＴＣＮＴのビット５）に“１ ”を書 き込 みます。  

ＷＤＴＲＵＮに“ １ ”を書 き込 むことで、ウォッチドッグタイマの機 能 が働 き始 めます。一

度 動 作 が始 まると、ＷＤＴＣＮＴへの書 き込 みは禁 止 され、ＷＤＴＣＴのクリアとＷＤＴ

ＣＮＴの読 み出 しのみが可 能 になり、命 令 による停 止 はできません。ウォッチドッグタイ

マの機 能 が停 止 するのは、外 部 ＲＥＳ端 子 への“Ｌレベル”印 加 や内 蔵 リセット（ＰＯＲ

／ＬＶＤ）機 能 によるリセットが発 生 した場 合 またはＩＤＬＯＰ１～０＝“１ ”の状 態 でスタ

ンバイモードに入 った場 合 です。この場 合 、ＷＤＴＲＵＮがクリアされます。  

 

②  ＷＤＴＣＴのクリア  

ウォッチドッグタイマが動 作 を開 始 すると、ＷＤＴＣＴがカウントアップします。このＷＤＴ

ＣＴがオーバーフローするとＷＤＴリセットを発 生 します。通 常 のプログラム動 作 を行 う

には、ＷＤＴＣＴがオーバーフローする前 に定 期 的 にクリアする必 要 があります。動 作

中 のＷＤＴＣＴのクリアには、次 の命 令 を使 用 してください。  

 

ＭＯＶ  ＃５５Ｈ，ＷＤＴＣＮＴ  

 

③  暴 走 検 出  

定 期 的 に前 述 の命 令 を実 行 しないと、ウォッチドッグタイマはクリアされないので、ＷＤ

ＴＣＴがオーバーフローします。オーバーフローが起 こるとプログラムが暴 走 したと判 断

され、ＷＤＴリセットを発 生 します。この時 、ＷＤＴＲＳＴＦ（ＷＤＴＣＮＴのビット７ ）がセッ

トされます。ＷＤＴリセット発 生 後 、プログラムを００００Ｈ番 地 から再 実 行 します（フラッ

シュＲＯＭ版 では、オプションで選 択 されたスタート番 地 から再 実 行 します）。  

 



L C 8 7 0Ｇ 0 0  第 ４章  

4-29 

４ -５ -６  ウォッチドッグタイマ使 用 上 の注 意 点  

①  ＷＤＴクロックに内 蔵 低 速 ＲＣ発 振 クロックを選 択 している場 合 （ＷＤＴＣＫＳＬ＝０）  

・  内 蔵 低 速 ＲＣ発 振 クロックをシステムクロックに使 用 しない場 合 、ＳＲＣＳＴＡＲＴ（ＯＣ

Ｒ３のビット ０ ）＝ “ ０ ”を設 定 してください（内 蔵 低 速 ＲＣ発 振 回 路 は、発 振 開 始 ／

停 止 をウォッチドッグタイマ側 からも制 御 されます）。ＳＲＣＳＴＡＲＴ （ＯＣＲ３のビット

０ ）＝“１ ”の場 合 、 ＩＤＬＯＰ１～０＝“１ ”または“２ ”の設 定 でウォッチドッグタイマが動

作 していても、ホルトモード時 に内 蔵 低 速 ＲＣ発 振 回 路 が発 振 を続 けます。  

・  ホールドモードを使 用 して極 低 消 費 電 力 を実 現 する場 合 、 ＩＤＬＯＰ１～０＝“ １ ”ま

たは“ ２ ”を設 定 して、ホールドモード時 のウォッチドッグタイマの動 作 を停 止 しておく

必 要 があります。 ＩＤＬＯＰ１～０＝“０ ”または“３ ”を設 定 した場 合 、ホールドモード時

でも内 蔵 低 速 ＲＣ発 振 回 路 が発 振 を続 けますので、数 μＡの動 作 電 流 が常 時 流

れます。  

・  Ｉ ＤＬＯＰ１～０＝“ ２ ”を選 択 してウォッチドッグタイマが動 作 している時 、スタンバイモ

ードに突 入 すると内 蔵 低 速 ＲＣ発 振 回 路 は発 振 を停 止 し、ウォッチドッグタイマはカ

ウント動 作 を停 止 してカウント値 を保 持 します。その後 、スタンバイモードが解 除 され

ると、内 蔵 低 速 ＲＣ発 振 回 路 は発 振 を開 始 して、ウォッチドッグタイマはカウント動

作 を再 開 しますが、スタンバイモード解 除 から次 のスタンバイモード突 入 までの期 間

が「低 速 ＲＣ発 振 クロック×４ 」未 満 であると、スタンバイモードに突 入 しても、内 蔵

低 速 ＲＣ発 振 回 路 が発 振 を停 止 しない場 合 があります。この時 （スタンバイモード

実 行 中 ）、ウォッチドッグタイマはカウント動 作 を停 止 していますが、内 蔵 低 速 ＲＣ発

振 回 路 は発 振 しているため、数 μＡの動 作 電 流 が流 れます。  

 セットの待 機 電 力 を落 とす場 合 、スタンバイモード解 除 から次 のスタンバイモード突

入 までの期 間 を「低 速 ＲＣ発 振 クロック×４ 」以 上 の間 隔 を空 けて実 行 するようにプ

ログラムを作 成 してください（内 蔵 低 速 ＲＣ発 振 周 波 数 にはバラツキがありますので、

詳 細 は「半 導 体 ニューズ」を確 認 してください）。  

 

②  ＷＤＴクロックにサブクロックを選 択 している場 合 （ＷＤＴＣＫＳＬ＝１）  

・  ＷＤＴＣＫＳＬ＝“１ ”でウォッチドッグタイマを動 作 させる場 合 、ＥＸ ＴＯＳＣ（ＯＣＲのビ

ット６）＝“１ ”を設 定 後 、プログラムによりサブクロックの発 振 安 定 時 間 を待 ってから、

ウォッチドッグタイマの動 作 を開 始 してください。  

・  ウォッチドッグタイマの動 作 中 に、ＥＸＴＯＳＣ（ＯＣＲのビット６）＝“０ ”によるサブクロッ

ク発 振 停 止 またはホールドモード突 入 によるサブクロック発 振 停 止 を検 出 すると、プ

ログラムが暴 走 したと判 断 され、ＷＤＴリセットを発 生 します。この時 、ＷＤＴＲＳＴＦが

セットされます。  

※   このモードは、主 に時 計 カウントを使 用 するアプリケーションにおいて、低 消 費 電 力

を実 現 する場 合 に使 用 します。  
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４ -６ 内蔵 リセット機 能  

 

４ -６ -１  概 要  

本 シリーズは、内 蔵 リセット機 能 としてパワーオンリセット （ ＰＯＲ ） と低 電 圧 検 知 リセット

（ＬＶＤ）を内 蔵 しています。この機 能 を使 用 することによって、外 付 けに必 要 であったリ

セット回 路 部 品 （リセット ＩＣなど）を削 減 できます。  

 

４ -６ -２  機 能  

①パワーオンリセット（以 下 ＰＯＲ）機 能  

ＰＯＲは電 源 投 入 時 にリセットをかけるための機 能 です。この機 能 は低 電 圧 検 知 リ

セット機 能 オプション【禁 止 】を選 択 した時 のみオプションによりＰＯＲ解 除 レベルの選

択 が可 能 です。但 し、電 源 投 入 時 にチャタリングが入 る場 合 や電 源 が瞬 停 するお

それのある場 合 には、下 記 の低 電 圧 検 知 リセット機 能 オプションを併 用 するか、外

付 けにリセット回 路 を構 成 する必 要 があります。  

 

②低 電 圧 検 知 リセット（以 下 ＬＶＤ）機 能  

ＰＯＲ機 能 との併 用 により電 源 投 入 時 と電 源 低 下 時 にリセットをかけることができます。

この機 能 はオプションにより【許 可 】使 用 する／【禁 止 】使 用 しないの選 択 と検 知 レベ

ルの選 択 が可 能 です。  

 

４ -６ -３  回 路 構 成  

内 蔵 リセット回 路 は、ＰＯＲ，ＬＶＤ，パルスストレッチャ回 路 ，容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ放 電 トランジス

タ，外 付 け容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ＋プルアップ抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓまたはプルアップ抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓのみで構 成

されています。構 成 図 を４－７－１項 に示 します。  

・パルスストレッチャ回 路  

ＰＯＲ，ＬＶＤのリセット信 号 をストレッチする回 路 で、内 部 リセット期 間 とリセット端 子

に外 付 けされた場 合 の容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓを放 電 するために使 用 します。ストレッチ時 間 は

３０μｓ～１００μｓです。  

・容 量 ＣＲＥＳ放 電 トランジスタ  

リセット端 子 に外 付 けされた容 量 Ｃ ＲＥＳを放 電 するためのＮｃｈトランジスタです。リセ

ット端 子 に容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓを外 付 けしない場 合 には、プルアップ抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓのみ外 付 け

し内 部 リセット信 号 のモニタを行 うこともできます。  

・オプション選 択 回 路  

ＬＶＤのオプションを設 定 する回 路 で、ＬＶＤを 【許 可 】使 用 する／【禁 止 】使 用 しな

いの選 択 と検 知 レベルの選 択 をします。４－７－４項 を参 照 ください。  

・外 付 け容 量 ＣＲＥＳ＋プルアップ抵 抗 ＲＲＥＳ  
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内 蔵 リセット回 路 のリセット信 号 が解 除 されてから、更 に外 付 けのＣ，Ｒ時 定 数 によ

りリセット期 間 をストレッチします。これにより、電 源 投 入 時 に電 源 チャタリングなどが

発 生 してもリセット突 入 ／解 除 の繰 り返 しを回 避 できます。 ＰＯＲ + ＬＶＤ併 用 時 は

容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓとプルアップ抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓを外 付 けした、図 ４－７－１の回 路 構 成 を推 奨

します。推 奨 定 数 はＣ Ｒ Ｅ Ｓ＝０．０ ２ ２μＦ ，Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ＝５１０ ｋΩです。但 し、オプション

選 択 で、リセット端 子 の内 蔵 プルアップ抵 抗 を【禁 止 】使 用 しない場 合 、セット仕 様

によりリセット端 子 に容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓを外 付 けできない場 合 でも、プルアップ抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓ

を必 ず外 付 けしてください。
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  図 ４－６－１   内 蔵 リセット回 路 構 成 図  

４ -６ -４  オプション  

 リセット回 路 オプションにはＰＯＲとＬＶＤオプションがあります。  

①ＬＶＤリセット機 能 オプション  

【許 可 】：使 用 する  【禁 止 】：使 用 しない  

②ＬＶＤリセットレベルオプション  ③ＰＯＲ解 除 レベルオプション  

選択オプション
typ.値 

ＶＤＤ動作 min.値
（＊） 

選択オプション
typ.値 

ＶＤＤ動作 min.値
（＊） 

－ － 【１．６７Ｖ】 １．８Ｖ～ 

【１．９１Ｖ】 ２．１Ｖ～ 【１．９７Ｖ】 ２．１Ｖ～ 

【２．０１Ｖ】 ２．２Ｖ～ 【２．０７Ｖ】 ２．２Ｖ～ 

【２．３１Ｖ】 ２．５Ｖ～ 【２．３７Ｖ】 ２．５Ｖ～ 

【２．５１Ｖ】 ２．７Ｖ～ 【２．５７Ｖ】 ２．７Ｖ～ 

【２．８１Ｖ】 ３．０Ｖ～ 【２．８７Ｖ】 ３．０Ｖ～ 

【３．７９Ｖ】 ４．０Ｖ～ 【３．８６Ｖ】 ４．０Ｖ～ 

【４．２８Ｖ】 ４．５Ｖ～ 【４．３５Ｖ】 ４．５Ｖ～ 

＊ＶＤＤ動 作 ｍ ｉ ｎ．値 はオプションで選 択 したＰＯＲ解 除 レベル／ＬＶＤリセットレベル

に対 して、リセットがかからずに動 作 させることのできる下 限 値 の目 安 を示 します。  

①ＬＶＤリセット機 能 オプション  

 【許 可 】を選 択 するとＬＶＤリセットレベルオプションで選 択 された電 圧 でリセットがか

かります。  

（注 １）この時 の動 作 電 流 は全 てのモードにおいて数 μＡ常 時 流 れます。  

【禁 止 】を選 択 するとＬＶＤリセットはかかりません。  

（注 ２）この時 の動 作 電 流 は全 てのモードにおいて流 れません。  

＊詳 細 は４－７－５項 のリセット回 路 の動 作 波 形 例 を参 照 ください。  

②ＬＶＤリセットレベルオプション  

ＬＶＤリセット機 能 オプションで【許 可 】を選 択 した時 のみＬＶＤリセットレベルを７レベ

ル選 択 できます。使 用 する動 作 条 件 に適 した検 知 レベルを選 択 します。   

③ＰＯＲ解 除 レベルオプション  

ＬＶＤリセット機 能 オプションで【禁 止 】を選 択 した時 のみＰＯＲ解 除 レベルを８レベル

選 択 できます。内 蔵 リセット回 路 を使 用 しない場 合 のＰＯＲ解 除 レベルは、保 証 動

作 電 圧 ｍｉｎ．に影 響 しない最 低 レベル（１．６７Ｖ）を選 択 してください。  

（注 ３）この時 の動 作 電 流 はＰＯＲがリセットを解 除 すると電 流 は流 れません。  

（注 ４）保 証 動 作 電 圧 m i n .以 下 のＰＯＲ解 除 レベルを選 択 （１．６７Ｖ ）する場 合 には、

使 用 上 の留 意 点 がありますので４－７－６－②項 を参 照 ください。  

パワーオンリセット 

（POR） 

RES 

RESET 

ｵﾌﾟｼｮﾝ パルスストレッチャ 

低電圧検知リセット 
（LVD） 

マイコン内部 

RRES=510kΩ 

CRES=0.022μF 

内蔵プルアップ抵抗(ｵﾌﾟｼｮﾝ選択) 

RINT=360kΩ(typ) 
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●選 択 参 考 例 １  

セット仕 様 によりＶＤＤ＝２．７Ｖまでリセットをかけずに動 作 させたいので、それに最

適 なＬＶＤリセットレベルを選 択 したい。  

 

ＬＶＤリセット機 能 オプションは【許 可 】を選 択 し、ＬＶＤリセットレベルは【 ２． ５ １

Ｖ】を選 択 します。  

 

 

 

 

 

 

 

●選 択 参 考 例 ２  

 ＶＤＤ＝２．７Ｖ／ｔＣＹＣ =２５０ｎ ｓまでの動 作 保 証 となっているので、その条 件 で最

適 なＬＶＤリセットレベルを選 択 したい。  

 

ＬＶＤリセット機 能 オプションは【許 可 】を選 択 し、ＬＶＤリセットレベルオプション

は【２．８１Ｖ】を選 択 します。  

 

 

 

 

 

 

 

●選 択 参 考 例 ３  

外 付 けに３．０Ｖ検 知 のリセット ＩＣを使 用 するので、内 部 リセット回 路 は使 用 したく

ない。（４－７－７－①項 を合 わせてご参 照 ください）  

 

ＬＶＤリセット機 能 オプションは【禁 止 】を選 択 し、ＰＯＲ解 除 レベルオプションは

【１．６７Ｖ】を選 択 します。  

 

 

 

 

 

 

   

 

（注 ５ ）参 考 例 に表 記 されている動 作 保 証 値 （電 圧 ／動 作 周 波 数 ）は使 用 する機

種 により異 なりますので、必 ず最 新 の半 導 体 ニューズを参 照 し適 切 な設 定 レ

ベルを選 択 してください。  

LVD リセット電圧(LVDET=Typ. 2.51V) 

LVD解除電圧(LVDET+LVHYS) 

VDD=2.7V 

セット仕様動作範囲 

LVD リセット電圧(LVDET=Typ. 2.81V) 

LVD解除電圧(LVDET+LVHYS) 

動作保証下限値 

(VDD=2.7V/tCYC=250ns) 

マイコン動作保証範囲 

(VDD=2.7V～5.5V/tCYC=250ns) 

POR解除電圧(PORRL=Typ. 1.67V) 

VDD=3.1V 

セット仕様動作範囲 

外付け 3.0V検知回路 
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４ -６ -５  内 蔵 リセット回 路 の動 作 波 形 例  

①ＰＯＲのみ（ＬＶＤ使 用 しない）の動 作 波 形 例  

（ リセット端 子 ：プルアップ抵 抗 Ｒ ＲＥＳのみ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＰＯＲはトランジスタが駆 動 始 めるまでの期 間 、不 定 領 域 （ ＰＯＵＫＳ）が存 在 します。  

・ ＰＯＲはＶＳＳレベルから電 源 を立 ち上 げた時 のみリセットが発 生 します。また、この時

のリセット解 除 電 圧 には誤 差 が発 生 しますので、詳 細 は半 導 体 ニューズを参 照 くだ

さい。  

・ ( a )のように電 源 がＶＳＳレベルまで下 がらない状 態 で電 源 が再 投 入 された場 合 には、

安 定 したリセットはかかりません。このケースが想 定 される場 合 には、②項 のようにＬＶ

Ｄ機 能 を併 用 するか、外 付 けにリセット回 路 を構 成 してください。  

・ ( b )のように電 源 がＶＳＳレベルまで十 分 下 がり、その状 態 が１００μｓ以 上 保 持 されて

から電 源 が再 投 入 された場 合 のみリセットがかかります。  

 

②ＰＯＲ＋ＬＶＤを併 用 した場 合 の動 作 波 形 例  

（ リセット端 子 ：プルアップ抵 抗 Ｒ ＲＥＳのみ）  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＰＯＲ＋ＬＶＤの併 用 時 も同 様 にトランジスタが駆 動 始 めるまでの期 間 、不 定 領 域 （Ｌ

ＶＵＫＳ）が存 在 します。  

・電 源 投 入 時 と電 源 低 下 時 ともにリセットがかかります。また、この時 のリセット解 除 ／

突 入 電 圧 には誤 差 が発 生 しますので、詳 細 は半 導 体 ニューズを参 照 ください。  

・ ＬＶＤには検 知 レベル付 近 でリセット解 除 ／突 入 を繰 り返 さないようヒステリシス幅 （Ｌ

ＶＨＹＳ）があります。  

POR解除電圧 

(PORRL) 

VDD 

RES# 

ﾘｾｯﾄ不定領域 

(POUKS) 

(a) (b) 

ﾘｾｯﾄ期間 ﾘｾｯﾄ期間 
100μs期間以上 

VDD 

RES# 

LVD ヒステリシス幅 

(LVHYS) 

LVD リセット電圧 

(LVDET) 

ﾘｾｯﾄ不定領域 

(LVUKS) 

ﾘｾｯﾄ期間 ﾘｾｯﾄ期間 ﾘｾｯﾄ期間 

LVD解除電圧 

(LVDET+LVHYS) 
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４ -６ -６  内 蔵 リセット回 路 使 用 上 の留 意 点  

①内 蔵 ＰＯＲのみでリセットをかける時  

内 蔵 ＰＯＲのみを使 用 してリセットをかける場 合 でもＬＶＤ併 用 時 と同 様 にリセット端

子 を直 接 ＶＤＤに短 絡 しないでください。必 ず、使 用 条 件 に最 適 な容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓを外

付 けしてください。但 し、オプション選 択 で、リセット端 子 の内 蔵 プルアップ抵 抗 を【禁

止 】使 用 しない場 合 、プルアップ抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓを外 付 けしてください。また、想 定 される

電 源 投 入 条 件 で評 価 を十 分 行 い、確 実 にリセットがかかることを入 念 にご確 認 くだ

さい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４－７－２   内 蔵 ＰＯＲのみのリセット回 路 構 成 例  

 

 

②内 蔵 ＰＯＲのみでＰＯＲ解 除 レベル１．６７Ｖ選 択 時  

内 蔵 ＰＯＲ解 除 レベル１．６ ７Ｖ選 択 時 は、電 源 立 ち上 り時 間 に合 わせリセット端 子

に容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓと、オプション選 択 で、リセット端 子 の内 蔵 プルアップ抵 抗 を【禁 止 】使

用 しない場 合 、さらに、プルアップ抵 抗 Ｒ Ｒ Ｅ Ｓを外 付 けし、解 除 電 圧 が保 証 動 作 電

圧 ｍｉｎ．以 上 に達 してからリセットが解 除 されるよう調 整 してください。または、保 証 動

作 電 圧 ｍｉｎ．以 上 に達 するまでの期 間 、リセット端 子 にＬレベルを入 力 してください。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４－７－３   内 蔵 ＰＯＲのみの解 除 レベル波 形 例  

VDD 

RES 

POR 解除ﾚﾍﾞﾙ 

1.67V時 

 

ﾘｾｯﾄ不定領域 

(LVUKS) 

保証動作電圧 min. 

ﾘｾｯﾄ VIH ﾚﾍﾞﾙ 

ﾘｾｯﾄ期間 

RES 

マイコン内部 

From POR 

RESET 

RRES 

CRES 

RINT(ｵﾌﾟｼｮﾝ選択) 
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③数 百 μｓより短 い（速 い）電 源 瞬 停 ・電 源 変 動 が想 定 される時  

内 蔵 ＬＶＤリセット回 路 は電 源 低 下 をオプションで選 択 された検 知 レベルで検 知 して

からリセット信 号 を発 生 させるまでの応 答 時 間 があり、図 ４－７－４のような低 電 圧 最

小 検 知 幅 Ｔ Ｌ Ｖ ＤＷが規 定 されています。（半 導 体 ニューズを参 照 ）このため、電 源 が

最 小 検 知 幅 より短 い（速 い）電 源 瞬 停 や電 源 変 動 が想 定 される場 合 には、図 ４－７

－５のような対 策 例 やその他 の対 策 を必 ず行 ってください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４－７－４   電 源 瞬 停 ・電 源 変 動 波 形 例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４－７－５   電 源 瞬 停 ・電 源 変 動 対 策 例  

 

VDD 

LVD リセット電圧 

(LVDET) 

 

TLVDW 

VSS 

LVD 解除電圧 

 

LVDET-0.5V 

 

電源 

VSS1 

RES 

VDD1 

マイコン 
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４ -６ -７  内 蔵 リセット回 路 未 使 用 上 の留 意 点  

①内 蔵 リセット回 路 を使 用 せず外 付 けにリセット ＩＣを構 成 する時  

内 蔵 リセット回 路 を使 用 しない場 合 でも電 源 投 入 時 に内 蔵 ＰＯＲが動 作 し、リセット

端 子 の容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓ放 電 用 Ｎｃｈ トランジスタがＯＮします。このため、リセット Ｉ Ｃを外 付

けする場 合 には、検 知 レベルを保 証 動 作 電 圧 ｍ ｉ ｎ ．以 上 のタイプを使 用 し、マイコ

ン内 蔵 のＰＯＲ解 除 レベルは保 証 動 作 電 圧 ｍ ｉ ｎ ．に影 響 しない最 低 レベル（１． ６ ７

Ｖ ）を選 択 してください。下 図 にリセット Ｉ ＣのＮｃｈオープンドレイン・タイプとＣＭＯＳ・タ

イプ使 用 時 のリセット回 路 構 成 例 を示 します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４－７－６   Ｎｃｈオープンドレイン・タイプ使 用 時 のリセット回 路 構 成 例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４－７－７   ＣＭＯＳ・タイプ使 用 時 のリセット回 路 構 成 例  

RES 

Nch ｵｰﾌﾟﾝﾄﾞﾚｲﾝ･
ﾀｲﾌﾟ 

リセット IC マイコン内部 

From POR 

RESET 

数百 kΩ RINT(ｵﾌﾟｼｮﾝ選択) 

RINT(ｵﾌﾟｼｮﾝ選択) 

RES 

CMOS･ﾀｲﾌﾟ 

リセット IC 

マイコン内部 

From POR 

RESET 

貫通電流防止のため、数 kΩ～数

十 kΩ程度の保護抵抗を挿入 
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②内 蔵 リセット回 路 を使 用 せず外 付 けにＰＯＲ回 路 を構 成 する時  

４－７－７－①項 と同 様 に内 蔵 リセット回 路 を使 用 しない場 合 でも電 源 投 入 時 に内

蔵 ＰＯＲが動 作 します。しかし、内 蔵 ＰＯＲより長 いリセット期 間 を設 けたいために外 部

にもＰＯＲ回 路 を構 成 し、容 量 Ｃ Ｒ Ｅ Ｓを０．１μＦ以 上 にする場 合 には、必 ず図 ４－７

－８のようにダイオードＤ ＲＥＳも外 付 けしてください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４－７－８   外 部 ＰＯＲのリセット回 路 構 成 例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RES 

マイコン内部 

 

From POR 

RESET 

RRES 

CRES 

DRES 

ダイオードを外付け 

RINT(ｵﾌﾟｼｮﾝ選択) 
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ＡＰＰＥＮＤＩＸ 

 

 



 

 

 

ＡＰＰＥＮＤＩＸ・目次 

 

 

ＡＰＰＥＮＤＩＸ－Ⅰ 

・スペシャルファンクションレジスタ（ＳＦＲ）マップ 

 

ＡＰＰＥＮＤＩＸ－Ⅱ 

・ポート０ブロック図 

・ポート１ブロック図 

・ポート７ブロック図 
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 AI-1 

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC870G00 備考 BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

0～00FF XXXX XXXX R/W RAM256B 9 ﾋﾞｯﾄ構成          

FE00 0000 0000 R/W AREG  - AREG7 AREG6 AREG5 AREG4 AREG3 AREG2 AREG1 AREG0 

FE01 0000 0000 R/W BREG  - BREG7 BREG6 BREG5 BREG4 BREG3 BREG2 BREG1 BREG0 

FE02 0000 0000 R/W CREG  - CREG7 CREG6 CREG5 CREG4 CREG3 CREG2 CREG1 CREG0 

FE03              

FE04              

FE05              

FE06 0000 0000 R/W PSW  - CY AC PSWB5 PSWB4 LDCBNK OV P1 PARITY 

FE07 HHHH H000 R/W PCON  - - - - - - XTIDLE PDN IDLE 

FE08 0000 HH00 R/W IE  - IE7 XFLG HFLG LFLG - - XCNT1 XCNT0 

FE09 0000 0000 R/W IP  - IP4B IP43 IP3B IP33 IP2B IP23 IP1B IP13 

FE0A 0000 0000 R/W SPL  - SP7 SP6 SP5 SP4 SP3 SP2 SP1 SP0 

FE0B 0000 0000 R/W SPH  - SP15 SP14 SP13 SP12 SP11 SP10 SP9 SP 

FE0C HHHH H000 R/W CLKDV  - - - - - - CLKDV2 CLKDV1 CLKDV0 

FE0D              

FE0E 0000 XX00 R/W OCR BIT2, 3 で XT1, XT2 を読む - CLKSGL EXTOSC CLKCB5 CLKCB4 XT2IN XT1IN RCSTOP CFSTOP 

              

FE10 0000 0000 R/W T0CNT  - T0HRUN T0LRUN T0LONG T0LEXT T0HCMP T0HIE T0LCMP T0LIE 

FE11 0000 0000 R/W T0PRR ﾌﾟﾘｽｹｰﾗは 8 ﾋﾞｯﾄ
(max.256Tcyc) 

- T0PRR7 T0PRR6 T0PRR5 T0PRR4 T0PRR3 T0PRR2 T0PRR1 T0PRR0 

FE12 0000 0000 R T0L  - T0L7 T0L6 T0L5 T0L4 T0L3 T0L2 T0L1 T0L0 

FE13 0000 0000 R T0H  - T0H7 T0H6 T0H5 T0H4 T0H3 T0H2 T0H1 T0H0 

FE14 0000 0000 R/W T0LR  - T0LR7 T0LR6 T0LR5 T0LR4 T0LR3 T0LR2 T0LR1 T0LR0 

FE15 0000 0000 R/W T0HR  - T0HR7 T0HR6 T0HR5 T0HR4 T0HR3 T0HR2 T0HR1 T0HR0 

FE16 XXXX XXXX R T0CAL ﾀｲﾏ 0 ｷｬﾌﾟﾁｬﾚｼﾞｽﾀ L - T0CAL7 T0CAL6 T0CAL5 T0CAL4 T0CAL3 T0CAL2 T0CAL1 T0CAL0 

FE17 XXXX XXXX R T0CAH ﾀｲﾏ 0 ｷｬﾌﾟﾁｬﾚｼﾞｽﾀ H - T0CAH7 T0CAH6 T0CAH5 T0CAH4 T0CAH3 T0CAH2 T0CAH1 T0CAH0 

FE18 0000 0000 R/W T1CNT  - T1HRUN T1LRUN T1LONG T1PWM T1HCMP T1HIE T1LCMP T1LIE 

FE19 0000 0000 R/W T1PRR  - T1HPRE T1HPRC2 T1HPRC1 T1HPRC0 T1HCMP T1HIE T1LCMP T1LIE 

FE1A 0000 0000 R T1L  - T1L7 T1L6 T1L5 T1L4 T1L3 T1L2 T1L1 T1L0 

FE1B 0000 0000 R T1H  - T1H7 T1H6 T1H5 T1H4 T1H3 T1H2 T1H1 T1H0 

FE1C 0000 0000 R/W T1LR  - T1LR7 T1LR6 T1LR5 T1LR4 T1LR3 T1LR2 T1LR1 T1LR0 

FE1D 0000 0000 R/W T1HR  - T1HR7 T1HR6 T1HR5 T1HR4 T1HR3 T1HR2 T1HR1 T1HR0 



 AI-2 

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC870G00 備考 BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE1E              

FE1F              

FE20              

FE21              

FE22              

FE23              

FE24              

FE25              

FE26              

FE27              

FE28              

FE29              

FE2A              

FE2B              

FE2C              

FE2D              

FE2E              

FE2F              

FE30              

FE31              

FE32              

FE33              

FE34 0000 0000 R/W SCON1  - SI1M1 SI1M0 SI1RUN SI1REC SI1DIR SI1OVR SI1END SI1IE 

FE35 00000 0000 R/W SBUF1 9bit REG SBUF18 SBUF17 SBUF16 SBUF15 SBUF14 SBUF13 SBUF12 SBUF11 SBUF10 

FE36 0000 0000 R/W SBR1  - SBRG17 SBRG16 SBRG15 SBRG14 SBRG13 SBRG12 SBRG11 SBRG10 

FE37              

FE38              

FE39              

FE3A              

FE3B              

FE3C              

FE3D 0000 0000 R/W BTPRR  - BTPRR7 BTPRR6 BTPRR5 BTPRR4 BTPRR3 BTPRR2 BTPRR1 BTPRR0 



L C 8 7 0 Ｇ 0 0  A P P E N D I X - Ⅰ  

 AI-3 

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC870G00 備考 BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE3E              

FE3F              

FE40 0000 0000 R/W P0  - FIX0 P06 P05 P04 P03 P02 P01 P00 

FE41 0000 0000 R/W P0DDR  - FIX0 P06DDR P05DDR P04DDR P03DDR P02DDR P01DDR P00DDR 

FE42 0000 0000 R/W P0FCR  - T1HPWMEN T1LPWMEN P0FLG P0IE CLKOEN CLKODV2 CLKODV1 CLKODV0 

FE43 HH00 0000 R/W XT2PC 発振端子汎用ポート入力制御 - - - XT1DR XT1DT XTCFSEL XT2CMOS FIX0 FIX0 

FE44 0000 0001 R/W P1  - P17 P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10 

FE45 0100 0011 R/W P1DDR  - P17DDR P16DDR P15DDR P14DDR P13DDR P12DDR P11DDR P10DDR 

FE46 0100 0000 R/W P1FCR  - P17FCR P16FCR P15FCR P14FCR P13FCR P12FCR P11FCR P10FCR 

FE47 0H0H HHH0 R/W P1TST  - FIXO - FIX0 - - - - FIXO 

FE48 HH00 0000 R/W アクセス禁止  - - - FIX0 FIX0 FIX0 FIX0 FIX0 FIX0 

FE49 HH00 0000 R/W アクセス禁止  - - - FIX0 FIX0 FIX0 FIX0 FIX0 FIX0 

FE4A 0000 0000 R/W I45CR  - INT5HEG INT5LEG INT5IF INT5IE INT4HEG INT4LEG INT4IF INT4IE 

FE4B 0000 0000 R/W I45SL  - I5SL3 I5SL2 I5SL1 I5SL0 I4SL3 I4SL2 I4SL1 I4SL0 

FE4C     - - - - - - - - - 

FE4D     - - - - - - - - - 

FE4E              

FE4F              

FE50              

FE51              

FE52              

FE53              

FE54              

FE55              

FE56              

FE57              

FE58 0000 0000 R/W ADCRC 12bit-AD 制御 - ADCHSEL3 ADCHSEL2 ADCHSEL1 ADCHSEL0 ADCR3 ADSTART ADENDF ADIE 

FE59 0000 0000 R/W ADMRC 12bit-AD ﾓｰﾄﾞ - ADMD4 ADMD3 ADMD2 ADMD1 ADMD0 ADMR2 ADTM1 ADTM0 

FE5A 0000 0000 R/W ADRLC 12bit-AD 変換結果 L - DATAL3 DATAL2 DATAL1 DATAL0 ADRL3 ADRL2 ADRL1 ADTM2 

FE5B 0000 0000 R/W ADRHC 12bit-AD 変換結果 H - DATA7 DATA6 DATA5 DATA4 DATA3 DATA2 DATA1 DATA0 

FE5C HHH0 HHH0 R/W P7 1bit-IO (4:DDR 0:DATA) - - - - P70DDR - - - P70DT 

FE5D 0000 0000 R/W I01CR  - INT1LH INT1LV INT1IF INT1IE INT0LH INT0LV INT0IF INT0IE 



 AI-4 

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC870G00 備考 BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE5E 0000 0000 R/W I23CR  - INT3HEG INT3LEG INT3IF INT3IE INT2HEG INT2LEG INT2IF INT2IE 

FE5F 0000 0000 R/W ISL  - ST0HCP ST0LCP BTIMC1 BTIMC0 BUZON NFSEL NFON ST0IN 

FE60              

FE61              

FE62              

FE63              

FE64              

FE65              

FE66              

FE67              

FE68              

FE69              

FE6A              

FE6B              

FE6C              

FE6D              

FE6E              

FE6F              

FE70              

FE71              

FE72              

FE73              

FE74              

FE75              

FE76              

FE77              

FE78              

FE79 0000 0000 R/W WDTCNT ﾀｲﾏ型ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾀｲﾏ - RSTFLG WDTCKSL WDTRUN IDLOP1 IDLOP0 WDTSL2 WDTSL1 WDTSL0 

FE7A              

FE7B              

FE7C 0000 0000 R/W OCR3  - FRCSEL FRCSTART OCR3B5 OCR3B4 OCR3B3 OCR3B2 SRCSEL SRCSTART 



L C 8 7 0 Ｇ 0 0  A P P E N D I X - Ⅰ  

 AI-5 

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC870G00 備考 BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE7D              

FE7E 0000 0000 R/W FSR0 FLASH 制御 (bit4 は R/0) - FSR0B7 

Fix to 0 

FSR0B6 

Fix to 0 

FSAERR FSWOK INTHIGH FSLDAT FSPGL FSWREQ 

FE7F 0000 0000 R/W BTCR ﾍﾞｰｽﾀｲﾏ制御 - BTFST BTON BTC11 BTC10 BTIF1 BTIE1 BTIF0 BTIE0 

FE80 0000 HHHH R/W VCPWM0L 電圧制御用 PWM - CPWM0L3 CPWM0L2 CPWM0L1 CPWM0L0 - - - - 

FE81 0000 0000 R/W VCPWM0H 電圧制御用 PWM - CPWM0H7 CPWM0H6 CPWM0H5 CPWM0H4 CPWM0H3 CPWM0H2 CPWM0H1 CPWM0H0 

FE82 0000 HHHH R/W VCPWM1L 電圧制御用 PWM - CPWML3 CPWML2 CPWML1 CPWML0 - - - - 

FE83 0000 0000 R/W VCPWM1H 電圧制御用 PWM - CPWM1H7 CPWM1H6 CPWM1H5 CPWM1H4 CPWM1H3 CPWM1H2 CPWM1H1 CPWM1H0 

FE84 0000 0000 R/W VCPWM0C 電圧制御用 PWM - CPWM0C7 CPWM0C6 CPWM0C5 CPWM0C4 ENCPWM1 ENCPWM0 CPWM00V CPWM01E 

FE85 HHH0 0000 R/W VCPWM01P 電圧制御用 PWM - - - - CPWM01P2 CPWM1ECK CPWM0ECK FIX0 FIX0 

FE86              

FE87              

FE88              

FE89              

FE8A              

FE8B              

FE8C              

FE8D 0000 0000 R/W HPWM2AC 高速 PWM - H2A40MON H2ACKDV H2ACKSL H2ABWSL H2ARUN H2ARLBSY H2AOVF H2AIE 

FE8E 00HH HH00 R/W HPWM2AL 高速 PWM - HPWM2AL1 HPWM2AL0 - - - - P17H2ASL P16H2ASL 

FE8F 0000 0000 R/W HPWM2AH 高速 PWM - HPWM2AH7 HPWM2AH6 HPWM2AH5 HPWM2AH4 HPWM2AH3 HPWM2AH2 HPWM2AH1 HPWM2AH0 

FE90              

FE91              

FE92              

FE93              

FE94              

FE95              

FE96              

FE97              

FE98              

FE99              

FE9A              

FE9B              



 AI-6 

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC870G00 備考 BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FE9C              

FE9D              

FE9E              

FE9F              

FEA0              

FEA1              

FEA2              

FEA3              

FEA4              

FEA5              

FEA6              

FEA7 0000 0000 R/W RCTRMTST 周波数ｶｳﾝﾀ制御 - REFCKS1 REFCKS0 SELFRQ1 SELFRQ0 FRQTST1 FRQCTST FRQCTEND RCTRMTST0 

FEA8              

FEA9              

FEAA              

FEAB              

FEAC              

FEAD              

FEAE              

FEAF              

FEB0              

FEB1              

FEB2              

FEB3 XXXX XXXX R/W (FRCTRM0) 高速 RC ﾄﾘﾐﾝｸﾞﾚｼﾞｽﾀ 0 - FRCADJ7 FRCADJ6 FRCADJ5 FRCADJ4 FRCADJ3 FRCADJ2 FRCADJ1 FRCADJ0 

FEB4 XXXX XXXX R/W (FRCTRM1) 高速 RC ﾄﾘﾐﾝｸﾞﾚｼﾞｽﾀ 1 - FRCFRQ1 FRCFRQ0 FRCTEMP2 FRCTEMP1 FRCTEMP0 BIT2 FRCADJ9 FRCADJ8 

FEB5 X XXXX XXXX R/W (SRCTRM) 低速 RC ﾄﾘﾐﾝｸﾞﾚｼﾞｽﾀ SRCSL30KZ SRCRCB3 SRCRCB2 SRCRCB1 SRCRCB0 SRCFCB2 SRCFCB1 SRCFCB0 SRCDCB 

FEB6              

FEB7              

FEB8              

FEB9              

FEBA              

FEBB              



L C 8 7 0 Ｇ 0 0  A P P E N D I X - Ⅰ  

 AI-7 

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC870G00 備考 BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FEBC              

FEBD              

FEBE              

FEBF              

FEC0 000H HH00 R/W VRCNT VREF 制御 - VR12ON VR24ON CPON - - - VRADSEL VR2SELZ 

FEC1 XXXX XXXX R/W VR2AJ VREF2V ｱｼﾞｬｽﾄ - VR2AJ7 VR2AJ6 VR2AJ5 VR2AJ4 VR2AJ3 VR2AJ2 VR2AJ1 VR2AJ0 

FEC2 0000 0000 R/W ANIEZ AN 使用時のﾎﾟｰﾄ制御 - AN13IEZ AN12IEZ AN11IEZ AN10IEZ AN9IEZ AN7IEZ AN6IEZ AN5IEZ 

FEC3 00H0 H000 R/W APCNT 10/20 倍ｱﾝﾌﾟ制御 - APON GAIN20 - APTOE - APDIR APMD1 APMD0 

FEC4 XXXX XXXX R/W PWRCTRM0 PWM 専用 RC ﾄﾘﾐﾝｸﾞﾚｼﾞｽﾀ 0 - VMRCAD7 VMRCAD6 VMRCAD5 VMRCAD4 VMRCAD3 VMRCAD2 VMRCAD1 VMRCAD0 

FEC5 XHHH HHXX R/W PWRCTRM1 PWM 専用 RC ﾄﾘﾐﾝｸﾞﾚｼﾞｽﾀ 1 - VMSL40M - - - - - VMRCAD9 VMRCAD8 

FEC6 XXXX XXXX R/W VR4AJ VREF4V ｱｼﾞｬｽﾄ - VR4AJ7 VR4AJ6 VR4AJ5 VR4AJ4 VR4AJ3 VR4AJ2 VR4AJ1 VR4AJ0 

FEC7              

FEC8              

FEC9              

FECA              

FECB              

FECC              

FECD              

FECE              

FECF              

FED0              

FED1              

FED2              

FED3              

FED4              

FED5              

FED6              

FED7              

FED8              

FED9              

FEDA 00HH HH00 R/W TEMPS2CNT 温度計制御 - TEMPS2ON FIX0 - - - - DIO2X FIX0 

FEDB              
 



 AI-8 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC870G00 備考 BIT8 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

FEDC              

FEDD              

FEDE              

FEDF              

FEE0 XXXX XXXX R/W D2TL Diode2 段の高温ﾃﾞｰﾀ L - D2TL7 D2TL6 D2TL5 D2TL4 D2TL3 D2TL2 D2TL1 D2TL0 

FEE1 XXXX XXXX R/W D2TH Diode2 段の高温ﾃﾞｰﾀ H - D2TH7 D2TH6 D2TH5 D2TH4 D2TH3 D2TH2 D2TH1 D2TH0 

FEE2 XXXX XXXX R/W D4TL Diode4 段の高温ﾃﾞｰﾀ L - D4TL7 D4TL6 D4TL5 D4TL4 D4TL3 D4TL2 D4TL1 D4TL0 

FEE3 XXXX XXXX R/W D4TH Diode4 段の高温ﾃﾞｰﾀ H - D4TH7 D4TH6 D4TH5 D4TH4 D4TH3 D4TH2 D4TH1 D4TH0 

FEE4              

FEE5              

FEE6              

FEE7              

FEE8              

FEE9              

FEEA              

FEEB              

FEEC              

FEED              

FEEE              

FEEF              

FEF0              

FEF1              

FEF2              

FEF3              

FEF4              

FEF5              

FEF6              

FEF7              

FEF8              

FEF9              

FEFA              

FEFB              
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ポート０  ブロック図 （Ｐ０６、Ｐ０５ ）  

オプション：出 力 形 式 （ＣＭＯＳまたはＮｃｈ－ＯＤ）をビット毎 に選 択 可 能  

ｸﾛｯｸ出力 (ｼｽﾃﾑ／ｻﾌﾞｸﾛｯｸ選択可) 

W-P0 

R-P0 

P0 (FE40) ビット 6 
CMOS 
または 

Nch-OD 
端子 

P06 

バ
ス 

SW 

PU 

D 

C 

Q 

特殊入力 

ポート 特殊入力 FUNCTION 出力 

ポート 0 兼用機能表 

P05 

P06 - 

- 

ﾀｲﾏ 1HPWM 出力 

P0DDR(FE41) ビット 6 

W-P0DDR 

R-P0DDR 

D 

C 

Q 

EOR 

T1HPWM 

CLKOUT 

端子 

P05 

SW 

PU 

P0 (FE40) ビット 5 
CMOS 
または 

Nch-OD 

P0DDR (FE41) ビット 5 

D 

C 

Q 

D 

C 

Q 

CLKOEN 
制御回路 

T1LPWM 

EOR 

ﾀｲﾏ 1LPWM 出力 

P0FCR(FE42) ビット 6 

D 

C 

Q 

W-P0FCR 

R-P0FCR 

P0FCR(FE42) ビット 5 

D 

C 

Q 



ポートブロック図  

ＡⅡ-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポート０  ブロック図 （Ｐ０ 4～Ｐ００）  

オプション：出 力 形 式 （ＣＭＯＳまたはＮｃｈ－ＯＤ）をビット毎 に選 択 可 能

W-P0 

R-P0 

P0 (FE40) ビット 4 

CMOS 
または 

Nch-OD 
端子 

P04 

バ
ス 

SW 

PU 

D 

C 

Q 

特殊入力 P0DDR(FE41) ビット 4 

W-P0DDR 

R-P0DDR 

D 

C 

Q 

CDPWM1DP0 

CDPWM1CP0 

P0 (FE40) ビット 3 

CMOS 
または 

Nch-OD 
端子 

P03 

SW 

PU 

D 

C 

Q 

特殊入力 P0DDR(FE41) ビット 3 

D 

C 

Q 

CDPWM0DP0 

CDPWM0CP0 

P0 (FE40) ビット 2～0 
CMOS 
または 

Nch-OD 
端子 

P02～P00 

SW 

PU 

D 

C 

Q 

特殊入力 P0DDR(FE41) ビット 2～0 

D 

C 

Q 

ポート 

P00 

特殊入力 FUNCTION 出力 

ポート 0 兼用機能表 

P01 

P02 

P03 

P04 AN4 

AN3 

AN2/ｺﾝﾊﾟﾚｰﾀ入力 

APIP (10/20 倍ｱﾝﾌﾟ+側入力) 

APIM (10/20 倍ｱﾝﾌﾟ-側入力) 

- 
- 
- 

VCPWM1 出力 
VCPWM0 出力 
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ポート０（割 り込 み）  ブロック図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P0 割り込み検出 

5 4 3 2 1 0 

P0FCR(FE42) 

 

P0 割り込み検出 

P07 端子入力データ 

P0(FE40) ビット 7 

P0DDR(FE41) ビット 7 

P06 端子入力データ 

P0(FE40) ビット 6 

P0DDR(FE41) ビット 6 

P05 端子入力データ 

P0(FE40) ビット 5 

P0DDR(FE41) ビット 5 

P04 端子入力データ 

P0(FE40) ビット 4 

P0DDR(FE41) ビット 4 

P03 端子入力データ 

P0(FE40) ビット 3 

P0DDR(FE41) ビット 3 

P02 端子入力データ 

P0(FE40) ビット 2 

P0DDR(FE41) ビット 2 

P01 端子入力データ 

P0(FE40) ビット 1 

P0DDR(FE41) ビット 1 

P00 端子入力データ 

P0(FE40) ビット 0 

P0DDR(FE41) ビット 0 

6 7 



ポートブロック図  
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ポート１  ブロック図  

オプション：出 力 形 式 （ＣＭＯＳまたはＮｃｈ－ＯＤ）をビット毎 に選 択 可 能  

ポート 

P10 

特殊入力 FUNCTION 出力 

ポート 1 兼用機能表 

P11 

P12 

P13 

P14 

P15 

P16 

P17 

- 
- 

INT1／T0HCP 

INT2／T0IN 

SIO1 ｸﾛｯｸ入力 

HPWM2 出力／BUZ 

SIO1 ｸﾛｯｸ出力 

SIO1 ﾃﾞｰﾀ出力 

SIO1 ﾃﾞｰﾀ出力 - 
SIO1 ﾃﾞｰﾀ入力 

HPWM2 出力＆ｺﾝﾊﾟﾚｰﾀ出力 

INT3／T0IN／AN5 - 
INT4／T1IN／AN6 

INT4／T1IN／AN7 

W-P1 

R-P1 

P1 (FE44) ビット 7 
CMOS 
または 

Nch-OD 
端子 

P17 

バ
ス 

SW 

PU 

D 

C 

Q 

端子 

P15～P10 

SW 

PU 

P1(FE44) ビット 5～0 

P1DDR (FE45) ビット 5～0 

D 

C 

Q 

D 

C 

Q 

特殊入力 P1DDR(FE45) ビット 7 

W-P1DDR 

R-P1DDR 

D 

C 

Q 

特殊入力 

P1FCR(FE46) ビット 7 

W-P1FCR 

R-P1FCR 

D 

C 

Q 

EOR 

P17HPWSEL 

P1FCR(FE46) ビット 5～0 

D 

C 

Q 

FUNCTION 出力 5～0 

CMOS 
または 

Nch-OD 

HPWM2出力 

BUZON 

BUZ 出力 

P1 (FE44) ビット 6 
CMOS 
または 

Nch-OD 
端子 

P16 

SW 

PU 

D 

C 

Q 

特殊入力 P1DDR(FE45) ビット 6 

D 

C 

Q 

P1FCR(FE46) ビット 6 

D 

C 

Q 

EOR 

コンパレータ出力 

P16HPWSEL 

HPWM2出力 
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ポート１（割 り込 み）  ブロック図  

 

P13 

P14 

7 6 5 4 3 2 1 0 7 6 5 4 3 2 1 0 

タイマ 1 カウントクロック 

タイマ 0L キャプチャ信号 

タイマ 0H キャプチャ信号 

割り込み要求 

ベクタ 00013 

I45SL (FE4B) I45CR (FE4A) 

INT4 



ポートブロック図  

ＡⅡ-6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポート７  ブロック図  

オプション：なし  

ポート 特殊入力 FUNCTION 出力 

ポート 7 兼用機能表 

P70 

W-P7 

R-P7 

P7 (FE5C) ビット 0 端子 

P70 

バ
ス 

SW 

PU 

D 

C 

Q 

P7(FE5C) ビット 4 

D 

C 

Q 

- INT0／T0LCP／AN9 

HALT/HOLD 

特殊入力 
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ポート１，ポート７（割 り込 み）  ブロック図  

 

 

 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

7 6 5 4 3 2 1 0 

タイマ 0 クロック入力 
INT3 

INT2 

INT1 

INT0 

ノイズフィルタ 

I23CR(FE5E) 

ISL(FE5F) 

割り込み要求 
ベクタ 00013 

割り込み要求 
ベクタ 0001B 

タイマ 0H キャプチャ信号 

タイマ 0L キャプチャ信号 

H レベル 
L レベル 

H レベル 
L レベル 

7 6 5 4 3 2 1 0 

I01CR(FE5D) 

割り込み要求 
ベクタ 00003 

割り込み要求 
ベクタ 0000B 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご注意 

 
本資料に掲載されている記事は、読者が正しく，且つ容易にデバイスの使用法を理解できるように作

成したものです。記載されている応用例などをそのまま用いて製品を製造するために書かれているも

のではありません。したがって、この資料にもとづいて試作・製造が行われ、その結果、安全性・特許

権・その他の権利侵害などの問題がありましても当社は一切責任を負いません。 
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